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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

宗教学 
Religion 全学科 22BAHU1001 １年次 前期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 島田 一道  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケー

ションをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 ○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくこと

ができる者に短期大学士の学位を授与する。  

概 要 

この講義の目標は宗教を知るということである。世界には数多くの宗教が存在し、その形態

もさまざまである。日本においてもこれまでいくつもの宗教が誕生して、他国からも伝わっ

てきている。まずはそれらを概観していく。そして、日本人はこれまで宗教とどのように関

係してきたのか、それを歴史や文化の中からうかがっていく。  
そして、現代に生きる我々がこれからどう宗教と向き合っていくのかを探っていきたい。 

到達目標 

(1) 世界三大宗教を知り、その内容を説明することができる。  

(2) 日本における宗教の歴史を説明することができる。  

(3) 浄土真宗や親鸞のことを説明することができる。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 宗教とは何か 宗教全般について調べ

てくる。 2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 

2 キリスト教 
配布資料を読み込み、

キリスト教について調

べてくる。 
2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 

3 イスラム教 
配布資料を読み込み、

イスラム教について調

べてくる。 
2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 

4 釈尊の生涯と仏教の誕生 
教科書（講義時に指

示）を読み込み、釈尊

について調べてくる。 
2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 

5 仏教 その１ 
教科書（講義時に指

示）を読み込み、仏教

について調べてくる。 
2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 

6 仏教 その２ 
教科書（講義時に指

示）を読み込み、仏教

について調べてくる。 
2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 

7 仏教の伝播（インド→中

国→日本） 

教科書（講義時に指

示）を読み込み、仏教

について調べてくる。 
2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 

8 日本宗教史 その１（古代

～） 

配布資料を読み込み、

日本宗教史（古代～）

について調べてくる。 
2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 

9 日本宗教史 その２（中世

～） 

配布資料を読み込み、

日本宗教史（中世～）

について調べてくる。 
2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 

10 日本宗教史 その３（近世

～） 

配布資料を読み込み、

日本宗教史（近世～）

について調べてくる。 
2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 

11 親鸞の生涯と浄土真宗の

誕生 その１ 
教科書（講義時に指

示）を読み込み、親鸞
2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 
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の生涯（前半）につい

て調べてくる。 

12 親鸞の生涯と浄土真宗の

誕生 その２ 

教科書（講義時に指

示）を読み込み、親鸞

の生涯（後半）につい

て調べてくる。 

2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 

13 浄土真宗 その１ 

教科書（講義時に指

示）を読み込み、浄土

真宗について調べてく

る。 

2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 

14 浄土真宗 その２ 

教科書（講義時に指

示）を読み込み、浄土

真宗について調べてく

る。 

2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 

15 まとめ 過去１４回の講義内容

を振り返ってくる。 2 時間 授業の振り返りを

行う。 2 時間 

成 績 評 価 定期試験（100%）  

課題（試験・レポート

等）に対するフィー

ドバックの方法 

試験において、ルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

『高校生からの仏教入門－釈尊から親鸞聖人へ－』小池秀章 著 本願寺出版社 

2009 年 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

皆さんにとって「宗教」とはどんなイメージですか。そして、生きていく中で

「宗教」を必要だと感じますか。  
様々な宗教を知ることを通してこれらの問いを共に考えていきましょう。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 世界三大宗教を知

り、その内容を説明す

ることができる。  

ほぼ完璧にで

きる。 
大きな間違い

がなく、基本

を説明するこ

とができる。 

多少間違える

が、最低限の

基本は説明で

きる。 

説 明 で き な

い。 定期試験 
（知識） 35% 

(2) 日本における宗教

の歴史を説明するこ

とができる。  

ほぼ完璧にで

きる。 
大きな間違い

がなく、基本

を説明するこ

とができる。 

多少間違える

が、最低限の

基本は説明で

きる。 

説 明 で き な

い。 定期試験 
（知識） 35% 

(3) 浄土真宗や親鸞の

ことを説明すること

ができる。  

ほぼ完璧にで

きる。 
大きな間違い

がなく、基本

を説明するこ

とができる。 

多少間違える

が、最低限の

基本は説明で

きる。 

説 明 で き な

い。 定期試験 
（知識） 30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

生活と芸術 

Life and Art 
全学科 22BAHU1002 １年次 後期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 田中 奏子・縄田 也千 
 
 

ディプロマ・ 

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーショ

ンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 
 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことが

できる者に短期大学士の学位を授与する。 
 

概 要 

芸術は生活分野から切り離すことが出来ない。芸術とは特定の芸術家だけの特権ではないし、

高尚な芸術作品を美術館で鑑賞することや、クラシカルな演奏会へ行くことだけでもない。「生

活と芸術」とは、“生活に密着した芸術”であり、“生活に役立つ芸術”、“生活を豊かにする為の

芸術”であるとも言える。ここでは、日本の伝統文化の一つである華道、様々なジャンルの音

楽、五感に触れる造形作品、絵手紙、カード制作をする中で、生活の中に芸術を取り入れるセ

ンスと方法、技術を身につける。世界でたった一つの自分の作品を制作する喜びと達成感を味

わう。 

到達目標 

(1) 身近に「芸術」を取り入れて生活を豊かにするための感性を養うことができる。  

(2) 自分や周囲の人の生活に彩りを与え豊かにするための「感性を磨く意欲」を高める事がで

きる。  

(3) 生活の中で「使う、飾る、プレゼントする」目的で作品を描き、制作する事ができる。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 
オリエンテーション －生

活と芸術とは－ 
  

「生活と芸術」の関

係について、自分の

考えをまとめる 

2 時間 

2 
花に触れる① －いけばな

の基礎－ 

事前に配布したプリ

ント資料を読んでく

る 

2 時間 
ワークシートに基づ

き振り返る 
2 時間 

3 
絵手紙の制作① －絵手紙

とはー 落款の制作 

「絵手紙」について調

べてくる 
2 時間 

落款の試し押しをし

てみる 
2 時間 

4 
花に触れる② ー伝統から

自由花へー 

事前に配布したプリ

ント資料を読んでく

る 

2 時間 
ワークシートに基づ

き振り返る 
2 時間 

5 

絵手紙の制作②墨で練習し

てみよう －良い線とは、

顔彩とはー 線の練習 葉

っぱを描こう 

前時に配布したプリ

ントを読んでおく（静

物画について） 

2 時間 

墨と顔彩、落款のバ

ランスがうまくとれ

ているか検討する 

2 時間 

6 
芸術鑑賞① －クラシック

音楽(1)バロック・古典派－ 

クラシック音楽の指

定された時代の中か

ら 1曲リストアップし

てくる 

2 時間 

授業を振り返り自分

の考えをまとめ復習

する 

2 時間 

7 
絵手紙の制作③ 季節の果

物を描いてみよう 

前時に配布したプリ

ントを読んでおく（静

物画について） 

2 時間 
果物の絵の構図につ

いて検討する 
2 時間 

8 
芸術鑑賞② －クラシック

音楽(2)ロマン派・近現代－ 

クラシック音楽の指

定された時代の中か

ら 1曲リストアップし

てくる 

2 時間 

授業を振り返り自分

の考えをまとめ復習

する 

2 時間 
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9 
絵手紙の制作④ Xmas カ

ードを描いて送ってみよう 

クリスマスカードの

アイディアスケッチ

をする 

2 時間 
様々なカードの種類

について調べる 
2 時間 

10 

芸術鑑賞③ －世界の音楽

(1) 様々なジャンルに触れ

るー 

クラシック音楽の指

定された時代の中か

ら 1曲リストアップし

てくる 

2 時間 

授業を振り返り自分

の考えをまとめ復習

する 

2 時間 

11 
絵手紙の制作⑤ 年賀状を

書いてみよう 

年賀状のアイディア

スケッチをする 
2 時間 

様々な干支の絵を調

べる 
2 時間 

12 

芸術鑑賞④ －世界の音楽

(2)映画音楽とクラシック音

楽の関係－  

クラシック音楽の指

定された時代の中か

ら 1曲リストアップし

てくる 

2 時間 

授業を振り返り自分

の考えをまとめ復習

する 

2 時間 

13 
絵手紙の制作⑥ 字手紙を

描いてみよう 

字手紙について調べ

ておく 
2 時間 

字の画面に対する入

れ方を検討する 
2 時間 

14 
プレゼンテーション ー

「私」と音楽－ 

好きな 1曲についてプ

レゼンテーションの

準備をしてくる 

2 時間 

授業を振り返り自分

の考えをまとめ復習

する 

2 時間 

15 
絵手紙の制作⑦ 額縁に入

れてみよう 

額縁に入れる効果に

ついて考える 
2 時間 

展示した作品の鑑賞

をお互いにする 
2 時間 

成 績 評 価 作品（43%）、授業への取り組み（57%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方

法 

 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：なし  

（プリントを随時配布） 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
材料費が 1,000 円くらい必要です。自由制作もできます。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 身近に「芸術」

を取り入れて生活

を豊かにするため

の感性を養うこと

ができる。  

生活の中の

「芸術」を

理解し、生

活を豊かに

するための

感性を養う

ことができ

る能力が十

分にある。 

生活の中の

「芸術」を理

解し、生活を

豊かにするた

めの感性を養

うことができ

る能力があ

る。 

生活の中の

「芸術」を

概 ね 理 解

し、生活を

豊かにする

ための感性

を養うこと

ができる能

力がある。 

生活の中の

「芸術」を

理 解 で き

ず、生活を

豊かにする

ための感性

を養うこと

ができる能

力がない。 

作品 

（知識・理

解・技能・判

断力・作品の

完成度）  

8% 

授業への取り

組み 

（関心・意

欲・態度） 
7% 
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(2) 自分や周囲の人

の生活に彩りを与

え豊かにするため

の「感性を磨く意

欲」を高める事がで

きる。  

生活の中に

｢芸術｣を取

り入れるた

めの感性を

磨く意欲が

十 分 に あ

る。 

生活の中に

｢芸術｣を取り

入れるための

感性を磨く意

欲がある。 

不十分では

あるが生活

の中に ｢芸

術 ｣を取り

入れるため

の感性を磨

く意欲があ

る。 

生活の中に

｢芸術｣を取

り入れるこ

とができる

感性を磨く

意 欲 が な

い。 

授業への取り

組み 

（関心・意

欲・態度）  
50% 

(3) 生活の中で「使

う、飾る、プレゼン

トする」目的で作品

を描き、制作する事

ができる。  

実際に使用

したり、飾

ったり、誰

にでもプレ

ゼントでき

るような作

品を制作す

ることがで

きる。 

実際に使用し

たり、飾った

り、知人であ

ればプレゼン

トできるよう

な作品を制作

することがで

きる。 

人にプレゼ

ントはでき

ないかもし

れないが、

飾ったり、

使用できる

作品を制作

することは

できる。 

実際に使用

したり、飾

ったり、人

にプレゼン

トできるよ

うな作品を

制作するこ

とができな

い。 

作品 

（知識・技

能・創造性・

表現力・作品

の完成度）  35% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

余暇生活論 

Study on Leisure Life 
全学科 22BAHU1003 １年次 前期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 渡邉 哲郎 
 
 

ディプロマ・ 

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーシ

ョンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 
○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことが

できる者に短期大学士の学位を授与する。 
○ 

概 要 
余暇生活という窓口から人間と社会のあり方を見つめ、学習者一人ひとりが、これからの豊

かなライフスタイルを創造していくことをねらいとして、余暇生活の概要、デザインを解説

する。 

到達目標 

(1) 余暇生活、余暇活動についての基本を説明することができる。  

(2) 各自が余暇生活を振り返り、自らの余暇生活を他者に説明できる。  

(3) 余暇生活に関わる身近な問題について、自分の考えや意見を述べることができる。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 授業ガイダンス 自己の生活を振り返る   余暇資料① 2時間 

2 余暇とは何か 余暇資料① 2時間 余暇資料② 2時間 

3 生活行動と余暇 余暇資料② 2時間 余暇資料③ 2時間 

4 
現代社会と余暇（高齢化社会・情報化社

会） 
余暇資料③ 2時間 余暇資料④ 2時間 

5 余暇生活とレジャー・レクリエーション 余暇資料④ 2時間 余暇資料⑤ 2時間 

6 余暇生活を診断する（１） 余暇資料⑤ 2時間 余暇資料⑥ 2時間 

7 余暇生活を診断する（２） 余暇資料⑥ 2時間 余暇資料⑦ 2時間 

8 余暇生活を診断する（３） 余暇資料⑦ 2時間 余暇資料⑧ 2時間 

9 中間レポートの報告会 余暇資料⑧ 2時間 余暇資料⑨ 2時間 

10 
余暇生活を開発する（個人・グループ作

業①テーマを決める） 
余暇資料⑨ 2時間 余暇資料⑩ 2時間 

11 
余暇生活を開発する（個人・グループ作

業②テーマに合わせた情報収集） 
余暇資料⑩ 2時間 余暇資料⑪ 2時間 

12 
余暇生活を振り返る（個人・グループ作

業③情報収集のまとめ） 
余暇資料⑪ 2時間 余暇資料⑫ 2時間 

13 余暇生活を振り返る（全体発表） 余暇資料⑫ 2時間 余暇資料⑬ 2時間 
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14 余暇生活能力の向上に必要なこと 余暇資料⑬ 2時間 余暇資料⑭  2時間 

15 今後の創造的な余暇生活をめざして 余暇資料⑭ 2時間   

成 績 評 価 
定期試験（60%）、課題・レポート（20%）、毎回の授業の感想・振り返り、毎回の

授業課題（20%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

毎回の、授業振り返りシートにコメントを書き、次の授業時に返却する。  

定期レポート結果はルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
配布資料 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

豊かな余暇生活（学生生活）を送りたいと考えている学生の受講を希望する。  

共に学ぶという基本姿勢のもと、充実した人生の指針を探ることを希望する。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 余暇生活、余暇活

動についての基本を

説明することができ

る。  

ほぼ完璧に  

説明できて

いる。 

大きな間違

いがなく、

基本を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が最低限の

基本を説明

で き て い

る。  

説明できて

いない。 

定期試験 

（知識・理解）  

60% 

(2) 各自が余暇生活を

振り返り、自らの余暇

生活を他者に説明で

きる。  

ほぼ完璧に  

説明できて

いる。 

大きな間違

いがなく、

説明できて

いる。 

間違いはい

くつかある

が最低限の

説明ができ

ている。 

説明できて

いない。 

課題・レポート 

（関心・意欲・

思考力・判断

力・表現力）  

20% 

(3) 余暇生活に関わる

身近な問題について、

自分の考えや意見を

述べることができる。  

ほぼ完璧に

自分の考え

や意見を述

べている。 

大きな間違

いがなく、

自分の考え

を述べてい

る。 

間違いはい

くつかある

が最低限の

自分の考え

を述べてい

る。 

自分の考え

を述べてい

ない。 

毎回の授業の

感想・振り返

り、毎回の授業

課題 

（関心・意欲・

思考力・判断

力・表現力）  

20% 

 



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

比較文化概説 
Introduction to Comparative 

Culture 

全学科 
（一般学生対象） 22BAHU1004 １年次 後期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択   

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーシ

ョンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 ○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことが

できる者に短期大学士の学位を授与する。 ○ 

概 要 
日本の文化や風習を知り、自分の出身国（日本人の場合は外国）との違いを認識するととも

に、異なる文化の存在への関心と理解を深める。 

到達目標 
(1)文化、異文化ついて説明することができる。  

(2)周りにいる人の異なるバックグラウンドを理解し、自身の価値観を探求することができる。 

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 Introduction 、「異文化を理解

する」 
Day 2 の資料を読

む。 2 時間   

2 「文化とは」（その１） Day 3 の資料を読

む。 2 時間 Day 1 の振り返

り。 2 時間 

3 「文化とは」（その２） Day 4 の資料を読

む。  2 時間 
Day 1-3の振り返

り、レポート１に

備える。 
2 時間 

4 「異文化適応」 Day 5 の資料を読

む。  2 時間 Day 4 の振り返

り。 2 時間 

5 「シミュレーション」 Day 6 の資料を読

む。 2 時間 Day 5 の振り返

り。 2 時間 

6 「違いに気づく」 Day 7 の資料を読

む。  2 時間 
Day 6 の振り返

り、レポート２に

備える。  
2 時間 

7 「異文化の認識」 Day 8 の資料を読

む。  2 時間 Day 7 の振り返

り。 2 時間 

8 「差別を考える」  Day 9 の資料を読

む。  2 時間 Day 8 の振り返

り。  2 時間 

9 「世界の価値観」  Day 10 の資料を読

む。 2 時間 
Day 9 の振り返

り、レポート３に

備える。  
2 時間 

10 「異文化トレーニング」 Day 11 の資料を読

む。 2 時間 Day 10 の振り返

り。  2 時間 

11 「異文化受容」 Day 12 の資料を読

む。  2 時間 Day 11 の振り返

り。  2 時間 

12 「自分を知る」 Day 13 の資料を読

む。 2 時間 
Day 12 の振り返

り、レポート４に

備える。  
2 時間 

13 「非言語コミュニケーショ

ン」 
Day 14 の資料を読

む。  2 時間 Day 13 の振り返

り。 2 時間 

14 「アサーティブコミュニケー

ション」 
Day 15 の資料を読

む。  2 時間 Day 14 の振り返

り。  2 時間 
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15 「多文化共生社会の実現に向

けて」 
Day 1-15の資料を読

む。  2 時間 
Day 1-15 の振り

返り、最終レポー

トに備える。  
2 時間 

成 績 評 価 課題・レポート（50%）、グループワーク・グループ討議（50%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

ポートフォリオと感想文、レポートにはコメントを書いて返却する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

資料は配布します。【参考文献】「異文化理解入門 原沢伊都夫 研究社」「グ

ローバル社会における異文化コミュニケーション 池田理知子・塙幸枝 三修

社」「よくわかる異文化コミュニケーション 池田理知子 ミネルヴァ書房」 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

クラスメートとの協同学習に積極的に取り組む態度を求めます。内容・予定は変

更する場合があります。楽しい授業を心がけたいと思いますので、学生の皆さん

のご協力をお願いします。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 文化、異文化つい

て説明することがで

きる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、説

明できる。 

間違いはい

くつかある

が、説明でき

る。  

説明できて

いない。 課題・レポート 
（知識・理解） 50% 

(2) 周りにいる人の異

なるバックグラウン

ドを理解し、自身の価

値観を探求すること

ができる。  

周りにいる

人を理解し、

自身の価値

観を探求で

きる。  

ある程度、周

りにいる人

を理解し、自

身の価値観

を探求でき

る。  

ある程度周

りにいる人

を理解し、あ

る程度自身

の価値観を

探求できる。 

周りにいる

人を理解し

ようとせず、

自身の価値

観も探求で

きない。 

グループワー

ク・グループ討

議 
（関心・意欲・

態度・技能・表

現力）  

50% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

比較文化概説 
Introduction to Comparative 

Culture 

全学科 
（留学生対象） 22BAHU2005 ２年次 後期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 林 伸一  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーシ

ョンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 ○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことが

できる者に短期大学士の学位を授与する。 ○ 

概 要 
日本の文化や風習を知り、自分の出身国（日本人の場合は外国）との違いを認識するととも

に、異なる文化の存在への関心と理解を深める。 

到達目標 

(1) 日本の文化について理解することができる。  

(2) 日本の文化について説明することができる。  

(3) 母国の文化と日本の文化の違いについて、テーマを選び、発表することができる。  

(4) 日本式のマナーを実践し、日本事情を理解できる。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 おもてなしの心・日本式のマ

ナーと日本事情  オリエンテーション  該当箇所の復

習。 2 時間 

2 山口事情と山口の伝統文化・

歴史 該当箇所の予習。 2 時間 該当箇所の復

習。 2 時間 

3 日本の若者のファッション：

ダメージジーンズ 該当箇所の予習。 2 時間 該当箇所の復

習。 2 時間 

4 高齢化社会の日本事情  該当箇所の予習。 2 時間 該当箇所の復

習。 2 時間 

5 健康にいい日本食：栄養バラ

ンス  該当箇所の予習。 2 時間 該当箇所の復

習。 2 時間 

6 日本の映像芸術：フォトコン

テスト  該当箇所の予習。 2 時間 該当箇所の復

習。 2 時間 

7 日本の色形容詞と実際の色彩  該当箇所の予習。 2 時間 該当箇所の復

習。 2 時間 

8 日本の四季：春夏秋冬（雪景

色）  該当箇所の予習。 2 時間 該当箇所の復

習。 2 時間 

9 日本のソフトパワーとなった

アニメ  該当箇所の予習。 2 時間 該当箇所の復

習。 2 時間 

10 山口の温泉と足湯  該当箇所の予習。 2 時間 該当箇所の復

習。 2 時間 

11 ヒューマンライブラリー（人

間図書館）  該当箇所の予習。 2 時間 該当箇所の復

習。 2 時間 

12 朗読に挑戦してみよう！（金

子みすゞ・中原中也） 該当箇所の予習。 2 時間 該当箇所の復

習。 2 時間 

13 世界に広がるカワイイ  該当箇所の予習。 2 時間 該当箇所の復

習。 2 時間 

14 紙芝居で知る日本の昔話（桃

太郎、一寸法師、かぐや姫） 該当箇所の予習。 2 時間 該当箇所の復

習。 2 時間 

15 紙芝居で知る世界の昔話（裸

の王様、ジャックと豆の木） 該当箇所の予習。 2 時間 該当箇所の復

習。 2 時間 
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成 績 評 価 定期試験（52%）、小テスト（24%）、発表・プレゼンテーション（24%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

小テストを採点し、返却時に間違った箇所を解説する。  
課題の作文などを添削し、返却時に誤用例や模範例を示して解説する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
『おいでませ山口５』PPT 教材、紙芝居教材 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
日本の文化を紙芝居やパワーポイント教材で学びます。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 日本の文化に

ついて理解するこ

とができる。 

日本文化につ

いてほぼ完璧

に理解できる。 

大きな間違い

なく、ほぼ日本

文化を理解で

きる。 

間違いはいく

つかあるが、基

本的な日本文

化理解ができ

る。 

日本の文化に

ついて理解す

ることができ

ない。 

定期試験 
（知識・理

解）  13% 

日本文化につ

いてほぼ完璧

に理解できる。 

大きな間違い

なく、ほぼ日本

文化を理解で

きる。 

間違いはいく

つかあるが、基

本的な日本文

化理解ができ

る。 

日本の文化に

ついて理解す

ることができ

ない。 

小テスト 
（知識・理

解）  12% 

(2) 日本の文化に

ついて説明するこ

とができる。 

日本文化につ

いてほぼ完璧

に説明できる。 

大きな間違い

なく、ほぼ日本

文化を説明で

きる。 

間違いはいく

つかあるが、基

本的な日本文

化の説明がで

きる。 

日本の文化に

ついて説明す

ることができ

ない。 

定期試験 
（知識・理

解）  13% 

日本文化につ

いてほぼ完璧

に説明できる。 

大きな間違い

なく、ほぼ日本

文化を説明で

きる。 

間違いはいく

つかあるが、基

本的な日本文

化の説明がで

きる。 

日本の文化に

ついて説明す

ることができ

ない。 

小テスト 
（知識・理

解）  12% 

(3) 母国の文化と

日本の文化の違い

について、テーマ

を選び、発表する

ことができる。 

母国の文化と

日本の文化の

違いについて、

発表すること

ができる。 

母国の文化と

日本の文化の

違いについて、

説明すること

ができる。 

母国の文化と

日本の文化の

違いについて、

理解すること

ができる。 

母国の文化と

日本の文化の

違いについて、

理解すること

ができない。  

定期試験 
（態度・表

現力・判断

力）  
13% 

母国の文化と

日本の文化の

違いについて、

発表すること

ができる。 

母国の文化と

日本の文化の

違いについて、

説明すること

ができる。 

母国の文化と

日本の文化の

違いについて、

理解すること

ができる。 

母国の文化と

日本の文化の

違いについて、

理解すること

ができない。  

発表・プレ

ゼンテーシ

ョン 
（態度・表

現力・判断

力）  

12% 

(4) 日本式のマナ

ーを実践し、日本

事情を理解でき

る。 

日本式のマナ

ーを実践し、日

本事情をよく

理解できる。 

日本式のマナ

ーを適切に実

践し、日本事情

をほぼ理解で

きる。 

ある程度、日本

式のマナーを

実践し、日本事

情を理解でき

る。 

日本式のマナ

ーを実践し、日

本事情を理解

できない。 

定期試験 
（態度・表

現力・判断

力）  
13% 

日本式のマナ

ーを実践し、日

本事情をよく

理解できる。 

日本式のマナ

ーを適切に実

践し、日本事情

をほぼ理解で

きる。 

ある程度、日本

式のマナーを

実践し、日本事

情を理解でき

る。 

日本式のマナ

ーを実践し、日

本事情を理解

できない。 

発表・プレ

ゼンテーシ

ョン 
（態度・表

現力・判断

力）  

12% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

日本国憲法 

The Constitution of Japan 
全学科 22BASO1001 １年次 前期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 福田 達也 
 
 

ディプロマ・ 

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーシ

ョンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 
○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことが

できる者に短期大学士の学位を授与する。 
○ 

概 要 

私たちが暮らしている日本の国の憲法はどのような考え方・理念をもとに制定されているの

か、人権尊重や民主主義の歴史的背景について理解しながら深めていきたいと思います。

「日本国憲法」と聞くと、難しいという印象を持つ人も多いかもしれませんが、質問にも随

時受け付け、映像なども用いて、憲法に関わる様々な社会の問題を身近な事柄として考えて

もらえる授業を目指します。 

到達目標 

(1) 日本国憲法の基本原理である基本的人権の尊重、国民主権、平和主義等の考え方や理念

について理解を深めたうえで、説明できる。  

(2) 憲法制定の背景、近代化の流れを理解しながら、近現代史をあらためて多角的に捉え直

し、現在の社会の出来事についても興味、関心を持ち、説明できる。  

(3) 最高法規である憲法に規定されている内容を理解し、論理的かつ説得力ある説明ができ

る。  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoomによる遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 日本国憲法の構成と特徴 日本国憲法の特徴 0.75 時間 
日本奥憲法

の構成 
0.75 時間 

2 大日本帝国憲法と戦前の日本 戦前の憲法 0.75 時間 
大日本帝国

憲法 
0.75 時間 

3 日本国憲法の制定 GHQについて 0.75 時間 憲法の制定 0.75 時間 

4 前文と三大原理 前文について 0.75 時間 
三大原理つ

いて 
0.75 時間 

5 国民主権と民主主義 民主主義とは 0.75 時間 国民主権 0.75 時間 

6 欧米近代化の歴史と人権思想 人権とは 0.75 時間 
近代化と人

権 
0.75 時間 

7 
基本的人権①－個人の尊重・

平等権－ 
基本的人権 0.75 時間 

法の下の平

等 
0.75 時間 

8 基本的人権②－自由権－ 自由権とは 0.75 時間 
自由権の種

類 
0.75 時間 

9 基本的人権③－生存権－ 社会権とは 0.75 時間 
生存権とそ

の施策 
0.75 時間 

10 
基本的人権④－参政権・新し

い人権－ 
選挙権とは 0.75 時間 参政権 0.75 時間 

11 
平和主義－第９条解釈・平和

的生存権－ 
平和主義とは 0.75 時間 9 条の解釈 0.75 時間 

12 統治機構－三権分立－ 三権分立とは 0.75 時間 統治機構 0.75 時間 

13 日本の裁判制度と法律家 裁判制度 0.75 時間 
民事刑事裁

判 
0.75 時間 
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14 裁判員制度 裁判員制度の概要 0.75 時間 
裁判員制度

の内容 
0.75 時間 

15 まとめ 憲法とは 0.75 時間 まとめ 0.75 時間 

成 績 評 価 定期試験（50%）、課題・レポート（50%）  

課題（試験・レポート

等）に対するフィー

ドバックの方法 

定期試験および課題(レポート)については、模範解答を提示する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：授業で参考資料を配布 

参考文献：必要に応じて紹介 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

難しい言葉や歴史も一つ一つ丁寧に理解を積み重ねていくと、今まで分からなか

った世界が身近になり、広がっていきます。がんばりましょう！ 

幼稚園教諭二種、小学校教諭二種：「必修」 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 日本国憲法の基本

原理である基本的人

権の尊重、国民主権、

平和主義等の考え方

や理念について理解

を深めたうえで、説明

できる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 定期試験 

（知識・理解）  
25% 

課題・レポート 

（知識・理解）  
25% 

(2) 憲法制定の背景、

近代化の流れを理解

しながら、近現代史を

あらためて多角的に

捉え直し、現在の社会

の出来事についても

興味、関心を持ち、説

明できる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 定期試験 

（知識・理解）  
10% 

課題・レポート 

（知識・理解）  
10% 

(3) 最高法規である憲

法に規定されている

内容を理解し、論理的

かつ説得力ある説明

ができる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 定期試験 

（知識・理解）  
15% 

課題・レポート 

（知識・理解） 
15% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

現代社会問題 

Issues in Modern Society 
全学科 22BASO1002 １年次 後期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 今川 晋平 
 
 

ディプロマ・ 

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケー

ションをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 
○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくこ

とができる者に短期大学士の学位を授与する。 
○ 

概 要 

子どもはみな、それぞれの「時代性」を背負って生きている。現代の子どもたちは、どのよ

うな問題を抱えているのでしょうか？子どもの生活を激変させた第二次世界大戦終戦から、

現在に至るまで、それぞれの時代の子どもの姿を捉えながら、現代の子どもの問題について

考える。 

到達目標 

(1) 時代背景に合わせた子どもの問題の変化について説明できる。  

(2) 子どもに関わる問題について具体的に述べることができる。  

(3) マスコミ（新聞、テレビ等）のニュース報道に興味が湧き自分の意見を持って協議する。 

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 オリエンテーション 
配布資料を

読んでおく 
2時間 課題を探す 2時間 

2 終戦前後の子ども文化 
配布資料を

読んでおく  
2時間 課題を探す 2時間 

3 戦後の社会的養護 
配布資料を

読んでおく  
2時間 課題を探す 2時間 

4 教育制度・集団就職 
配布資料を

読んでおく  
2時間 

課題をまと

める 
2時間 

5 
高度経済成長期の子どもた

ち テレビの世界 

配布資料を

読んでおく  
2時間 

課題をまと

める 
2時間 

6 加熱化する進学塾 
配布資料を

読んでおく  
2時間 

課題をまと

める 
2時間 

7 いじめ 
配布資料を

読んでおく 
2時間 

課題をまと

める 
2時間 

8 
平成時代の子どもたち フ

ァミコン・シンドローム 

配布資料を

読んでおく  
2時間 発表準備 2時間 

9 少年Ａ 
配布資料を

読んでおく  
2時間 発表準備 2時間 

10 
学校に行けない子ども、行

かない子ども 

配布資料を

読んでおく 
2時間 発表準備 2時間 

11 
特別な支援の必要な子ども

たち 

配布資料を

読んでおく 
2時間 発表準備 2時間 

12 
「モンスター・ペアレン

ト」の出現 

配布資料を

読んでおく 
2時間 発表準備 2時間 

13 
女性に社会進出と保育ニー

ズ 

配布資料を

読んでおく  
2時間 発表準備 2時間 
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14 ポスター発表 発表準備 2時間 
振り返りシ

ートの記入 
2時間 

15 スマホ世代の子どもたち 
配布資料を

読んでおく 
2時間 

課題レポー

ト 
2時間 

※授業内容を一部変更する場合があります。 

成 績 評 価 
定期試験（40%）、課題・レポート（15%）、授業への取り組み（30%）、発表・プ

レゼンテーション（15%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

試験やレポートは、ルーブリック評価での結果を渡す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

授業時にプリント配布  

参考文献：深谷和子編 児童心理「子どもの問題７０年」金子書房 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

社会人に求められる教養、技能、品格を授業の中で身につける人生で最後の時間

です。自覚して頑張りましょう。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 時代背景に合わせ

た子どもの問題の変

化について説明でき

る。  

子どもの問

題の変化を

的確に説明

できる。 

子どもの問

題の変化に

ついて大体

のことを説

明できる。 

時代背景に

合わせた子

どもの問題

の変化を間

違いはある

が説明でき

る。  

時代背景に

合わせた子

どもの問題

の変化を説

明できてい

ない。 

定期試験 

（知識・思

考力・表現

力）  40% 

(2) 子どもに関わる問

題について具体的に

述べることができる  

子どもに関

わる問題に

ついて的確

に認識し、ほ

ぼ完璧に自

分の考えを

述べている。 

子どもに関

わる問題に

ついて大体

のことを認

識し、自分の

考えを述べ

ている。 

子どもに関

わる問題に

ついて認識

の間違いは

あるが、最低

限の自分の

考えを述べ

ている。  

子どもに関

わる問題に

ついて認識

できておら

ず、自分の考

えを述べて

いない。 

課題・レポ

ート 

（知識・思

考力・判断

力・表現力）  
30% 

(3) マスコミ（新聞、テ

レビ等）のニュース報

道に興味が湧き自分

の意見を持って協議

する  

的確な問題

意識を持っ

て協議して

いる。 

問題意識を

持ち、協議し

ている。 

間違いはい

くつかある

が、協議に参

加している。 

身近な問題

に触れよう

とせず、協議

していない。  

授業への取

り組み 

（関心・意

欲・思考力・

表現力）  

30% 

 



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

行動科学 
Behavioral Science 全学科 22BASO1004 １年次 前期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 田中 光  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーシ

ョンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 ○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことが

できる者に短期大学士の学位を授与する。  

概 要 

心理学がどのような学問であるかを紹介し、心理学の研究方法や認知心理学について概説す

る。授業は、スライド資料や動画などを通して解説する。また、授業中に講義内容について

考えたことについて記入する授業課題を課す。 

到達目標 

(1) 行動科学・心理学がどのような学問であるかを理解し、説明できる。  

(2) 心理学の知識に基づいて、自分や他者の行動を説明することができる。  

(3) 心理学の知識を糸口として自己や日常等から課題を見いだし、取り組むことができる。  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 オリエンテーション 行動

科学・心理学とは —  本時の内容をまと

める。 2 時間 

2 心理学の研究法 キーワードの印象を

書く。 2 時間 配布資料を読み、

まとめる。 2 時間 

3 心理統計とは キーワードの印象を

書く。 2 時間 配布資料を読み、

まとめる。 2 時間 

4 心理学の歴史 キーワードの印象を

書く。 2 時間 配布資料を読み、

まとめる。 2 時間 

5 知覚・注意 キーワードの印象を

書く。 2 時間 配布資料を読み、

まとめる。 2 時間 

6 ワーキングメモリ キーワードの印象を

書く。 2 時間 配布資料を読み、

まとめる。 2 時間 

7 記憶 キーワードの印象を

書く。 2 時間 配布資料を読み、

まとめる。 2 時間 

8 概念～対象の認識～ キーワードの印象を

書く。 2 時間 配布資料を読み、

まとめる。 2 時間 

9 メタ認知 キーワードの印象を

書く。 2 時間 配布資料を読み、

まとめる。 2 時間 

10 記憶と言語 キーワードの印象を

書く。 2 時間 配布資料を読み、

まとめる。 2 時間 

11 コミュニケーション キーワードの印象を

書く。 2 時間 配布資料を読み、

まとめる。 2 時間 

12 問題解決 キーワードの印象を

書く。 2 時間 配布資料を読み、

まとめる。 2 時間 

13 記憶と脳 キーワードの印象を

書く。 2 時間 配布資料を読み、

まとめる。 2 時間 

14 近年の研究 キーワードの印象を

書く。 2 時間 配布資料を読み、

まとめる。 2 時間 

15 まとめ テキストや配布資料

を読む。 2 時間 配布資料を読み、

まとめる。 2 時間 

16



成 績 評 価 定期試験（55%）、授業の感想・振り返り、授業課題（45%）  

課題（試験・レポート

等）に対するフィー

ドバックの方法 

授業課題への回答は必要に応じてフィードバックを行う。  
定期試験と授業課題はルーブリック評価に基づき結果を示す。  

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：プリントを配布する  
参考書：太田 信夫・厳島 行雄（編）（2011）現代の認知心理学 2：記憶と日常 

北大路書房  

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

授業課題は成績に反映されるため、積極的に記入してください。また、定期試験

では授業課題に関連した記述問題を出題するため授業課題の提出後も、該当のテ

ーマについて日頃から考えておくことをおすすめします。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 行動科学・心理

学がどのような学

問であるかを理解

し、説明できる。 

心理学の基

礎用語を十

分に説明す

ることがで

きる。 

心理学の基

礎用語を概

ね説明する

ことができ

る。 

心理学の基

礎用語につ

いて最低限

の内容を説

明すること

ができる。 

心理学の基

礎用語を説

明すること

ができない。 

定期試験 
（知識・理解） 

35% 

(2) 心理学の知識に

基づいて、自分や他

者の行動を説明す

ることができる。  

授業の内容

と、自分や他

者の行動と

の関連の見

出し、説明し

た上で自分

の考えを述

べることが

できる。 

授業の内容

と、自分や他

者の行動と

の関連を見

出し、説明す

ることがで

きる。 

授業の内容

と、自分や他

者の行動と

の関連の見

出しが不十

分である。 

授業の内容

を通して、自

分や他者の

行動を説明

できない。 

授業の感想・

振り返り、授

業課題 
（関心・意欲・

態度）  45% 

(3) 心理学の知識を

糸口として自己や

日常等から課題を

見いだし、取り組む

ことができる。  

自己や日常

におけるこ

ころの働き

について、心

理学的視点

に立って考

えることが

でき、表現し

たうえで実

際に取り組

むことがで

きる。 

自己や日常

におけるこ

ころの働き

について、心

理学的視点

に立って考

えることが

でき、表現す

ることがで

きる。 

自己や日常

におけるこ

ころの働き

について、心

理学的視点

に立って考

えることが

できるが、表

現が不十分

である。 

自己や日常

におけるこ

ころの働き

について、心

理学的視点

に立って考

えることが

できない。 

定期試験 
（思考力・判

断力・表現力） 

20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

物理学 
Physics 全学科 22BANA2002 ２年次 後期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 吉村 洋輔  

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーシ

ョンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 ○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことが

できる者に短期大学士の学位を授与する。 ○ 

概 要 物理学の基礎的・基本的事項を理解し、科学的なものの見方・考え方を養う。 

到達目標 

(1) 力の表し方 合力、分力の求め方２力のつり合いの関係と作用反作用の関係との違いが理

解できる。  
(2) 重さ（Ｎ）と質量（㎏）の定義付けが正しく理解でき、重さは測定する場所によって異

なり、質量は絶対不変の量であることが理解できる。  
(3) 静止摩擦力について、最大静止摩擦力は垂直抗力に比例することが理解できる。圧力、

浮力が正しく理解できる。  
(4) 剛体のつり合いについて正しく理解できる。  
(5) 速度、加速度の概念を理解し、相対速度、等加速度直線運動について理解できる。落体

の運動を等加速度直線運動と結び付けてグラフを活用して、分析する。慣性力、遠心力につ

いて理解する。  
(6) 仕事と仕事率、仕事量と力学的エネルギーについて理解する。  
(7) 熱とエネルギー 熱の本性、セルシウス℃と絶対温度について理解する。仕事による熱の

発生と熱の仕事当量について理解する。  
(8) 比熱と熱容量について理解し、熱量計算ができるようにする。  
(9) 気体の熱的性質について 気体の圧力、ボイルの法則、シャルルの法則、ボイル・シャ

ルルの法則について理解し、熱と仕事、断熱変化について理解する。  
(10) 波の伝わり方、波の速さ、波長、振動数、周期について理解する。横波、縦波の伝わり

方について理解する。ドップラー効果について理解する。  
(11) 電流と電気抵抗について、電気回路、オームの法則、電気抵抗、電圧降下、電流と仕事

ジュールの法則、電力と電力量について理解する。  
(12) 物理学の基礎・基本的事項について、問題形式の課題を提出し、知識・理解、思考力、

判断力の再確認をする。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 力の合成と分解 力の表し方、合力、

分力の求め方。  2 時間 
２力のつりあいと作

用反作用の違いが説

明できる。  
2 時間 

2 重さと質量 

重さは測定する場所

によって異なり質量

は不変の量であるが

わかる。 

2 時間 重さと質量の関係が

正しく理解できる。  2 時間 

3 いろいろな力 
静止摩擦力、圧力、

浮力が正しく図示で

きる。 
2 時間 

静止摩擦力、圧力、

浮力が正しく理解で

きる。 
2 時間 

4 剛体のつりあい 
大きさのある物体に

ついて、力のモーメ

ントが理解できる。 
2 時間 

力のモーメントのつ

りあいを使って大き

さのある物体のつり

2 時間 
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あいを求めることが

できる。  

5 速度と加速度 
速度と加速度の概念

が正しく理解でき

る。  
2 時間 

等速度運動、等加速

度運動についてグラ

フに表し、グラフか

ら速度、加速度、移

動距離を求めること

ができる。 

2 時間 

6 落体の運動 

真上に投げた物体、

水平に投げた物体の

運動が正しく解説で

きる。  

2 時間 

等加速度直線運動の

４つの公式を使って

落体の運動を解説で

きる。  

2 時間 

7 慣性力 

電車内で天井からつ

るした物体にはたら

く力を正しく図示で

き、みかけの力慣性

力を正しく説明でき

る。 

2 時間 

慣性力＝－質量×加速

度 を電車の運動、

等速円運動において

説明できる。 

2 時間 

8 仕事と仕事率 
仕事と仕事率を正し

く理解できる。仕事

の原理がわかる。 
2 時間 

ジュール、ワット単

位次元についても理

解する。 
2 時間 

9 仕事量と力学的エネル

ギー 

運動エネルギー、位

置エネルギー。力学

的エネルギーについ

て理解する。 

2 時間 

保存力だけがはたら

く場合力学的エネル

ギーは保存されるこ

とを使って、真上に

投げた物体の運動、

水平に投げた物体の

運動を解説できる。 

2 時間 

10 熱とエネルギー 

熱の本性について正

しく理解し、様々な

熱現象を原子、分子

の概念を用いて説明

できる。 

2 時間 

セルシウス度、絶対

温度、熱の仕事当量

について理解を深め

る。また熱量計算が

できる。 

2 時間 

11 気体の熱的性質 

気体の圧力、ボイル

の法則、シャルルの

法則、ボイルシャル

ルの法則を正しく理

解する。 

2 時間 

気体の内部エネルギ

ー、熱力学の第一法

則断熱変化について

理解する。 

2 時間 

12 波の伝わり方 
波の伝わり方を媒質

の概念から説明でき

る。  
2 時間 

横波、縦波、ドップ

ラー効果について理

解を深める。 
2 時間 

13 電気と電圧、電流と電

子 

電流回路、抵抗、電

圧降下、抵抗率、オ

ームの法則を理解す

る。 

2 時間 

抵抗を直列、並列接

続した回路で抵抗を

流れる電流を求め

る。 

2 時間 

14 電気エネルギー  
ジュールの法則、電

力、電力量、電力の

単位を理解する。 
2 時間 

電気器具を消費した

時間から消費電力を

求めることができ

る。 

2 時間 

15 問題演習 問題演習課題プリン

ト  2 時間 
プリントの問題が確

実に解けるようにす

る。 
2 時間 

成 績 評 価 定期試験（80%）、課題・レポート（20%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

ルーブリック評価をフィードバックする。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
作成プリントを使用 
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メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
日常生活でよく出会う物理事象を取り上げ、おもしろく興味ある授業にする。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 力の表し方 合力、分

力の求め方２力のつり合

いの関係と作用反作用の

関係との違いが理解でき

る。  

ベクトル作図

を使ってほぼ

完璧に  説

明できる 

大きな間違い

がなく基礎・

基本的事項は

理解できてい

る 

いくつかの間

違 い は あ る

が、最低限の

基本は理解で

きている。 

理解できてい

ない。 

定期試験 9% 

(2) 重さ（Ｎ）と質量（㎏）

の定義付けが正しく理解

でき、重さは測定する場

所によって異なり、質量

は絶対不変の量であるこ

とが理解できる。  

ほぼ完璧に理

解 で き て い

る。 

大きな間違い

はなく基礎・

基本的事項は

理解できてい

る 

いくつかの間

違 い は あ る

が、最低限の

基本は理解で

きている。 

理解できてい

ない。 

定期試験 5% 

(3) 静止摩擦力につい

て、最大静止摩擦力は垂

直抗力に比例することが

理解できる。圧力、浮力

が正しく理解できる。  

力のベクトル

作図を使って

説明でき、ほ

ぼ完璧に理解

できている。 

大きな間違い

はなく基本的

事項は理解で

きている。 

いくつかの間

違 い は あ る

が、最低限の

基本は理解で

きている。 

理解できてい

ない。 

定期試験 9% 

(4) 剛体のつり合いにつ

いて正しく理解できる。 
ほぼ完璧に理

解 で き て い

る。応用力も

みにつけてい

る。 

大きな間違い

はなく基本的

事項は理解で

きている。 

間違いはある

が最低限の基

本事項は理解

できている。 

理解できてい

ない。 
定期試験 6% 

(5) 速度、加速度の概念

を理解し、相対速度、等

加速度直線運動について

理解できる。落体の運動

を等加速度直線運動と結

び付けてグラフを活用し

て、分析する。慣性力、

遠心力について理解す

る。  

基礎・基本的

事項がほぼ完

璧に理解でき

ており、思考

力応用力も身

に つ け て い

る。 

大きな間違い

はなく基本的

事項は理解で

きている。 

いくつかの間

違いはあるが

最低限の基本

事項は理解で

きている。 

理解できてい

ない。 

定期試験 9% 

(6) 仕事と仕事率、仕事

量と力学的エネルギーに

ついて理解する。  

基礎・基本的

事項がほぼ完

璧に理解でき

ており、思考

力応用力も身

に つ い て い

る。 

基礎・基本的

事項が大きな

間 違 い が な

く、ほぼ理解

している。 

いくつかの間

違いはあるが

最低限の基本

事項は理解で

きている。 

理解できてい

ない。 

定期試験 8% 

(7) 熱とエネルギー  熱
の本性、セルシウス℃と
絶対温度について理解す

る。仕事による熱の発生

と熱の仕事当量について

理解する。  

基礎・基本的

事項がほぼ完

璧に理解でき

ており、応用

力も身につい

ている。 

大きな間違い

がなく、基礎・

基本的事項を

ほぼ理解して

いる。 

いくつかの間

違いはあるが

最低限の基本

事項は理解で

きている。 

理解できてい

ない。 

定期試験 5% 

(8) 比熱と熱容量につい

て理解し、熱量計算がで

きるようにする。  

基礎・基本的

事項がほぼ完

璧に理解でき

ており、応用

大きな間違い

がなく、基礎・

基本的事項を

ほぼ理解して

いる。 

いくつかの間

違いはあるが

最低限の基本

事項は理解で

きている。 

理解できてい

ない。 
定期試験 7% 
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力も身につい

ている。 

(9) 気体の熱的性質につ

いて 気体の圧力、ボイ

ルの法則、シャルルの法

則、ボイル・シャルルの

法則について理解し、熱

と仕事、断熱変化につい

て理解する。  

基礎・基本的

事項がほぼ完

璧に理解でき

ており、思考

力応用力も身

に つ け て い

る。 

大きな間違い

がなく、基礎・

基本的事項を

ほぼ理解して

いる。 

いくつかの間

違いはあるが

最低限の基本

事項は理解で

きている。 

理解できてい

ない。 

定期試験 6% 

(10) 波の伝わり方、波の

速さ、波長、振動数、周

期について理解する。横

波、縦波の伝わり方につ

いて理解する。ドップラ

ー効果について理解す

る。  

基礎・基本的

事項がほぼ完

璧に理解でき

ており、思考

力応用力も身

に つ け て い

る。 

大きな間違い

がなく、基礎・

基本的事項を

ほぼ理解して

いる。 

いくつかの間

違いはあるが

最低限の基本

事項は理解で

きている。 

理解できてい

ない。 

定期試験 6% 

(11) 電流と電気抵抗に

ついて、電気回路、オー

ムの法則、電気抵抗、電

圧降下、電流と仕事ジュ

ールの法則、電力と電力

量について理解する。  

基礎・基本的

事項がほぼ完

璧に理解でき

ており、思考

力応用力も身

に つ け て い

る。 

大きな間違い

がなく、基礎・

基本的事項を

ほぼ理解して

いる。 

いくつかの間

違いはあるが

最低限の基本

事項は理解で

きている。 

理解できてい

ない。 

定期試験 10% 

(12) 物理学の基礎・基本

的事項について、問題形

式の課題を提出し、知識・

理解、思考力、判断力の

再確認をする。  

基礎・基本的

事項がほぼ完

璧に理解でき

ており、思考

力応用力も身

に つ け て い

る。 

大きな間違い

がなく、基礎・

基本的事項を

ほぼ理解して

いる。 

いくつかの間

違いはあるが

最低限の基本

事項は理解で

きている。 

理解できてい

ない。 

課題・レポ

ート 20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

生物学 
Biology 全学科 22BANA2004 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 安藤 稔朗  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケー

ションをとることができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 ○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくこ

とができる者に短期大学士の学位を授与する。 ○ 

概 要 

生物学への興味と関心が遠ざかった学生や、高校で生物を履修してこなかった学生も考慮に

入れながら、生物学の基礎的・基本的事項について学習し、生物学的思考力を養う。  
生物学の基礎となる理論、現象について学習する。 

到達目標 

(1) 生物分野において、科学的なものの見方、考え方を培うための内容について、具体的な

資料を活用しながら説明できる。  
(2) 生物学で取り扱う教材の特性や着眼点などについて、レポートにまとめ説明できる。  

(3) テキストの生物教材をとおして、自然現象の解明の仕方を説明できる。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 オリエンテーション 
テキスト１～

５ページを読

んでおく 
2 時間 

授業を振り返

り、内容をま

とめる 
2 時間 

2 生物学のあゆみ 
用意したプリ

ントを読んで

おく 
2 時間 

授業を振り返

り、内容をま

とめる 
2 時間 

3 生命とは何か －生命とそ

の特徴－ 

用意したプリ

ントを読んで

おく 
2 時間 

授業を振り返

り、内容をま

とめる 
2 時間 

4 生命の基本単位 －細胞－ 
テキスト６～

１１ページを

調べておく 
2 時間 

単細胞生物と

多細胞生物を

まとめる 
2 時間 

5 植物の構成と機能 
用意したプリ

ントを読んで

おく 
2 時間 

授業を振り返

り、内容をま

とめる 
2 時間 

6 植物の成長 
テキスト１２

～１３P を調

べておく 
2 時間 

植物の成長に

ついて特色を

整理する 
2 時間 

7 環境と植物 
用意したプリ

ントを読んで

おく 
2 時間 

環境と植物の

かかわりをま

とめる 
2 時間 

8 動物の働き －生理作用－ 
用意したプリ

ントを読んで

おく 
2 時間 

授業を振り返

り、内容をま

とめる 
2 時間 

9 動物の行動  
テキスト２０

～２５P を調

べておく 
2 時間 

授業を振り返

り、内容を復

習する 
2 時間 
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10 生殖と発生 
テキスト１４

～１６P を調

べておく 
2 時間 

授業を振り返

り、内容をま

とめる 
2 時間 

11 遺伝 
用意したプリ

ントを読んで

おく 
2 時間 

授業を振り返

り、内容をま

とめる 
2 時間 

12 生物の多様性と進化 
用意したプリ

ントを読んで

おく 
2 時間 

授業を振り返

り、内容をま

とめる 
2 時間 

13 生物の生活と生産 
テキスト２６

～３０P を調

べておく 
2 時間 

授業を振り返

り、内容をま

とめる 
2 時間 

14 生物界のつりあいと自然環

境保全 

テキスト３１

～３２P を調

べておく 
2 時間 

授業を振り返

り、内容をま

とめる 
2 時間 

15 地球環境と生命 
テキスト３３

～３４P を調

べておく 
2 時間 

授業を振り返

り、要点をま

とめる 
2 時間 

成 績 評 価 定期試験（30%）、課題・レポート（30%）、教材作成（40%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

授業の振り返りシートにコメントを書き、次の授業時に返却する。レポートや試

験は、ル－ブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：安藤稔朗「生物学」山口短期大学  
資料・プリント：その都度配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

講義で学び取る学習から、講義を契機に自分の頭で思考する学習への転換をはか

ることが肝要である。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 生物分野におい

て、科学的なものの見

方、考え方を培うため

の内容について、具体

的な資料を活用しな

がら説明できる。  

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

内容を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、説明で

きる。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理

解）  30% 

(2) 生物学で取り扱う

教材の特性や着眼点

などについて、レポー

トにまとめ説明でき

る。  

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

説 明 で き

る。 

間違いはい

くつかある

が、説明で

きる。  

説明できて

いない。 
課題・レポ

ート 
（関心・意

欲）  
30% 

(3) テキストの生物教

材をとおして、自然現

象の解明の仕方を説

明できる。  

ほぼ完璧に

授業を工夫

できる。 

大きな問違

いがなく、

授業を工夫

できる。  

間違いはい

くつかある

が、授業を

工 夫 で き

る。  

工夫できて

いない。 
教材作成 
（思考力・

判断力・表

現力）  
40% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

データサイエンス入門 
Introduction to Data Science 全学科 22BANA1001 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 日置 智子  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケー

ションをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 〇 

(2) 専門的職業人の資質と能力を持ち合わせて、地域とともに成長していくこと

ができる者に短期大学士の学位を授与する。 〇 

概 要 

数理・データサイエンス・AI は、私たちの日常生活や社会の諸問題を解決する有力なツール

である。この講義では、数理・データサイエンス・AI がどのような領域でどのように利活用

されているのかを現場での事例を挙げて説明する。また、数理・データサイエンス・AI の利

活用に当たり、留意すべき事項についても解説する。さらに、データを適切に処理・分析す

る力を養うため、実データを用いた演習を行う。 

到達目標 

(1) 数理・データサイエンス・AI が社会にもたらした変化およびデータ・AI の利活用の最新

動向について説明できる。  
(2) 社会で利活用されているデータやその活用法およびデータ・AI の活用領域について説明

することができる。  
(3) データ・AI の利活用により現場においてどのような価値が生み出されているか、また、

その際に利用されている技術について事例を挙げて説明できる。  
(4) 数理・データサイエンス・AI の利活用に当たり留意すべき事項（ELSI、データ倫理、情

報セキュリティ等）を説明できる。  
(5) データを適切に処理・分析し、データが持つ意味を説明できる。  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 
オリエンテーション ―数理・デー

タサイエンス・AI が社会にもたら

した変化― 

シラバスを読み、

科目の内容を把握

する 
1 時間 授業で学んだ内

容を復習する 2 時間 

2 社会で利活用されているデータとそ

の活用法および活用領域 

授業テーマについ

て調べておく 2 時間 授業で学んだ内

容を復習する 2 時間 

3 データ・AI の利活用のための技術 
授業テーマについ

て調べておく 2 時間 授業で学んだ内

容を復習する 2 時間 

4 現場におけるデータ・AI 利活用の

事例紹介 

授業テーマについ

て調べておく 2 時間 授業で学んだ内

容を復習する 2 時間 

5 データ・AI 利活用の最新動向 
授業テーマについ

て調べておく 2 時間 授業で学んだ内

容を復習する 2 時間 

6 情報セキュリティ、データ・AI 利

活用における法と倫理 

授業テーマについ

て調べておく 2 時間 授業で学んだ内

容を復習する 2 時間 

7 データを読む① ―量的データと質

的データ、データの分布と代表値― 

授業テーマについ

て調べておく 2 時間 授業で学んだ内

容を復習する 2 時間 

8 データを読む②  

―データのばらつき― 

授業テーマについ

て調べておく 2 時間 授業で学んだ内

容を復習する 2 時間 

9 
データを読む③  

―誤差、打ち切り、脱落を含むデー

タの取り扱い― 

授業テーマについ

て調べておく 2 時間 授業で学んだ内

容を復習する 2 時間 

10 データを読む④  

―データの相関― 

授業テーマについ

て調べておく 2 時間 授業で学んだ内

容を復習する 2 時間 
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11 データを読む⑤  

―クロス集計― 

授業テーマについ

て調べておく 2 時間 授業で学んだ内

容を復習する 2 時間 

12 データを読む⑥  

―母集団と標本― 

授業テーマについ

て調べておく 2 時間 授業で学んだ内

容を復習する 2 時間 

13 データを説明する  

―データのグラフ・チャート化― 

授業テーマについ

て調べておく 2 時間 授業で学んだ内

容を復習する 2 時間 

14 データを扱う①  

―データ解析ツールの使用方法― 

授業テーマについ

て調べておく 2 時間 授業で学んだ内

容を復習する 2 時間 

15 
データを扱う②  

―データの集計・並べ替え・ランキ

ング― 

授業テーマについ

て調べておく 2 時間 授業で学んだ内

容を復習する 2 時間 

成 績 評 価 課題・レポート（80%）、授業への取り組み（20%）  

課題（試験・レポー

ト等）に対する 

フィードバックの

方法 

定期試験とレポートはルーブリック評価に基づき結果を示す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
テキスト：なし 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
小学校教諭二種免許状、幼稚園教諭二種免許状：必修、情報メディア学科：卒業必修 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 数理・データサイ

エンス・AIが社会にも

たらした変化および

データ・AIの利活用の

最新動向について説

明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、説明で

きる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の説明は

できる。 

説明できてい

ない。 
課題・レポ

ート 
（知識・理

解・思考力・

判断力）  

20% 

(2) 社会で利活用さ

れているデータやそ

の活用法およびデー

タ・AIの活用領域につ

いて説明することが

できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、説明で

きる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の説明は

できる。 

説明できてい

ない。 
課題・レポ

ート 
（知識・理

解・思考力・

判断力） 

10% 

(3) データ・AI の利活

用により現場におい

てどのような価値が

生み出されているか、

また、その際に利用さ

れている技術につい

て事例を挙げて説明

できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、説明で

きる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の説明は

できる。 

説明できてい

ない。 
課題・レポ

ート 
（知識・理

解・思考力・

判断力） 10% 

(4) 数理・データサイ

エンス・AIの利活用に

当たり留意すべき事

項（ELSI、データ倫

理、情報セキュリティ

等）を説明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、説明で

きる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の説明は

できる。 

説明できてい

ない。 
課題・レポ

ート 
（知識・理

解・思考力・

判断力） 

10% 
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(5) データを適切に

処理・分析し、データ

が持つ意味を説明で

きる。 

ほぼ完璧に、デ

ータ処理・分析

ができ、データ

が持つ意味を

説明できる。 

大きな間違い

がなく、データ

処理・分析がで

き、データが持

つ意味を説明

できる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限のデータ

処理・分析がで

き、データが持

つ意味を説明

できる。 

データの処理・

分析ができな

い。 

授業への取

り組み 
（知識・理

解・技能・思

考力・判断

力） 

20% 

ほぼ完璧に、デ

ータ処理・分析

ができ、データ

が持つ意味を

説明できる。 

大きな間違い

がなく、データ

処理・分析がで

き、データが持

つ意味を説明

できる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限のデータ

処理・分析がで

き、データが持

つ意味を説明

できる。 

データの処理・

分析ができな

い。 

課題・レポ

ート 
（知識・理

解・思考力・

判断力） 

30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

学問と人間の探求 

Study on Academics and 
Human Beings 

全学科 22BAGE1001 １年次 前期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業  

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 必修 柴田 道信・佐藤 嘉倫 
 
 

ディプロマ・ 

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーシ

ョンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 
○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことが

できる者に短期大学士の学位を授与する。 
○ 

概 要 
新入生が大学生活に円滑に適応し、学友とともに有意義な学生生活を送れることを目的とす

る。本学の理念と方針、学生生活の心得、大学での学びへの理解を深めるとともに、これか

らの人生を見据えた学生生活のあり方を学生自ら考える時間とする。 

到達目標 

(1) 大学での学びの意義を理解し、自らの将来と関連付けながら、主体的に学ぶことができる。  

(2) 大学生としての基本的なアカデミック・スキルが身に付いている。  

(3) 異なる考え方や知識を持つ人々と積極的にコミュニケーションを図り、自らの知識や考え

方を広げることができる。  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 オリエンテーション 
シラバスを読み、科

目の内容を把握する 
1時間 

授業内容を振り返

り、考えをまとめ

る 

2時間 

2 
本学を知る ～建学の精

神と３つのポリシー～ 

学生便覧の該当箇所

を読む 
2時間 

授業内容を振り返

り、考えをまとめ

る 

2時間 

3 
学生生活について①学生

生活の心得 

学生便覧の該当箇所

を読む 
2時間 

授業内容を振り返

る 
2時間 

4 
学生生活について②安

全・安心な生活 

消費者問題について

調査する 
2時間 

授業内容を振り返

る 
2時間 

5 
大学での学びとキャリア

デザイン 

大学での学びの意義

を考え、まとめる 
2時間 

授業内容を振り返

り、自己分析を行

う 

2時間 

6 
Google Classroom の利

用①基本的な使用方法 

Google Classroom

について調べておく 
2時間 

授業内容を振り返

り、課題に取り組

む 

2時間 

7 
Google Classroom の利

用②課題等の提出方法 

どのような提出方法

があるか調べておく 
2時間 

授業内容を振り返

り、課題に取り組

む 

2時間 

8 
レポートの書き方①レポ

ートとは？ 

レポートとは何かを

調べる 
2時間 

授業内容を振り返

る 
2時間 

9 
レポートの書き方②原稿

用紙の使い方 

原稿用紙の使い方を

調べる 
2時間 

授業内容を振り返

る 
2時間 

10 
レポートの書き方③論理

的な書き方 

論理的な書き方とは

何か考える 
2時間 

授業内容を振り返

る 
2時間 

11 
レポートの書き方④引用

のルール 

引用のルールについ

て調べる 
2時間 

課題レポートを作

成する 
2時間 

12 グループ討議について 

グループ討議の発

散・収束手法を調べ

る 

2時間 
授業内容を振り返

る 
2時間 
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13 グループ討議①選択型 
選択型グループ討議

について調べる 
2時間 

授業内容を振り返

り、グループ討議

の意義を考える 

2時間 

14 
グループ討議②課題解決

型 

課題解決型グループ

討議について調べる 
2時間 

授業内容を振り返

り、グループ討議

の意義を考える 

2時間 

15 まとめ 授業全体を振り返る 2時間 

授業内容を振り返

り、考えをまとめ

る 

2時間 

成 績 評 価 
課題・レポート（30%）、授業への取り組み（40%）、グループワーク・グループ討

議（30%）  

課題（試験・レポート

等）に対するフィー

ドバックの方法 

授業において提示した課題については、授業内で個人あるいは全体に対してフィ

ードバックする。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
必要に応じてプリント配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 大学での学びの意

義を理解し、自らの将

来と関連付けながら、

主体的に学ぶことがで

きる。  

大学での学

びと自らの

将来を十分

に 関 連 付

け、主体的

に学ぶこと

ができる。 

大学での学

びと自らの

将来をある

程度関連付

け、主体的

に学ぶこと

ができる。 

最低限では

あるが、主

体的な学び

の姿勢が見

られる。 

主体的な学

びの姿勢が

見 ら れ な

い。 

授業への取り

組み 

（関心・意欲・

態度）  40% 

(2) 大学生としての基

本的なアカデミック・

スキルが身に付いてい

る。  

ほぼ完璧に

アカデミッ

ク・スキル

が身に付い

ている。 

大きな間違

いもなく、

アカデミッ

ク・スキル

が身に付い

ている。 

最低限のア

カ デ ミ ッ

ク・スキル

は身に付い

ている。 

アカデミッ

ク・スキル

が身に付い

ていない。 

課題・レポー

ト 

（思考力・判

断力・表現力）  
30% 

(3) 異なる考え方や知

識を持つ人々と積極的

にコミュニケーション

を図り、自らの知識や

考え方を広げることが

できる。  

積極的にコ

ミュニケー

ションを図

り、自らの

知識や考え

を大きく発

展させるこ

と が で き

る。  

コミュニケ

ーションを

図り、自ら

の知識や考

え方をある

程度広げる

ことができ

る。 

最低限のコ

ミュニケー

ションは図

ることがで

きる。 

コミュニケ

ーションを

図ることが

できない。 

グループワー

ク・グループ

討議 

（態度・思考

力・表現力・協

働性）  

30% 

 



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

国際交流 
International Activities 全学科 22BAGE2002 ２年次 通年 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 2 必修 中津 愛子・福屋 いずみ・田中 光  
 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーシ

ョンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 ○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことが

できる者に短期大学士の学位を授与する。  

概 要 文化的背景の異なる人々との交流を通じて、様々な文化・風習・考え方に触れ、異文化への

理解を深める。また、実際の体験に基づき異文化理解を深めることを目的とする。 

到達目標 

(1) 外国事情や異文化に興味・関心を持ち、意欲的に学ぶことができる。  

(2) 異なる文化を持つ人々とコミュニケーションを図るための態度と能力を身に付けている。 

(3) 複眼的な視点で異文化を捉え、異文化に理解を示すことができる。  

授業内容 
と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 オリエンテーション 
私と国際交流 1（まとめる） シラバスを読む 1 時間  

自分の人生に

おける国際交

流をまとめる 
1 時間  

2 私と国際交流 2（共有する） 
自分の人生にお

ける国際交流を

まとめる 
1 時間  

グループ活動

の結果をまと

める 
1 時間  

3 私の国際交流体験記 1 
（日常生活） 

日常生活におけ

る常識と非常識

を考える 
1 時間  本時の内容を

振り返る 1 時間  

4 私の国際交流体験記 2 
（食文化） 

自国の食文化の

特徴をまとめる 1 時間  本時の内容を

振り返る 1 時間  

5 私の国際交流体験記 3 
（コミュニケーション） 

日常使うジェス

チャーを考える 1 時間  本時の内容を

振り返る 1 時間  

6 私の国際交流体験記 4 
（価値観） 

自身の価値観を

考える 1 時間  本時の内容を

振り返る 1 時間  

7 海外の生活文化や習慣を知る 1 指示された国に

ついて調べる 1 時間  本時の内容を

振り返る 1 時間  

8 海外の生活文化や習慣を知る 2 指示された国に

ついて調べる 1 時間  本時の内容を

振り返る 1 時間  

9 海外の生活文化や習慣を知る 3 指示された国に

ついて調べる 1 時間  本時の内容を

振り返る 1 時間  

10 まとめ 
前期の授業内容

を振り返りまと

める 
2 時間    

 

回 授業内容 予習内容 予習

時間 復習内容 復習

時間 

11 
オリエンテーション 
海外旅行計画を立てよう 1 
（旅行先を決める） 

 1 時間  

外務省の HP
で海外渡航の

危険情報を調

べる 

1 時間  
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12 海外旅行計画を立てよう 2 
（渡航先について調べる） 

旅行計画書を作

成する 1 時間  旅行計画書を

作成する 1 時間  

13 海外旅行計画を立てよう 3 
（渡航先について共有する） 

旅行計画書を作

成する 1 時間  旅行計画書を

作成する 1 時間  

14 海外で活躍する人々 指示された国に

ついて調べる 1 時間  本時の内容を

振り返る 1 時間  

15 異文化理解講座 1  1 時間   1 時間  

16 異文化理解講座 2  1 時間  1 時間 

17 異文化理解講座 3  1 時間  1 時間 

18 異文化理解講座 4  1 時間  1 時間 

19 異文化理解講座 5  1 時間  1 時間 

20 まとめ 全授業内容を振

り返りまとめる 1 時間   

成 績 評 価 課題・レポート（30%）、授業への取り組み（70%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

授業において提示した課題については、授業内で全体に対してフィードバックす

る。 

テキストおよび 
参 考 文 献 適宜プリントを配布 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

海外を訪れ、異文化を体験するということは、何事にも代え難い経験であり、そ

の後の人生の大きな糧となります。これをきっかけに皆さんが海外の文化に関心

をもち、海外を視野に活躍する人材となることを期待しています。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 外国事情や異文化

に興味・関心を持ち、

意欲的に学ぶことが

できる。 

外国文化へ高

い興味・関心を

示し、意欲的に

学ぶ姿勢が見

られる。 

外国文化へ興

味・関心を持

ち、学ぶ姿勢も

十分見られる。 

外国文化への

興味・関心は低

いが、最低限の

学ぶ姿勢は見

られる。 

外国文化への

興味・関心が低

く、学ぶ姿勢が

見られない。 

授業への取

り組み 
（関心・意

欲・態度）  
50% 

(2) 異なる文化を持つ

人々とコミュニケー

ションを図るための

態度と能力を身に付

けている。 

完璧に身に付

いている。 
十分に身に付

いている。 
最低限である

が身に付いて

いる。 

身に付いてい

ない。 
授業への取

り組み 
（態度・表

現力・協働

性）  

20% 

(3) 複眼的な視点で異

文化を捉え、異文化に

理解を示すことがで

きる。 

自身の世界観

およびこれと

異なる世界観

の見方から異

文化を観察し、

異文化経験を

解釈できる。  

自身の世界観

およびこれと

異なる世界観

の見方から異

文化を観察す

ることができ

る。 

自分の世界観

を中心に異文

化を見ている

が、異文化を理

解しようとす

る姿勢は見受

けられる。 

自分の世界観

のみを通して

異文化を見て

おり、異文化へ

の理解・も低

い。 

課題・レポ

ート 
（思考力・

判断力・表

現力） 

30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

言葉とコミュニケーション 
Language and Communication 

全学科 
（一般学生対象） 22BAGE1004 １年次 前期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 小河原 香代子  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケー

ションをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 ○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくこと

ができる者に短期大学士の学位を授与する。  

概 要 
英語でコミュニケーションを図る際に大切なことは何だろうか？英語と日本語の言語文化の

違いをポライトネス（人間関係関係を円滑にするための表現）に焦点を当て、会話を円滑に

続けられる能力を身につけるためのストラテジー（方略）について学ぶ。  

到達目標 

(1) 英語と日本語の言語表現のストラテジーの違いについて説明できる。  
(2) 英語コミュニケーション方略について主体的に考え、場面や状況に応じて実践すること

ができる。  
(3) 言語文化の違いについての気付き、考え方を述べることができる。  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 
イントロダクション、Small 
Talk、Chapter1 自己紹介・

スモールトーク 
  

Chapter 1:テキスト

の内容、英語表現を

復習する。 
2 時間 

2 Chapter 2 オフィスの案内 

Chapter 2: テキス

トを読んで内容を

理解する。わから

ない単語は調べて

おく。Exercises
をする。 

2 時間 

Chapter 2:テキスト

の内容、英語表現を

復習する。音声が聞

けるところは音声を

聞いて練習する。 

2 時間 

3 Chapter 1、2 の復習 
ポライトネスについて 

Unit 1、2：練習問

題のやっていない

箇所 
2 時間 

Chapter 1、2:テキ

ストの内容、英語表

現を復習する。音声

が聞けるところは音

声を聞いて練習す

る。 

2 時間 

4 Chapter 3 電話表現 1（基

本表現・メモの取り方） 

Chapter 3：テキ

ストを読んで内容

を理解する。わか

らない単語は調べ

ておく。 
Exercises をす

る。 

2 時間 

Chapter 3:テキスト

の内容、英語表現を

復習する。音声が聞

けるところは音声を

聞いて練習する。 

2 時間 

5 Chapter 4 電話表現 2 予定

を決める・予定変更をする） Chapter 4：同上 2 時間 Chapter 4:同上 2 時間 

6 
Chapter 5 簡単なスピー

チ・プレゼンテーション 1 
スピーチの構成 

Chapter 5：同上 2 時間 Chapter 5:同上 2 時間 
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7 Chapter 6 ビジターの来

日・旅程の確認 Chapter 6：同上 2 時間 Chapter 6:同上 2 時間 

8 Chapter 7 観光のアドバイ

ス Chapter 7：同上 2 時間 Chapter 7:プレゼン

テーションの準備 2 時間 

9 Chapter 7 プレゼンテーシ

ョン 

Chapter 7：プレ

ゼンテーションの

準備 
2 時間 

Chapter 7:プレゼン

テーションの振り返

り 
2 時間 

10 Chapter 8、9 採用 

Chapter 8、9：テ

キストを読んで内

容を理解する。わ

からない単語は調

べておく。 
Exercises をす

る。 

2 時間 

Chapter 8、9:テキ

ストの内容、英語表

現を復習する。音声

が聞けるところは音

声を聞いて練習す

る。 

2 時間 

11 Chapter 10 会議 1（賛成の

仕方・司会の表現） Chapter 10: 同上  2 時間 Chapter 10: 同上  2 時間 

12 Chapter 11 会議 2（反対の

仕方・司会の表現） Chapter 11: 同上  2 時間 Chapter 11: 同上  2 時間 

13 Chapter 12 苦情への対応 Chapter 12: 同上  2 時間 Chapter 12: 同上  2 時間 

14 Chapter 13 謝罪 Chapter 13: 同上  2 時間 Chapter 13: 同上  2 時間 

15 Chapter 14 様々な挨拶、復

習 Chapter 14: 同上  2 時間 Chapter 14: 同上  2 時間 

成 績 評 価 定期試験（70%）、毎回の授業の感想・振り返り、毎回の授業課題（30%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

授業の振り返りシートを評価し、次の授業時に返却する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
Politeness in Business Context—ポライトネスを考えるビジネス英語 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

実際にペアワークやグループワークでコミュニケーションを取りながら行うアク

ティブラーニング型の授業です。互いに学び合う、積極的な授業参加を望みま

す。予習、復習が必要です。ビジネス英語となってはいますが、フォーマルな表

現とカジュアルな表現の違いを理解し、状況に応じた発話様式を学びます。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 英語と日本語の言

語表現のストラテジ

ーの違いについて説

明できる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いなく、基本

的概念を説

明できる。  

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本的概念

を説明でき

る。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力）  
30% 
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(2) 英語コミュニケー

ション方略について

主体的に考え、場面や

状況に応じて実践す

ることができる。  

課題を正し

く認識し、ほ

ぼ完璧に場

面や状況に

応じた表現

を実践する

ことができ

る。 

課題に対す

る認識に誤

りや大きな

論理的問題

もなく、場面

や状況に応

じた表現を

実践するこ

とができる。 

課題に対す

る認識に間

違いがいく

つかあるが、

場面や状況

に応じた表

現を最低限

実践するこ

とができる。 

課題に対す

る認識に間

違いがあり、

場面や状況

に応じた表

現ができて

いない。 

定期試験 
（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力）  
40% 

(3) 言語文化の違いに

ついての気付き、考え

方を述べることがで

きる。  

言語文化の

違いについ

て理解し、自

分の気付き、

考え方を明

確に述べて

いる。 

言語文化の

違いについ

て、認識に誤

りや大きな

論理的問題

もなく、最低

限の自分の

気付き、考え

方を述べて

いる。  

言語文化の

違いについ

て、認識に間

違いがいく

つかあるが、

最低限の自

分の気付き、

考え方を述

べている。  

言語文化の

違いについ

て、認識に間

違いがあり、

自分の考え

を述べてい

ない。 

毎回の授業の

感想・振り返

り、毎回の授業

課題 
（関心・意欲・

思考力・判断

力・表現力）  

30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

言葉とコミュニケーション 

Language and Communication 

全学科 

（留学生対象） 
22BAGE2005 ２年次 前期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 林 伸一 
 
 

ディプロマ・ 

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーシ

ョンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 
○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことが

できる者に短期大学士の学位を授与する。 
○ 

概 要 
日本語でコミュニケーションを図る際に大切なことは何だろうか？母語と日本語の言語文化

の違いから日本語学習者が陥りやすい問題点に焦点を当て、読解力と会話を円滑に続けられ

る能力を身につけるためのストラテジー（方略）について学ぶ。  

到達目標 

(1) わからない言葉の意味を聞いて、どうすればいいのか確認することができる。  

(2) 頼みにくいことを丁寧に頼むことができる・感謝の気持ちを表すことができる。  

(3) 事情を説明して丁寧に謝ることができる・変更をお願いすることができる。  

(4) 人や物の様子を詳しく説明することができる。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 

お願いがあるんですが（頼みに

くいことを丁寧に頼む・感謝の

気持ちを表す）／畳 

オリエンテーショ

ン 
 

該当箇所の復

習。 
2 時間 

2 

何のことですか（わからない言

葉の意味を聞いて、どうすれば

いいのか確認する）／外来語 

該当箇所の予習。 2 時間 
該当箇所の復

習。 
2 時間 

3 

遅れそうなんです（事情を説明

して丁寧に謝る・変更をお願い

する）／時間よ、止まれ！ 

該当箇所の予習。 2 時間 
該当箇所の復

習。 
2 時間 

4 

伝言お願いできますか（伝言を

頼む・受ける・留守番電話に伝

言を残す）／電話嫌い 

該当箇所の予習。 2 時間 
該当箇所の復

習。 
2 時間 

5 

どう行ったらいいでしょうか

（行き方を尋ねる・教える・道

順を尋ねる・教える）／地図 

該当箇所の予習。 2 時間 
該当箇所の復

習。 
2 時間 

6 

行かせていただきたいんですが

（許可を得たいと申し出る）／

メンタルトレーニング 

該当箇所の予習。 2 時間 
該当箇所の復

習。 
2 時間 

7 

楽しみにしています・遠慮させ

てください（誘いを受ける・断

る）／まんじゅう、怖い 

該当箇所の予習。 2 時間 
該当箇所の復

習。 
2 時間 

8 

迷子になっちゃったんです（人

や物の様子を詳しく説明する）

／科学者ってどう見える？ 

該当箇所の予習。 2 時間 
該当箇所の復

習。 
2 時間 

9 

どこが違うんですか（希望や条

件を伝える・比較し選択する）

／カラオケ 

該当箇所の予習。 2 時間 
該当箇所の復

習。 
2 時間 

10 

そんなはずはありません（誤解

されたことに冷静に反応する）

／記憶型と注意型 

該当箇所の予習。 2 時間 
該当箇所の復

習。 
2 時間 
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11 

お勧めのところ、ありませんか

（提案する・提案を受け入れ

る）／白川郷の黄金伝説 

該当箇所の予習。 2 時間 
該当箇所の復

習。 
2 時間 

12 

ご迷惑をかけてすみませんでし

た（謝る・事情を説明する）／

日本で暮らす（座談会） 

該当箇所の予習。 2 時間 
該当箇所の復

習。 
2 時間 

13 まとめと復習（弱点補強）１ 既習事項まとめ。 2 時間 
該当箇所の復

習。 
2 時間 

14 まとめと復習（弱点補強）２ 既習事項まとめ。 2 時間 
該当箇所の復

習。 
2 時間 

15 まとめと復習（弱点補強）３ 既習事項まとめ。 2 時間 
該当箇所の復

習。 
2 時間 

＊１レッスン１課を目安としていますので予習、復習をしっかりとして授業に臨むこと。 

成 績 評 価 定期試験（52%）、小テスト（48%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

小テストを採点し、返却時に間違った箇所を解説する。  

課題の作文などを添削し、返却時に誤用例や模範例を示して解説する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

『みんなの日本語 中級Ⅰ本冊』『おいでませ山口４』  

小テストとして、日本語能力試験問題集などを用いる 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

日本語と日本文化に興味を持って、会話練習などの活動に積極に授業参加される

ことを望みます。予習、復習が必要です。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) わからない言葉の

意味を聞いて、どうす

ればいいのか確認す

ることができる。  

ほぼ完璧に確

認できる。 

大きな間違い

なく、確認で

きる。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の確認

はできる。  

確認すること

ができない。 

定期試験 

（知識・理解）  
13% 

小テスト 

（知識・理解）  
12% 

(2) 頼みにくいことを

丁寧に頼むことがで

きる・感謝の気持ちを

表すことができる。  

ほぼ完璧に依

頼し、感謝す

ることができ

る。 

大きく礼を失

することなく

依頼し、感謝

できる。 

表現上の間違

いはいつくか

あるが、おお

よそ依頼し、

感謝できる。  

依頼し、感謝

することがで

きない。 

定期試験 

（知識・理解）  
13% 

小テスト 

（知識・理解）  
12% 

(3) 事情を説明して丁

寧に謝ることができ

る・変更をお願いする

ことができる。  

ほぼ完璧に事

情説明し謝れ

る。変更依頼

ができる。 

大きな間違い

なく事情説明

し謝れる。変

更依頼ができ

る。 

表現上の間違

いはいつくか

あるが、おお

よそ事情を説

明し、変更で

きる。  

事情を説明し

て丁寧に謝る

ことができな

い。変更を願

い出ることが

できない。 

定期試験 

（態度・表現

力・判断力）  

13% 

小テスト 

（態度・表現

力・判断力）  

12% 

(4) 人や物の様子を詳

しく説明することが

できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 

大きな間違い

なく説明でき

る。 

表現上の間違

いはいくつか

あるが、ほぼ

説明できる。 

人や物の様子

を詳しく説明

することがで

きない。  

定期試験 

（態度・表現

力・判断力）  

13% 

小テスト 

（態度・表現

力・判断力）  

12% 

 



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

英語会話 
English Conversation 全学科 22BAFL1001 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2 必修 Inkster Ryan  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーシ

ョンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 ○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことが

できる者に短期大学士の学位を授与する。  

概 要 

(概要)様々な状況における実用的な英語会話能力を養成する。正確な発音や文法よりも、コ

ミュニケーション能力の養成を重視する。読む・書く作業も若干含む。  
(目標) 自己紹介、人物や服装の描写ができる、事物の比較ができる、好みについて表現でき

る、能力について述べられる、自由時間の使い方・好き嫌いについて表現できる、道順を教

えたり理解したりできる、過去の出来事について話せる、指示を与えたり、規則について話

したり、助言を与えたりできる。 

到達目標 

(1) 英会話に役に立つ語彙や文法を学ぶ  

(2) 英語を聞く力を養う。  

(3) さまざまなトピックで英会話を練習する  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 (Assessment & Placement)   
英会話レベル判定 

中高英語内容の復

習  2 時間  中高英語内容の復

習 2 時間  

2 Japanese Sports and clubs  
（スポーツ） Pg. 5 読む   2 時間  Pg.6 読む   2 時間  

3 Japanese Sports and clubs  
(スポーツ) Pg. 7 読む   2 時間  Pg8-9 読む   2 時間  

4 Japanese Music (音楽) Pg 11 読む   2 時間  Pg12 読む   2 時間  

5 Japanese Music (音楽) Pg. 13 読む   2 時間  Pg. 14-15 読む  2 時間  

6 Japanese Food (食べ物) Pg. 17 読む   2 時間  Pg. 18 読む   2 時間  

7 Japanese Food (食べ物) Pg. 19 読む   2 時間  Pg 20-21 読む  2 時間  

8 Japanese Holidays (祝日)  Pg 29 読む   2 時間  Pg. 30 読む   2 時間  

9 Japanese Holidays (祝日) Pg 31 読む   2 時間  Pg. 32-33 読む  2 時間  

10 Japanese Games Pg. 35 読む   2 時間  Pg. 36 読む   2 時間  

11 Japanese Games Pg. 37 読む   2 時間  Pg. 38-39 読む  2 時間  

12 Famous Cities (観光)  Pg. 41 読む  2 時間  Pg. 42 読む   2 時間  

13 Famous Places (観光) Pg. 43 読む   2 時間  Pg. 44-45 読む  2 時間  

14 REVIEW (復習) コミュニケーショ

ンサマリー 学習 
2 時間  コミュニケーショ

ンサマリー 学習 
2 時間  

36



15 REVIEW (復習) コミュニケーショ

ンサマリー 学習 
2 時間  コミュニケーショ

ンサマリー 学習 
2 時間  

TEST(復習)  

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

16 (Assessment & Placement)   
英会話レベル判定 

中高英語内容の復

習  2 時間  中高英語内容の復

習 2 時間  

17 Japanese Sports and clubs  
（スポーツ） Pg. 5 読む   2 時間  Pg.6 読む   2 時間  

18 Japanese Sports and clubs  
(スポーツ) Pg. 7 読む   2 時間  Pg8-9 読む   2 時間  

19 Japanese Music (音楽) Pg 11 読む   2 時間  Pg12 読む   2 時間  

20 Japanese Music (音楽) Pg. 13 読む   2 時間  Pg. 14-15 読む  2 時間  

21 Japanese Food (食べ物) Pg. 17 読む   2 時間  Pg. 18 読む   2 時間  

22 Japanese Food (食べ物) Pg. 19 読む   2 時間  Pg 20-21 読む  2 時間  

23 Japanese Holidays (祝日)  Pg 29 読む   2 時間  Pg. 30 読む   2 時間  

24 Japanese Holidays (祝日) Pg 31 読む   2 時間  Pg. 32-33 読む  2 時間  

25 Japanese Games Pg. 35 読む   2 時間  Pg. 36 読む   2 時間  

26 Japanese Games Pg. 37 読む   2 時間  Pg. 38-39 読む  2 時間  

27 Famous Cities (観光)  Pg. 41 読む  2 時間  Pg. 42 読む   2 時間  

28 Famous Places (観光) Pg. 43 読む   2 時間  Pg. 44-45 読む  2 時間  

29 REVIEW (復習) コミュニケーショ

ンサマリー 学習 
2 時間  コミュニケーショ

ンサマリー 学習 
2 時間  

30 REVIEW (復習) コミュニケーショ

ンサマリー 学習 
2 時間  コミュニケーショ

ンサマリー 学習 
2 時間  

TEST(復習)  

成 績 評 価 その他（100%）  

課題（試験・レポー

ト等）に対する 

フィードバックの

方法 

マンツーマンインタビュー 

テキストおよび 

参 考 文 献 
Explain It: Talking about Japanese Culture in English.  
Robert Long. Perceptia Press, Nagoya. ISBN: 9784939130793 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
ネイティブ講師による基礎的な日常会話（コミュニケーション）授業 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 英会話に役に立つ

語彙や文法を学ぶ  
ほぼ完璧に学

ぶことができ

る。 

あまり問題な

くできる。 
少しは問題が

あるが、最低限

はできる。 

語彙や文法を

学ぶことがで

きない。 

その他 
34% 

(2) 英語を聞く力を養

う。  
ほぼ完璧に学

ぶことができ

る 

あまり問題な

くできる。 
少しは問題が

あるが、最低限

はできる。 

聞く力を養う

ことができな

い。 

その他 
33% 

(3) さまざまなトピッ

クで英会話を練習す

る  

ほぼ完璧に学

ぶことができ

る 

あまり問題な

くできる。 
少しは問題が

あるが、最低限

はできる。 

英会話ができ

ない。 
その他 

33% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

英語会話 

English Conversation 
全学科 22BAFL1001 １年次 通年 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2 必修 大野 厚子  

ディプロマ・ 

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーシ

ョンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 
 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことが

できる者に短期大学士の学位を授与する。 
○ 

概 要 英語学習初心者を対象とする。英語の基礎から紹介していく。 

到達目標 

(1) 学習者が英語に抵抗がなくなり、慣れ親しむことができる。  

(2) 会話に必要な語彙を楽しく学んで、身につけることができる。  

(3) 文法を会話の中で自然に使うことができる  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 (Assessment 1 & Placement) P10,11 をやる。 1 時間 NA  

2 Daily Life P16,17 をやる。 1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

3 Weekend Events- P22,23 をやる。 1 時間 Dialog を練習する  0.5 時間 

4 Small Talk P30,31 をやる。 1 時間 Dialog を練習する  0.5 時間 

5 Likes and Dislikes P36,37 をやる。 1 時間 Dialog を練習する  0.5 時間 

6 Student Life P42,43 をやる。 1 時間 Dialog を練習する  0.5 時間 

7 Family P52,53 をやる。 1 時間 Dialog を練習する  0.5 時間 

8 Friends  P60,61 をやる。 1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

9 Going Out  P66,67 をやる。 1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

10 Restaurants P74,75 をやる。 1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

11 Shopping P80,81 をやる。 1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

12 Strengths and Weaknesses P86,87 をやる。 1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

13 Places P94,95 をやる。 1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

14 Vacations P100,101 をやる。 1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

15 Experiences P106,107 をやる。 1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 
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回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 

時間 

16 Hi, is this seat taken? 
日本語の表現

を調べる。 
1 時間 NA  

17 That’s a lovely T-shirt. 
日本語の表現

を調べる。 
1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

18 Pardon? 
日本語の表現

を調べる。 
1 時間 Dialog を練習する  0.5 時間 

19 I really enjoyed it. 
日本語の表現

を調べる。 
1 時間 Dialog を練習する  0.5 時間 

20 Is that right? 
日本語の表現

を調べる。 
1 時間 Dialog を練習する  0.5 時間 

21 How about you? 
日本語の表現

を調べる。 
1 時間 Dialog を練習する  0.5 時間 

22 Thank you so much. 
日本語の表現

を調べる。 
1 時間 Dialog を練習する  0.5 時間 

23 Excuse me, but… 
日本語の表現

を調べる。 
1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

24 This is my fault. 
日本語の表現

を調べる。 
1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

25 I’d rather not say. 
日本語の表現

を調べる。 
1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

26 
Could you tell me the way to 
the station? 

日本語の表現

を調べる。 
1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

27 How about next Sunday? 
日本語の表現

を調べる。 
1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

28 I’ll think about it. 
日本語の表現

を調べる。 
1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

29 That’s a good idea, but… 
日本語の表現

を調べる。 
1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

30 I’d better be going. 
日本語の表現

を調べる。 
1 時間 Dialog を練習する。  0.5 時間 

成 績 評 価 定期試験（100%）  

課題（試験・レポート

等）に対するフィー

ドバックの方法 

発表させてその時にコメントを言う。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

Free Talking: Basic Strategies for Building Communication 

Keep Talking  

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 学習者が英語に抵

抗がなくなり、慣れ親

しむことができる。  

ほぼ完璧に

できる。 

あまり躊躇

なく、でき

る。 

少しは抵抗

があるが、最

低限はでき

る。  

慣れ親しむ

ことはでき

ない。 

定期試験 

（知識・理

解・技能）  
30% 

(2) 会話に必要な語彙

を楽しく学んで、身に

つけることができる。  

ほぼ完璧に

できる。 

大きな間違

いがなく、身

に付けるこ

とができる。 

間違いはあ

るが、最低限

を身に付け

ることはで

きる。  

身に付ける

ことができ

ない。 

定期試験 

（知識・理

解・技能）  30% 

(3) 文法を会話の中で

自然に使うことがで

きる  

ほぼ完璧に

できる。 

大きな間違

いなく、使う

ことができ

る。 

間違いはあ

るが、最低限

を使うこと

はできる。  

文法を会話

で使うこと

はできない。 

定期試験 

（知識・理

解・技能）  
40% 

 

 



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

ハングル 
Korean Language 全学科 22BAFL1002 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2 選択 朴 賢珠  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケー

ションをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 ○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくこと

ができる者に短期大学士の学位を授与する。  

概 要 
ハングルの文字や基礎文法を学びながら日韓の文化について考えるようになる。韓国人留学

生と一緒に勉強することで異文化コミュニケーションを図る授業になる。 

到達目標 

(1) ハングル文字の書き方や読み方を学び、単語や表現の読み書きができる。  

(2) 韓国人留学生との交流を通して日韓の文化理解を深める。  

(3) ハングルの基本的な文法を学び、応用できる。  

(4) 学習した単語や表現を使って簡単な韓国語会話ができる。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 ハングルの仕組み①   文字

の組み合わせパターン 

テキスト 2～3ペー

ジを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 2～3ペ

ージを復習す

る。 

2 時間 

2 ハングルの仕組み②   基本

母音 

テキスト 4～5ペー

ジを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 4～5ペ

ージを復習す

る。 

2 時間 

3 ハングルの仕組み③   基本

子音 

テキスト 6～7ペー

ジを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 6～7ペ

ージを復習す

る。 

2 時間 

4 ハングルの仕組み④   濃音 
テキスト 8～10 ペー

ジを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 8～10

ページを復習す

る。 

2 時間 

5 ハングルの仕組み⑤   複合

母音 

テキスト 13～14 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 13～14

ページを復習す

る。 

2 時間 

6 ハングルの仕組み⑥   パッ

チム（1） 

テキスト 15～17 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 15～17

ページを復習す

る。 

2 時間 

7 ハングルの仕組み⑦  

パッチム（2） 

テキスト 15～17 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 15～17

ページを復習す

る。 

2 時間 

8 日本語のハングル表記 
テキスト 18～20 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 18～20

ページを復習す

る。 

2 時間 

9 ハングルの仕組みのまとめ 
テキスト 19～20 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 19～20

ページを復習す

る。 

2 時間 

10 中間テスト 
テスト範囲を勉強し

ておく。 
2 時間 テスト範囲をま

とめる。 
2 時間 
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11 視聴覚教育・映画観賞① －前

半－ 

テーマに沿って事前

調査をしておく 
2 時間 

テーマに沿って

事前調査をす

る。 

2 時間 

12 視聴覚教育・映画観賞② －後

半－ 

テーマに沿って事前

調査をしておく 
2 時間 

テーマに沿って

事前調査をす

る。 

2 時間 

13 「名詞＋です」文の作り方 
テキスト 36～37 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 36～37

ページを復習す

る。 

2 時間 

14 「名詞＋ですか」文の作り方 
テキスト 38～39 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 38～39

ページを復習す

る。 

2 時間 

15 まとめ 
テキスト 23～42 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 

テキスト 23～42

ページを復習す

る。 

2 時間 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 

時間 
復習内容 

復習 

時間 

16 前期の復習①  

１回目 

テキスト 4～21 ペー

ジを読んでおく。 
2 時間 前期の復習① －

１回目－ 
2 時間 

17 前期の復習②  

２回目 

テキスト 23～42 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 前期の復習② －

２回目－ 
2 時間 

18 動詞・形容詞の丁寧形① 

「です/ます形」 

テキスト 46～47 ペ

ージを読んでおく。 2 時間 
動詞・形容詞の

丁寧形① －で

す/ます形－ 

2 時間 

19 動詞・形容詞の丁寧形② 「で

すか/ますか形」 

テキスト 54～57 ペ

ージを読んでおく。 2 時間 
動詞・形容詞の

丁寧形② －です

か/ますか形－ 

2 時間 

20 視聴覚教育 
テーマに沿って事前

調査をしておく。 
2 時間 視聴覚教育 2 時間 

21 助詞のまとめ 
テキスト 48～49 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 助詞のまとめ 2 時間 

22 中間テスト 
テスト範囲を勉強し

ておく 
2 時間 中間テスト 2 時間 

23 指示代名詞を使った表現 
テキスト 58～59 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 指示代名詞を使

った表現 
2 時間 

24 人称代名詞を使った表現 
テキスト 60～61 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 人称代名詞を使

った表現 
2 時間 

25 「イダ」否定形 
テキスト 62～63 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間 「イダ」否定形 2 時間 

26 動詞・形容詞の前置否定形 
テキスト 66～69 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間  動詞・形容詞の

前置否定形 
2 時間 

27 動詞・形容詞の後置否定形 
テキスト 66～69 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間  動詞・形容詞の

後置否定形 
2 時間 

28 否定形のまとめ 
テキスト 70～71 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間  否定形のまとめ 2 時間 

29 尊敬形 
テキスト 72～77 ペ

ージを読んでおく。 
2 時間  尊敬形 2 時間 

30 まとめ 

テキスト 46～77 ペ

ージを読んでおく。

2時間 

2 時間  まとめ 2 時間 

成 績 評 価 
定期試験（25%）、課題・レポート（35%）、授業への取り組み（25%）、発表・プレゼ

ンテーション（15%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

試験や課題及びレポートは、チェックして次の授業時に渡す。 
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テキストおよび 

参 考 文 献 
朴 賢珠 他「サランヘヨ！ハングル－初級から中級へ－」白帝社、2015 年 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

山口は韓国と深いつながりがある場所です。  
韓国の留学生と一緒にハングルを勉強しましょう。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) ハングル文字の書き

方や読み方を学び、単語

や表現の読み書きができ

る。 

ほぼ完璧に

できる 
大きな間違

いがなく、読

み書きがで

きる 

最低限の読

み書きがで

きる 

読み書きが

できない。 定期試験 
（関心・意欲・

知識）  
10% 

ほぼ完璧に

できる 
大きな間違

いがなく、読

み書きがで

きる 

最低限の読

み書きがで

きる 

読み書きが

できない。 
課題・レポー

ト 
（関心・意欲・

知識）  

10% 

(2) 韓国人留学生との交

流を通して日韓の文化理

解を深める。 

発表や発言

など積極的

に参加する 

発表や発言

などに積極

的ではない

が参加する 

発表や発言

など部分的

に参加する 

発表や発言

などに参加

しない 

課題・レポー

ト 
（意欲・理解・

表現力）  

10% 

発表や発言

など積極的

に参加する 

発表や発言

などに積極

的ではない

が参加する 

発表や発言

など部分的

に参加する 

発表や発言

などに参加

しない 

授業への取り

組み 
（意欲・理解・

思考力） 

10% 

(3) ハングルの基本的な

文法を学び、応用できる。 
ほぼ完璧に

できる 
大きな間違

いがなく、応

用できる 

最低限の文

法の応用が

できる 

文法の応用

ができない。 定期試験 
（知識・理解・

表現力）  
15% 

ほぼ完璧に

できる 
大きな間違

いがなく、応

用できる 

最低限の文

法の応用が

できる 

文法の応用

ができない。 
課題・レポー

ト課題・レポ

ート 
（意欲・理解・

表現力） 

15% 

(4) 学習した単語や表現

を使って簡単な韓国語会

話ができる。 

ほぼ完璧に

できる 
大きな間違

いがなく、韓

国語会話が

できる 

最低限の会

話ができる 
簡単な韓国

語会話がで

きない。 

授業への取り

組み 
（意欲・理解・

思考力）  

15% 

ほぼ完璧に

できる 
大きな間違

いがなく、韓

国語会話が

できる 

最低限の会

話ができる 
簡単な韓国

語会話がで

きない。 

発表・プレゼ

ンテーション

（知識・理解・

表現力） 

15% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

日本語（留学生対象） 
Japanese Language 全学科 22BAFL1003 １年次 通年 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2 選択 林 伸一  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーシ

ョンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 ○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことが

できる者に短期大学士の学位を授与する。  

概 要 

基本的な日常会話力、コミュニケーション能力を身につける。  
日本語の特色を理解する。  
日本語能力試験等の資格を取得する。  
日本の生活習慣・ものの考え方・風習・文化の違いを知ることによって、自国と日本の関係

への理解を深め、国際社会を生きる力を培う。 

到達目標 

(1) 基本文型を理解し、留学生活を支える基礎的な日常会話ができる。  

(2) カタカナ・ひらがな・教育漢字をマスターし、平易な文章の読み書きができる。  

(3) 敬語・オノマトペ・慣用句など、日本語の特色を知り、会話の中で使うことができる。  

(4) 最低２級の日本語能力試験の資格を取得する。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 オリエンテーション、学習

のすすめ方 
  

「テキスト日常会話

１課の和訳暗誦」

「自己紹介文」 

2 時間 

2 日常会話の基礎①－自己紹

介、挨拶、基本会話 

「日常会話 1課和

訳」「自己紹介」

「目的別の自己紹介

文下書」         

2 時間 

「会話１課暗誦」

「自己紹介文清書」

「日常生活基本語①

を覚える」      

2 時間 

3 日常会話の基礎②－日常生

活の基本語彙 

「会話２課」「基本

語 ①のテスト」  
2 時間 「会話２課」「基本

語①誤答再学習」 
2 時間 

4 日本語の文字－ひらかな、

カタカナ、漢字、 

「50 音図」「会話

３課」「基本語②」  
2 時間 

「50 音図再学習プ

リント「会話３課」

「基本語②」   

2 時間 

5 日本語の発音・イントネー

ション 

「会話４課」「基本

語③」「漢字 1026

字への挑戦テスト

①」 

2 時間 
「会話４課」「基本

語③」「漢字再問題

①」  

2 時間 

6 日常会話の基本単語①－発

音練習― 

「会話５課」「基本

語④」「漢字②」 
2 時間 「会話５課」「基本

語④」「漢字②」 
2 時間 

7 日本語能力試験への対応の

仕方① 

「会話６課」「基本

語⑤」「漢字③」

「日本語能力試験２

級練習問題」    

2 時間 

「会話６課」「基本

語⑤」「漢字③」

「日本語能力試験２

級復習①」      

2 時間 

8 日常会話の基本文形①－５

Ｗ１Ｈ 

「会話７課」「基本

語⑥」「漢字④」

「日本語能力試験

②」  

2 時間 

「会話７課」「基本

語⑥」「漢字④」

「日本語能力試験

②」  

2 時間 

9 日常会話の基本文形②－動

詞の活用－ 

「会話８課」「基本

語⑦「漢字⑤」「日

本語能力試験③」  

2 時間 
「会話８課」「基本

語⑦「漢字⑤」「日

本語能力試験③」  

2 時間 
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10 日常会話の基本文形③－過

去、現在、未来－ 

「会話９課」「基本

語⑧」「漢字⑥」

「日本語能力試験

④」  

2 時間 

「会話９課」「基本

語⑧」「漢字⑥」

「日本語能力試験

④」  

2 時間 

11 日常会話の基本文形④－希

望、意思・推量の言い方－ 

「会話 10 課」「基

本語⑨」「漢字⑦」

「日本語能力試験

⑤」  

2 時間 

「会話 10 課」「基

本語⑨」「漢字⑦」

「日本語能力試験

⑤」  

2 時間 

12 日常会話の基本文形⑤－否

定、疑問 

「会話 11 課」「基

本語⑩」「漢字⑧」

「日本語能力試験

⑥」  

2 時間 

「会話 11 課」「基

本語⑩」「漢字⑧」

「日本語能力試験

⑥」  

2 時間 

13 
日常会話の基本文形⑥－使

役・可能・受身・自発、経

験 

「会話 12 課」「基

本語⑪」「漢字⑨」

「日本語能力試験

⑦」  

2 時間 

「会話 12 課」「基

本語⑪」「漢字⑨」

「日本語能力試験

⑦」  

2 時間 

14 日本語の特色①－補助用

語・複合語－ 

「会話 13 課」「基

本語⑫」「漢字⑩」

「日本語能力試験

⑧」  

2 時間 

「会話 13 課」「基

本語⑫」「漢字⑩」

「日本語能力試験

⑧」  

2 時間 

15 日本語の特色②－敬語－ 

「会話 14 課」「基

本語⑬」「漢字⑪」

「日本語能力試験

⑨」  

2 時間 

「会話 14 課」「基

本語⑬」「漢字⑪」

「日本語能力試験

⑨」  

2 時間 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

16 学習のすすめ方、前期の学

習の復習 

「会話 15 課」「基

本語⑭」「漢字⑫」

「日本語能力試験

⑩」  

 

「会話 15 課」「基

本語⑭」「漢字⑫」

「日本語能力試験

⑩」  

2 時間 

17 日本語能力試験への対応②

－語彙・文字－ 

「会話 16 課」「基

本語⑮」「漢字⑬」

「日本語能力試験

⑪」  

2 時間 

「会話 16 課」「基

本語⑮」「漢字⑬」

「日本語能力試験

⑪」  

2 時間 

18 日本語能力試験への対応③

－聴解－ 

「会話 17 課」「基

本語⑯」「漢字⑭」

「日本語能力試験

⑫」  

2 時間 

「会話 17 課」「基

本語⑯」「漢字⑭」

「日本語能力試験

⑫」  

2 時間 

19 日本語能力試験への対応④

－文法－ 

「会話 18 課」「基

本語⑰」「漢字⑮」

「日本語能力試験

⑬」  

2 時間 

「会話 18 課」「基

本語⑰」「漢字⑮」

「日本語能力試験

⑬」  

2 時間 

20 日本語能力試験への対応⑤

－読解－ 

「会話 19 課」「基

本語⑱」「漢字⑯」

「日本語能力試験

⑭」  

2 時間 

「会話 19 課」「基

本語⑱」「漢字⑯」

「日本語能力試験

⑭」  

2 時間 

21 日本語の特色③－慣用語、

ことわざ－ 

「会話 20 課」「基

本語⑲」「漢字⑰」

「日本語能力試験

⑮」  

2 時間 

「会話 20 課」「基

本語⑲」「漢字⑰」

「日本語能力試験

⑮」  

2 時間 

22 日本語の特色④－部首・同

音異義語－ 

「会話 21 課」「基

本語⑳」「漢字⑱」

「日本語能力試験

⑯」  

2 時間 

「会話 21 課」「基

本語⑳」「漢字⑱」

「日本語能力試験

⑯」  

2 時間 

23 日本語の特色⑤－オノマト

ペ・ことわざ・慣用句－ 

「会話 22 課」「漢

字⑲」「日本語能力

試験⑰」      

2 時間 
「会話 22 課」「漢

字⑲」「日本語能力

試験⑰」      

2 時間 

24 日本語の特色⑥－方言と共

通語－  

「会話 23 課」「漢

字⑳」「日本語能力

試験⑱」      

2 時間 
「会話 23 課」「漢

字⑳」「日本語能力

試験⑱」      

2 時間 
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25 日本の国語教科書①－教科

書概観・音読－ 

「会話 24 課」「漢

字㉑」「日本語能力

試験⑲」      

2 時間 
「会話 24 課」「漢

字㉑」「日本語能力

試験⑲」      

2 時間 

26 日本の国語教科書②－教科

書輪読－  

「会話 25 課」「漢

字㉒」「日本語能力

試験⑳」      

2 時間 
「会話 25 課」「漢

字㉒」「日本語能力

試験⑳」      

2 時間 

27 日本の国語教科書③－教科

書発表－ 

「漢字㉓」「教科書

音読」「日本語能力

試験㉑」      

2 時間 
「漢字㉓」「教科書

音読」「日本語能力

試験㉑」      

2 時間 

28 日本語によるスピーチ①－

スピーチ原稿作成－ 

「漢字㉔」「教科書

音読・練習」「日本

語能力試験㉒」   

2 時間 
「漢字㉔」「教科書

視写」「日本語能力

試験㉒」      

2 時間 

29 日本語によるスピーチ②－

発表－ 

「漢字㉕」「スピー

チ原稿下書」「日本

語能力試験㉓」   

2 時間 
「漢字㉕」「スピー

チ原稿暗誦」「日本

語能力試験㉓」   

2 時間 

30 日本語によるスピーチ③－

発表－ 

「スピーチ練習」

（「日本語能力試験

㉔」   

2 時間 
「スピーチ原稿清

書」「日本語能力試

験㉔」  

2 時間  

成 績 評 価 定期試験、発表・プレゼンテーション（70%）、小テスト（30%） 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

毎回の授業の小テストを自己採点し、結果を記録表に記録。誤答を再試験する。

ルーブリック評価に基づいて、再指導・再テストを行う。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
テキスト：テキスト・プリントをその都度配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

日本での生活を充実したものにするためには、日本語の習得がなにより大事で

す。日常会話力を身につける中で、日本の文化や風習、日本人の国民性などへの

理解を深め、国際交流を楽しんでほしいと願っています。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 基本文型を理解

し、留学生活を支える

基礎的な日常会話が

できる。  

ほぼ完璧に  
できる。 

聞き取ること

が 完 璧 に で

き、話すこと

も ほ ぼ で き

る。 

間違いはある

が、最低限の

会 話 は で き

る。  

日常会話がで

きない。 
定期試験 
（態度・創造

性・判断力）  
30% 発表・プレゼ

ンテーション 
（態度・創造

性・判断力）  
(2) カタカナ・ひらが

な・教育漢字をマスタ

ーし、平易な文章の読

み書きができる。  

ほぼ完璧にで

きる。 
間違いはある

が ほ ぼ で き

る。 

間違いは多い

が、最低限の

基本的なこと

はできる。 

平易な文章の

取の読み書き

も難しい。 

小テスト 
（知識・理解） 30% 

(3) 敬語・オノマト

ペ・慣用句など、日本

語の特色を知り、会話

の中で使うことがで

きる。  

意 味 を 理 解

し、積極的に

会話の中で使

うことができ

る。 

基本的なこと

は理解してい

るが、使いこ

なすことはで

きない。  

聞き取ること

はできるが使

うことはでき

ない。 

会話の中で使

うことはでき

ない。 

定期試験 
（知識・理解） 

20% 

(4) 最低２級の日本

語能力試験の資格を

取得する。  

能力試験 2 級

に合格してい

る。 

校内 2 級試験

に合格してい

る。 

3 級レベルに

は到達してい

る。 

3 級レベルに

も到達してい

ない。 

定期試験 
（知識・理解） 20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

健康科学 
Health Science 全学科 22BAHP1001 １年次 前期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 1 必修 上地 広昭  

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーシ

ョンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 ○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことが

できる者に短期大学士の学位を授与する。 ○ 

概 要 
運動、睡眠、および食行動などの健康行動が生活習慣病に及ぼす影響を説明し、健康行動変

容に関する理論・モデルを紹介する。また、健康増進のためのプログラム作りなども行い理

解を深める。 

到達目標 

(1) わが国における健康行動（運動、睡眠、食行動）の実施状況についての説明  
(2) 健康行動（運動、睡眠、食行動）の重要性とそのメカニズムについての説明  
(3) 健康行動変容の理論と実際についての説明  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 イントロダクション（健康に

関する用語の整理） 
健康に関する身近

な情報の収集  1 時間 授業内容のまとめ

ノート整理  1 時間 

2 運動と疾病予防 
運動実施状況につ

いてのセルフモニ

タリング 
1 時間 授業内容のまとめ

ノート整理  1 時間 

3 運動とメンタルヘルス 
ストレス解消のた

めの運動について

レポート 
1 時間 授業内容のまとめ

ノート整理  1 時間 

4 食行動と疾病予防 
日常の食事につい

てのセルフモニタ

リング  
1 時間 授業内容のまとめ

ノート整理  1 時間 

5 睡眠と疾病予防 
睡眠習慣について

のセルフモニタリ

ング  
1 時間 授業内容のまとめ

ノート整理  1 時間 

6 ダイエット行動と健康 
自分のダイエット

経験についてレポ

ート  
1 時間 授業内容のまとめ

ノート整理  1 時間 

7 行動変容に関する理論 行動変容理論につ

いての事前調べ  1 時間 授業内容のまとめ

ノート整理 1 時間 

8 まとめ 試験準備  1 時間 試験の問題の振り

返り 1 時間 

成 績 評 価 定期試験（100%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

事前学習で行わせる課題については，授業中に実施状況を確認し，授業の中で活

用する．また，試験については，合格基準に達していない場合，再度，同様の範

囲から試験を行う． 
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テキストおよび 

参 考 文 献 
テキストの購入は必要ない 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
生涯を通して健康管理を行うための知識を身につけてもらいたい． 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) わが国における健

康行動（運動、睡眠、

食行動）の実施状況に

ついての説明  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いなく説明

できる。 

最低限の基

本を説明で

きる。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解） 30% 

(2) 健康行動（運動、睡

眠、食行動）の重要性

とそのメカニズムに

ついての説明  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いなく説明

できる。 

最低限の基

本を説明で

きる。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解） 30% 

(3) 健康行動変容の理

論と実際についての

説明  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いなく説明

できる。 

最低限の基

本を説明で

きる。  

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解） 40% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

スポーツ教育 
Sport Education 全学科 22BAHP1002 １年次 前期 

講義・演習・実

技・実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

実技 1 必修 青山 翔  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、豊かな表現力と知識を持ち、誠実にコミュニケーシ

ョンをとる ことができる社会人としてふさわしい人間性を有す。 ○ 

(2) 専門的職業人の資質と能力 を持ち合わせて、地域とともに成長していくことが

できる者に短期大学士の学位を授与する。 ○ 

概 要 
現代社会は生涯を通じてスポーツに参加することが国民の教養の一つになっている。そのよ

うな状況をふまえて、本授業では、仲間と協力してスポーツに取り組むことを通して、生涯

に渡ってスポーツに参加する意識を高めスポーツに関する基本的な知識や技能を修得する。 

到達目標 

(1) 自らの技量に応じて積極的にスポーツを楽しむことができる。  

(2) 生涯を通じてスポーツを楽しむことのできる基本的知識を修得する。  

(3) スポーツを楽しむための基礎的な知識や技能を修得する。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 オリエンテーション   
バレーボール

について調べ

る。 
2 時間 

2 バレーボール①（基本技能やルール

の確認をして試しのゲームを行う） 
バレーボールの

基本の確認。 2 時間 
バレーボール

について調べ

る。 
2 時間 

3 
バレーボール②（パスに関する基本

技能の練習を中心に取り組み、ゲー

ムを行う） 

次時の学習内容

の確認。 2 時間 学習内容の復

習。 2 時間 

4 
バレーボール③（サーブに関する基

本技能の練習を中心に取り組み、ゲ

ームを行う） 

次時の学習内容

の確認。 2 時間 学習内容の復

習。 2 時間 

5 
バレーボール④（アタックに関する

基本技能の練習を中心に取り組み、

ゲームを行う） 

次時の学習内容

の確認。 2 時間 学習内容の復

習。 2 時間 

6 バレーボール⑤（練習方法を考えて

ゲームを行う） 
次時の学習内容

の確認。 2 時間 学習内容の復

習。 2 時間 

7 
バレーボール⑥（前回のゲームの振

り返りをもとに練習方法や作戦を工

夫してゲームを行う） 

次時の学習内容

の確認。 2 時間 学習内容の復

習。 2 時間 

8 バレーボール⑦（バレーボールの学

習について振り返りを行う） 
次時の学習内容

の確認。 2 時間 
学習内容の復

習。 2 時間 

9 
バスケットボール①（基本技能やル

ールの確認をして試しのゲームを行

う） 

バスケットボー

ルの基本の確

認。 
2 時間 

学習内容の復

習。 2 時間 

10 
バスケットボール②（ドリブルに関

する基本技能の練習を中心に取り組

み、ゲームを行う） 

次時の学習内容

の確認。 2 時間 
学習内容の復

習。 2 時間 

11 
バスケットボール③（シュートに関

する基本技能の練習を中心に取り組

み、ゲームを行う） 

次時の学習内容

の確認。 2 時間 
学習内容の復

習。 2 時間 

12 バスケットボール④（練習方法を考

えてゲームを行う） 
次時の学習内容

の確認。 2 時間 
学習内容の復

習。 2 時間 
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13 
バスケットボール⑤（前回のゲーム

の振り返りをもとに練習方法や作戦

を工夫してゲームを行う） 

次時の学習内容

の確認。 2 時間 
学習内容の復

習。 2 時間 

14 バスケットボール⑥（対戦相手に合

わせた作成を考えてゲームを行う） 
次時の学習内容

の確認。 2 時間 
学習内容の復

習。 2 時間 

15 
バスケットボール⑦（バスケットボ

ールの学習について振り返りを行

う） 

次時の学習内容

の確認。 2 時間 
学習内容の復

習。 2 時間 

成 績 評 価 
授業への取り組み（20%）、授業内レポート（30%）、ゲーム中におけるパフォーマン

ス評価（50%）  
課題（試験・レポー

ト等）に対する 

フィードバックの

方法 

基本的には実技であるため、活動中に振り返りの時間を設け、フィードバックする。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
必要があれば、適宜プリントを配布する。 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

自分たち自らスポーツを楽しむために必要な言動を意識的に身につけるように努力

してほしい。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 自らの技量に応じ

て積極的にスポーツ

を楽しむことができ

る。  

自らの技量

に応じてス

ポーツを楽

しむことが

できる 

自らの技量

に応じてあ

る程度スポ

ーツを楽し

むことがで

きる 

自らの技量

に応じて最

低限スポー

ツを楽しむ

ことができ

る  

自らの技量

に応じてス

ポーツを楽

しむことが

できない 

授業への取り

組み（関心・意

欲・思考力・創

造性）  20% 

(2) 生涯を通じてスポ

ーツを楽しむことの

できる基本的知識を

修得する。  

ほぼ完璧に

修得してい

る 

大きな間違

いがなく修

得している 

最低限のこ

とは修得し

ている 

修得してい

ない 
授業内レポー

ト（知識・理

解・思考力・判

断力・表現力） 

30% 

(3) スポーツを楽しむ

ための基礎的な知識

や技能を修得する。  

ほぼ完璧に

修得してい

る 

大きな間違

いがなく修

得している 

最低限のこ

とは修得し

ている 

修得してい

ない 
ゲーム中にお

けるパフォー

マ ン ス 評 価

（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力）  

50% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

国語（書写を含む。） 

Japanese Language 
(including Calligraphy) 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
22EPTS1001 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒業 

認定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2 必修 中村 浩 ○ 

実務家教員 

の詳細 
中学校国語科教員としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・ 

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 
 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 
○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 
 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 
○ 

概 要 

１ 小学校の教壇実践の対象となる教科「国語」の〔知識及び技能〕を整理・把握する。  

２ 学習指導要領国語の「書写に関する事項」を基に書写指導の実際を学習する。  

３ 上代から近代に至るまでの「日本文学史」を、代表的な作品をたどりながら概観する。 

到達目標 

(1) 小学校国語教科書で記載されている国語的術語の説明ができる。  

(2) 小学校で取り上げられている楷書・行書が硬筆・毛筆などの様々な道具で書写できる。  

(3) 上代から近代までの文学史を時代背景と主たる作品で概観を語ることができる。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 「国語」の学習の意味と内容 
これまでの学習を

振り返る。 
0.5時間 

ワークシートに授

業後の感想を書く 
1時間  

2 
国語科の目標 －３つの内容と

構成－ 

学習指導要領の目

標を読む 
1時間  

学力観の推移を整

理する 
2時間  

3 
国語科の〔知識及び技能〕の

概観 

学習指導要領の内

容を読む 
2時間  

ワークシートに基

づき整理する 
2時間  

4 国語の音韻に関する事項 
資料を基に音韻の

特色を考える 
1時間  

ワークシートに基

づき整理する 
2時間  

5 
文字に関する事項 ①漢字と仮

名 

仮名の発明の歴史

を調べる 
2時間  

万葉仮名の特色を

まとめる 
1時間  

6 
文字に関する事項 ②漢字の成

り立ち 

六書について調べ

る 
2時間  

六書を基に漢字の

例を調べる 
2時間  

7 
文字に関する事項 ③漢字の部

首・熟語 

二字熟語の特色を

調べる 
2時間  

部首熟語について

例示する 
2時間  

8 表記に関する事項 
漢字仮名交じりの

問題点を考える。 
1.5時間 

表記上の問題点を

まとめる 
2時間  

9 
文及び文章の構成に関する事

項 

文節相互の関係に

ついて調べる 
2時間  

単文複文重文につ

いて整理する 
2時間  

10 言葉遣いに関する事項 
敬語の種類につい

て調べる 
2時間  

これからの敬語に

ついて考える 
1時間  

11 
語句に関する事項 ①語彙の種

類 

資料を基に語句の

分類を調べる 
1時間  

慣用句の例を基に

特徴をまとめる 
2時間  
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12 
語句に関する事項 ②語彙の学

習 

資料を基に言葉の

由来を調べる 
1時間  

美しい言葉和語に

ついてまとめる 
2時間  

13 
言葉の働きや特徴に関する事

項 

言葉の働きの二面

性について調べる 
2時間  

多義語対義語等の

用語を整理する 
2時間  

14 方言に関する学習  
教科書の方言の取

り上げ方を調べる 
1時間  

方言の発声に関す

る考えをまとめる 
2時間  

15 言語文化に関する事項 
資料の例文を音読

する 
1時間  

音読を重視する効

果についてまとめ

る 

2時間  

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

16 「書写」学習の意義と内容 
資料に沿って意義

を考える。 
1時間  

ワークシートに基

づき整理する。 
2時間  

17 硬筆による書写（低学年） 
手本に基づき「試

書」する。 
1時間  

学習の要点を基に

書く。 
2時間  

18 
フエルトペンによる書写（中

学年） 

「字形」を念頭に

「試書」する。 
1時間  

テキストの手本で

練習する。 
1時間  

19 
毛筆による書写 ①楷書・漢字

（中学年） 

毛筆の書写の注意

点を調べる。 
1時間  

「止め」と「払

い」を復習する。 
1時間  

20 
毛筆による書写 ②楷書・仮名

（中学年） 

資料を基に運筆に

ついて調べる。 
2時間  

手本以外の字の練

習をする。 
1時間  

21 
毛筆による書写 ③漢字と仮名

（高学年） 

学習指導要領の運

筆の要点を掴む。 
1時間  

之雨天に基づき再

度書いてみる。 
2時間  

22 
毛筆による書写 ④行書（高学

年） 

楷書と行書の違い

を考える。 
1時間  

行書を段階別に書

いてみる。 
2時間  

23 筆ペンによる書写 ①平仮名 
資料を基に筆ペン

に慣れる。 
2時間  

「いろは歌」を楷

書・行書で書く。 
2時間  

24 
筆ペンによる書写 ②日常の書

式 

資料により地名を

書いてみる。 
2時間  

葉書の様式に沿っ

て練習する。 
2時間  

25 筆ペンによる書写 ③連綿 
資料を基に「連

綿」を知る。 
2時間  

テキストに基づき

「連綿」で書く。 
2時間  

26 「日本文学史」上代の文学 
資料を基に「上

代」を概観する。 
1時間  

上代の作品を読

む。 
2時間  

27 「日本文学史」中古の文学 
資料を基に「中

古」を概観する。 
1時間  

中古の作品を読

む。 
2時間  

28 「日本文学史」中世の文学 
資料を基に「中

世」を概観する。 
1時間  

中世の作品を読

む。 
2時間  

29 「日本文学史」近世の文学 
資料を基に「近

世」を概観する。 
1時間  

近世の作品を読

む。 
2時間  

30 「日本文学史」近代の文学 
資料を基に「近

代」を概観する。 
1時間  

近代の作品を読

む。 
2時間  

成 績 評 価 定期試験（50%）、課題・レポート（20%）、作品（30%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

① 授業後提出された感想カードやレポートにコメントを書き、次時に返却する。

その際幾つかのものは全体に紹介する。 

② 書写の作品を提出させ、添削・評価をし、次時に返却する。 

③ 文学史は、毎時間レポートさせ、最後に総括的なレポートを書かせて提出させ

る。それにコメントと評価を示し、後日返却する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

演習用テキスト「国語（前期）」「国語（後期）」（和田征文編著）  

文部科学省「小学校学習指導要領解説・国語編」  

秋山 虔・三好 行雄「新日本文学史」文英堂  

「国語便覧」浜島書店・教研出版・東京書籍 



54 
 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

１ ２年次生での学習の基になる授業・教員採用試験必出の授業 

２ 書写の実地指導・日本の古典への読書指導を可能にする授業「必修」  

小学校教諭二種免許状：必修科目 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 小学校国語教科書

で記載されている国

語的術語の説明がで

きる。 

具体例を使っ

てわかるよう

に説明できる。 

術語の意味を

間違いなく説

明できる。 

国語科の中で

の働きと関わ

りなく語とし

ての意味が言

える。 

各術語の説明

が適切にでき

ない。 

定期試験 

（知識・理

解）  50% 

(2) 小学校で取り上げ

られている楷書・行書

が硬筆・毛筆などの

様々な道具で書写で

きる。 

それぞれの道

具の特徴を生

かした書写が

できる。 

トメ・ハネ・ハ

ライ等を手本

に沿って書く

ことができる。 

筆の特徴や各

字の運筆に関

係なく手本通

りに書ける。 

毎時間の作品

がきちんと提

出できない。 

作品 

（関心・意

欲・思考力・

判断力・表

現力）  

30% 

(3) 上代から近代まで

の文学史を時代背景

と主たる作品で概観

を語ることができる。 

各時代の時代

的な特徴と作

品との関係を

語ることがで

きる。 

各時代の特徴、

代表的な文学

作品の説明が

できる。 

各時代を代表

する作品の概

略や特徴の説

明ができる。 

時代の特徴へ

の意識なく作

品の説明をす

る。 

課題・レポ

ート 

（関心・意

欲・思考力・

判断力・表

現力）  

20% 

 



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

国語表現学 
Expression in Japanese 

Language 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPTS2002 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 必修 中村 浩 ○ 

実務家教員 
の詳細 中学校国語科教員としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 ○ 

概 要 
「音声言語」と「文字言語」による表現方法について、小学校における実践を念頭に置いた教

材の開発とその指導法について実践的に学習する。  
併せて、国語科の今日的な課題を意識した国語科の授業者としての素養と指導力を醸成する。 

到達目標 

(1) 教材文の特性と学習のねらいに沿って、それぞれに適した音読・朗読・群読をすること

ができる。  
(2) 題材の設定・情報の収集・内容の検討・構成の検討・考えの形成・記述・推敲・共有の

各段階における留意点を実作に生かすことができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 
Ⅰ「音声言語」による表現方法  

「小学校学習指導要領・国語」にお

ける「表現」の指導 

学習指導案の「表

現」に関わる内容

を読む 
2 時間  

テキストの「まえ

がき」とからめて

本授業の意図を

考える 

1 時間  

2 「音読」の意義 
資料にある「解

説」を読む 1 時間  授業を振り返り、

意義を整理する 1 時間  

3 音読による授業づくり 
音読と朗読の違

いを考えておく 1 時間  音読を重視する

訳を整理する 1 時間  

4 「発音チェック」と詩の音読 
資料に沿って予

習をする 1 時間  詩の音読に挑戦

する 2 時間  

5 一斉音読・役割音読、群読 
音読の授業の流

れを考えておく 1 時間  実例に基づき学

習指導案を創る 2 時間  

6 朗読「声を読もう・声で描こう」 
資料を読み、音読

の練習をする 2 時間  
「日本語一音一

音法」の感想を書

く 
1 時間  

7 朗読・読み方を考えよう 
資料中の詩の読

み方を考える 1 時間  
他の班の朗読に

ついて感想を書

く 
2 時間  

8 朗読・相手に聞かせる工夫  
資料中の散文の

読み方を考える 2 時間  
授業で取り組ん

だ朗読を繰り返

す 
1 時間  

9 
Ⅱ 「文字言語」による表現方法  

句読点の打ち方・原稿用紙の使い

方 

資料中の句読点

の打ち方を考え

る 
2 時間  原稿用紙の書き

方の例題をする 1 時間  
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10 新聞コラムや先輩の作品による

「随想」の実際と創作上のヒント 

３つの例の感想

を書いておく 2 時間  「ネタとテーマ」

観点で整理する 1 時間  

11 書き出しの効用と実作 ―「書き出

しは読者への誘惑である」― 

資料に沿って考

えをメモする 1 時間  自分の書き出し

例を数点書く 2 時間  

12 実作へのアプローチ ①「テーマと

ネタ」（主題・取材）を考える。 

「テーマとネタ」

を考える 1 時間  自分の作品につ

いて準備する 2 時間  

13 実作へのアプローチ ②「文章の構

成」（構想）を考える。 

例を参考に「構

成」について考え

る 
1 時間  自分の作品の下

書きを考える 2 時間  

14 実作へのアプローチ ③「説明と描

写の効果」（叙述・推敲）を考える。 

例文を比較し考

えをメモする 2 時間  自分の作品の下

書きを考える 2 時間  

15 「随想」への挑戦 ―「今の自分」

を「外部視点」をもって書く。― 

例示された「随

想」の感想を書く 1 時間  自分の随想を清

書する。 2 時間  

成 績 評 価 作品（25%）、授業への取り組み（50%）、毎回の授業の感想・振り返り、毎回の授

業課題（25%） 

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

① 授業のねらいに沿った活動（音読・朗読、話し合い等）からの意見や感想につ

いて、それぞれコメントし、次時に返却する。 

② 授業中の書く活動や感想の提出に対してコメントする。提出された随想を評価

し、後日返却する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

上條 晴夫 編著「音読・朗読・群読の授業づくり」学事出版 
家本 芳郎 編・脚色「群読・ふたり読み」高文研 
「美しい日本語のしらべ」東京出版 
和田 征文 監修・山口県中学校国語教育研究会「中学校国語表現ノート」新学社 
その他授業の内容に合わせて紹介したもの 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

国語教室づくりへのヒント、「随想」を書き上げる経験を得る授業 
小学校教諭二種免許状：必修科目 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 教材文の特性

と学習のねらいに

沿って、それぞれ

の音読・朗読・群読

をすることができ

る。 

教材文の特性

を理解した音

声言語による

確かな読みが

できる。 

仲間の意識や

場面に合わせ

た声を出した

読みができる。 

教材や場面の

特性に関係な

く指示に従っ

た音読・朗読が

できる。 

意識的に声を

出す活動が不

十分である。 

授業への取り

組み 
（関心・意欲・

思考力・判断

力・表現力）  

25% 

教材文の特性

を理解した音

声言語による

確かな読みが

できる。 

仲間の意識や

場面に合わせ

た声を出した

読みができる。 

教材や場面の

特性に関係な

く指示に従っ

た音読・朗読が

できる。  

意識的に声を

出す活動が不

十分である。 

毎回の授業の

感想・振り返

り、毎回の授業

課題 
（関心・意欲・

思考力・判断

力・表現力）  

25% 

(2) 題材の設定・

情報の収集・内容

の検討・構成の検

討・考えの形成・記

述・推敲・共有の各

段階における留意

点を実作に生かす

ことができる。 

作文の各過程

の主旨が例文

と共に理解で

き、創作に生か

せる。 

授業で個別に

取り上げる各

過程の要点が

理解でき、創作

に生かそうと

する。  

授業で個別に

取り上げる例

示の主旨は理

解できる。 

作文について

の苦手意識か

ら脱皮できな

い。 

授業への取り

組み 
（関心・意欲・

思考力・判断

力・表現力）  

25% 

作文の各過程

の主旨が例文

と共に理解で

き、創作に生か

せる。 

授業で個別に

取り上げる各

過程の要点が

理解でき、創作

に生かそうと

する。  

授業で個別に

取り上げる例

示の主旨は理

解できる。 

作文について

の苦手意識か

ら脱皮できな

い。 

作品 
（関心・意欲・

思考力・判断

力・表現力）  25% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

社会 
Social Studies 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPTS1003 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 2 選択 隅野 努 ○ 

実務家教員 
の詳細 中学校社会科教員としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。   

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有している

こと。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有してい

ること。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとるこ

とができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけ

ていること。 ○ 

概 要 
社会科全般についての基礎的な知識を身につけるとともに、社会的な見方や考え方ができる

ようになり、よりよき市民・国民としての自覚をもつことができるようになる。  
併せて、社会科教師として使命感・責任感をもって教壇に立つ心構えを醸成する。 

到達目標 

(1) 小学校社会科の目標を構造的にとらえ、「社会生活」「国土」「歴史」等について具体

的な資料活用しながら、その内容をわかりやすく説明できる。  
(2) 社会的事象の意味について、多面的・多角的に考察することができる。  

(3) 社会的事象に関心をもち、積極的に調査し、資料を整え、説得力ある発表ができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 前期の学習計画   
オリエンテーション 

社会科らし

い自己紹介

を考える 
2 時間 授業内容の

振り返り 2 時間 

2 社会科で求められる学力  

採用試験問題の分析 

採用試験の

過去問を解

く 
2 時間 

採用試験問

題の振り返

り 
2 時間 

3 高校入試問題の分析 高校入試問

題を解く 2 時間 
高校入試問

題の振り返

り 
2 時間 

4 社会科の目標と構造 
学習指導要

領社会科の

目標を読む 
2 時間 社会科の目

標のまとめ 2 時間 

5 地理的な見方・考え方の基礎 

地図と地球儀 

地図と地球

儀について

の資料を読

む 

2 時間 地図と地球

儀のまとめ 2 時間 

6 地形図と地図記号 
地形図と地

図記号の資

料を読む 
2 時間 

地形図と地

図記号のま

とめ 
2 時間 

7 地域社会の調査 
地元の新旧

の地形図を

読む 
2 時間 

地元の地形

図の読み取

り 
2 時間 

8 日本の都道府県(1) 

都道府県の

位置と名

称、特色に

ついて整理

する  

2 時間 

都道府県の

位置と名

称、特色を

復習する 

2 時間 
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9 日本の都道府県(2)  

都道府県の

地形、気

候、産業に

ついて整理

する 

2 時間 

都道府県の

地形、気

候、産業を

復習する  

2 時間 

10 歴史的な見方・考え方の基礎 
時代区分と時代の特色(1) 

日本の歴史

の時代区分

と時代の特

色を整理す

る 

2 時間 

日本の歴史

の時代区分

と時代の特

色を復習す

る 

2 時間 

11 歴史的な見方・考え方の基礎 
時代区分と時代の特色(2) 

時代の特色

について各

自でまとめ

る 

2 時間 授業内容の

振り返り 2 時間 

12 歴史上の代表的な人物(1) 

日本の歴史

に登場する

代表的な人

物(前半)を確

認する 

2 時間 

歴史上の代

表的な人物

についてま

とめる 

2 時間 

13 歴史上の代表的な人物(2) 

日本の歴史

に登場する

代表的な人

物(後半)を確

認する 

2 時間 

歴史上の代

表的な人物

についてま

とめる 

2 時間 

14 歴史的事象「潜伏キリシタ

ン」が世界遺産について 

新聞記事｢潜

伏キリシタ

ン｣が世界遺

産を読む 

2 時間 授業内容の

振り返り 2 時間 

15 前期の学習の振り返り 
学習評価と授業評価 

15 回の授業

資料を読み

直す 
2 時間 授業内容の

振り返り 2 時間 

 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

16 後期の学習計画 
オリエンテーション 

前期試験の

内容の分析

をする 
2 時間 

学習指導要

領社会科の

目標を読む 
2 時間 

17 第３学年の社会科     

板書型指導案の作成(1)       

第３学年の

内容を各自

が選択し、

教材研究す

る 

2 時間 

選択した第

３学年の内

容の板書型

指導案を作

成する 

2 時間 

18 第３学年の社会科     

板書型指導案の作成(2)  

第３学年の

内容の板書

型指導案を

作成する 

2 時間 
作成した板

書型指導案

の発表準備 
2 時間 

19 第３学年の社会科     

板書型指導案の発表  

作成した板

書型指導案

の資料づく

り 

2 時間 授業内容の

振り返り 2 時間 

20 第４学年の社会科     

板書型指導案の作成(1)       

第４学年の

内容を各自

が選択し、

教材研究す

る 

2 時間 

選択した第

４学年の内

容の板書型

指導案を作

成する 

2 時間 

21 第４学年の社会科     

板書型指導案の作成(2)  

第４学年の

内容の板書

型指導案を

作成する 

2 時間 
作成した板

書型指導案

の発表準備 
2 時間 
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22 第４学年の社会科     

板書型指導案の発表  

作成した板

書型指導案

の資料づく

り 

2 時間 授業内容の

振り返り 2 時間 

23 第５学年の社会科     

板書型指導案の作成(1)       

第５学年の

内容を各自

が選択し、

教材研究す

る 

2 時間 

選択した第

５学年の内

容の板書型

指導案を作

成する 

2 時間 

24 第５学年の社会科     

板書型指導案の作成(2)  

第５学年の

内容の板書

型指導案を

作成する 

2 時間 
作成した板

書型指導案

の発表準備 
2 時間 

25 第５学年の社会科     

板書型指導案の発表  

作成した板

書型指導案

の資料づく

り 

2 時間 授業内容の

振り返り 2 時間 

26 第６学年の社会科     

板書型指導案の作成(1)       

第６学年の

内容を各自

が選択し、

教材研究す

る 

2 時間 

選択した第

６学年の内

容の板書型

指導案を作

成する 

2 時間 

27 第６学年の社会科     

板書型指導案の作成(2)  

第６学年の

内容の板書

型指導案を

作成する 

2 時間 
作成した板

書型指導案

の発表準備 
2 時間 

28 第６学年の社会科     

板書型指導案の発表  

作成した板

書型指導案

の資料づく

り 

2 時間 授業内容の

振り返り 2 時間 

29 
第３学年～第６学年までの板

書型指導案の作成と発表のま

とめ 

これまでの

取組の成果

と課題につ

いてまとめ

る 

2 時間 授業内容の

振り返り 2 時間 

30 学習評価と授業評価 
15 回の授業

資料を読み

直す 
2 時間 授業内容の

振り返り 2 時間 

成 績 評 価 定期試験（40%）、課題・レポート（10%）、授業への取り組み（50%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

授業の振り返りシートに書かせた感想にコメントを書き、次の授業時に返す。レ

ポートや試験は、ルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：小学校社会科用教科書「新しい社会（３～６年）」東京書籍  

参考文献：文部科学省「小学校学習指導要領解説 社会編」東洋館出版社  

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

社会科好きの子どもを一人でも多く育てるために、社会科の授業づくりを創意工

夫する科目  
小学校教諭二種免許状：選択必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 小学校社会科の目

標を構造的にとらえ、

「社会生活」「国土」

「歴史」等について具

体的な資料活用しな

がら、その内容をわか

りやすく説明できる。 

ほぼ完璧に

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

基本を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 
授業への取

り組み 
（関心・意

欲・態度・知

識・理解）  
50% 

(2) 社会的事象の意味

について、多面的・多

角的に考察すること

ができる。  

様々な角度

から考察で

きる。 

いくつかの

角度から考

察できる。 

１つ以上考

察できる。 
考察できな

い。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力・

判断力・表

現力）  

40% 

(3) 社会的事象に関心

をもち、積極的に調査

し、資料を整え、説得

力ある発表ができる。 

ほぼ完璧に

発 表 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

基本を踏ま

えて発表で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を発

表できる。 

発表できな

い。 
課題・レポ

ート 
（思考力・

判断力・表

現力）  

10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

算数 
Arithmetic 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPTS1004 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 2 選択 山根 郁夫 ○ 

実務家教員 
の詳細 小学校教諭としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。    

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。  

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。  

概 要 

算数科の各領域６学年にわたるそれぞれの指導内容、系統、関係等について学び、算数を指

導するための基礎的な知識を習得する。また、学習内容に合わせた課題に取り組むことを通

して、数学的な見方･考え方の重要性や指導者として把握が必要な数学的な背景について理解

を深め、今後の実践的な学習や算数科指導の在り方等の学習に生きて働く力を養う。 

到達目標 

(1) 算数科で扱う内容について、教師として必要な基礎知識を獲得し説明することができ

る。  
(2) 学習内容に付随した算数の問題解決や問題作成、教材作成に主体的に取組むことができ

る。  
(3) 演習や宿題で提示した課題を的確に解くことができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 オリエンテーション・数と

四則演算   数の分類、演算の可

能性のまとめ。         
2 時間 

2 数(整数)概念の形成 整数概念について調

べ考えをまとめる。   
2 時間 数概念に関する提示

課題への回答。        
2 時間 

3 命数法と記数法 
命数法、記数法につ

いて調べ分かったこ

とをまとめる。 
2 時間 

各国の命数法、記数

法の特徴について整

理する。    
2 時間 

4 十進数、非十進数 
十進数以外の記数法

の仕組みについて調

べる。  
2 時間 

練習課題を通してｎ

進数への理解を深め

る。     
2 時間 

5 加法の意味と計算 
学習指導要領解説の

該当箇所を読んでお

く。 
2 時間 

加法の定義及び用い

られる場、演算法を

整理する。   
2 時間 

6 減法の意味と計算 
学習指導要領解説の

該当箇所を読んでお

く。  
2 時間 

減法の定義及び用い

られる場、演算法を

整理する。   
2 時間 

7 乗法の意味と計算 
学習指導要領解説の

該当箇所を読んでお

く。  
2 時間 

乗法の定義及び用い

られる場、演算法を

整理する。   
2 時間 

8 除法の意味と計算 
学習指導要領解説の

該当箇所を読んでお

く。 
2 時間 

除法の定義及び用い

られる場、演算法を

整理する。   
2 時間 
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9 整数の性質 
学習指導要領解説の

該当箇所を読んでお

く。 
2 時間 

整数の諸性質をもと

にした定義、定理を

整理する。  
2 時間 

10 概数、概算 
学習指導要領解説の

該当箇所を読んでお

く。 
2 時間 

概数、概算について

まとめ、演習課題を

解く。     
2 時間 

11 小数の意味と計算 
学習指導要領解説の

該当箇所を読んでお

く。 
2 時間 

小数の意味、標記の

仕組み、演算法を整

理する。    
2 時間 

12 分数の意味と加法、減法 
学習指導要領解説の

該当箇所を読んでお

く。 
2 時間 

分数の意味、標記の

仕組み、加減算につ

いて整理する。 
2 時間 

13 分数の乗法、除法 
学習指導要領解説の

該当箇所を読んでお

く。 
2 時間 

分数の乗法、除法の

意味、演算法を整理

する。     
2 時間 

14 量概念の形成と測定 
学習指導要領解説の

該当箇所を読んでお

く。 
2 時間 

量の類型、比較方

法、度量衡の歴史に

ついて整理する。 
2 時間 

15 長さ、重さ、時間、容積、

角度 

学習指導要領解説の

該当箇所を読んでお

く。 
2 時間 

量の種類や測定や単

位との関連等を整理

する。    
2 時間 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

16 平面図形、平面図形の性質 
学習指導要領解説の

該当箇所を読んでお

く。 
2 時間 

定義・性質一覧表を

作成し、整理する。

課題プリント。 
2 時間 

17 立体図形、立体図形の性質

及び展開図 

学習指導要領解説の

該当箇所を読んでお

く。 
2 時間 

定義・性質一覧表を

作成し、整理する。

課題プリント。 
2 時間 

18 図形の合同 
学習指導要領解説の

該当箇所を読んでお

く。 
2 時間 

合同の証明に関する

課題プリントをや

る。      
2 時間 

19 図形の対称、拡大、縮小 
学習指導要領解説の

該当箇所を読んでお

く。 
2 時間 

拡大、縮小に関する

課題プリントをや

る。       
2 時間 

20 円と正多角形 
学習指導要領解説の

該当箇所を読んでお

く。 
2 時間 

円と正多角形に関す

る課題プリントをや

る。     
2 時間 

21 平面図形の面積 
学習指導要領解説の

該当箇所を読んでお

く。 
2 時間 

平面図形の面積に関

する課題プリントを

やる。    
2 時間 

22 円周と円の面積 
学習指導要領解説の

該当箇所を読んでお

く。 
2 時間 

演習と縁の面積に関

する課題プリントを

やる。    
2 時間 

23 立体の体積 
学習指導要領解説の

該当箇所を読んでお

く。 
2 時間 

立体の体積や容積に

関する課題プリント

をやる。   
2 時間 

24 平均、単位量、速さ 
学習指導要領解説の

該当箇所を読んでお

く。 
2 時間 

円と正多角形に関す

る課題プリントをや

る。     
2 時間 

25 割合とグラフ、比 
学習指導要領解説の

該当箇所を読んでお

く。 
2 時間 

割合、グラフ、比に

関する課題プリント

をやる。  
2 時間 

26 比例、反比例 
学習指導要領解説の

該当箇所を読んでお

く。 
2 時間 

一次関数、二次関数

に関する課題プリン

トをやる。 
2 時間 

27 量の単位とメートル法 
学習指導要領解説の

該当箇所を読んでお

く。 
2 時間 

単位の換算に関する

課題プリントをや

る。      
2 時間 
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28 計算法則と演算の工夫 
学習指導要領解説の

該当箇所を読んでお

く。 
2 時間 

計算法則や法則利用

に関する課題プリン

トをやる。  
2 時間 

29 資料の整理とグラフ 
学習指導要領解説の

該当箇所を読んでお

く。 
2 時間 

柱状グラフ等に関す

る課題プリントをや

る。     
2 時間 

30 場合の数 
学習指導要領解説の

該当箇所を読んでお

く。 
2 時間 

場合の数や確率に関

する課題プリントを

やる。    
2 時間 

成 績 評 価 定期試験（40%）、課題・レポート（30%）、授業への取り組み（15%）、発表・プ

レゼンテーション（15%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

授業内容の整理メモや課題プリントへのコメント記入や採点を行い、必要に応じて

再提出を求めたり発展的な課題を課したりすることにより、理解定着と達成感、成

就感の醸成を図る。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：講義資料はその都度、プリント類は必要に応じて配付する。 

文部科学省「小学校指導要領解説 算数編」  小学校算数教科書 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

小学校 6 年間の算数科学習内容の重要事項を領域・系統に沿って体系的に学習し、

算数の有用性や数学的な考え方のよさを見出しましょう。 

小学校教諭二種免許状：選択必修科目 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 算数科で扱う内容

について、教師として

必要な基礎知識を獲

得し説明することが

できる。  

ほぼ完璧に説

明することが

できる 

大きな間違い

がなく内容に

関する基礎知

識の説明がで

きる。 

間違いはある

が、最低限の

基礎知識の説

明ができる。 

基礎知識が身

についておら

ず、説明がで

きない。 

定期試験 
（知識・理解・

技能・思考力・

判断力）  
40% 

(2) 学習内容に付随し

た算数の問題解決や

問題作成、教材作成に

主体的に取組むこと

ができる。  

主体的に取り

組み、ほぼ完

璧に成し遂げ

ることができ

る。 

主体的に取り

組み、大きな

間違いをせず

に成し遂げる

こ と が で き

る。  

主体性に課題

はあるがほぼ

成し遂げるこ

とができる。 

主体的に取り

組めず、ほと

んど成し遂げ

ることができ

ない。 

授業への取り

組み 
（関心・意欲・

思考力・判断

力・表現力）  

15% 

発表・プレゼ

ンテーション 
（関心・意欲・

思考力・判断

力・表現力）  

15% 

(3) 演習や宿題で提示

した課題を的確に解

くことができる。  

ほぼ完璧な解

決ができる。 
単純ミスはあ

るが、大きな

間違いをせず

に 解 決 で き

る。 

いくつかの間

違 い は あ る

が、ほぼ的確

に 解 決 で き

る。 

間 違 い が 多

く、ほとんど

的確な解決が

で き て い な

い。 

課題・レポー

ト 
（技能・思考

力・判断力・表

現力・問題解

決力）  

30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

理科 
Science 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPTS1005 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 2 選択 西田 稔 ○ 

実務家教員 
の詳細 小学校教諭としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 ○ 

概 要 
自然に親しみ、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことを通し

て、自然の事物や現象についての問題を科学的に解決するために必要な資質・能力を育成す

る小学校理科教育について学び、学校現場で役立つ教育実践力を身につける。 

到達目標 

(1) 小学校理科教育の各学年の目標や学習内容を理解し、説明することができる。  

(2) こどもの発達・自然認識の仕方を理解し、具体的に説明することができる。  
(3) 自然を愛する心情や主体的に問題解決しようとする態度の育成技術を身につけ、説明す

ることができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 教科「理科」について理科の

目標と内容 
学習指導要領理科

編を読んでおく。 2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

2 「理科」でつけるべき学力に

ついて 
学習指導要領理科

編を読んでおく。 2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

3 第 3 学年の理科「風とゴムの

力の働き」 

３年理科教科書の

「風とゴムの力の

はたらき」を読ん

でおく。 

2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

4 第 3 学年の理科「光と音の性

質」 

３年理科教科書の

「光と音の性質」

を読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

5 第 3 学年の理科「磁石の性

質」 

３年理科教科書の

「磁石の性質」を

読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

6 第 3 学年の理科「電気の通り

道」 

３年理科教科書の

「電気の通り道」

を読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

7 第 3 学年の理科「身の回りの

生物 植物」 

３年理科教科書の

「身の回りの生物 

植物」を読んでお

く。 

2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

8 第４学年の理科「空気と水の

性質」 
４年理科教科書の

「空気と水の性
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  
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質」を読んでお

く。 

9 第４学年の理科「月と星」 
４年理科教科書の

「月と星」を読ん

でおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

10 第 4 学年の理科「月と星 観

察の仕方」 

４年理科教科書の

「観察の仕方」を

読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

11 第 4 学年の理科「電流のはた

らき」 

４年理科教科書の

「電流のはたら

き」を読んでお

く。 

2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

12 第 4 学年の理科「ものづく

り」 

４年理科教科書の

「ものづくり」を

読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

13 第 4 学年の理科「もののあた

たまりかた」 

３年理科教科書の

「もののあたたま

りかた」を読んで

おく。 

2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

14 第 4 学年の理科「人の体のつ

くりとはたらき」 

４年理科教科書の

「人の体のつくり

とはたらき」を読

んでおく。 

2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

15 第 4 学年の理科「季節と生

物」 

４年理科教科書の

「季節と生物」を

読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

16 第５学年の理科「物の溶け

方」 

５年理科教科書の

「物の溶け方」を

読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

17 第 5 学年の理科「振り子の運

動」 

５年理科教科書の

「振り子の運動」

を読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

18 第 5 学年の理科「電流がつく

る磁力」 

５年理科教科書の

「電流がつくる磁

力」を読んでお

く。 

2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

19 第 5 学年の理科「植物の発

芽、成長、結実」 

５年理科教科書の

「植物の発芽、成

長、結実」を読ん

でおく。 

2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

20 第 5 学年の理科「動物の誕生 

魚」 

５年理科教科書の

「魚の誕生」を読

んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

21 第 5 学年の理科「動物の誕生 

人」 

５年理科教科書の

「人の誕生」を読

んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

22 第 5 学年の理科「流れる水の

働き」 

５年理科教科書の

「流れる水の働

き」を読んでお

く。 

2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

23 第 5 学年の理科「天気の変

化」 

５年理科教科書の

「天気の変化」を

読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

24 第 6 学年の理科「燃焼の仕組

み」 

６年理科教科書の

「燃焼の仕組み」

を読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  
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25 第 6 学年の理科「水溶液の性

質」 

６年理科教科書の

「水溶液の性質」

を読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

26 第 6 学年の理科「人の体のつ

くりとはたらき」 

６年理科教科書の

「人の体のつくり

とはたらき」を読

んでおく。 

2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

27 第 6 学年の理科「生物と環

境」 

６年理科教科書の

「生物と環境」を

読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

28 第 6 学年の理科「てこの規則

性」 

６年理科教科書の

「てこの規則性」

を読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

29 第 6 学年の理科「土地のつく

りと変化」 

６年理科教科書の

「土地のつくりと

変化」を読んでお

く。 

2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

30 第 6 学年の理科「月と太陽」 
６年理科教科書の

「月と太陽」を読

んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

成 績 評 価 定期試験（30%）、課題・レポート（50%）、毎回の授業の感想・振り返り、毎回の

授業課題（20%）  
課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

授業後実施する振り返りを確認するとともに、毎回講義用学習シートをチェック

して次の授業時に返却する。レポートや定期試験はルーブリック評価の結果を渡

す。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

小学校理科教科書 3 年、4 年、5 年、6 年 
文部科学省「小学校指導要領 理科編」 
文部科学省「小学校学習指導要解説  理科編」 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

理科好きな子どもを育てる楽しい理科教育の実践と理科授業におけるアクティブ

ラーニングについて学習します。 
小学校教諭二種免許状：選択必修科目 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 小学校理科教育

の各学年の目標や

学習内容を理解し、

説明することがで

きる。 

目標や内容を

理 解 し て お

り、ほぼ完璧

な説明ができ

る。 

目標や内容は

理解している

が、完璧な説

明 は で き な

い。 

目標や内容の

理解に問題点

があるが、説

明が何とかで

きる。 

目標や内容を

理解しておら

ず、説明もで

きない。 

課題・レポート 
（知識・理解） 15% 

定期試験 
（知識・理解） 15% 

(2) こどもの発達・

自然認識の仕方を

理解し、具体的に説

明することができ

る。 

こ ど も の 発

達・自然認識

の仕方を理解

しており、ほ

ぼ完璧な説明

ができる。 

こ ど も の 発

達・自然認識

の仕方を理解

しているが、

完璧な説明は

できない。  

理解は十分と

は い え な い

が、説明が何

とかできる。 

理解しておら

ず、説明もで

きてない。 

課題・レポート 
（知識・理解） 15% 

定期試験 
（知識・理解） 15% 

(3) 自然を愛する心

情や主体的に問題

解決しようとする

態度の育成技術を

身につけ、説明する

ことができる。 

心情や態度の

育成技術を身

につけ、ほぼ

完璧に説明で

きる。 

身にはつけて

いるが、完璧

な説明ができ

ない。 

十分とは、言

えないが、何

とか説明はで

きる。 

身についてな

いため、説明

もできない。 

課題・レポート 
（思考力・判断

力・技能）  
20% 

毎回の授業の

感想・振り返

り、毎回の授業

課題 
（関心・意欲・

態度）  

20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

生活 
Life Environments 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPTS2006 ２年次 通年 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 2 選択 川上 認 ○ 

実務家教員 
の詳細 小学校教諭としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。    

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有している

こと。  

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有してい

ること。  

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとるこ

とができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけ

ていること。 ○ 

概 要 

小学校１、２年生対象の総合的な教科である生活科の特設的な意義を知り、その目標や内容

の理解を深める。  
「直接的な活動や体験重視」の教科であり、３学年以上の「理科や社会科の基礎」を培うと

いう特質的性格を究明していく。 

到達目標 

(1) 小学校低学年に新設された趣旨や意義を理解し説明できる  

(2) 生活科の 4 つの目標と 9 つの内容とその扱い方が分かり、解できるようになる  
(3) 指導計画作成上の留意点を把握し、模擬年間・単元計画や指導案が作成できるようにな

る  
(4) 生活科の特質を理解し、望ましい学習指導・評価の在り方を説明できる  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 生活科設置の背景と趣旨 テキスト１～

７P を読む 1 時間 理由をまとめ

る  1 時間 

2 生活科の目標 要領解説８～

22P を読む 2 時間 改訂点をまと

める 1 時間 

3 生活科の内容１～３ テキスト 11～
16P を読む 1 時間 内容をまとめ

る  2 時間 

4 生活科の内容４～６  テキスト 17～
19P を読む 1 時間 内容をまとめ

る  2 時間 

5 生活科の内容７～９ テキスト 20～
22P を読む 1 時間 内容構成図を

書く 2 時間 

6 自然との触れ合い計画立案  自然の教材を

さがす   2 時間 計画案を検討

する 1 時間 

7 春の遠足実習 実施上の配慮

を書く   1 時間 報告書を書く  1 時間 

8 栽培活動（１）畑づくり 春野菜の種類

を調べる  1 時間 植栽方法を書

く  1 時間 

9 栽培活動（２）野菜の植栽 植付の仕方を

調べる   1 時間 自己評価表を

書く 1 時間 

10 飼育活動（１）メダカの飼育

方法 
メダカの特徴

を調べる  1 時間 注意点をメモ

する 1 時間 

11 飼育活動（２）飼育の実際 メダカ新聞を

つくる   2 時間 感想文を書く  1 時間 
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12 交流授業の計画（対）～小学

校参観 
訪問時の挨拶

を書く   1 時間 日程表を作る  1 時間 

13 交流授業の実践  指導案を読ん

でおく   2 時間 令状を書く   1 時間 

14 遊び教材づくり（例）空気鉄

砲 
子供の遊びを

調べる   2 時間 関連教材を調

べる 1 時間 

15 遊びの実際 指導上の留意

点を調べる 2 時間 相互評価する  1 時間 

 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

16 生活科の全体計画・年間計画 要領解説 73P
～86 を読む 1 時間 模擬計画を作

る  2 時間 

17 生活科の単元計画の作成 要領解説 87～
93 を読む 1 時間 計画を修正す

る  1 時間 

18 指導案の作成（１）作成上の

留意点 
指導案事例を

読む    2 時間 案を作成する  2 時間 

19 指導案の作成 （２）指導案

の作成 指導案の作成   3 時間 案を修正する  1 時間 

20 生活科の評価の基本 配布プリント

を読む   1 時間 自己評価して

みる 1 時間 

21 評価基準と評価規準 テキスト３P
を読む   1 時間 違いをまとめ

る  1 時間 

22 自然との触れ合い体験計画 注意点を調べ

る     2 時間 準備物を整え

る  1 時間 

23 秋の野山の散策 例）右田ケ

岳 
持ち物等を整

える   1 時間 感想文を書く  1 時間 

24 栽培活動の実際（１）秋植え

の野菜 
秋野菜の種類

を調べる  1 時間 野菜の絵を描

く  1 時間 

25 栽培活動の実際（２）秋の収

穫体験 
収穫物の活用

を書く   1 時間 自己評価する  1 時間 

26 交流活動の計画 （対）小学

校 
計画書を作製

する    2 時間 形式を調べる  1 時間 

27 交流活動の実際 訪問マナーを

メモする  1 時間 相互評価する  1 時間 

28 自然物を使った遊び （例）

糸電話等 
糸電話につて

調べる   1 時間 遊びを絵にす

る  1 時間 

29 季節的行事の計画  伝統行事を調

べる    2 時間 発表材料を作

る  2 時間 

30 季節的行事の実際  （例）

もちつき 
餅つきについ

て調べる  1 時間 正月行事を調

べる 1 時間 1 時間 

成 績 評 価 定期試験（25%）、課題・レポート（25%）、指導案（10%）、教材作成（15%）、授

業への取り組み（15%）、発表・プレゼンテーション（10%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

・過去の活動体験時に作成した累積成果物等によりフィードバックする 

テキストおよび 
参 考 文 献 

文部科学省「小学校学習指導要領解説 生活編」 東洋館出版 

山口短期大学授業用テキスト「生活」 山口短期大学 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

体験活動を重視した教科なので、大学キャンパスより外に学習の場を設けること

もあり、広く実践的に社会や自然に働きかける活動をします。  
小学校教諭二種免許状：選択必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 小学校低学年に新

設された趣旨や意義

を理解し説明できる  

ほぼ確実に

新設された

趣旨や意義

を理解し説

明できる 

十分に新設

された趣旨

や意義を理

解し説明で

きる 

おおむね  
新設された

趣旨や意義

を理解し説

明できる 

まったく新

設された趣

旨や意義を

理解し説明

できない 

定期試験 
（理解）  10% 

課題・レポ

ート 
（知識）  

10% 

(2) 生活科の 4 つの目

標と9つの内容とその

扱い方が分かり、解で

きるようになる  

ほぼ確実に

生活科の目

標と内容を

記述できる 

十分に生活

科の目標と

内容を記述

できる 

おおむね生

活科の目標

と内容を記

述できる 

まったく生

活科の目標

と内容を記

述できない 

定期試験 
（理解）  15% 

課題・レポ

ート 
（知識）  

15% 

(3) 指導計画作成上の

留意点を把握し、模擬

年間・単元計画や指導

案が作成できるよう

になる  

ほぼ確実に

指導計画や

指導案が作

成できる 

十分に指導

計画や指導

案が作成で

きる 

おおむね指

導計画や指

導案が作成

できる 

まったく指

導計画や指

導案が作成

できない 

指導案 
（技能）  10% 

発表・プレ

ゼンテーシ

ョン 
（表現力）  

10% 

(4) 生活科の特質を理

解し、望ましい学習指

導・評価の在り方を説

明できる  

ほぼ確実に

学習指導・評

価の在り方

を説明でき

る 

十分に学習

指導・評価の

在り方を説

明できる 

おおむね学

習指導・評価

の在り方を

説明できる 

まったく学

習指導・評価

の在り方を

説明できな

い 

教材作成 
（意欲）  15% 

授業への取

り組み 
（関心）  

15% 

 

69



70 
 

授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

音楽 

Music 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
22EPTS1007 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2 必修 久保田 尚 ○ 

実務家教員 

の詳細 
小学校教諭としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。    

ディプロマ・ 

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 
○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 
○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 
○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 
○ 

概 要 

小学校の教員として児童の音楽的感性と表現力を育てていくためには、教員自身の音楽的

な知識と基礎能力が必要である。そのために、ここでは音楽理論と歌唱の基礎、リズム奏の

基礎・基本を習得し、音楽的感性と音楽的技能を養う。  

グループﾟ演習をとおしてアンサンブルをする体験を習得する。 

到達目標 

(1) 基本的な音楽理論（楽典）の習得ができる。  

(2) 器楽演奏や歌唱の基本を学び、その基礎力の体得ができる。  

(3) 音楽における基礎能力の感性を助長し、技能を向上させることができる。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 
講義の全体目標及び概要

説明  

テキスト１ページ を読

んでおく 
1 時間  

理解して自分の考

えをまとめる。 
1 時間  

2 
音の長さ・音符と休符に

ついて 

テキスト 27 ページを読

んでおく  
1 時間  

プリントパート 1

でまとめる  
1 時間  

3 音の高さ・音名と階名 
テキスト 28 ページを読

んでおく  
1 時間  

プリントパート２

でまとめる  
1 時間  

4 
音の強さ・音の色・味わ

いの考察 

テキスト 30 ページを読

んでおく 
1 時間  

プリントパート３

でまとめる  
1 時間  

5 
音楽用語と各種記号の意

味するところ 

教科書 242,243 ページ

を読んでおく 
2 時間  用語を暗記する 1 時間  

6 
リズムと速度、リズムと

拍子について 

教科書 244,245 ページ

を読んでおく 
2 時間  

プリントパート２

でまとめる  
1 時間  

7 ソルフェージュ・聴音 
テキスト 7 ページを読

んでおく  
1 時間  

添削指導の復習  

練習  
1 時間  

8 
リズムの変化、反復、終

止感 

テキスト 31,32 ページ

を読んでおく 
1 時間  

プリントパート６

でまとめる  
1 時間  

9 
曲想、アンサンブル ―グ

ループ演習― 

教科書 82 ページを読ん

でおく  

グループで練習する 

2 時間  
プリントパート７

でまとめる  
2 時間  

10 
指揮の仕方、指揮者の役

割 

テキスト 34 ページ、教

科書 141 ページを読ん

でおく  

1 時間  

プリントパート５

でまとめ、会得す

る  

2 時間  

11 
ハ長調の音階とイ短調の

音階 

テキスト 33 ページを読

んでおく 
1 時間  

プリントパート

3,4 でまとめる  
1 時間  
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12 
アンサンブルと指揮者の

務め 

教科書 143 ページを読

んでおく  

自分の割り当てを練習

しておく  

1 時間  
実習、演習し会得

する  
2 時間  

13 
音楽の歴史の概要をつか

む 

テキスト 4，5 ページを

読んでおく  
1 時間  

記憶、暗記し、ま

とめる   
1 時間  

14 
形式美・鑑賞教材のとら

まえ方 

テキスト 34、35、36

ページを熟読しておく  
2 時間  内容をまとめる  2 時間  

15 移調・転調、楽典総論 
テキスト 37、38 ペー

ジを読んでおく 
1 時間  

プリントパートま

とめ  

1 から３でまとめ

る 

2 時間  

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

16 
ハ長調の主要三和音Ⅰ・

Ⅳ・Ⅴの和音 

テキスト 14 ページを読

んでおく 
1 時間  実際に演習する 2 時間  

17 コードネームについて 
テキスト 14 ページを読

んでおく  
1 時間  

振り返りシートに

よりまとめる  
1 時間  

18 
ヘ長調の主要三和音Ⅰ・

Ⅳ・Ⅴの和音 

テキスト 16 ページを読

んでおく  
1 時間  鍵盤で会得する 1 時間  

19 
ト長調の主要三和音Ⅰ・

Ⅳ・Ⅴの和音 

テキスト 17 ページを読

んでおく  
1 時間  鍵盤で会得する 1 時間  

20 
メジャーコード・マイナ

ーコード 

テキスト 16 ページを読

んでおく  
1 時間  検眼で実習する 1 時間  

21 
イ短調の主要三和音Ⅰ・

Ⅳ・Ⅴの和音 

テキスト 14 ページを読

んでおく  
1 時間  実際に演習する 2 時間  

22 
セブンのコード 

C7.F7.G7.D7.E7  

テキスト 14 ページを読

んでおく  
1 時間  鍵盤で会得する 2 時間  

23 コードによる平易な伴奏  
テキスト 18 ページを読

み鍵盤奏をしておく 
1 時間  練習し会得する 2 時間  

24 
ハ長調→ト長調、ハ長調

→へ長調への移調奏 

教科書 139 ページの鍵

盤奏をしておく 
1 時間  練習し会得する 2 時間  

25 
旋律を歌い、コードによ

る伴奏をつける 

テキスト 25、26 ペー

ジを読んでおく  
1 時間  練習し会得する 2 時間  

26 
コードのみの伴奏で旋律

を歌う 

テキスト 29 ページを読

んでおく  
1 時間  練習し会得する 2 時間  

27 
弾き歌いを人前で発表す

る 

テキスト 30 ページの鍵

盤奏をしておく 
1 時間  

他人のを聞いて自

分へ取り込む  
2 時間  

28 
和音の教え方 アクティブ

ラーニング 

テキスト 19 ページを読

み、考える  
1 時間  

自分の考えをまと

める 
2 時間  

29 
グループによるＡＬの成

果発表  

前時のまとめをしてお

く  
1 時間  

発表シートをまと

める 
2 時間  

30 
コードを使って即興演奏

に挑戦 
自由課題に取り組む 2 時間  

演習・実践あるの

み 
2 時間  

成 績 評 価 定期試験（60%）、その他（40%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

プリント 10 パートの習得及び繰り返しの実技検定やレッスンをとおし、課題を

段階的にクリアさせる。やる気を引き出し技能の習得を目指させる。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

初等科音楽教育法・小学校教員養成課程用（音楽之友社） 

小学校学習指導要領 第６節 音楽 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

義務教育で学んだ音楽知識を体系化し、さらに楽典を総括的に学びましょう。  

演習の楽しさを体験し、将来の活動に生かせる素地をつくりましょう。  

能力にあった器楽伴奏法を習得し、楽しく児童をリードする力を養いましょう。  

小学校教諭二種免許状：必修 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 基本的な音楽理論

（楽典）の習得ができ

る。  

音楽の三要

素 （旋律・リ

ズム・和音）

を記号化し

た楽典を全

体的にほぼ

完璧に理解

し活用でき

る。 

理論として

理解でき、活

用の段階で

実用できる

程度に習得

できる。 

ほぼ理解で

き、実用実践

の段階で混

乱せずに活

用できる理

論が習得で

きる。 

合理性に富

む楽典理論

が理解習得

できていな

い。  

定期試験 

（知識・理

解）  

50% 

(2) 器楽演奏や歌唱の

基本を学び、その基礎

力の体得ができる。  

鍵盤楽器を

中心として、

弾き歌いの

技量など、ほ

ぼ完璧に出

来る  

器楽と歌唱

の別々でな

ら、ほぼ完璧

に表現でき

る。  

基本的、基礎

的な演奏力

がほぼ身に

着いている。 

基礎的、基 

本的技量が

全く身に着

かない。 

その他 

（技能・表現

力）  
30% 

(3) 音楽における基礎

能力の感性を助長し、

技能を向上させるこ

とができる。  

自らの力で

自らの感性

を磨く練習

ができ、技能

の向上に努

めることが

できる。 

楽譜等の指

示に従って

ほぼ完璧に

表現でき、感

性を助長さ

せることが

できる。  

楽譜等の指

示に従って

ほぼ正確に

表現できる

が、感性を助

長させるま

でには至ら

ない。  

楽譜等の指

示に従って

正確に表現

できない。技

能の向上が

みられない  

定期試験 

（知識・理

解）  
10% 

その他 

（技能・表現

力）  
10% 

 



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

声楽 
Vocal Music 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPTS1008 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 1 必修 田中 奏子・大谷 美和  
 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有してい

ること。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有して

いること。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとる

ことができること。  

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につ

けていること。  

概 要 
初等科音楽教育における歌唱共通教材の音楽的歌唱方法の基本を習得し、ピアノでの弾

き歌いができる。また、合唱（輪唱・二部合唱）や声楽アンサンブルの体験をし指導法

を習得する。 

到達目標 

(1) 歌唱共通教材 24 曲の内容を理解し、歌うことができる。 

(2) 歌唱共通教材 24 曲をピアノで弾き歌いが演奏できる。 

(3) 合唱（輪唱、二部合唱）の声楽アンサンブルで歌うことができる 

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 歌唱演習 

１学年共通教材より 

テキスト 136～
142 を譜読みして

おく 
1 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 1 時間 

2 歌唱演習  

２学年共通教材より 

テキスト 144～
150 を譜読みして

おく 
1 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 1 時間 

3 歌唱演習  

３学年共通教材より 

テキスト 152～
158 を譜読みして

おく 
1 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 1 時間 

4 歌唱演習 

４学年共通教材より 

テキスト 160～
168 を譜読みして

おく 
1 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 1 時間 

5 歌唱演習 

５学年共通教材より 

テキスト 170～
180 を譜読みして

おく 
1 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 1 時間 

6 歌唱演習 

６学年共通教材より 

テキスト 182～
188 を譜読みして

おく 
1 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 1 時間 

7 簡単な声楽アンサンブル 
指定された楽譜を

譜読みする。 1 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 1 時間 

8 ピアノによる弾き歌い ① 

指定した曲の譜読

みし弾き歌いの練

習をする 
1 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 1 時間 

9 ピアノによる弾き歌い ② 

指定した曲を譜読

みし弾き歌いの練

習をする 
1 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 1 時間 
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10 ピアノによる弾き歌い ③ 

指定した曲を譜読

みし弾き歌いの練

習をする 
1 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 1 時間 

11 ピアノによる弾き歌い ④ 

指定した曲を譜読

みし弾き歌いの練

習をする 
1 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 1 時間 

12 ピアノによる弾き歌い ⑤ 

指定した曲を譜読

みし弾き歌いの練

習をする 
1 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 1 時間 

13 輪唱・二部合唱 ① 

授業の中で決めた

合唱曲を譜読みし

ておく  
1 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 1 時間 

14 輪唱・二部合唱 ② 

授業の中で決めた

合唱曲を譜読みし

ておく  
1 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 1 時間 

15 輪唱・二部合唱 ③ 

授業の中で決めた

合唱曲を譜読みし

ておく  
1 時間 授業を振り返り楽

譜を見て復習する 1 時間 

成 績 評 価 定期試験（50％）授業への取り組み(50％) 

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

毎回の授業の曲を復習する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

初等科音楽研究会 編「最新 初等科音楽教育法」音楽之友社 

小学校学習指導要領 第６節 音楽 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 小学校教諭二種免許状：必修科目 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 歌唱共通教材 24
曲の内容を理解し、

歌うことができる。 

ほぼ完璧に、

歌うことが

できる。 

大きな間違

いがなく、歌

うことがで

きる。 

最低限で、歌

うことがで

きる。 

習得してい

ない。 
定期試験 
（意欲・技能・表

現力） 
50％ 

授業への取り組

み 
（関心・意欲・態

度） 
15％ 

(2) 歌唱共通教材 24
曲をピアノで弾き歌

いが演奏できる。 

ほぼ完璧に、

弾き歌いが

演奏できる。 

大きな間違

いがなく、弾

き歌いが演

奏できる。 

最低限で、弾

き歌いが演

奏できる。 

弾き歌いが

できていな

い。 

授業での取り組

み（関心・意欲） 20％ 

(3) 合唱（輪唱、二部

合唱）の声楽アンサ

ンブルで歌うことが

できる。 

ほぼ完璧に、

合唱やアン

サンブルで

歌うことが

できる。 

大きな間違

いがなく、合

唱やアンサ

ンブルで歌

うことがで

きる。 

最低限で、合

唱やアンサ

ンブルで歌

うことがで

きる。 

合唱や、アン

サンブルが

できていな

い。 

授業での取り組

み 
（技能・表現力・

作品の完成度） 
15％ 

 

74



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

器楽Ⅰ 
Instrumental Music I 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPTS1009 １年次 前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 1 必修 上田 奈奈・宮本 千穂  

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有している

こと。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有してい

ること。  

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとるこ

とができること。  

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけ

ていること。  

概 要 
初等科音楽教育に必要なピアノ演奏技術と歌唱教材伴奏の修得を目指す。  
それぞれのピアノ演奏技術の向上を目指す。  
個人レッスンの形態で演習する。 

到達目標 

(1) ピアノ演奏技術の基礎を習得できる。  

(2) 正しい楽譜の読み方を学べる。  

(3) 学んだことを応用し、表情豊かに演奏できる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 ピアノの扱い方 演奏の方法 
演奏楽曲の説明  

テキストを読

んでおく 2 時間  
授業を振り返

り習った曲を

復習する 
2 時間  

2 ピアノ演奏① バイエル 15 番  
バイエル 15 番

を譜読みして

おく 
2 時間  

授業を振り返

り習った曲を

復習する 
2 時間  

3 ピアノ演奏② バイエル 15 番  
バイエル 15 番

を譜読みして

おく 
2 時間  

授業を振り返

り習った曲を

復習する 
2 時間  

4 ピアノ演奏③ バイエル 28 番 
バイエル 28 番

を譜読みして

おく 
2 時間  

授業を振り返

り習った曲を

復習する 
2 時間  

5 ピアノ演奏④ バイエル 28 番 
バイエル 28 番

を譜読みして

おく 
2 時間  

授業を振り返

り習った曲を

復習する 
2 時間  

6 ピアノ演奏⑤ バイエル 48 番 
バイエル 48 番

を譜読みして

おく 
2 時間  

授業を振り返

り習った曲を

復習する 
2 時間  

7 ピアノ演奏⑥ バイエル 48 番  
バイエル 48 番

を譜読みして

おく 
2 時間  

授業を振り返

り習った曲を

復習する 
2 時間  

8 ピアノ演奏⑦ バイエル 51 番 
バイエル 51 番

を譜読みして

おく 
2 時間  

授業を振り返

り習った曲を

復習する 
2 時間  

9 ピアノ演奏⑧ バイエル 51 番  
バイエル 51 番

を譜読みして

おく 
2 時間  

授業を振り返

り習った曲を

復習する 
2 時間  
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10 音階について① ハ長調、ニ長

調、へ長調 
譜読みしてお

く 2 時間  
授業を振り返

り習った曲を

復習する 
2 時間  

11 音階について② ト長調、イ短

調 
譜読みしてお

く 2 時間  
授業を振り返

り習った曲を

復習する 
2 時間  

12 「ﾌﾞﾙｸﾞﾐｭｰﾗｰ 25 の練習曲」以

上の教材より選択 -１週目-  
課題曲の練習

をしておく 2 時間  
授業を振り返

り習った曲を

復習する 
2 時間  

13 「ﾌﾞﾙｸﾞﾐｭｰﾗｰ 25 の練習曲」以

上の教材より選択 -2 週目- 
課題曲の練習

をしておく 2 時間  
授業を振り返

り習った曲を

復習する 
2 時間  

14 「ﾌﾞﾙｸﾞﾐｭｰﾗｰ 25 の練習曲」以

上の教材より選択 -3 週目- 
課題曲の練習

をしておく 2 時間  
授業を振り返

り習った曲を

復習する 
2 時間  

15  「ﾌﾞﾙｸﾞﾐｭｰﾗｰ 25 の練習曲」

以上の教材より選択 -4 週目- 
課題曲の練習

をしておく 2 時間  
授業を振り返

り習った曲を

復習する 
2 時間  

成 績 評 価 定期試験（66%）、授業への取り組み（34%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

日々の練習の成果を復習練習でフィードバックし、実技試験の場で発表する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

「バイエル教則本」全音出版社 
「ブルグミューラー25 の練習曲」全音出版  
小学校学習指導要領 第６節 音楽 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 小学校教諭二種免許状：必修科目 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) ピアノ演奏技術の

基礎を習得できる。  
ほぼ完璧に

習得してい

る。 

大きな間違

いがなく、基

礎を習得し

ている。 

間違いはあ

るが、最低限

の基礎を習

得している。 

習得できて

いない。 
定期試験 
（関心・意欲・

態度）  
18% 

ほぼ完璧に

習得してい

る。 

大きな間違

いがなく、基

礎を習得し

ている。 

間違いはあ

るが、最低限

の基礎を習

得している。 

習得できて

いない。 
授業への取り

組み 
（知識・技能） 

17% 

(2) 正しい楽譜の読み

方を学べる。 
ほぼ完璧に

学んでいる。 
大きな間違

いがなく、基

礎を学んで

いる。 

間違いはあ

るが、最低限

の基礎を学

んでいる。 

学べていな

い。 
定期試験 
（関心・意欲・

態度）  
30% 

(3)  学んだことを応

用し、表情豊かに演奏

できる。 

ほぼ完璧に

演奏できる。 
大きな間違

いがなく、基

礎を演奏で

きる。 

間違いはあ

るが、最低限

の基礎を演

奏できる。 

演奏できて

いない。 
定期試験 
（関心・意欲・

態度）  
18% 

ほぼ完璧に

演奏できる。 
大きな間違

いがなく、基

礎を演奏で

きる。 

間違いはあ

るが、最低限

の基礎を演

奏できる。 

演奏できて

いない。 
授業への取り

組み 
（知識・技能） 

17% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

器楽Ⅱ 
Instrumental Music Ⅱ 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPTS2010 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 1 選択 安部 浩信  
 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有している

こと。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有してい

ること。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとるこ

とができること。  

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけ

ていること。  

概 要 
器楽合奏法は初等音楽教育に必要な様々な楽器の知識を習得し、合奏方法とその指導法を学

ぶ。  
また、歌唱教材のピアノ伴奏法を習得する。 

到達目標 

(1) リコーダーの基礎奏法を習得し、各学年の対象曲が演奏できる。  

(2) 様々な合奏楽器の特徴を知り、適切な奏法を習得する。  

(3) 様々な合奏楽器を使って合奏ができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 リコーダー演習法 ―１週目― 

リコーダーの

運指を教科書

を見ながら練

習しておく 

2 時間 
授業で練習し

た音階と曲を

練習する 
2 時間 

2 リコーダー演習法 ―２週目― ♯、♭の指使いを

予習しておく 
2 時間 

授業で練習し

た音階と曲を

練習する 
2 時間 

3 リコーダー演習法 ―３週目― 
指定された曲

を練習してお

く 
2 時間 

授業で練習し

た音階と曲を

練習する 
2 時間 

4 合奏楽器の特徴と扱い方  
―１週目― 

合奏曲で使用

する打楽器、鍵

盤楽器の練習

をしておく 

2 時間 
授業で練習し

た楽器の練習

をする 
2 時間 

5 合奏楽器の特徴と扱い方  
―２週目― 

合奏曲で使用

する打楽器、鍵

盤楽器の練習

をしておく 

2 時間 
授業で練習し

た楽器の練習

をする 
2 時間 

6 合奏① ―１、２、３年生対象曲

１週目― 

合奏曲で使用

する打楽器、鍵

盤楽器の練習

をしておく 

2 時間 
授業で練習し

た楽器の練習

をする 
2 時間 

7 合奏② ―１、２、３年生対象曲

２週目― 

合奏曲で使用

する打楽器、鍵

盤楽器の練習

をしておく 

2 時間 
授業で練習し

た楽器の練習

をする 
2 時間 
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8 合奏③ ―１、２、３年生対象曲

３週目― 

合奏曲で使用

する打楽器、鍵

盤楽器の練習

をしておく 

2 時間 
授業で練習し

た楽器の練習

をする 
2 時間 

9 合奏（創作）①  
―４、５、６年生対象曲１週目― 

合奏曲のリズ

ムを工夫して

おく 
2 時間 

授業で創作し

たリズムを練

習する 
2 時間 

10 合奏（創作）②  
―４、５、６年生対象曲２週目― 

創作したリズ

ムを発展させ

ておく 
2 時間 

授業で創作し

たリズムを練

習する 
2 時間 

11 
合奏（創作）③  
―４、５、６年生対象曲３週目―
（発表会） 

創作リズムの

練習をしてお

く 
2 時間 合奏曲の仕上

げ練習をする 2 時間 

12 ピアノ伴奏法① ―歌唱教材伴奏

法１、２年  

指定された曲

を練習してお

く 
2 時間 

授業を振り返

り楽譜を見て

復習する 
2 時間 

13 ピアノ伴奏法② ―歌唱教材伴奏

法３、４年  

指定された曲

を練習してお

く 
2 時間 

授業を振り返

り楽譜を見て

復習する 
2 時間 

14 ピアノ伴奏法③ ―歌唱教材伴奏

法５、６年  
指定された曲

を練習してお

く 
2 時間 

授業を振り返

り楽譜を見て

復習する 
2 時間 

15 ピアノ伴奏法④  まとめ 
指定された曲

を練習してお

く 
2 時間 

授業を振り返

り楽譜を見て

復習する 
2 時間 

成 績 評 価 定期試験（51%）、授業への取り組み（49%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの

方法 

毎回授業の終わりに出来ているか個別に確認をする。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

泉 靖彦 他「初等科 音楽教育法」音楽之友社 
小学校学習指導要領 第６節 音楽 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 初等科音楽教育の実践的指導法を学びます。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) リコーダーの基礎

奏法を習得し、各学年

の対象曲が演奏でき

る。  

ほぼ完璧に演

奏できる。 
大きな間違い

がなく、基礎

を 演 奏 で き

る。 

間違いはある

が、最低限の

基礎を演奏で

きる。 

演奏できてい

ない。  
定期試験 
（知識・理解）  18% 

ほぼ完璧に演

奏できる。 
大きな間違い

がなく、基礎

を 演 奏 で き

る。 

間違いはある

が、最低限の

基礎を演奏で

きる。 

演奏できてい

ない。  
授業への取り

組み 
（技能）  17% 

(2) 様々な合奏楽器の

特徴を知り、適切な奏

法を習得する。  

ほぼ完璧に習

得している。  
大きな間違い

がなく、基礎

を習得してい

る。 

間違いはある

が、最低限の

基礎を習得し

ている。 

習得できてい

ない。  
定期試験 
（技能）  18% 
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ほぼ完璧に習

得している。  
大きな間違い

がなく、基礎

を習得してい

る。 

間違いはある

が、最低限の

基礎を習得し

ている。 

習得できてい

ない。  
授業への取り

組み 
（関心・理解）  17% 

(3) 様々な合奏楽器を

使って合奏ができる。 
ほぼ完璧に合

奏できる。 
大きな間違い

がなく、基礎

を 合 奏 で き

る。 

間違いはある

が、最低限の

基礎を合奏で

きる。 

合奏ができて

いない。 
授業への取り

組み 
（知識・技能）  15% 

ほぼ完璧に合

奏できる。 
大きな間違い

がなく、基礎

を 合 奏 で き

る。 

間違いはある

が、最低限の

基礎を合奏で

きる。 

合奏ができて

いない。 
定期試験 
（作品の完成

度）  15% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

図画工作 
Arts and Handicrafts 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPTS1011 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 2 必修 佐古 淳子 ○ 

実務家教員 
の詳細 中学校美術科教員としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。   

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 ○ 

概 要 

図画工作における領域の中で、絵画・デザインを主におこなう。工作は教材研究に、鑑賞は

美術史の託しながら相互に行っていく。絵画ではデッサン・水彩画を、デザインはポスター

を作製する。採用試験対策のため、持ち込み不可の試験を行う。色彩関係について知識を得

られるような内容にする。 

到達目標 

(1) 水彩画、ポスター の制作の手順や画材、用具、色彩について説明する事ができる。  

(2) 水彩画、ポスターの特質を知り、意欲的に取材し、画面構成力を高める事ができる。  

(3) 透明水彩、ポスターカラーの扱いに熟達し、表現したい内容を描く事ができる。  

(4) お互いの作品を鑑賞して考えを説明し合い、高め合うことができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 オリエンテーション・人物ク

ロッキー  

テキスト P.3～P.7
を読んでおく。 0.5 時間 

授業を振り返り、

人物クロッキーの

自己評価をする。 
0.5 時間 

2 鉛筆デッサン・ものの見方 

－手・器と視点－  

テキスト P.8、P.9
の演習 1）、2）を

予習する。 
0.5 時間 

授業を振り返り、

２つのデッサンの

自己評価をする。 
0.5 時間 

3 鉛筆デッサン －人物の顔－  
テキスト P.10 を読

んで実践してみる。 1 時間  

授業を振り返り、

デッサンの途中段

階の自己評価をす

る。 

0.5 時間 

4 鉛筆デッサン －人物の顔の

仕上げ－  
  

デッサンの完成度

を高め、自己評価

をして次時提出す

る。 

2 時間  

5 水彩画の制作 －モチーフの

選択・レイアウト－  

テキスト P.11～
P.18 を読んでお

く。 
1 時間  

授業を振り返り、

制作の自己評価を

する。 
0.5 時間 

6 下描き①－構図決定（鉛筆）

－  
  

授業を振り返り、

制作の自己評価を

する。 
0.5 時間 

7 下描き②－細部描画（鉛筆）

－  
  

授業を振り返り、

制作の自己評価を

する。 
0.5 時間 

80



8 着彩①－薄塗り－  

テキスト P.19～
P.21 を読んでお

く。 
1 時間  

授業を振り返り、

制作の自己評価を

する。 
0.5 時間 

9 着彩②画面全体を見ながら色

を重ねていく－ 
  

授業を振り返り、

制作の自己評価を

する。 
0.5 時間 

10 着彩③－色を重ねて深みを出

す－ 
  

授業を振り返り、

制作の自己評価を

する。 
0.5 時間 

11 着彩④ 同上    
授業を振り返り、

制作の自己評価を

する。 
0.5 時間 

12 着彩⑤ 同上    
授業を振り返り、

制作の自己評価を

する。 
0.5 時間 

13 評価・講評    

授業を振り返り、

鑑賞内容や言葉の

表現が適切だった

か自己評価をす

る。  

0.5 時間 

14 演習グラデーション①－色に

ついて－ 

テキスト P.24～
P.27 を読んでお

く。 
1 時間  

授業を振り返り、

疑問点などをまと

める。 
0.5 時間 

15 演習グラデーション② 
－ポスターカラーの使い方－   

授業を振り返り、

課題の制作状況の

自己評価をする。 
0.5 時間 

    

修正箇所を見直

し、課題の完成度

を高め、提出す

る。 

2 時間  

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

16 ポスターについて 

テキスト

P.22,P.23,P.30 を読

んでおく。 
1 時間  

授業を振り返り、

自分の主題、構

想、資料収集に取

り掛かる。 

2 時間  

17 レタリング－ゴシック体と明

朝体① 

テキスト P.28、
P.29 を読んで演習

１）、2）を予習す

る。 

2 時間  
授業を振り返り、

予習した内容を見

直す。 
1 時間  

18 レタリング－ゴシック体と明

朝体② 
  

授業を振り返り、

演習シートを完成

させ、次時提出す

る。 

2 時間  

19 資料収集・構想・アイデアス

ケッチ 

構想シートに数種

類、構想を描く。 2 時間  
授業を振り返り、

構想を何度も見直

す。 
2 時間  

20 コピー・レタリングの考案 
構想シートに数種

類、構想を描く。 2 時間  
授業を振り返り、

構想を何度も見直

す。 
2 時間  

21 下描き①－構図決定－ 
構想シートに数種

類、構想を描く。 2 時間  
授業を振り返り、

構想を何度も見直

す。 
2 時間  

22 下描き②－レタリングのトレ

ースや細部－ 
  授業を振り返り、

自己評価をする。 0.5 時間 

23 着彩①ーモダンテクニックに

ついて 

テキスト P.31 を読

んでおく。 0.5 時間 授業を振り返り、

自己評価をする。 0.5 時間 

24 着彩②   授業を振り返り、

自己評価をする。 0.5 時間 

25 着彩③   授業を振り返り、

自己評価をする。 0.5 時間 
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26 着彩④   授業を振り返り、

自己評価をする。 0.5 時間 

27 着彩⑤   授業を振り返り、

自己評価をする。 0.5 時間 

28 着彩⑥    

お互いに鑑賞しあ

いながら意見交換

をして作品の完成

度を高め、次時提

出する。 

2 時間  

29 評価・講評   

授業を振り返り、

鑑賞内容や言葉の

表現が適切だった

か自己評価をす

る。 

0.5 時間 

30 まとめ    授業を振り返り、

自己評価をする。 0.5 時間 

成 績 評 価 定期試験（5%）、課題・レポート（10%）、作品（40%）、授業への取り組み（40%）、

発表・プレゼンテーション（5%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

学生は授業の振り返りシートに課題に対する疑問や感想、自己評価を記入し連絡

ボックスに入れる。それに対して次時までにコメントを記入し返却する。  
課題の評価は作品完成時に口頭で、試験の評価は点数（100 点中～80 点：優、79
～70 点：良、69～60 点：可、60 点未満：不可）で知らせる。正解とともに返却

する。場合によっては個人的に呼び出して指導することもある。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト『図画工作』 山口短期大学 佐古淳子 
小学校学習指導要領 第７節 図画工作 
中学校学習指導要領 第６節 美術 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

制作が主となる活動です。この実習を通じて、水彩絵の具とポスターカラーの扱

い、色彩、画面構成、レタリングを学んでいきます。概ね中学校課程に準ずる内

容になっているのは、小学校の学習が次に何に繋がっていくのかを理解しておく

ことはとても大切だからです。とはいえ、一つのパターンに導くのではなく、児

童に個人差や個性があるように、皆さんの個性を重視しながら、創意・工夫や完

成させる意欲が高まるような関わり方を模索していきます。 

小学校教諭二種免許状：必修 
 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 水彩画、ポスター 
の制作の手順や画材、

用具、色彩について説

明する事ができる。  

ほぼ完璧に

基本を説明

できる。 

大きな間違

いがなく、

基本を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力・

判断力・問

題解決力）  

5% 

課題・レポ

ート 
（関心・意

欲・理解・思

考力）  

5% 

(2) 水彩画、ポスター

の特質を知り、意欲的

に取材し、画面構成力

を高める事ができる。 

ほぼ完璧に

正しく理解

して、自分

の考えで制

作・助言が

できる。 

大きな手違

いがなく理

解して、自

分の考えで

制作・助言

ができる。 

理解不足の

ため手違い

はあるが自

分なりに制

作・助言が

できる。 

理 解 を 怠

り、自分の

考えで制作

できていな

い。また制

作しない。 

作品 
（意欲・思

考力・表現

力・創造性・

問 題 解 決

力）  

20% 
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授業への取

り組み 
（意欲・理

解・思考力・

判断力・創

造性）  

20% 

(3) 透明水彩、ポスタ

ーカラーの扱いに熟

達し、表現したい内容

を描く事ができる。  

ほぼ完璧に

技法の特性

を理解して

表現でき完

成すること

ができる。 

大きな手違

いがなく技

法の特性を

理解して表

現でき、完

成すること

ができる。 

技法の特性

の理解不足

のため手違

い は あ る

が、自分な

りの表現が

できる。 

技法の特性

の理解を怠

り、自分な

りの表現も

できていな

い。また制

作しない。 

作品 
（意欲・技

能・表現力・

問 題 解 決

力・作品の

完成度）  

20% 

授業への取

り組み 
（意欲・判

断力・表現

力・創造性・

問 題 解 決

力）  

20% 

(4) お互いの作品を鑑

賞して考えを説明し

合い、高め合うことが

できる。  

ほぼ適切に

作品のよさ

や作者の心

情、自分の

考えを説明

できる。 

大きな間違

いがなく、

作品のよさ

や自分の考

えを説明で

きる。 

不適切な表

現はいくつ

かあるが、

自分の考え

を説明でき

る。 

説明できて

いない。 
課題・レポ

ート 
（関心・知

識・思考力・

創造性）  

5% 

発表・プレ

ゼンテーシ

ョン 
（思考力・

判断力・表

現力・協働

性・問題解

決力）  

5% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

工芸 
Craft 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPTS1012 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 2 必修 西村 直記  
 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有している

こと。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有してい

ること。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとるこ

とができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけ

ていること。 ○ 

概 要 

粘土と木を主材料として制作過程を理解しながらその技法を身につける。前期では、付け加

えながら造形する粘土を使用し、粘土の性質を理解しながらデザイン感覚を養う。土地柄、

大道は萩焼きの粘土が産出する場所でもあるので、その特性を活かして萩焼きの制作をおこ

なう。後期では、削って造形する木を使用し、木の特性を理解しながら前期で扱った粘土と

の違いを学ぶ。実際に木材を使ってペン皿やペーパーナイフを制作し、電動糸のこ盤の使用

方法や木材の加工方法を学習する。 

到達目標 

(1) 粘土と木の素材の違いを認識し、技法及び道具の基本的な知識を身につけることができ

る。  
(2) 課題の内容を理解し、使いやすいデザインを考案することができる。  

(3) 素材の違いを考慮しながら、各自の制作意図を反映した作品を創造することができる  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 授業の概要についての説明と心

構え   授業の概要と心構

えをまとめる。 2 時間 

2 概要及び焼物用粘土の取扱いに

ついて 

本時の内容に該当

する教科書の項目

を読む。 
2 時間 

焼物用粘土の取り

扱いについて振り

返り、まとめる。 
2 時間 

3 粗練りと菊練りの練り方 
前時に指定した教

科書の項目を読

む。 
2 時間 

粗練りと菊練りの

注意事項をまとめ

る。 
2 時間 

4 土鈴の制作 土鈴のデザインを

考える。 2 時間 
土鈴を作る時の注

意事項をまとめ

る。 
2 時間 

5 玉づくりの制作方法と制作 玉づくりの器のデ

ザインを考える。 2 時間 
玉づくりで器を作

る時の注意事項を

まとめる。 
2 時間 

6 玉づくりの底削り方法 
底削りに該当する

教科書の項目を読

む。 
2 時間 底削りの注意事項

をまとめる。 2 時間 

7 板づくりの制作方法と制作 板づくりの器のデ

ザインを考える。 2 時間 
たたら板を使用す

る板づくりの注意

事項をまとめる。 
2 時間 

8 板づくりの制作 
板づくりに該当す

る教科書の項目を

読む。 
2 時間 

板づくりのパーツ

の組み立ての注意

事項をまとめる。 
2 時間 

9 板づくりの底削り方法 
板づくりの底削り

に該当する教科書

の項目を読む。 
2 時間 

板づくりならでは

の底削りの注意事

項をまとめる。 
2 時間 
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10 ひもづくりの制作方法と制作 
ひもづくりの器の

デザインを考え

る。 
2 時間 

ひもづくりで器を

作る時の注意事項

をまとめる。 
2 時間 

11 ひもづくりの制作（１）成形 
ひもづくりに該当

する教科書の項目

を読む。 
2 時間 

自らのデザインに

近づけるための注

意事項をまとめ

る。 

2 時間 

12 ひもづくりの制作（２）仕上げ 
自らのデザインを

形にするための制

作方法を考える。 
2 時間 

大きな器を作る時

の注意事項をまと

める。 
2 時間 

13 ひもづくりの底削りの方法 
ひもづくりの底削

りに該当する教科

書の項目を読む。 
2 時間 

ひもづくりならで

はの底削りの注意

事項をまとめる。 
2 時間 

14 施釉 
釉薬を掛けて仕上

げた状態の器のデ

ザインを考える。 
2 時間 

釉薬を掛ける時の

注意事項をまとめ

る。 
2 時間 

15 鑑賞・評価 
焼成の方法に該当

する教科書の項目

を読む。 
2 時間 

陶芸の作業を振り

返り、注意事項を

まとめる。 
2 時間 

 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

16 概要及び木工について 教科書の木工編を

読む。 2 時間 
概要と木工につい

ての説明を振り返

り、まとめる。 
2 時間 

17 ペン皿作品のデザインを決定 ペン皿のデザイン

を考える。 2 時間 

木材の製材方法と

それぞれの適性と

長所・短所をまと

める。 

2 時間 

18 ペーパーナイフのデザインを決

定 

ペーパーナイフの

デザインを考え

る。 
2 時間 

木の種類とそれぞ

れの適性と長所・

短所をまとめる。 
2 時間 

19 糸のこ盤の使用方法 
糸のこ盤の使用方

法に該当する教科

書の項目を読む。 
2 時間 

糸のこ盤の使用に

あたっての注意事

項をまとめる。 
2 時間 

20 切削手順と方法 
自らのデザインを

形にするための切

削方法を考える。 
2 時間 

切削の方法と手順

についての注意事

項をまとめる。 
2 時間 

21 彫刻刀による切削方法 
彫刻刀の使用に該

当する教科書の項

目を読む。 
2 時間 

彫刻刀の種類と使

用に関する注意事

項をまとめる。 
2 時間 

22 ペン皿の切削（１）荒彫り 

浮き彫り（レリー

フ）をイメージし

てデザインを考え

る。 

2 時間 
本時の作業を振り

返り、作業の問題

点をまとめる。 
2 時間 

23 ペン皿の切削（２）中彫り 

荒彫りから仕上げ

彫りに該当する教

科書の項目を読

む。 

2 時間 
本時の作業を振り

返り、作業の問題

点をまとめる。 
2 時間 

24 ペン皿の切削（３）仕上げ彫り 

立体的なデザイン

を考え、本時の作

業の進行方法を考

える。 

2 時間 
本時の作業を振り

返り、作業の問題

点をまとめる。 
2 時間 

25 ペーパーナイフの切削（荒・中

彫り） 

ペーパーナイフを

立体的にイメージ

して本時の作業を

考える。 

2 時間 
本時の作業を振り

返り、作業の問題

点をまとめる。 
2 時間 

26 ペーパーナイフの切削（仕上げ

彫り） 

作品の完成状態を

イメージして、本

時の作業を考え

る。 

2 時間 

彫刻刀の切削作業

全般を振り返り、

注意事項をまとめ

る。 

2 時間 
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27 サンドペーパーによる研き作業 

作品の完成状態を

イメージして、本

時の作業を考え

る。 

2 時間 
サンドペーパーの

使用に関する注意

事項をまとめる。 
2 時間 

28 アクリル絵の具による着色 色付けのデザイン

を考える。 2 時間 
アクリル絵の具の

適性と長所・短所

をまとめる。 
2 時間 

29 仕上げ（ニス塗装） 
ニス塗装に該当す

る教科書の項目を

読む。 
2 時間 ニス塗装の注意事

項をまとめる。 2 時間 

30 鑑賞・評価 

工芸の授業全般を

振り返り、疑問

点・質問事項をま

とめる。 

2 時間 

工芸の授業全般の

注意事項をまとめ

て、定期試験に備

える。 

2 時間 

成 績 評 価 レポート（知識・理解・判断力）（10%） 
作品（関心・意欲・態度・技能・発想・表現力）（90%）  

課題(試験・レポート等) 
に対する 

フィードバックの方法 
作品の評価・改善方法及びレポートについては授業の中で随時指導する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

「工芸」山口短期大学 

小学校学習指導要領 第７節 図画工作 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

毎回の授業への取り組みとやる気が作品の良し悪しに関わってきます。 

小学校教諭二種免許状：必修 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 粘土と木の素材の

違いを認識し、技法及

び道具の基本的な知

識を身につけること

ができる。  

粘土と木の素

材の特性を理

解し、技法及

び道具の基本

的な知識が十

分に身につい

ている。 

粘土と木の素

材の特性を理

解し、技法及

び道具の基本

的な知識が概

ね身について

いる。 

粘土と木の素

材の特性を概

ね理解し、技

法及び道具の

使用方法は理

解している。 

粘土と木の素

材の特性を理

解できず、技

法及び道具の

使用方法も理

解 し て い な

い。  

レポート 
（知識・理

解・判断力） 
10% 

(2) 課題の内容を理解

し、使いやすいデザイ

ンを考案することが

できる。  

課題の内容を

理解し、使い

やすいデザイ

ンを考案する

ことができて

いる。 

課題の内容を

概ね理解し、

自分なりのデ

ザインを考案

することがで

きている。 

課題の内容を

概ね理解し、

一般的なデザ

インであれば

考案すること

ができる。 

課題の内容を

理解できず、

一般的なデザ

インを考案す

ることができ

てない。  

作品 
（関心・意

欲・態度・技

能・表現力） 
45% 

(3) 素材の違いを考慮

しながら、各自の製作

意図を反映した作品

を創造することがで

きる  

素材の違いを

理解し、自ら

の制作意図の

とおりの作品

を創造するこ

とができてい

る。 

素材の違いを

理解し、自ら

の制作意図の

とおりの作品

を概ね制作す

ることができ

ている。 

素材の違いを

概ね理解し、

自らの制作意

図に近い作品

を制作するこ

とができてい

る。  

素材の違いを

理解できず、

作品を制作す

ることができ

ていない。 

作品 
（関心・意

欲・態度・技

能・表現力） 45% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

体育Ⅰ 

Physical Education Ⅰ 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
22EPTS2013 

２年次 

（R3年度入学生） 
通年 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2 必修 子安 崇夫 
 
 

ディプロマ・ 

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 
 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 
○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 
 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 
○ 

概 要 

小学校免許修得にふさわしい力を身に付けることを主眼に授業を行う。主に、小学校の体育

科教育で対象とする種目の指導ができるということが中心である。子どもの教育に責任を持

つためにふさわしい資質能力を身に付けることができるように授業を進めていく。そのため

に、「スポーツの科学」、「系統的指導法」、「運動の基礎技術」という言葉をキーワード

にして行う。 

到達目標 

(1) それぞれの教材となる運動の基礎技術を中心にした基本的な動作を修得する。  

(2) 種目に応じた系統的指導のあり方を理解し、基本的な指導法を修得する。  

(3) 系統的指導という観点から、スポーツを科学的に分析し表現できる。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 
オリエンテーション －授業の

概要について－  
  授業の振り返り  2時間 

2 
なわあそびの考え方と指導の

留意点 

事前配布資料を

読んでおく  
2時間 課題レポート  2時間 

3 短なわ技術の系統的指導 
事前配布資料を

読んでおく  
2時間 課題レポート  2時間 

4 なわあそびにおける表現活動 
事前配布資料を

読んでおく  
2時間 課題レポート  2時間 

5 リズムなわとびについて 
事前配布資料を

読んでおく  
2時間 課題レポート  2時間 

6 
リズムなわとびのグループづ

くりと練習 
なわとびの練習  2時間 

リズムなわとびの

立案と練習  
2時間 

7 
リズムなわとびのグループ発

表 
グループ練習  2時間 

発表の振返りレポ

ート   
2時間 

8 

フラッグフットボール① －グ

ループづくりおよび基本のゲ

ーム（川渡りゲーム）－ 

事前配布資料を

読んでおく  
2時間 授業の振返り  2時間 

9 
フラッグフットボール② －ラ

ンプレイについて－ 

事前配布資料を

読んでおく  
2時間 授業の振返り  2時間 

10 
フラッグフットボール③－パ

スプレイについて－ 

事前配布資料を

読んでおく  
2時間 授業の振返り  2時間 
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11 作戦の立て方 
事前配布資料を

読んでおく  
2時間 授業の振返り  2時間 

12 

攻撃・守りの基礎的技術の習熟

練習①－基本陣形からの攻撃

の展開と守備について－ 

フラッグフット

ボールの作戦の

立案  

2時間 
グループでの振返

り   
2時間 

13 

攻撃・守りの基礎的技術の習熟

練習②－パスプレイ、ランプレ

イの駆け引きを含めた攻防－ 

フラッグフット

ボールの作戦の

立案  

2時間 
グループでの振返

り   
2時間 

14 
戦術を意識したゲームの進め

方について 

フラッグフット

ボールの作戦の

立案  

2時間 
グループでの振返

り   
2時間 

15 まとめのゲーム 
グループでの作

戦の確認と練習  
2時間 課題レポート  2時間 

 

回 授業内容 予習内容 
予習時
間 

復習内容 
復習
時間 

16 
オ リ エ ン テ ー シ ョ ン    

－授業の概要について－ 

前期授業資料の

確認  
2時間 

授業の振り返りと

授業資料の確認 
2時間 

17 短距離走の科学について 
学習指導要領を

読んでくる 
2時間 

授業の振り返りと

授業資料の確認 
2時間 

18 短距離走（５０ｍ）の測定 
事前資料を読ん

でくる 
2時間 

授業の振り返りと

授業資料の確認 
2時間 

19 自分の「走り」を科学する 
事前資料を読ん

でくる 
2時間 

授業の振り返りと

授業資料の確認 
2時間 

20 
短距離走の科学（短距離走測定

データの可視化と考察） 

事前資料を読ん

でくる 
2時間 

授業の振り返りと

授業資料の確認 
2時間 

21 
短距離走の科学（速く走るため

に） 

事前資料を読ん

でくる 
2時間 

授業の振り返りと

実技内容の確認 
2時間 

22 
速く走るための科学的アプロ

ーチ グループ提案① 

グループ提案の

立案 
2時間 計測データの分析 2時間 

23 
速く走るための科学的アプロ

ーチ グループ提案② 

グループ提案の

立案 
2時間 計測データの分析 2時間 

24 
速く走るための科学的アプロ

ーチ グループ提案③ 

グループ提案の

立案 
2時間 計測データの分析 2時間 

25 
速く走るための科学的アプロ

ーチ グループ提案④ 

グループ提案の

立案 
2時間 計測データの分析 2時間 

26 
速く走るための科学的アプロ

ーチ グループ提案⑤ 

グループ提案の

立案  
2時間 計測データの分析 2時間 

27 競争の概念と短距離走の科学 
事前資料を読ん

でくる  
2時間 

授業の振り返りと

実技内容の確認 
2時間 

28 色々な短距離走の実践① 
事前資料を読ん

でくる  
2時間 

授業の振り返りと

実技内容の確認 
2時間 

29 色々な短距離走の実践② 
事前資料を読ん

でくる  
2時間 

後期授業資料のま

とめ 
2時間 

30 まとめ 
後期授業資料の

まとめ 
2時間 後期授業のまとめ 2時間 

成 績 評 価 
課題・レポート（30%）、授業への取り組み（30%）、発表・プレゼンテーション（30%）、

グループワーク・グループ討議（10%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

レポートはコメントをつけてお返しします。 
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テキストおよび 

参 考 文 献 

小学校学習指導要領 第９節 体育 

授業時に随時資料を配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
小学校教諭二種免許状：必修 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) それぞれの教材と

なる運動の基礎技術

を中心にした基本的

な動作を修得する。  

ほぼ完璧に

修得できて

いる 

大きな間違

いがなく修

得できてい

る 

最低限のこ

とは修得で

きている 

修得できて

いない 

授業への取り組

み 

（関心・意欲・理

解・技能・表現力）  

20% 

ほぼ完璧に

修得できて

いる 

大きな間違

いがなく修

得できてい

る 

最低限のこ

とは修得で

きている 

修得できて

いない 

発表・プレゼンテ

ーション 

（関心・意欲・理

解・技能・表現力）  

10% 

(2) 種目に応じた系統

的指導のあり方を理

解し、基本的な指導法

を修得する。  

ほぼ完璧に

修得できて

いる 

大きな間違

いがなく修

得できてい

る 

最低限のこ

とは修得で

きている 

修得できて

いない 

発表・プレゼンテ

ーション 

（理解・知識・思

考力・表現力・協

働性）  

20% 

ほぼ完璧に

修得できて

いる 

大きな間違

いがなく修

得できてい

る 

最低限のこ

とは修得で

きている 

修得できて

いない 

課題・レポート 

（知識・理解・判

断力・創造性・協

働性）  

20% 

(3) 系統的指導という

観点から、スポーツを

科学的に分析し表現

できる。  

ほぼ完璧に

表現できる 

大きな間違

いがなく表

現できる 

最低限のこ

とは表現で

きる 

表現できな

い 

授業への取り組

み 

（知識・理解・判

断力・創造性・協

働性）  

10% 

ほぼ完璧に

表現できる 

大きな間違

いがなく表

現できる 

最低限のこ

とは表現で

きる 

表現できな

い 

課題・レポート 

（知識・理解・判

断力・創造性・協

働性）  

10% 

ほぼ完璧に

表現できる 

大きな間違

いがなく表

現できる 

最低限のこ

とは表現で

きる 

表現できな

い 

グループワーク・

グループ討議 

（理解・知識・思

考力・表現力・協

働性）  

10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

体育Ⅰ 

Physical Education Ⅰ 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
22EPTS2013 

1年次 

2年次 

（R4年度入学生） 

後期 

前期 

 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2 必修 子安 崇夫 
 
 

ディプロマ・ 

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 
 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 
○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 
 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 
○ 

概 要 

小学校免許修得にふさわしい力を身に付けることを主眼に授業を行う。主に、小学校の体育

科教育で対象とする種目の指導ができるということが中心である。子どもの教育に責任を持

つためにふさわしい資質能力を身に付けることができるように授業を進めていく。そのため

に、「スポーツの科学」、「系統的指導法」、「運動の基礎技術」という言葉をキーワード

にして行う。 

到達目標 

(1) それぞれの教材となる運動の基礎技術を中心にした基本的な動作を修得する。  

(2) 種目に応じた系統的指導のあり方を理解し、基本的な指導法を修得する。  

(3) 系統的指導という観点から、スポーツを科学的に分析し表現できる。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 
オリエンテーション －授業の

概要について－  
  授業の振り返り  2時間 

2 
なわあそびの考え方と指導の

留意点 

事前配布資料を

読んでおく  
2時間 課題レポート  2時間 

3 短なわ技術の系統的指導 
事前配布資料を

読んでおく  
2時間 課題レポート  2時間 

4 なわあそびにおける表現活動 
事前配布資料を

読んでおく  
2時間 課題レポート  2時間 

5 リズムなわとびについて 
事前配布資料を

読んでおく  
2時間 課題レポート  2時間 

6 
リズムなわとびのグループづ

くりと練習 
なわとびの練習  2時間 

リズムなわとびの

立案と練習  
2時間 

7 
リズムなわとびのグループ発

表 
グループ練習  2時間 

発表の振返りレポ

ート   
2時間 

8 

フラッグフットボール① －グ

ループづくりおよび基本のゲ

ーム（川渡りゲーム）－ 

事前配布資料を

読んでおく  
2時間 授業の振返り  2時間 

9 
フラッグフットボール② －ラ

ンプレイについて－ 

事前配布資料を

読んでおく  
2時間 授業の振返り  2時間 

10 
フラッグフットボール③－パ

スプレイについて－ 

事前配布資料を

読んでおく  
2時間 授業の振返り  2時間 

11 作戦の立て方 
事前配布資料を

読んでおく  
2時間 授業の振返り  2時間 
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12 

攻撃・守りの基礎的技術の習熟

練習①－基本陣形からの攻撃

の展開と守備について－ 

フラッグフット

ボールの作戦の

立案  

2時間 
グループでの振返

り   
2時間 

13 

攻撃・守りの基礎的技術の習熟

練習②－パスプレイ、ランプレ

イの駆け引きを含めた攻防－ 

フラッグフット

ボールの作戦の

立案  

2時間 
グループでの振返

り   
2時間 

14 
戦術を意識したゲームの進め

方について 

フラッグフット

ボールの作戦の

立案  

2時間 
グループでの振返

り   
2時間 

15 まとめのゲーム 
グループでの作

戦の確認と練習  
2時間 課題レポート  2時間 

 

回 授業内容 予習内容 
予習時
間 

復習内容 
復習
時間 

16 
オ リ エ ン テ ー シ ョ ン    

－授業の概要について－ 

前期授業資料の

確認  
2時間 

授業の振り返りと

授業資料の確認 
2時間 

17 短距離走の科学について 
学習指導要領を

読んでくる 
2時間 

授業の振り返りと

授業資料の確認 
2時間 

18 短距離走（５０ｍ）の測定 
事前資料を読ん

でくる 
2時間 

授業の振り返りと

授業資料の確認 
2時間 

19 自分の「走り」を科学する 
事前資料を読ん

でくる 
2時間 

授業の振り返りと

授業資料の確認 
2時間 

20 
短距離走の科学（短距離走測定

データの可視化と考察） 

事前資料を読ん

でくる 
2時間 

授業の振り返りと

授業資料の確認 
2時間 

21 
短距離走の科学（速く走るため

に） 

事前資料を読ん

でくる 
2時間 

授業の振り返りと

実技内容の確認 
2時間 

22 
速く走るための科学的アプロ

ーチ グループ提案① 

グループ提案の

立案 
2時間 計測データの分析 2時間 

23 
速く走るための科学的アプロ

ーチ グループ提案② 

グループ提案の

立案 
2時間 計測データの分析 2時間 

24 
速く走るための科学的アプロ

ーチ グループ提案③ 

グループ提案の

立案 
2時間 計測データの分析 2時間 

25 
速く走るための科学的アプロ

ーチ グループ提案④ 

グループ提案の

立案 
2時間 計測データの分析 2時間 

26 
速く走るための科学的アプロ

ーチ グループ提案⑤ 

グループ提案の

立案  
2時間 計測データの分析 2時間 

27 競争の概念と短距離走の科学 
事前資料を読ん

でくる  
2時間 

授業の振り返りと

実技内容の確認 
2時間 

28 色々な短距離走の実践① 
事前資料を読ん

でくる  
2時間 

授業の振り返りと

実技内容の確認 
2時間 

29 色々な短距離走の実践② 
事前資料を読ん

でくる  
2時間 

後期授業資料のま

とめ 
2時間 

30 まとめ 
後期授業資料の

まとめ 
2時間 後期授業のまとめ 2時間 

成 績 評 価 
課題・レポート（30%）、授業への取り組み（30%）、発表・プレゼンテーション（30%）、

グループワーク・グループ討議（10%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

レポートはコメントをつけてお返しします。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

小学校学習指導要領 第９節 体育 

授業時に随時資料を配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
小学校教諭二種免許状：必修 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) それぞれの教材と

なる運動の基礎技術

を中心にした基本的

な動作を修得する。  

ほぼ完璧に

修得できて

いる 

大きな間違

いがなく修

得できてい

る 

最低限のこ

とは修得で

きている 

修得できて

いない 

授業への取り

組み 

（関心・意欲・

理解・技能・表

現力）  

20% 

ほぼ完璧に

修得できて

いる 

大きな間違

いがなく修

得できてい

る 

最低限のこ

とは修得で

きている 

修得できて

いない 

発表・プレゼン

テーション 

（関心・意欲・

理解・技能・表

現力）  

10% 

(2) 種目に応じた系統

的指導のあり方を理

解し、基本的な指導法

を修得する。  

ほぼ完璧に

修得できて

いる 

大きな間違

いがなく修

得できてい

る 

最低限のこ

とは修得で

きている 

修得できて

いない 

発表・プレゼン

テーション 

（理解・知識・

思考力・表現

力・協働性）  

20% 

ほぼ完璧に

修得できて

いる 

大きな間違

いがなく修

得できてい

る 

最低限のこ

とは修得で

きている 

修得できて

いない 

課題・レポート 

（知識・理解・

判断力・創造

性・協働性）  

20% 

(3) 系統的指導という

観点から、スポーツを

科学的に分析し表現

できる。  

ほぼ完璧に

表現できる 

大きな間違

いがなく表

現できる 

最低限のこ

とは表現で

きる 

表現できな

い 

授業への取り

組み 

（知識・理解・

判断力・創造

性・協働性）  

10% 

ほぼ完璧に

表現できる 

大きな間違

いがなく表

現できる 

最低限のこ

とは表現で

きる 

表現できな

い 

課題・レポート 

（知識・理解・

判断力・創造

性・協働性）  

10% 

ほぼ完璧に

表現できる 

大きな間違

いがなく表

現できる 

最低限のこ

とは表現で

きる 

表現できな

い 

グループワー

ク・グループ討

議 

（理解・知識・

思考力・表現

力・協働性）  

10% 

 



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

体育Ⅱ 
Physical Education Ⅱ 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPTS2014 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 1 選択 手島 史子  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 ○ 

概 要 

「体育科」において、目標や内容とともに子どもの実態に合わせた教材選択が大切である。本

授業では、様々な教材を選択することや運動やスポーツの文化的視野を広げることを目標にす

る。主な内容は、フライングディスクを教材とした運動やスポーツの体験、体づくり運動や陸

上運動などにおける教具づくりとする。また、保健の授業や障害児体育についても実践報告を

通して授業づくりをする上での着眼点を学ぶ。 

到達目標 

(1)フライングディスクを使用した運動・スポーツの教材価値を理解し、実践できる。 
(2)体育科の運動理解や意欲につながる教具づくりができ、改善点や工夫点を述べることがで

きる。  
(3) 保健の授業の１つの指導案が作成でき、提案・検討できる。 

(4) 障害児体育の実践報告から、教具の意味を理解し工夫点が説明できる。 

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 オリエンテーション －授業の概

要について－  
  授業の振り返り  2 時間  

2 
フライングディスクを使った運

動・スポーツの歴史と実践（ディ

スタンス・TRC） 

事前配布資料を読

んでおく  2 時間  課題レポート  2 時間  

3 アルティメットのルールと実践 
事前配布資料を読

んでおく  2 時間  課題レポート  2 時間  

4 アルティメットの実践（攻めと守

り）と教材価値 

事前配布資料を読

んでおく  2 時間  課題レポート  2 時間  

5 教材の選択と教具づくりの計画 
事前配布資料を読

んでおく  2 時間  課題レポート  2 時間  

6 材料あつめと教具製作 

材料を収集し、事

前資料を読んでお

く 
2 時間  教具の完成をさせ

る 2 時間  

7 教具を使用した活動の計画 
事前の資料を読ん

でおく 2 時間  計画の完成と実践

の練習  2 時間  

8 教具を使った実践①② 
計画の資料を読ん

でおく  2 時間  授業の振り返り  2 時間  

9 教具を使った実践③④ 
計画の資料を読ん

でおく  2 時間  授業の振り返り  2 時間  

10 障害児体育について（ポンポンホ

ッケーの実践報告から学ぶ） 

事前配布資料を読

んでおく  2 時間  課題レポート 2 時間  

11 保健の授業づくり－「子どもが動

き出す授業づくり」から－ 

事前配布資料を読

んでおく  2 時間  授業づくりの構想

をする  2 時間  
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12 
保健の授業づくり－「子どもが動

き出す授業づくり」から授業案の

作成① 

事前配布資料を読

んでおく 2 時間  授業づくりの計画

を見直す 2 時間  

13 
保健の授業づくり－「子どもが動

き出す授業づくり」から授業案を

作成② 

事前配布資料を読

んでおく 2 時間  授業づくりの計画

を見直す   2 時間  

14 保健の授業づくり－「子どもが動

き出す授業づくり」から発表① 

事前配布資料を読

んでおく 2 時間  課題レポート    2 時間  

15 保健の授業づくり－「子どもが動

き出す授業づくり」から発表② 

事前配布資料を読

んでおく 2 時間  課題レポート  2 時間  

成 績 評 価 
授業への取り組み（30%）、教材作成（15%）、指導案（15%）グループワーク・グル

ープ討議（30%）、 課題・レポート（10%） 
課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの

方法 

レポートはファイルにとじて提出してもらい、次の時間に返却し復習に使用します。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

小学校学習指導要領 第９節 体育 
資料は随時配布 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

学びたいことを出し合って、教具づくりや提案、検討会が協力しながらできるように

取り組みましょう 
 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)フライングディス

クを使用した運動・ス

ポーツの教材価値を

理解し、実践できる。 

教 材価 値を

理解し、数多

く 実践 でき

る 

大 き な間 違

い が なく 理

解でき、実践

できる 

最 低 限の こ

と は 説明 で

き、実践でき

る 

教 材 価値 を

理解できず、

実 践 でき な

い 

授業への取り

組み 
（関心・意欲、

技能、・協同性） 

30% 

(2)体育科の運動理解

や意欲につながる教

具づくりができ、改善

点や工夫点を述べる

ことができる。 

教 具を づく

りができ、数

多 く改 善や

工 夫点 を述

べ るこ とが

できる 

教 具 をづ く

り が ある 程

度でき、改善

や 工 夫点 を

述 べ るこ と

ができる 

最 低 限度 の

教 具 づく り

ができる 

教 具 づく り

ができない 
教材作成 
（理解・思考

力・創造力）  15% 

グループワー

ク・グループ討

議 
（思考力・判断

力・表現力） 

15％ 

(3) 保健の授業の１

つの指導案が作成で

き、提案・検討できる。 

指 導案 の作

成と提案・検

討ができる 

大 き な間 違

い が なく 指

導 案 の作 成

と提案・検討

ができる 

最 低 限の 指

導 案 の作 成

と提案・検討

ができる 

指 導 案の 作

成ができず、

検 討 でき な

い 

指導案 
（知識・理解・

思考力、創造

性） 

15% 

グループワー

ク・グループ討

議 
（思考力・判断

力・表現力） 

15％ 

(4) 障害児体育の実

践報告から学び、教具

の意味を理解し工夫

点が説明できる。  

教 具の 意味

を理解し、多

く の工 夫点

が 説明 でき

る 

大 き な間 違

いがなく、教

具 の 意味 を

理解し、工夫

点 が 説明 で

きる 

最 低 限度 の

教 具 の意 味

を理解し、工

夫 点 が説 明

できる 

説 明 でき な

い 
課題・レポート 
（知識・理解・

思考力）  20% 

 

94



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

リズム運動 
Rhythmical Movement 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPTS1015 １年次 前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 1 必修 手島 史子  
 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有しているこ

と。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとることが

できること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけてい

ること。 ○ 

概 要 

新学習指導要領の内容を踏まえ、各学年の運動発達段階に応じた表現運動の指導について理解

する。なかでも日本の民族舞踊を中心に、歴史的な背景や特有の身体づかいを学びながら日本

の踊りの独自性について理解する。また、表現の楽しさを追求するとともに、ペア学習、グル

ープ学習などの学習方法やその有効性を学びながら、基本的な指導法を修得する。 

到達目標 

(1) 民族舞踊である「荒馬」「ソーラン節」の踊りの歴史を学び、基本動作を修得する。  

(2) 個人練習からグループ練習、そして発表までの授業づくりの流れを理解し、構成できる。 
(3) 模擬授業を行い、通して、表現運動の基本的な指導法について学習者、指導者の立場から

意見を述べることができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 
オリエンテーション －今日のダ

ンス・踊りを取り巻く背景と教育

の中の表現運動－ 

  
学習指導要領をダ

ンスの領域を読

む。 
2 時間  

2 日本の伝統文化「荒馬」について

学ぶ －「今別荒馬」の歴史－ 

学習指導要領のダ

ンスの領域を読

む。 
2 時間  学習指導要領の領

域を読む。 2 時間  

3 「荒馬」の基本の動き①－踏み、

探り足、踏み遊び－ 

荒馬についての資

料を読む。 2 時間  基本の動きの復

習。 2 時間  

4 「荒馬」の基本の動き② －一つ踏

み、三つ踏み、足踏み－ 

基本の動きの確

認。 2 時間  基本の動きの復

習。 2 時間  

5 馬をつけて、前半の動きのまとめ

と発表 

基本の動きの確

認。 2 時間  前半部分の練習。 2 時間  

6 荒馬（後半）の動きの学習とペア

学習 

前半の通りの復

習。 2 時間  後半の踊りの練

習。 2 時間  

7 身体の使い方の違いを知る動き

（ペア） 

後半の動きの復

習。 2 時間  踊りの練習。 2 時間  

8 全体の構成づくりと踊りの練習 踊りの復習。 2 時間  全体の構成の確認

と練習。 2 時間  

9 「正調ソーラン節」の学習① 歴

史と実践例 

ソーラン節につい

て調べる。 2 時間  ソーラン節の練

習。 2 時間  

10 「正調ソーラン節」の学習② 踊

りを学ぶ 

ソーラン節の復

習。 2 時間  ソーラン節の練

習。 2 時間  

11 模擬授業の指導案づくり 

指導案の作成方法

について参考資料

を読む。 
2 時間  授業指導案の作

成。 2 時間  

12 模擬授業 その１（導入から動き

の指導） 

指導案の作成また

は練習。 2 時間  指導方法の要点を

まとめる。 2 時間  

95



13 模擬授業 その２（導入から動き

の指導） 

指導案の作成また

は練習。 2 時間  指導方法の要点を

まとめる。 2 時間  

14 荒馬の発表に向けての構成づくり

と練習 

発表に向けて練

習。 2 時間  発表に向けて練

習。 2 時間  

15 荒馬の発表（まとめと振り返り含

む） 

発表に向けて練

習。 2 時間  授業のまとめをレ

ポートに書く。 2 時間  

成 績 評 価 授業での取り組み 40%、模擬授業 30%、グループワーク・グループ討議 20％、

課題・レポート 10％ 

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの

方法 

授業中に踊りについての良い点、改善点を伝えていく。踊りの発表と模擬授業では、

学生同士が互いに評価しフィードバックする。また教員からも同様に行う。課題レポ

ートは授業外で返却する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

小学校学習指導要領 第９節 体育 

授業時に随時配布資料 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

踊りが苦手な人も得意な人も”ともに踊る”楽しさや意味を感じ取れるよう、一生懸命

に取り組んでください。 
小学校教諭二種免許状：必修科目 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 評価 
比率 

(1) 民族舞踊である

「荒馬」「ソーラン節」

の踊りの歴史を学び、

基本動作を修得する。 

歴 史 に つ い

て理解し、基

本 動 作 を 修

得し、自分な

り に 表 現 し

踊 る こ と が

できる。 

ほ ぼ 基 本 動

作を修得し、

前 に 出 て 踊

る こ と が で

きる。 

多 少 の 間 違

いはあるが、

基 本 動 作 を

覚え、踊るこ

とができる。 

部分的には踊

れるが、全体を

通して踊るこ

とができない。 

授業への取り

組み 
（関心・意欲・

態度） 40% 

(2) 個人練習からグル

ープ練習、そして発表

までの授業づくりの

流れを理解し、構成で

きる。 

ク ラ ス 全 体

で の 発 表 会

の 構 成 が イ

メージでき、

提案できる。 

ペア学習、グ

ル ー プ 学 習

の 取 り 組 み

方がわかり、

良 い 視 点 で

踊 り を 評 価

できる。 

ペ ア 学 習 の

取 り 組 み 方

がわかり、自

分 や 他 者 の

良 い 点 を 評

価 す る こ と

ができる。 

個人練習はで

きるが、ペア以

上の取り組み

ができない。自

分や他者の良

い点をみつけ

ることができ

ない。 

グループワー

ク・グループ討

議 
（意欲・思考

力・創造性） 
20% 

(3) 模擬授業を行い、

通して、表現運動の基

本的な指導法につい

て学習者、指導者の立

場から意見を述べる

ことができる。 

動 き や 表 現

が「わかる」

た め の 適 切

な 言 葉 や 指

導 方 法 を 考

え、指導する

こ と が で き

る。 

指 導 者 の 適

切 な 向 き が

わかり、指導

案 を 見 な い

で、指導内容

を 進 め る こ

とができる。 

部 分 的 な 踊

り の 指 導 案

を 計 画 す る

ことができ、

大 ま か に 指

導 す る こ と

ができる。 

指導案の書き

方がわからず、

大まかな動き

の指導ができ

ない。 

模擬授業 
（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力・協

同性・創造性） 

30% 

課題・レポート

（知識・理解・

問題解決力） 
10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

家庭 
Home Economics 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPTS1016 １年次 通年 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 2 選択 三時 貴久子 ○ 

実務家教員 
の詳細 小学校教諭としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。    

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 ○ 

概 要 
小学校学習指導要領の「家庭」の目標および内容を理解する。教育実践に必要な知識と技術

を習得する。全領域の教材を扱い、指導案の作成を練習し、模擬授業を体験する。模擬授業

への検討・反省を通して教育実践への力を培いたい。 

到達目標 

(1) 小学校家庭科の内容・指導上の留意点を分かりやすく説明できる。  

(2) 実技指導に関する基礎的な知識・技能を身に付ける。  

(3) 模擬授業を行い、改善点を協議することができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 「家庭」の目標 

指導要領解説（以

下解説）ｐ５～ｐ

１０を読んでおく 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる。  
2 時間  

2 学習指導要領（目標・内容） 
解説ｐ１２～ｐ１

９を読んでおく 2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる。  
2 時間  

3 指導計画の作成・内容の取扱

い 

解説ｐ７１～ｐ８

１を読んでおく。 2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる。  
2 時間  

4 「家庭・家庭生活」の内容 
解説ｐ２０～ｐ３

１を読んでおく 2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる。  
2 時間  

5 「家族・家庭生活」の指導 

児童用教科書の該

当ページを読んで

おく 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる。 
2 時間  

6 食事の役割と調理の基礎 
解説ｐ３４～ｐ４

３を読んでおく 2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる。 
2 時間  

7 
「食領域」の教材を使った調

理実習①  

・調理器具の取扱いとゆで方 

児童用教科書の該

当ページを読み、

安全上の留意点を

まとめておく 

2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる。 
2 時間  

8 「食領域」の教材を使った実

践研究  

児童用教科書の該

当ページを読んで

おく 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる。 
2 時間  
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9 
「食領域」の教材を使った調

理実習②  

  ・ごはんとみそ汁  

児童用教科書の該

当ページを読んで

指導上の留意点を

まとめておく 

2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる。 
2 時間  

10 「消・費生活と環境」の構成 
解説ｐ６４～ｐ７

０を読んでおく 2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる。 
2 時間  

11 「消費生活」の基礎 

児童用教科書の該

当ページを読んで

おく 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる。 
2 時間  

12 「物や金銭の使い方と買い

物」の指導  

児童用教科書の該

当ページを読んで

おく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる。 
2 時間  

13 「環境に配慮した生活」の指

導 

児童用教科書の該

当ページを読んで

おく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる。 
2 時間  

14 家族・家庭生活についての課

題の設定 

解説ｐ２９～ｐ３

１を読み、課題の

設定例を考えてお

く 

2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる。 
2 時間  

15 「家庭」と他教科との関連 

解説ｐ７６～ｐ７

７と児童用教科書

の関連ページを読

んでおく 

2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる。 
2 時間  

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

16 「衣料域」の展開 
解説ｐ４９～ｐ５

７を読んでおく。 2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる。 
2 時間  

17 「衣料域」の実技演習① 

児童用教科書の該

当ページを読んで

安全上の留意点を

まとめておく。 

2 時間  
授業で学んだ実技

内容を再度実践す

る。 
2 時間  

18 「衣領域」の実技演習② 手縫

いの基礎 

児童用教科書の該

当ページを読んで

おく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる。 
2 時間  

19 「布を用いた製作」材料と手

順 

児童用教科書の該

当ページを読んで

おく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる。 
2 時間  

20 「布を用いた製作」ミシンの

基礎  

児童用教科書の該

当ページを読み、

ミシン操作の手順

を予習しておく。 

2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる。 
2 時間  

21 「布を用いた製作」袋の製作

①  

児童用教科書の該

当ページを読み、

製作上の留意点を

まとめておく。 

2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる。 
2 時間  

22 「布を用いた製作」袋の製作

②  

児童用教科書の該

当ページを読み、

作品完成までの手

順をまとめてお

く。 

2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる。 
2 時間  

23 「住領域」の内容 
解説ｐ５８～ｐ６

３を読んでおく。 2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる。 
2 時間  

24 「快適な住まい方」の指導 

児童用教科書の該

当ページを読んで

おく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる。 
2 時間  
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25 「食領域」の教材を使った調

理実習③ いためる調理 

児童用教科書の該

当ページを読んで

おく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる。 
2 時間  

26 「食領域」の教材を使った調

理実習④ じゃがいも料理  

児童用教科書の該

当ページを読んで

おく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる。 
2 時間  

27 指導案の作成の手順と演習 配付資料を読んで

おく。 2 時間  模擬授業の準備を

する。 2 時間  

28 模擬授業の実践と改善点の討

議 
共通課題の指導案

を作成する。 2 時間  
模擬授業で学んだ

ことと改善点をま

とめる。 
2 時間  

29 模擬授業の実践と改善点の討

議 
共通課題の指導案

を作成する。 2 時間  
模擬授業で学んだ

ことと改善点をま

とめる。 
2 時間  

30 「食領域」と家族のだんらん 
児童用教科書の該

当ページを読んで

おく。 
2 時間  

家庭科授業の意義

と重要性をまとめ

る。 
2 時間  

成 績 評 価 定期試験（35%）、課題・レポート（15%）、作品（35%）、指導案（8%）、授業への

取り組み（7%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

評価できる点や改善点を、口頭又は文書で指導する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

小学校家庭科教科書 
「小学校学習指導要領解説 家庭編」文部科学省 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

小学校家庭科は、誰の実生活にも役立つ基本を学びます。 
小学校教諭二種免許：選択必修科目 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 小学校家庭科の

内容・指導上の留意

点を分かりやすく

説明できる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、説

明できる。 

不足してい

る部分はあ

るが、説明で

きる。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解）  15% 

課題・レポート 
（知識・理解）  15% 

(2) 実技指導に関す

る基礎的な知識・技

能を身に付ける。  

実習に積極

的に参加し、

基礎的な知

識・技能を十

分に身に付

けている。 

実習に参加

し、基礎的な

知識・技能を

身に付けて

いる。 

基礎的な知

識・技能は身

に付けてい

るが、作品製

作には個別

指導が必要

である。  

基礎的な知

識・技能を十

分身に付け

ていない。 

定期試験 
（知識・理解）  20% 

作品 
（関心・意欲・態

度・技能・作品の

完成度）  
35% 

(3) 模擬授業を行

い、改善点を協議す

ることができる。  

模擬授業の

指導案を書

くことがで

き、授業後の

協議で改善

点を提案で

きる。 

模擬授業の

指導案を書

くことがで

き、授業後の

協議に参加

できる。 

模擬授業の

指導案を書

くことはで

きるが、改善

点への意欲

が不足して

いる。  

模擬授業の

指導案を書

くことがで

きない。 

指導案 
（思考力・表現

力・問題解決力）  
8% 

授業への取り組

み 
（思考力・表現

力・問題解決力）  
7% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

外国語 
Foreign Language（English） 

児童教育学科 初等教

育学専攻 22EPTS1017 １年次 
２年次 

後期 
前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2 選択   
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有している

こと。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有してい

ること。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとるこ

とができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけ

ていること。  

概 要 
小学校における外国語活動・外国語科の授業実践に必要な実践的な英語運用力と英語に関す

る背景的な知識を身に付ける。 

到達目標 

(1)-1) 授業実践に必要な聞く力を身に付けている。  

(1)-2) 授業実践に必要な話す力［やり取り・発表］を身に付けている。  

(1)-3) 授業実践に必要な読む力を身に付けている。  

(1)-4) 授業実践に必要な書く力を身に付けている。  
(2)-1) 英語に関する基本的な事柄（音声、語彙、文構造、文法、正書法等）について理解し

ている。  
(2)-2) 第二言語習得に関する基本的な事柄について理解している。  

(2)-3) 児童文学（絵本、子供向けの歌や詩等）について理解している。  

(2)-4) 異文化理解に関する事柄について理解している。  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 

外国語活動・外国語科の内容につい

て歴史的背景も含めて学ぶ。英語の

基本的事項（音声・語彙・文構造・

文法・正書法等）について知る。

Unit1,2 の英語の挨拶を学ぶ。”Hello 
Song”, ”Goodbye song”を覚える。 

“Let’s Try 1” 
Unit1・2 を予習 1 時間  単語や表現を

復習 1 時間  

2 

「数えて遊ぼう」、「好きなものを

伝えよう」、の英語語彙・表現を学

ぶ。“Ten Steps”、”The Rainbow 
Song”を覚える。 

“Let’s Try 1” Unit 
3・4 を予習 1 時間  単語や表現を

復習 1 時間  

3 
「何が好き」、「アルファベッ

ト」、の英語語彙・表現を学び、活

字体の大文字の指導の基本を知る。 

“Let’s Try 1” 
Unit5・6 を予習 
1 時間 

1 時間  単語や表現を

復習 1 時間  

4 
日本語と英語の音声の違いに気付

き、「形の言い方」、「欲しいもの

のやり取り」の表現を知る。 

“Let’s Try 1” 
Unit7 を予習     

1 時間 
1 時間  単語や表現を

復習 1 時間  
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5 
外来語と英語の違いに気付き、物を

尋ねる表現”What’s this?” に慣れ親

しむ。 

“Let’s Try 1” 
Unit8 を予習     

2 時間 
1 時間  単語や表現を

復習 1 時間  

6 

日本語と英語の音声やリズムの違い

に気付き、人とやり取りをす

る”Who are you?”の表現に慣れ親し

む。絵本を聞いて凡その内容が分か

る。 

“Let’s Try 1” 
Unit9 を予習     

3 時間 
1 時間  単語や表現を

復習 1 時間  

7 
外国語であいさつや、世界の多様な

考え方、動作・遊び・天気の言い方

に慣れ親しむ。 

“Let’s Try 2” 
Unit1・2 を予習    

4 時間 
1 時間  単語や表現を

復習 1 時間  

8 曜日の言い方ややり取り、時刻や生

活時間について伝え合う。 

“Let’s Try 2” 
Unit3・4 を予習    

5 時間 
1 時間  単語や表現を

復習 1 時間  

9 

文房具や学校で使う物のやり取りに

慣れ親しむ。アルファベットの活字

体の大文字・小文字とその読み方に

慣れ親しむ。”ABC Song”を歌う 

“Let’s Try 2” 
Unit5・6 を予習    

6 時間 
1 時間  単語や表現を

復習 1 時間  

10 
食材の言い方や、欲しいものを尋ね

要求する表現に慣れ親しむ。各自の

考案メニューを紹介し合う。 

“Let’s Try 2” 
Unit7 を予習    

7 時間 
1 時間  単語や表現を

復習 1 時間  

11 世界と日本の学校生活や教科名・教

室名の言い方に慣れ親しむ。 

“Let’s Try 2” 
Unit8 を予習    

8 時間 
1 時間  単語や表現を

復習 1 時間  

12 

日本語と英語の音声やリズムなどの

違いに気付き、日課を表す表現に慣

れ親しむ。絵本などの短い話を聞い

て凡その内容が分かる。 

“Let’s Try 2” 
Unit9 を予習    

9 時間 
1 時間  単語や表現を

復習 1 時間  

13 

本講義を聞いて身に付けた英語の基

本的事項(音声・語彙・文構造・文

法・正書法等)について振り返る。

第二言語習得について学び、外国語

の習得とコミュニケーション能力に

ついて考える。 

 1 時間  
単語課題レポ

ート作成・提

出 
1 時間  

14 

英語の絵本・童話・歌などについて

知る。音楽や日常生活の中で知って

いるお話、歌を理解したり覚えたり

する。(Mother Goose 他) 

音楽の時間に学

ぶ歌、日常聞く

お話、絵本等調

べる 

1 時間  
課題レポート

作成・提出 1
時間 

1 時間  

15 
異文化理解に関する事柄について調

査し学生同士の意見交換を経て理解

する。 

異文化理解につ

いて資料を調べ

る 1 時間 
1 時間  

課題レポート

作成・提出 1
時間 

1 時間  

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

16 

教科書・指導書の内容確認と使い方

について知る。英語の基本的事項

（音声・語彙・文構造・文法・正書

法等）について知る。Lesson1 自己

紹介の指導計画を概観し、単元全体

の指導について大まかに捉える。 

One World 
Smiles 6  
Lesson 1 Let’s 
be friends. を読

む 

1 時間  単語や表現を

復習 1 時間  

17 

指導内容を CD・DVD を視聴して練

習する。”Let’s Watch”, ”Let’s Say It 
Together.”, ”Let’s Think”の音声を聞

き、自己紹介の英語表現を練習す

る。(p16～19)  

Lesson 1 Let’s 
be friends. を読

む 
1 時間  単語や表現を

復習 1 時間  

18 

指導書(ｐ20～26)の内容の音声を聞

いて自己紹介のやり取りを練習す

る。”Activity”, “Let’s Read and 
Write”、”ジングルコーナー” 

Lesson 1 Let’s 
be friends. を読

む 
1 時間  単語や表現を

復習 1 時間  

101



19 

指導書（ｐ24～25）”Sounds and 
Letters”, “Review”の確認と振り返

り。音声テスト・ミニテスト・書き

取りテスト実施 

Lesson 1 Let’s 
be friends. を読

む 
1 時間  単語や表現を

復習 1 時間  

20 

Lesson3「好きな日本の文化」の指

導計画を概観する。指導内容を

CD・DVD の音声を聞き、日本文化

や食べ物の表現を知る。(指導書

p38～43) 

Lesson 3 
Welcome to 
Japan.を読む 1
時間 

1 時間  単語や表現を

復習 1 時間  

21 

季節の行事や食べ物について CD・

DVD を視聴し練習する。”Activity”, 
“Let’s Read and Write”の活動につい

て知る。 

Lesson 3 
Welcome to 
Japan.を読む 1
時間 

1 時間  単語や表現を

復習 1 時間  

22 

指導書（ｐ48～51）”Sounds and 
Letters”, “Review”の確認とふりかえ

り。音声テスト・ミニテスト・書き

取りテスト実施 

Lesson 3 
Welcome to 
Japan.を読む 1
時間 

1 時間  単語や表現を

復習 1 時間  

23 

Lesson5 行きたい国の指導計画を概

観し、単元の指導を考える。CD・

DVD を視聴し、表現できる国名を

増やす。 (指導書 p64～69) 

Lesson 5 What 
country do you 
want to visit? を
読む  

1 時間  単語や表現を

復習 1 時間  

24 

指導書(ｐ70～73)の音声を聞き、行

きたい国について尋ね合う表現を練

習する。”Activity”, “Let’s Read and 
Write” 

Lesson 5 What 
country do you 
want to visit? を
読む  

1 時間  単語や表現を

復習 1 時間  

25 

指導書（ｐ74～75）”Sounds and 
Letters”, “Review”で行きたい国の紹

介を聞き合いふりかえる。音声テス

ト・ミニテスト・書き取りテスト実

施 

Lesson 5 What 
country do you 
want to visit? を
読む  

1 時間  単語や表現を

復習 1 時間  

26 

Lesson8 将来の夢の指導計画を概観

する。将来の夢について CD・DVD
を視聴し、英語表現を練習する。

(指導書 p104～107) 

Lesson 8 What 
do you want to 
be? を読む 1 時

間 

1 時間  単語や表現を

復習 1 時間  

27 

自分がつきたい職業を聞いたり言っ

たりする。自分がつきたい職業紹介

のシートを作成、発表。”Activity”, 
“Let’s Read and Write” 指導書(ｐ
108～109) 

Lesson 8 What 
do you want to 
be? を読む 1 時

間 

1 時間  単語や表現を

復習 1 時間  

28 

指導書（ｐ110～113）”Sounds and 
Letters”, “Review”の確認とふりかえ

り。音声テスト・ミニテスト・書き

取りテスト実施 

Lesson 8 What 
do you want to 
be? を読む 1 時

間 

1 時間  単語や表現を

復習 1 時間  

29 
授業実践に必要な、聞く、話す、読

む、書く力の習熟度を確認。今後の

自己学習の課題を見いだす。 

“Let’s Try 1・2”
を読み返し、復

習する。 1 時間 
1 時間  単語や表現を

復習 1 時間  

30 

これまでの学習内容をふりかえり  
英語に関する基本的な事項(音声、

語彙、文構造、文法、正書法)の習

熟度を確認。今後の自己学習の課題

を見いだす。 

“One World 
Smiles 6”の教科

書、指導資料を

読み返し復習す

る。 1 時間 

1 時間  単語や表現を

復習 1 時間  

成 績 評 価 小テスト（80%）、課題・レポート（20%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

一人一人確認する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

前期："Let's Try 1" "Let's Try 2" 各指導編（文部科学省）  
後期："One World Smiles 6" 児童用教科書（教育出版社） 
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メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

外国語の授業を通して、英語を学ぶだけではなく、世界にはいろいろな文化や価

値観があるという、異文化に対しての興味や敬意を醸成する。 

小学校教諭二種免許状：必修 
 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)-1) 授業実践に必

要な聞く力を身に付

けている。  

ほぼ完璧に

身に付けて

いる。 

大きな間違

いがなく、聞

く力を身に

付けている。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を身に

付けている。 

身に付けて

いない。 小テスト 
（知識・理解・

技能）  
20% 

(1)-2) 授業実践に必

要な話す力［やり取

り・発表］を身に付け

ている。  

ほぼ完璧に

身に付けて

いる。 

大きな間違

いがなく、話

す力を身に

付けている。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を身に

付けている。 

身に付けて

いない。 小テスト 
（知識・理解・

技能）  
20% 

(1)-3) 授業実践に必

要な読む力を身に付

けている。  

ほぼ完璧に

身に付けて

いる。 

大きな間違

いがなく、読

む力を身に

付けている。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を身に

付けている。 

身に付けて

いない。 小テスト 
（知識・理解・

技能）  
20% 

(1)-4) 授業実践に必

要な書く力を身に付

けている。  

ほぼ完璧に

身に付けて

いる。 

大きな間違

いがなく、書

く力を身に

付けている。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を身に

付けている。 

身に付けて

いない。 小テスト 
（知識・理解・

技能）  
10% 

(2)-1) 英語に関する

基本的な事柄（音声、

語彙、文構造、文法、

正書法等）について理

解している。  

ほぼ完璧に

理解してい

る。 

大きな間違

いがなく理

解している。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を理解

している。 

理解してい

ない。 小テスト 
（知識・理解・

技能）  
10% 

(2)-2) 第二言語習得

に関する基本的な事

柄について理解して

いる。  

ほぼ完璧に

理解してい

る。 

大きな間違

いがなく理

解している。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を理解

している。 

理解してい

ない。 
課題・レポート 5% 

(2)-3) 児童文学（絵

本、子供向けの歌や詩

等）について理解して

いる。  

ほぼ完璧に

理解してい

る。 

大きな間違

いがなく理

解している。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を理解

している。 

理解してい

ない。 
課題・レポート 
（技能）  10% 

(2)-4) 異文化理解に

関する事柄について

理解している。  

ほぼ完璧に

理解してい

る。 

大きな間違

いがなく理

解している。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を理解

している。 

理解してい

ない。 
課題・レポート 5% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

特別講義 
Special Lecture 

児童教育学科  
初等教育学専攻 22EPSL1001 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 選択 隅野 努・中村 浩・福屋 いずみ  
 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有している

こと。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有してい

ること。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとるこ

とができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけ

ていること。 ○ 

概 要 

本講義では、今の自分に何ができるかを問い、自分自身を多角的に分析し自己理解を深める

ことを目的とする。また、集団討論や小論文、面接を通して、将来の教育者としての基礎的

な態度を養う。さらに、他者と対話することを通して、自己を表現する技術を身につけてい

く。 

到達目標 

(1) 現在の教育課題について基礎的な知識を説明することができる  

(2) 課題や他者との対話を通して、自分の意見を述べることができる  

(3) 課題や他者との対話に対して、主体的に取り組むことができる  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 オリエンテーション（福屋） —  本 時の 内容

を振り返る。 2 時間 

2 情報収集、情報整理について 
（福屋） 資料を読む。 2 時間 時 事問 題を

調べる。 2 時間 

3 教育に関する時事問題を紹介

する（隅野） 
発 表 資料 を

用意する。 2 時間 本 時の 内容

を振り返る。 2 時間 

4 集団討論(1) 教育課題全般に

ついて①（隅野） 
テ ー マに つ

いて調べる。 2 時間 本 時の 内容

を振り返る。 2 時間 

5 集団討論(2)  教育課題全般に

ついて②（隅野） 
テ ー マに つ

いて調べる。 2 時間 本 時の 内容

を振り返る。 2 時間 

6 小論文(1) 書き方を知る 
（中村） 

テ ー マに つ

いて調べる。 2 時間 も う一 度書

く。 2 時間 

7 小論文(2) 試作する① 
（中村） 

テ ー マに つ

いて調べる。 2 時間 も う一 度書

く。 2 時間 

8 小論文(3) 試作する② 
（中村） 

テ ー マに つ

いて調べる。 2 時間 も う一 度書

く。 2 時間 

9 小論文(4) 試作する③ 
（中村） 

テ ー マに つ

いて調べる。 2 時間 も う一 度書

く。 2 時間 

10 集団討論(3) 道徳・学級活動

について（福屋） 
テ ー マに つ

いて調べる。 2 時間 本 時の 内容

を振り返る。 2 時間 

11 集団討論(4) 教採で出題され

たテーマ（隅野） 
テ ー マに つ

いて調べる。 2 時間 本 時の 内容

を振り返る。 2 時間 

12 自己推薦書を書く(1)（福屋）  自 分 につ い

て考える。 2 時間 も う一 度書

く。 2 時間 

13 自己推薦書を書く(2)（福屋） 自 分 につ い

て考える。 2 時間 本 時の 内容

を振り返る。 2 時間 
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14 個人面接（隅野） 資料を読む。 2 時間 本 時の 内容

を振り返る。 2 時間 

15 本授業を振り返って（隅野） 自 分 につ い

て考える。 2 時間 本 時の 内容

を振り返る。 2 時間 

成 績 評 価 課題・レポート（20%）、グループワーク・グループ討議（20%）、毎回の授業の感

想・振り返り、毎回の授業課題（60%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

計画書や振り返りレポートは、コメントを書いて返却する。提出物には、コメン

トを書いて返却する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 プリントを配布する。 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 主体的に学ぶ学生を求めています。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 現在の教育課題に

ついて基礎的な知識

を説明することがで

きる  

テーマにつ

いて、具体

例を挙げな

がら説明す

ることがで

きる。 

テーマにつ

いて、基礎

的な意味を

間違いなく

説明するこ

と が で き

る。 

テーマにつ

いて、基礎

的な意味を

何とか説明

することが

できる。 

テーマにつ

いて、説明

することが

できない。 

毎回の授業の

感想・振り返

り、毎回の授業

課題 
（知識・理解） 

30% 

(2) 課題や他者との対

話を通して、自分の意

見を述べることがで

きる  

自分の意見

を十分に述

べることが

できる。 

自分の意見

を概ね述べ

ることがで

きる。 

自分の意見

を何とか述

べることが

できる。 

自分の意見

を述べるこ

とができな

い。 

課題・レポート 
（思考力・判断

力・表現力）  20% 

相手の意見

を 受 け 止

め、自分の

意見を十分

に述べるこ

と が で き

る。 

相手の意見

を 受 け 止

め、自分の

意見を概ね

述べること

ができる。 

相手の意見

を 受 け 止

め、自分の

意見を何と

か述べるこ

と が で き

る。 

自分の意見

を述べるこ

とができな

い。 

グループワー

ク・グループ討

議 
（思考力・判断

力・表現力・協

働性）  

20% 

(3) 課題や他者との対

話に対して、主体的に

取り組むことができ

る  

主体的に取

り組むこと

ができる。 

概ね主体的

に取り組む

ことができ

る。 

最低限、課

題に主体的

に取り組む

ことができ

る。 

主体的に取

り組むこと

が で き な

い。 

毎回の授業の

感想・振り返

り、毎回の授業

課題 
（関心・意欲・

態度）  

30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

卒業研究 
Graduation Research 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPGR2001 ２年次 通年 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 2 必修 隅野 努・中村 浩・福屋 いずみ  

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 ○ 

概 要 
子どもの教育に関する研究課題を自ら見つけ、その課題を解決するための方法を決定する。

調査した結果をまとめ、検討する。さらに、今後の課題を見つけ出す。その成果を卒業研

究・保育総合研究発表会で、展示もしくは舞台で発表する。最後に、報告集にまとめる。 

到達目標 

(1) 適切なテーマを決め、研究計画が作成できる。  

(2) 各自のテーマに沿った内容で、研究活動を深めていくことができる。  

(3) 研究の内容を、他者にわかるように発表することができる。  

(4) 各自が発表した内容を原稿として文章にまとめることができる。  

授業内容 
と 

進め方 

授業内容  

令和３年度は、下記のようなテーマで研究が行われた 

① 明治維新のスタートは私の地元から！ 

～地域の歴史を知り、子どもたちの郷土愛を醸成する～ 

② 節水始めました ～水に関する環境教育の成果～  

③ 獅子舞を舞う僕が好き ～小学校としての伝統文化の継承と課題～  

④ 絵本の読み聞かせにはどんな効果があるのか  

⑤ 気軽に立ち寄れる図書館にするための工夫  

⑥ 禅僧の修行生活についての研究 

成 績 評 価 課題・レポート（20%）、授業への取り組み（50%）、発表・プレゼンテーショ

ン（10%）、その他（20%） 

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

研究活動の振り返りシートに書かせた感想にコメントを書き、次の授業時に返

す。レポートや発表は、ルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 
参 考 文 献 必要に応じて自分自身で選択、購入すること 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど ２年間で学んだことの集大成となるよう取り組んで欲しいと思います。 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 適切なテーマを決

め、研究計画が作成で

きる。  

何を明らか

にしたいか、

何を表現し

たいかとい

う研究の目

的を明確に

し、研究方法

を適切に選

択できる。研

究計画書に

必要な内容

を記載でき

る。 

テーマを設

定し、研究計

画書に必要

な内容をほ

ぼ記載する

ことができ

る。 

テーマは設

定したが、研

究計画書の

記載には不

足している

点が認めら

れる。 

テーマが設

定できず、研

究計画書の

提出の提出

がない。 

課題・レポ

ート 
（知識・理

解）  

20% 

(2) 各自のテーマに沿

った内容で、研究活動

を深めていくことが

できる。  

意欲を持ち、

自ら考え、工

夫し、指導教

員からの助

言・指導を受

け入れて、研

究を深める

ことができ

る。 

ほぼ主体的

に研究活動

に取り組み、

指導や助言

を受け入れ

て研究を進

めることが

できる。 

研究活動に

取り組む意

欲はみられ

るが、自分で

進めていこ

うとする力

に欠けると

ころがある。 

研究活動に

取り組む姿

勢がみられ

ない。 

授業への取

り組み 
（意欲・思

考力・表現

力・創造性・

協働性）  
50% 

(3) 研究の内容を、他

者にわかるように発

表することができる。 

研究の成果

を他者にわ

かりやすい

方法で完璧

に表現する

ことができ

る。 

ほぼ、わかり

やすい方法

で表現する

ことができ

る。 

わかりやす

く表現する

ための工夫

がやや不足

している。 

研究の成果

を発表会で

発表してい

ない。 

発表・プレ

ゼンテーシ

ョン 
（表現力）  10% 

(4) 各自が発表した内

容を原稿として文章

にまとめることがで

きる。  

研究の成果

を適切に文

章にまとめ

ることがで

きる。 

書式に従い、

ほぼ必要な

内容を文章

に記述する

ことができ

る。 

誤字、脱字が

あり、記述内

容が不明瞭

であり、指導

教員からの

助言・指導を

受ければ、報

告集を提出

できる。 

報告集原稿

提出なし。 
課題・レポ

ート 
（思考力・

判断力・表

現力）  20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

現代教師論 
Teaching Modern Teachers 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPBE1001 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 必修 中村 浩 ○ 

実務家教員 
の詳細 教育委員会指導主事としての実務経験を生かした到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。  

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 ○ 

概 要 

国民の大きな負託の中で営まれる学校教育の社会的意義を認識するとともに、その担い手と

しての教職の意義・役割・職務内容、教育をとりまく現況や今日的課題などを明確に理解す

ることを通して、教員に求められる基礎的な資質能力を身に付け、教職をめざす者としての

確固たる覚悟を培う。 

到達目標 

(1)-1) 学校教育の目的とその担い手である教職の存在意義を説明できる。  

(1)-2) 教職の制度上の身分、専門職としての教員免許制度を自分の問題として説明できる。  

(2)-1) 教職の勤務実態を調べ、他の職業と比較した職業的特殊性を説明できる。  
(2)-2) 学校の担う役割が複雑化・多様化する中で、いわゆる「チーム学校」という組織の一

員としての在り方を具体的にイメージできる。  
(3)-1) 専門職としての身分保障、職務遂行の義務を踏まえて、生涯にわたって「学び続ける

教師」であるための研修の全体像、権利と義務を具体的に説明できる。  
(3)-2) 求められる教師像について考察し、めざす教師像を述べることができる。  
(3)-3) 教育をとりまく今日的な諸課題を把握し、対応の仕方について具体的に述べることが

できる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 オリエンテーション ―現代

教師論でなにを学ぶか― 

シラバスを通して、

現代教師論での学び

のイメージを持つ。 
1 時間    

2 
教員の身分①   ―法的な

身分、資格、免許状・免許更

新制― 

テキスト３ページか

ら１３ページまで読

む。 
1 時間  法令問題等のプリ

ントで復習する。 1 時間  

3 目指す教師像①  ―子ども

たちにどう向き合うか― 

テキスト２６ページ

から３４ページまで

読む。 
1 時間  

子どもに向き合う

ために自分に足り

ないものは何かま

とめる。 

1 時間  

4 目指す教師像②  ―演習

「わたしの出会った先生」― 

テキスト１８ページ

「好きだった先生嫌

いだった先生」につ

いて考えをまとめて

くる。 

1 時間    
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5 目指す教師像③  ―求めら

れる教師像・教師力― 

採用試験を受ける県

の「求める教師像」

を調べる。 
1 時間  

「求める教師像」

に近づくための戦

略を整理する。 
1 時間  

6 目指す教師像④  ―教師観

の確立のために― 

テキスト１６５ペー

ジから１８０ページ

まで読む。 
1 時間  

どのような教師を

目指すか、考えを

整理する。 
2 時間  

7 
教師の職務①   ―勤務実

態と教職の特殊性、教員の多

忙― 

「１日の教師の仕

事」について想像

し、メモしてくる。 
1 時間  

教師の多忙感につ

いて考えをまとめ

る。 
1 時間  

8 
教師の職務②  ―「チーム

学校」の一員・組織における

役割― 

テキスト１４１ペー

ジから１５９ページ

まで読む。 
1 時間  

「チーム学校」に

ついて考えをまと

める。 
1 時間  

9 教育をとりまく現状と課題①  

―不易の課題と流行の課題― 

教育をとりまく問題

について考え、メモ

してくる。  
1 時間  

教育をとりまく多

くの問題について

分類し整理する。 
2 時間  

10 
教育をとりまく現状と課題②  

―演習「課題に対応する力」

１― 

テキスト１８５ペー

ジから２１８ページ

まで読む。  
2 時間  

自分が関心のある

課題について、発

表に向けた戦略を

考える。 

2 時間  

11 
教育をとりまく現状と課題③  

―演習「課題に対応する力」

２― 

自分が関心のある課

題について、発表に

向けた戦略を考え

る。 

2 時間  

課題への対応につ

いて、書物やイン

ターネット等で調

べる。 

2 時間  

12 
教育をとりまく現状と課題④  

―演習「課題に対応する力」

３― 

よりよい発表ができ

るように準備する。 2 時間  
発表会を通して不

足の部分や良さを

整理する。 
2 時間  

13 教員の身分②  ―教員の任

免― 
  法令問題等のプリ

ントで復習する。 1 時間  

14 教員の身分③  ―研修・服

務― 

テキスト９１ページ

から１０５ページま

で読む。 
1 時間  法令問題等のプリ

ントで復習する。 1 時間  

15 まとめ   ―教師をめざし

て－ 

現代教師論を終える

にあたって、今思う

ことを書いてくる。 
 

自己評価をもと

に、今後の在り方

について、考えを

まとめる。 

2 時間  

成 績 評 価 定期試験（50%）、課題・レポート（50%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

授業の振り返りシートにコメントを書き、次の授業時に返却する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：『現代の教師論  ミネルバ書房 佐久間亜紀・佐伯胖（編書） 』 
資料プリントはその都度配布 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

「教師とはなにか」という原点に立ち、教職を目指す上での皆さん自身の課題の

解明を中心に、「主体的で、対話的な、深い学び」を通して、自分の中にめざす

教師像を創りあげていってほしいと願っています。 
 
小学校教諭二種免許状：必修 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 学校教育の目

的とその担い手であ

る教職の存在意義を

説明できる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、説

明できる。 

間違いはい

くつかある

が、説明でき

る。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解） 10% 

(1)-2) 教職の制度上

の身分、専門職として

の教員免許制度を自

分の問題として説明

できる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、説

明できる。 

間違いはい

くつかある

が、説明でき

る 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解） 

15% 

(2)-1) 教職の勤務実

態を調べ、他の職業と

比較した職業的特殊

性を説明できる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、説

明できる。 

間違いはい

くつかある

が、説明でき

る。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解） 10% 

(2)-2) 学校の担う役

割が複雑化・多様化す

る中で、いわゆる「チ

ーム学校」という組織

の一員としての在り

方を具体的にイメー

ジできる。  

ほぼ完璧に

イメージで

きる。 

認識に大き

な間違いが

なく、具体的

にイメージ

できる。 

認識の間違

いはいくつ

かあるが、イ

メージでき

る。 

イメージが

できていな

い。 

課題・レポート 
（関心・意欲・

態度・思考力・

表現力）  10% 

(3)-1) 専門職として

の身分保障、職務遂行

の義務を踏まえて、生

涯にわたって「学び続

ける教師」であるため

の研修の全体像、権利

と義務を具体的に説

明できる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、説

明できる。 

間違いはい

くつかある

が、説明でき

る。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解） 

15% 

(3)-2) 求められる教

師像について考察し、

めざす教師像を述べ

ることができる。  

ほぼ完璧に

自分の考え

を述べてい

る。 

大きな論理

的な問題も

なく、自分の

考えを述べ

ている。 

認識にいく

つか誤りが

あり、誤字・

脱字もある

が、最低限の

自分の考え

を述べてい

る。 

自分の考え

を述べてい

ない。 

課題・レポート 
（関心・意欲・

思考力・判断

力・表現力）  20% 

(3)-3) 教育をとりま

く今日的な諸課題を

把握し、対応の仕方に

ついて具体的に述べ

ることができる。  

ほぼ完璧に

述べること

ができる。 

大きな間違

いがなく、具

体的に述べ

ることがで

きる。 

間違いはい

くつかある

が、具体的に

述べること

ができる。 

具体的に述

べることが

できていな

い。 

課題・レポート 
（関心・意欲・

思考力・表現

力）  
20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

学校教育の制度と経営 
School Education System and 

School Management 

児童教育学科  
初等教育学専攻 22EPBE2002 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 選択 隅野 努 ○ 

実務家教員 
の詳細 教育委員会指導主事としての実務経験を生かした到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。  

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 ○ 

概 要 

教育に関する社会的・制度的・経営的な基礎知識および概念を習得した上で安全・安心をベ

ースにした学校の運営のあり方について検討する。また、学校教育の社会的側面に注視し

「地域社会の中での学校」「開かれた学校」について実例も含め学ぶ。この前提として、こ

のような教育に関する社会的・制度的・経営的基礎知識を身につけた上で現代的な課題を遂

行できる教師としての資質・能力を養うことを目的とする。 

到達目標 

(1)-1)-1) 学校を巡る近年の様々な状況の変化を説明できる。  

(1)-1)-2) 子どもの生活の変化を踏まえた指導上の課題を説明できる。  

(1)-1)-3) 近年の教育政策の動向を説明できる。  

(1)-2)-1) 公教育の目的を実現するための学校経営の望むべき姿を説明できる。  
(1)-2)-2) 学校における教育活動の年間の流れと学校評価の基礎理論を含めたＰＤＣＡの重要

性を説明できる。  
(1)-2)-3) 学級経営の仕組みと効果的な方法を説明できる。  

(2)-1) 地域との連携・協働による学校教育活動の意義及び方法を説明できる。  

(2)-2) 地域との連携を基とする開かれた学校づくりが進められてきた経緯を説明できる。  
(3)-1) 学校の管理下で発生する事件、事故及び災害の実情を踏まえ、危機管理や事故対応を

含む学校安全の必要性を説明できる。  
(3)-2) 生活安全・交通安全・災害安全の各領域や我が国の学校をとりまく新たな安全上の課

題について、安全管理及び安全教育の両面から具体的な取組を説明できる。  

授業内容 
と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 社会の状況が学校に及ぼ

す影響 

少子高齢化、情報化、

グローバル化、環境問

題などの資料を読む。 
2 時間 

社会の変化が学校

に及ぼしている影

響についてまとめ

る。 

2 時間 

2 
子どもを取り巻く生活環

境の変化とこれに応じた

教育政策の動向 

子どもの生活環境の現

状についての資料を読

む。 
2 時間 

今の教育政策の動

向についてまとめ

る。 
2 時間 

3 
日本の学校制度・教育制

度をめぐる課題、海外の

教育政策 

日本の学校制度につい

て、資料を読む。 2 時間 
日本の学校制度の

課題についてまと

める。 
2 時間 
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4 教育行政と教育関連法規 教育基本法、学校教育

法などを読む。 2 時間 教育関連諸法規に

ついてまとめる。 2 時間 

5 

学校組織のマネジメン

ト、学校評価とは －学

校評価ガイドラインを基

に－ 

カリキュラムマネジメ

ントの資料を読む。 2 時間 
学校評価と学校改

善についてまとめ

る。 
2 時間 

6 学級経営の基本・学級経

営のあり方と課題 
学級経営のねらいにつ

いて、資料を読む。 2 時間 

学校経営の効果的

な方法についてま

とめる。  
。 

2 時間 

7 

教職員や学校外の関係者

との協働と今日的課題 －
よりよい学校経営を目指

して－ 

学校内外の人的、物的

資源の活用について、

資料を読む。 
2 時間 

これからの学校経

営についてまとめ

る。 
2 時間 

8 
地域学校協働活動の推進

に関する社会教育法の改

正 

改正された社会教育法

を読む。 2 時間 

地域と学校が協働

して成果を上げる

取組についてまと

める。 

2 時間 

9 地域学校協働活動とコミ

ュニティ・スクール 

学校と地域との連携の

意義について、資料を

読む。 
2 時間 

地域との連携協働

による学校教育活

動についてまとめ

る。 

2 時間 

10 
コミュニティ・スクール

（学校運営協議会制度）

の理念・役割 

コミュニティスクール

について、資料を読

む。 
2 時間 

コミュニティスク

ールの役割につい

てまとめる。 
2 時間 

11 

学校の管理下で発生する

事故や自然災害の実情、

学校安全のめざすべき

姿・学校安全の目標 

学校における安全教育

の資料を読む。 2 時間 
子どもを取り巻く

危険と安全教育に

ついてまとめる。 
2 時間 

12 地域ぐるみの学校安全体

制整備の実践事例 

地域との連携による子

どもの安全体制につい

て資料を読む。 
2 時間 

地域ぐるみの学校

安全体制の事例を

まとめる。 
2 時間 

13 

学校保健安全法に基づく

学校安全の推進に関する

計画、学校安全計画及び

危機管理マニュアルの策

定 

学校保健安全法を読

む。 2 時間 

学校安全計画や危

機管理マニュアル

について、まとめ

る。 

2 時間 

14 

危機管理と安全教育の取

り組み事例、教育委員会

とスクールカウンセラー

が協働した緊急支援の事

例をもとに 

危機管理と安全教育の

取り組み事例を読む。 2 時間 

教育委員会とスク

ールカウンセラー

が協働した事例を

まとめる。 

2 時間 

15 
「地域連携教育と学校安

全」に関する現代的課題

への対応 

地域安全マップについ

て実践事例を読む。 2 時間 

学校安全を確保す

るための地域との

連携についてまと

める。 

2 時間 

成 績 評 価 定期試験（17%）、課題・レポート（65%）、毎回の授業の感想・振り返り、毎回の

授業課題（18%）  
課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

授業の振り返りシートに書かせた感想にコメントを書き、次の授業時に返す。レ

ポートや試験は、ルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 
参 考 文 献 テキスト：『教育の社会・制度と経営』ジダイ社 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

今日、学校教育は急激に変化している。常に、新しい情報を入手しようと努力す

ること。  
小学校教諭二種免許状：必修 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1)-1) 学校を巡る近

年の様々な状況の変化

を説明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
毎回の授業の

感想・振り返

り、毎回の授

業課題 
（関心・意欲・

知識・理解）  

3% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理解）  2% 

(1)-1)-2) 子どもの生活

の変化を踏まえた指導

上の課題を説明でき

る。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
課題・レポー

ト 
（思考力・判

断力・表現力）  
10% 

(1)-1)-3) 近年の教育政

策の動向を説明でき

る。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
課題・レポー

ト 
（思考力・判

断力・表現力）  
10% 

(1)-2)-1) 公教育の目的

を実現するための学校

経営の望むべき姿を説

明できる。  

  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
毎回の授業の

感想・振り返

り、毎回の授

業課題 
（関心・意欲・

知識・理解）  

5% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理解）  

5% 

(1)-2)-2) 学校における

教育活動の年間の流れ

と学校評価の基礎理論

を含めたＰＤＣＡの重

要性を説明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
課題・レポー

ト 
（思考力・判

断力・表現力）  
15% 

(1)-2)-3) 学級経営の仕

組みと効果的な方法を

説明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
課題・レポー

ト 
（思考力・判

断力・表現力）  
10% 

(2)-1) 地域との連携・

協働による学校教育活

動の意義及び方法を説

明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
毎回の授業の

感想・振り返

り、毎回の授

業課題 
（関心・意欲・

知識・理解）  

5% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理解）  

5% 

(2)-2) 地域との連携を

基とする開かれた学校

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

説明できてい

ない。 
課題・レポー

ト 
（思考力・判

10% 
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づくりが進められてき

た経緯を説明できる。  
を 説 明 で き

る。 
を 説 明 で き

る。 
断力・表現力）  

(3)-1) 学校の管理下で

発生する事件、事故及

び災害の実情を踏ま

え、危機管理や事故対

応を含む学校安全の必

要性を説明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
毎回の授業の

感想・振り返

り、毎回の授

業課題 
（関心・意欲・

知識・理解）  

5% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理解）  

5% 

(3)-2) 生活安全・交通

安全・災害安全の各領

域や我が国の学校をと

りまく新たな安全上の

課題について、安全管

理及び安全教育の両面

から具体的な取組を説

明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
課題・レポー

ト 
（思考力・判

断力・表現力）  
10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

教育原論 
Principles of Education 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPBE1003 １年次 前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 必修 中村 浩 ○ 

実務家教員 
の詳細 教育委員会指導主事としての実務経験を生かした到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。  

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 ○ 

概 要 

教育の基本的概念や教育の理念について学び、教育を成り立たせている諸要因とそれら相互

の関係を理解する。また、教育の歴史、思想や制度等を学び、これまでの教育及び学校の営

みがどのように変遷してきたのかを理解し、学校を取り巻く今日的な教育課題について自分

の考えや意見を述べることができる教師としての資質・能力を養う。 

到達目標 

(1)-1) 教育原論とは何かが説明できる。  

(1)-2) カントの言葉をもとに、教育とは何かについて説明できる。  

(1)-3) 現代の学校・園制度ができた理由を、歴史的背景を踏まえて説明できる。  

(1)-4) 教育方法の先人たちについて、その特色の概要を説明できる。  

(2)-1) 古代から現代にいたる日本の教育の歴史を、時代ごとの特色を踏まえて説明できる。  

(2)-2) 日本の教育の基本的なスタンスについて、学校教育法や教育基本法から説明できる。  

(2)-3) 学校・園経営や学級経営の重要性を、具体的な事例をもとに説明できる。  

(2)-4) 生徒指導や学習指導や保育活動について、その概要や考え方の基本を説明できる。  

(2)-5) 教育評価について、それぞれの考え方の違いや評価方法について説明できる。  

(2)-6) 社会教育や家庭教育について、その概要や考え方の基本を説明できる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 

オリエンテーションで、これ

から学んでいく方向性を理解

する。「教育原論とは何か」

が明確になる。 

｢教育は、何のた

めにあるのか｣の

資料を読む。 
2 時間  

教育原論の概要に

ついて、内容をま

とめる。 
2 時間  

2 カントや孔子の言葉をもとに

「教育とは何か」を考える。 
｢教育とは何か｣の

資料を読む。 2 時間  

カントや孔子の教

育に関する考えに

ついて、内容をま

とめる。 

2 時間  

3 

古代から現代までの教育の歴

史を「学校・園はどのように

してできたのか」の視点で探

ることで理解する。 

教育の歴史(欧米)
の資料を読む。 2 時間  

欧米の教育の歴史

の概要について、

内容をまとめる。 
2 時間  
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4 

ソクラテスからデューイまで

「教育の先人たち」の概要を

学ぶことで、教育方法の歴史

を理解する。 

教育方法の歴史(欧
米)の資料を読む。 2 時間  

教育方法の歴史(欧
米)の概要につい

て、内容をまとめ

る。 

2 時間  

5 

古代から現代の教育基本法に

至る「日本の教育」の歴史の

概要を学ぶことで、日本の教

育の目的を理解する。 

日本の教育の歴史

の資料を読む。 2 時間  
日本の教育の歴史

の概要をまとめ

る。 
2 時間  

6 
日本の学校教育・幼児教育の

法的根拠を、演習問題を解く

ことで理解する。 

学校教育と法規の

資料を読む。 2 時間  
学校教育に関する

諸法規についてま

とめる。 
2 時間  

7 

学校・園制度のあり方につい

て、日本とドイツの違いから

考察する。文部科学省と教育

委員会、学校・園の関係を理

解する。 

学校制度と教育行

政の資料を読む。 2 時間  
学校制度のあり方

について、内容を

まとめる。 
2 時間  

8 

学校・園の責任者としての校

長・園長の視点を通して、学

校・園経営の仕組みや運営の

あり方について理解する。 

学校経営の資料を

読む。 2 時間  

学校経営のしくみ

や学校運営につい

て、内容をまとめ

る。 

2 時間  

9 

学級担任になったつもりで

「安心安全でいじめのない学

級づくり」について、グルー

プ学習で考えをまとめる。 

学級経営の資料を

読む。 2 時間  

いじめのない学級

づくりについて考

え、内容をまとめ

る。 

2 時間  

10 

グループ学習での成果を発表

し合うことで、担任としても

つべき「学級経営の基本的な

構えと手だて」について理解

する。 

子どもの学級力の

育成の資料を読

む。 
2 時間  学級経営の基本に

ついてまとめる。 2 時間  

11 

生徒指導の原理と方法につい

て生徒指導提要をもとに学

び、「生徒指導とは何か」に

ついて理解する。 

生徒指導提要を読

む。 2 時間  
生徒指導とは何か

についてまとめ

る。 
2 時間  

12 

学習指導や保育指導の原理と

方法について具体的な授業例

から学び、「授業とは何か」

について理解する。 

授業研究の資料を

読む。 2 時間  
授業づくりの基本

について、内容を

まとめる。 
2 時間  

13 

教育評価にまつわる基礎知識

を学び、絶対評価と相対評価

の考え方の違いやＰＤＣＡの

意味について理解する。 

教育評価の資料を

読む。 2 時間  教育評価の基本に

ついてまとめる。 2 時間  

14 
教育の原点としての家庭教育

のあり方について、具体的な

事例をもとに考える。 

家庭教育のあり方

の資料を読む。 2 時間  

家庭教育のあり方

について、自分の

ことにあてはめて

考え、内容をまと

める。 

2 時間  

15 

社会教育についての考え方の

変遷について学び、生涯学習

時代を生き抜く知恵について

考える。 

社会教育の資料を

読む。 2 時間  
社会教育について

の基本をまとめ

る。 
2 時間  

成 績 評 価 定期試験（50%）、授業への取り組み（50%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

授業の振り返りシートに書かせた感想にコメントを書き、次の授業時に返す。レ

ポートや試験は、ルーブリック評価の結果を渡す。 
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テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：『やさしい教育原理』有斐閣アルマ 

参考文献：『小学校学習指導要領（平成 29 年 3 月 文部科学省）』東洋館出

版、 『幼稚園教育要領解説 （平成 30 年 3 月 文部科学省）』フレーベル館 
『問いからはじめる教育学』有斐閣ストゥディア 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

教育の根本的な理論について、その概要を学ぶ。授業  
教育の未来について、考える楽しみを味わいながら、理解を深める授業  
  
小学校教諭二種免許状：必修 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 教育原論とは

何かが説明できる。 
ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取り

組み 
（関心・意欲・

態度）  
3% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力）  
2% 

(1)-2) カントの言葉

をもとに、教育とは何

かについて説明でき

る。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取り

組み 
（関心・意欲・

態度）  
5% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力）  
5% 

(1)-3) 現代の学校制

度や幼児教育制度が

できた理由を、歴史的

背景を踏まえて説明

できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取り

組み 
（関心・意欲・

態度）  
5% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力）  
5% 

(1)-4) 教育方法の先

人たちについて、その

特色の概要を説明で

きる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取り

組み 
（関心・意欲・

態度）  
5% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力）  
5% 

(2)-1) 古代から現代

にいたる日本の教育

の歴史を、時代ごとの

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取り

組み 
（関心・意欲・

態度）  
5% 
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特色を踏まえて説明

できる。 
ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力）  
5% 

(2)-2) 日本の教育の

基本的なスタンスに

ついて、学校教育法や

教育基本法の条文か

ら説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取り

組み 
（関心・意欲・

態度）  
5% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力）  
5% 

(2)-3) 学校・園の経営

や学級経営の重要性

を、具体的な事例をも

とに説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取り

組み 
（関心・意欲・

態度）  
7% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力）  
8% 

(2)-4) 生徒指導・学習

指導・保育活動につい

て、その概要や考え方

の基本を説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取り

組み 
（関心・意欲・

態度）  
5% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力）  
5% 

(2)-5) 教育評価につ

いて、それぞれの考え

方の違いや評価方法

について説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取り

組み 
（関心・意欲・

態度）  
5% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力）  
5% 

(2)-6) 社会教育や家

庭教育について、その

概要や連携について

説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取り

組み 
（関心・意欲・

態度）  
5% 

ほぼ完璧に説

明できる 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いがいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力）  
5% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

教育心理学 
Educational Psychology 

児童教育学科  
初等教育学専攻 22EPBE1004 １年次 前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 必修 福屋 いずみ  
 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有している

こと。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有してい

ること。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとるこ

とができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけ

ていること。 ○ 

概 要 
心理学の中でも教育分野に関連する内容を学ぶ。  
学習・記憶・発達など教育に関連する基本的な内容を学習する。  
学校内の様々事象・問題を心理学的視点から考える。 

到達目標 

(1)-1) 児童期の発達特徴と課題を説明できる  

(1)-2) 記憶のメカニズムについて説明できる  

(1)-3) 学習理論について説明できる  

(2)-1) 学習法の特徴を説明できる  

(2)-2) 学習法の長短を把握し、授業での応用方法を理解する  

(2)-3) 教育評価の方法を把握し、実践する力を見につける  

(2)-4) 教育に関連する基本的な統計の手法を習得する  

(3)-1) 不登校・いじめの現状と課題について説明できる  

(3)-2) チーム学校の趣旨を理解し、他専門家との連携の理解する  

(3)-3) 児童の心理的サポートの方法について説明できる  

授業内容 
と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 教育心理学とは何か概要を知

る —  
配布資料の

内容をまと

める。 
2 時間  

2 教育心理学の歴史を理解する 配布資料を

読む。 2 時間  
本時の内容

をまとめ

る。 
2 時間  

3 学習理論について理解する 配布資料を

読む。 2 時間  
本時の内容

をまとめ

る。 
2 時間  

4 動機づけの種類と重要性を理

解する 
配布資料を

読む。 2 時間  
本時の内容

をまとめ

る。 
2 時間  
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5 教育と発達（レディスネス）

について理解する 
配布資料を

読む。 2 時間  
本時の内容

をまとめ

る。 
2 時間  

6 学習方法について学ぶ 配布資料を

読む。 2 時間  
本時の内容

をまとめ

る。 
2 時間  

7 記憶のメカニズムについて学

ぶ 
配布資料を

読む。 2 時間  
本時の内容

をまとめ

る。 
2 時間  

8 教師・児童関係の重要性を理

解する 
配布資料を

読む。 2 時間  
本時の内容

をまとめ

る。 
2 時間  

9 学童期の発達特徴と課題を学

ぶ 
配布資料を

読む。 2 時間  
本時の内容

をまとめ

る。 
2 時間  

10 児童の評価方法を学ぶ 配布資料を

読む。 2 時間  
本時の内容

をまとめ

る。 
2 時間  

11 基本的な統計法を学び評価を

実践する 
配布資料を

読む。 2 時間  
本時の内容

をまとめ

る。 
2 時間  

12 教育現場でのカウンセリング

的かかわりについて学ぶ 
配布資料を

読む。 2 時間  
本時の内容

をまとめ

る。 
2 時間  

13 学校で起こる様々な問題（不

登校・いじめ）について学ぶ 
配布資料を

読む。 2 時間  
本時の内容

をまとめ

る。 
2 時間  

14 学校で起こる様々な問題（非

行・その他）について学ぶ 
配布資料を

読む。 2 時間  
本時の内容

をまとめ

る。 
2 時間  

15 特別な支援が必要な児童への

対応を学ぶ 
配布資料を

読む。 2 時間  
本時の内容

をまとめ

る。 
2 時間  

成 績 評 価 定期試験（50%）、毎回の授業の感想・振り返り、毎回の授業課題（50%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

毎時の課題はコメントを書いて返却する。  
試験はルーブリック評価に基づき結果を示す。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

参考図書 
『小学校学習指導要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省』東洋館出版 
杉本明子・西本絹子・布施光代（2019）理論と実践をつなぐ教育心理学 みらい 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

教育や子どもたちの抱える問題を心理学的視点から眺め、把握する力を身につけ

理解を深めていきましょう。 

小学校教諭二種免許状：必修，ピアヘルパー受験資格：必修 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 児童期の発達

特徴と課題を説明で

きる  

児童期の発達

の特徴と課題

を十分に説明

することがで

きる。 

児童期の発達

の特徴と課題

を概ね説明す

ることができ

る。 

児童期の発達

の特徴と課題

について最低

限の説明がで

きる。 

児童期の発達

の特徴と課題

を説明するこ

と が で き な

い。 

定期試験 
（知識・理解・思

考力）  
5% 
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内 容 に つ い

て、自分の意

見をもち、そ

れを十分に表

現することが

できる。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもち、そ

れを概ね表現

することがで

きる。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもってい

るが、表現が

不 十 分 で あ

る。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもてず、

表 現 で き な

い。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 
（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力）  

5% 

(1)-2) 記憶のメカニ

ズムについて説明で

きる  

記憶のメカニ

ズムを十分に

説明すること

ができる。 

記憶のメカニ

ズムを概ね説

明することが

できる。 

記憶のメカニ

ズムについて

最低限の説明

ができる。 

記憶のメカニ

ズムを説明す

ることができ

ない。 

定期試験 
（知識・理解・思

考力）  
5% 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもち、そ

れを十分に表

現することが

できる。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもち、そ

れを概ね表現

することがで

きる。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもってい

るが、表現が

不 十 分 で あ

る。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもてず、

表 現 で き な

い。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 
（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力）  

5% 

(1)-3) 学習理論につ

いて説明できる  
学習理論を十

分に説明する

こ と が で き

る。 

学習理論を概

ね説明するこ

とができる。 

学習理論につ

いて最低限の

説 明 が で き

る。 

学習理論を説

明することが

できない。 

定期試験 
（知識・理解・思

考力）  
5% 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもち、そ

れを十分に表

現することが

できる。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもち、そ

れを概ね表現

することがで

きる。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもってい

るが、表現が

不 十 分 で あ

る。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもてず、

表 現 で き な

い。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 
（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力）  

5% 

(2)-1) 学習法の特徴

を説明できる  
学習法の特徴

を十分に説明

することがで

きる。 

学習法の特徴

を概ね説明す

ることができ

る。 

学習法の特徴

について最低

限の説明がで

きる。 

学習法の特徴

を説明するこ

と が で き な

い。 

定期試験 
（知識・理解・思

考力）  
5% 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもち、そ

れを十分に表

現することが

できる。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもち、そ

れを概ね表現

することがで

きる。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもってい

るが、表現が

不 十 分 で あ

る。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもてず、

表 現 で き な

い。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 
（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力）  

5% 

(2)-2) 学習法の長短

を把握し、授業での応

用方法を理解する  

学習法の長短

を十分に理解

し、授業での

応用の方法を

心理学的に説

明することが

できる。 

学習法の長短

を 概 ね 理 解

し、授業での

応用の方法を

心理学的に説

明することが

できる。 

学習法の長短

を 概 ね 理 解

し、授業での

応用の方法を

説明すること

ができる。 

学習法の長短

を 把 握 で き

ず、授業での

応用の方法を

説明すること

ができない。 

定期試験 
（知識・理解・思

考力）  
5% 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもち、そ

れを十分に表

現することが

できる。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもち、そ

れを概ね表現

することがで

きる。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもってい

るが、表現が

不 十 分 で あ

る。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもてず、

表 現 で き な

い。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 
（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力）  

5% 

(2)-3) 教育評価の方

法を把握し、実践する

力を見につける  

教育評価の方

法を十分に把

握し、評価す

ることができ

る。 

教育評価の方

法を概ね把握

し、評価する

こ と が で き

る。 

教育評価の方

法に最低限必

要な知識を有

し、評価する

こ と が で き

る。 

教育評価の方

法を理解でき

ず、評価する

ことができな

い。 

定期試験 
（知識・理解・判

断力）  
5% 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもち、そ

れを十分に表

現することが

できる。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもち、そ

れを概ね表現

することがで

きる。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもってい

るが、表現が

不 十 分 で あ

る。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもてず、

表 現 で き な

い。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 
（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力）  

5% 
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(2)-4) 教育に関連す

る基本的な統計の手

法を習得する  

教育に関連す

る基本的な統

計の手法を十

分に理解し、

使うことがで

きる。 

教育に関連す

る基本的な統

計の手法を概

ね理解し、使

うことができ

る。 

教育に関連す

る基本的な統

計の手法に最

低限必要な知

識を有し、使

うことができ

る。 

教育に関連す

る基本的な統

計の手法を理

解できず、使

うことができ

ない。 

定期試験 
（知識・理解・判

断力）  
5% 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもち、そ

れを十分に表

現することが

できる。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもち、そ

れを概ね表現

することがで

きる。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもってい

るが、表現が

不 十 分 で あ

る。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもてず、

表 現 で き な

い。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 
（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力）  

5% 

(3)-1) 不登校・いじめ

の現状と課題につい

て説明できる  

不登校・いじ

めの現状と課

題について十

分に説明する

こ と が で き

る。 

不登校・いじ

めの現状と課

題について概

ね説明するこ

とができる。 

不登校・いじ

めの現状と課

題について最

低限の説明が

できる。 

不登校・いじ

めの現状と課

題について説

明することが

できない。 

定期試験 
（知識・理解・判

断力）  
5% 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもち、そ

れを十分に表

現することが

できる。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもち、そ

れを概ね表現

することがで

きる。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもってい

るが、表現が

不 十 分 で あ

る。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもてず、

表 現 で き な

い。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 
（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力）  

5% 

(3)-2) チーム学校の

趣旨を理解し、他専門

家との連携の理解す

る  

チーム学校の

趣旨を十分に

理解し、他専

門家との連携

を想定した教

育について理

解することが

できる。 

チーム学校の

趣旨を概ね理

解し、他専門

家との連携を

想定した教育

についても概

ね理解するこ

とができる。 

チーム学校に

ついて最低限

の趣旨を理解

し、他専門家

との連携を想

定した教育に

ついて概ね理

解することが

できる。 

チーム学校の

趣旨を理解で

きず、他専門

家との連携を

想定した教育

について理解

することがで

きない。 

定期試験 
（知識・理解・判

断力）  
5% 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもち、そ

れを十分に表

現することが

できる。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもち、そ

れを概ね表現

することがで

きる。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもってい

るが、表現が

不 十 分 で あ

る。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもてず、

表 現 で き な

い。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 
（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力）  

5% 

(3)-3) 児童の心理的

サポートの方法につ

いて説明できる  

児童の心理的

サポートの方

法について十

分に理解し、

説明すること

ができる。 

児童の心理的

サポートの方

法について概

ね理解し、説

明することが

できる。 

児童の心理的

サポートの方

法について最

低限の知識を

有し、説明す

ることができ

る。 

児童の心理的

サポートの方

法について理

解できず、説

明することが

できない。 

定期試験 
（知識・理解・判

断力）  
5% 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもち、そ

れを十分に表

現することが

できる。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもち、そ

れを概ね表現

することがで

きる。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもってい

るが、表現が

不 十 分 で あ

る。 

内 容 に つ い

て、自分の意

見をもてず、

表 現 で き な

い。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 
（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力）  

5% 

 

122



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

児童心理学 
Child Psychology 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPBE1005 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 選択 福屋 いずみ  
 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有している

こと。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有してい

ること。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとるこ

とができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけ

ていること。 ○ 

概 要 
児童期における児童の心身の発達、発達課題について学ぶ。発達の連続性、幼児期からの継

続、青年期への移り変わりについて理解する。児童の子どもの心の、問題、関わりの基礎に

ついて学ぶ。 

到達目標 

(1)-1) 児童の心身の発達の課程および特徴を理解できる。児童期の発達特徴と課題を説明で

きる  
(1)-2) 児童の心身の発達の課程および特徴を理解できる。代表的な発達理論を理解する    
(1)-3) 児童の心身の発達の課程および特徴を理解できる。幼児期・青年期との接続を理解す

る    
(1)-4) 児童の心身の発達の課程および特徴を理解できる。児童期の心の問題を理解する  
(2)-1) 児童の学習の基本的知識を身につけ発達を踏まえた上での関わりについて学ぶ。運

動・言語・認知、社会性の発達を理解する    
(2)-2) 児童の学習の基本的知識を身につけ発達を踏まえた上での関わりについて学ぶ。学年

での発達の違い、学習の特徴を理解する  
(2)-3) 児童の学習の基本的知識を身につけ発達を踏まえた上での関わりについて学ぶ。童期

の仲間関係、集団の特徴を理解する  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 児童心理学とは何かその特徴を理解

する   
本時の内容

をまとめ

る。 
2 時間 

2 乳幼児期の発達を理解する 
キーワード

から印象を

書く。 
2 時間 

テキストの

該当箇所を

読む。 
2 時間 

3 児童の身体的発達について理解する 
キーワード

から印象を

書く。 
2 時間 

テキストの

該当箇所を

読む。 
2 時間 

4 現代の児童の生活特徴を理解する 
キーワード

から印象を

書く。 
2 時間 

テキストの

該当箇所を

読む。 
2 時間 

5 児童期の運動機能の発達を理解する 
キーワード

から印象を

書く。 
2 時間 

テキストの

該当箇所を

読む。 
2 時間 

6 代表的な発達段階と児童期の位置づ

けを学ぶ 

キーワード

から印象を

書く。 
2 時間 

テキストの

該当箇所を

読む。 
2 時間 
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7 言語・思考の発達について学ぶ 
キーワード

から印象を

書く。 
2 時間 

テキストの

該当箇所を

読む。 
2 時間 

8 認知の特徴を理解する 
キーワード

から印象を

書く。 
2 時間 

テキストの

該当箇所を

読む。 
2 時間 

9 自己・自我の発達を理解する 
キーワード

から印象を

書く。 
2 時間 

テキストの

該当箇所を

読む。 
2 時間 

10 仲間関係と集団行動（遊びの発達）

を学ぶ 

キーワード

から印象を

書く。 
2 時間 

テキストの

該当箇所を

読む。 
2 時間 

11 学校生活と児童の発達の関連を知る 
キーワード

から印象を

書く。 
2 時間 

テキストの

該当箇所を

読む。 
2 時間 

12 学年ごとの発達の違いを知る（低学

年を中心に） 

キーワード

から印象を

書く。 
2 時間 

テキストの

該当箇所を

読む。 
2 時間 

13 学年ごとの発達の違いを知る（高学

年を中心に） 

キーワード

から印象を

書く。 
2 時間 

テキストの

該当箇所を

読む。 
2 時間 

14 青年期への接続について学ぶ 
キーワード

から印象を

書く。 
2 時間 

テキストの

該当箇所を

読む。 
2 時間 

15 児童を取り巻く環境の変化と子ども

の変化について考える 

キーワード

から印象を

書く。 
2 時間 

テキストの

該当箇所を

読む。 
2 時間 

成 績 評 価 定期試験（50%）、授業への取り組み（50%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

課題はコメントを書いて返却する。  
定期試験はルーブリック評価に基づいて結果を示す。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

プリントを配布する。 
購入図書は第１回オリエンテーションにてお伝えします。 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

児童期の子どもの心身面の発達特徴を知るとともに、生涯における児童期の重要

性を眺めていきましょう。 

小学校教諭二種免許状：選択科目、ピアヘルパー受験資格：必修 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 児童の心身の発達

の課程および特徴を理解

できる。児童期の発達特

徴と課題を説明できる  

児童期の発

達特徴と課

題について

十分に説明

することが

できる。 

児童期の発

達特徴と課

題について

概ね説明す

ることがで

きる。 

児童期の発

達特徴と課

題について

最低限の説

明 は で き

る。 

児童期の発

達特徴と課

題について

説明するこ

とができな

い。 

定期試験 
（知識・理

解・思考力） 
8% 

これまでの

経験や知識

と関連づけ

て、自分の

これまでの

経験や知識

と関連づけ

て、自分の

これまでの

経験や知識

と関連づけ

ているが、

これまでの

経験や知識

と関連づけ

ることがで

授業への取

り組み 
（関心・意

欲・思考力・

8% 
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考えを十分

に述べるこ

と が で き

る。 

考えを概ね

述べること

ができる。 

自分の考え

を述べるこ

とが不十分

である。 

きず、自分

の考えを十

分に述べる

ことができ

ない。 

判断力・表

現力）  

(1)-2) 児童の心身の発達

の課程および特徴を理解

できる。代表的な発達理

論を理解する 

代表的な発

達理論を十

分に説明す

ることがで

きる。 

代表的な発

達理論を概

ね説明する

ことができ

る。 

代表的な発

達理論につ

いて最低限

の説明をす

ることがで

きる。 

代表的な発

達理論を説

明すること

が で き な

い。 

定期試験 
（知識・理

解・思考力） 
7% 

これまでの

経験や知識

と関連づけ

て、自分の

考えを十分

に述べるこ

と が で き

る。 

これまでの

経験や知識

と関連づけ

て、自分の

考えを概ね

述べること

ができる。 

これまでの

経験や知識

と関連づけ

ているが、

自分の考え

を述べるこ

とが不十分

である。 

これまでの

経験や知識

と関連づけ

ることがで

きず、自分

の考えを十

分に述べる

ことができ

ない。 

授業への取

り組み 
（関心・意

欲・思考力・

判断力・表

現力）  

7% 

(1)-3) 児童の心身の発達

の課程および特徴を理解

できる。幼児期・青年期

との接続を理解する    

幼児期・青

年期との接

続を十分に

説明するこ

と が で き

る。 

幼児期・青

年期との接

続を概ね説

明すること

ができる。 

幼児期・青

年期との接

続について

最低限の説

明をするこ

と が で き

る。 

幼児期・青

年期との接

続を説明す

ることがで

きない。 

定期試験 
（知識・理

解・思考力） 
7% 

これまでの

経験や知識

と関連づけ

て、自分の

考えを十分

に述べるこ

と が で き

る。 

これまでの

経験や知識

と関連づけ

て、自分の

考えを概ね

述べること

ができる。 

これまでの

経験や知識

と関連づけ

ているが、

自分の考え

を述べるこ

とが不十分

である。 

これまでの

経験や知識

と関連づけ

ることがで

きず、自分

の考えを十

分に述べる

ことができ

ない。 

授業への取

り組み 
（関心・意

欲・思考力・

判断力・表

現力）  

7% 

(1)-4) 児童の心身の発達

の課程および特徴を理解

できる。児童期の心の問

題を理解する  

児童期の心

の問題を十

分に説明す

ることがで

きる。 

児童期の心

の問題を概

ね説明する

ことができ

る。 

児童期の心

の問題につ

いて最低限

の説明をす

ることがで

きる。 

児童期の心

の問題を説

明すること

が で き な

い。 

定期試験 
（知識・理

解・思考力） 
7% 

これまでの

経験や知識

と関連づけ

て、自分の

考えを十分

に述べるこ

と が で き

る。 

これまでの

経験や知識

と関連づけ

て、自分の

考えを概ね

述べること

ができる。 

これまでの

経験や知識

と関連づけ

ているが、

自分の考え

を述べるこ

とが不十分

である。 

これまでの

経験や知識

と関連づけ

ることがで

きず、自分

の考えを十

分に述べる

ことができ

ない。 

授業への取

り組み 
（関心・意

欲・思考力・

判断力・表

現力）  

7% 

(2)-1) 児童の学習の基本

的知識を身につけ発達を

踏まえた上での関わりに

ついて学ぶ。運動・言語・

運動・言語・

認知、社会

性の発達を

十分に説明

運動・言語・

認知、社会

性の発達を

概ね説明す

運動・言語・

認知、社会

性の発達に

ついて最低

運動・言語・

認知、社会

性の発達を

定期試験 
（知識・理

解・思考力） 
7% 
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認知、社会性の発達を理

解する    
することが

できる。 
ることがで

きる。 
限の説明を

することが

できる。 

することが

できない。 

これまでの

経験や知識

と関連づけ

て、自分の

考えを十分

に述べるこ

と が で き

る。 

これまでの

経験や知識

と関連づけ

て、自分の

考えを概ね

述べること

ができる。 

これまでの

経験や知識

と関連づけ

ているが、

自分の考え

を述べるこ

とが不十分

である。 

これまでの

経験や知識

と関連づけ

ることがで

きず、自分

の考えを十

分に述べる

ことができ

ない。 

授業への取

り組み 
（関心・意

欲・思考力・

判断力・表

現力）  

7% 

(2)-2) 児童の学習の基本

的知識を身につけ発達を

踏まえた上での関わりに

ついて学ぶ。学年での発

達の違い、学習の特徴を

理解する  

学年での発

達の違い、

学習時の特

徴を十分に

説明するこ

と が で き

る。 

学年での発

達の違い、

学習時の特

徴を概ね説

明すること

ができる。 

学年での発

達の違い、

学習時の特

徴について

最低限の説

明をするこ

と が で き

る。 

学年での発

達の違い、

学習時の特

徴を説明す

ることがで

きない。 

定期試験 
（知識・理

解・思考力） 
7% 

これまでの

経験や知識

と関連づけ

て、自分の

考えを十分

に述べるこ

と が で き

る。 

これまでの

経験や知識

と関連づけ

て、自分の

考えを概ね

述べること

ができる。 

これまでの

経験や知識

と関連づけ

ているが、

自分の考え

を述べるこ

とが不十分

である。 

これまでの

経験や知識

と関連づけ

ることがで

きず、自分

の考えを十

分に述べる

ことができ

ない。 

授業への取

り組み 
（関心・意

欲・思考力・

判断力・表

現力）  

7% 

(2)-3) 児童の学習の基本

的知識を身につけ発達を

踏まえた上での関わりに

ついて学ぶ。童期の仲間

関係、集団の特徴を理解

する  

児童期の仲

間関係、集

団の特徴を

十分に説明

することが

できる。 

児童期の仲

間関係、集

団の特徴を

概ね説明す

ることがで

きる。 

児童期の仲

間関係、集

団の特徴に

ついて最低

限の説明を

することが

できる。 

児童期の仲

間関係、集

団の特徴を

説明するこ

とができな

い。 

定期試験 
（知識・理

解・思考力） 
7% 

これまでの

経験や知識

と関連づけ

て、自分の

考えを十分

に述べるこ

と が で き

る。 

これまでの

経験や知識

と関連づけ

て、自分の

考えを概ね

述べること

ができる。 

これまでの

経験や知識

と関連づけ

ているが、

自分の考え

を述べるこ

とが不十分

である。 

これまでの

経験や知識

と関連づけ

ることがで

きず、自分

の考えを十

分に述べる

ことができ

ない。 

授業への取

り組み 
（関心・意

欲・思考力・

判断力・表

現力）  

7% 

 

126



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

初等教育課程論 
Lecture on Curriculum Theory 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPBE1006 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 選択 隅野 努 ○ 

実務家教員 
の詳細 教育委員会指導主事としての実務経験を生かした到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。  

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 ○ 

概 要 

教育課程の原理及び教育課程の編成と管理について学び、学校における教育指導計画の価値

がわかり、その作成方法について理解する。  
小学校教育を法的根拠や学習指導要領からとらえるとともに、教育課程編成をめぐる今日的

な教育課題についての認識を深める。 

到達目標 

(1)-1) 初等教育課程論とは何かが説明できる。  

(1)-2) 教育課程の意義を３つの観点から説明できる。  

(1)-3) 教育課程編成にかかわって、学校教育目標の大切さを説明できる。  

(1)-4) 教育課程編成にかかわって、指導内容の組織化の意味を説明できる。  

(2)-1) 教育課程にかかわる法令について、その主な内容を説明できる。  

(2)-2) 戦後の学習指導要領の変遷史について、各時代の特色を簡潔に説明できる。  

(2)-3) 現在の生きる力を育む教育になった理由を、歴史的社会的背景を踏まえて説明できる。 
(2)-4) 今日的な課題である学力向上･特別支援教育・生徒指導について、その概要を説明でき

る。 
(3)-1) 学力向上プランについて、自分の考えを述べることができる。  

(3)-2) 生徒指導の演習問題に、的確に迅速に自分の意見を述べることができる。  

(3)-3) 実習校の教育指導計画について調べ、発表資料と原稿を作成できる。  

(3)-4) 各実習校の発表をもとに、互いに適切な質疑応答ができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 
オリエンテーション    

初等教育課程について、「学

力問題」の視点から考える 

教育課程が直視す

べき学力問題につ

いて読む 
2 時間  

初等教育課程論と

は何かについて、

内容をまとめる。 
2 時間  

2 明治前期における近代学校の

創設と教育課程の確立 

明治前期の教育課

程の模索について

資料を読む 
2 時間  

明治前期の教育課

程の確立について

まとめる 
2 時間  

3 

明治後期から大正期にかけて

の近代学校の創設、教育課程

の確立、教育勅語、教育課程

の構成 

小学校教則大綱、

教育勅語を読む 2 時間  

明治後期から大正

期にかけての教育

課程についてまと

める 

2 時間  
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4 
明治後期から大正期にかけて

の教育課程と年限延長につい

て(1) 

義務教育６年制、

ヘルバルト主義な

どの資料を読む 
2 時間  

明治後期から大正

期にかけての教育

課程と年限延長に

ついてまとめる 

2 時間  

5 
明治後期から大正期にかけて

の教育課程と年限延長につい

て(2) 

臨時教育会議、大

正自由教育などの

資料を読む 
2 時間  

明治後期から大正

期にかけての教育

課程の特色につい

てまとめる 

2 時間  

6 昭和戦時下の教育課程につい

て 

皇国民錬成と５大

教科などの資料を

読む 
2 時間  

昭和戦時下の教育

課程についてまと

める 
2 時間  

7 

現代日本の教育課程の歩み(1) 
経験主義からの影響、系統性

重視への転換、教育の現代化 

資料作成 

学習指導要領の変

遷について、資料

を読む 
2 時間  

学習指導要領の変

遷についてまとめ

る 
2 時間  

8 

現代日本の教育課程の歩み(2) 
経験主義からの影響、系統性

重視への転換、教育の現代化

発表 

学習指導要領の変

遷についてまとめ

る 
2 時間  授業内容の振り返

り 2 時間  

9 

現代日本の教育課程の歩み(3) 
人間性重視への転換、新学力

観の追究、生きる力と確かな

学力 資料作成 

学習指導要領の変

遷について、資料

を読む 
2 時間  

学習指導要領の変

遷についてまとめ

る 
2 時間  

10 

現代日本の教育課程の歩み(4) 
人間性重視への転換、新学力

観の追究、生きる力と確かな

学力 発表 

学習指導要領の変

遷についてまとめ

る 
2 時間  授業内容の振り返

り 2 時間  

11 

現代日本の教育課程の歩み(5) 
生きる力と活用能力、主体

的・対話的で深い学び 資料

作成 

学習指導要領の変

遷について、資料

を読む 
2 時間  

学習指導要領の変

遷についてまとめ

る 
2 時間  

12 
現代日本の教育課程の歩み(6) 
生きる力と活用能力、主体

的・対話的で深い学び 発表 

学習指導要領の変

遷についてまとめ

る 
2 時間  授業内容の振り返

り 2 時間  

13 
教育課程の思想と構造 思想

的な基盤としての「生活と科

学」 

経験主義と系統主

義の考え方につい

て資料を読む 
2 時間  授業内容の振り返

り 2 時間  

14 カリキュラム・マネジメント

とは何か 

カリキュラム・マ

ネジメントについ

ての資料を読む 
2 時間  授業内容の振り返

り 2 時間  

15 

全１５回の学習内容を「授業

の流れ」の記録をもとに振り

返り、初等教育課程について

の理解を深める。 

15 回の授業資料

を読み直す。 2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

成 績 評 価 定期試験（28%）、授業への取り組み（32%）、グループワーク・グループ討議（40%） 

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

授業の振り返りシートに書かせた感想にコメントを書き、次の授業時に返す。レ

ポートや試験は、ルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：『新しい時代の教育課程』有斐閣アルマ 
参考文献：『小学校学習指導要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）』東洋館

出版 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

小学校教育について、教育課程の編成（指導計画の作成）の観点から、基本的な

ことを学ぶ授業 

小学校教諭二種免許状：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 初等教育課程

論とは何かが説明で

きる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取

り組み 
（関心・意

欲・態度）  
3% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力・

判断力・表現

力）  

2% 

(1)-2) 教育課程の意

義を３つの観点から

説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取

り組み 
（関心・意

欲・態度）  
3% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力・

判断力・表現

力）  

2% 

(1)-3) 教育課程編成

にかかわって、学校教

育目標の大切さを説

明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取

り組み 
（関心・意

欲・態度）  
3% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力・

判断力・表現

力）  

2% 

(1)-4) 教育課程編成

にかかわって、指導内

容の組織化の意味を

説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取

り組み 
（関心・意

欲・態度）  
3% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力・

判断力・表現

力）  

2% 

(2)-1) 教育課程にか

かわる法令について、

その主な内容を説明

できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取

り組み 
（関心・意

欲・態度）  
5% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力・

判断力・表現

力）  

5% 

(2)-2) 戦後の学習指

導要領の変遷史につ

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

説明できてい

ない。 
授業への取

り組み 
（関心・意

5% 
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いて、各時代の特色を

簡潔に説明できる。 
を 説 明 で き

る。 
欲・態度）  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力・

判断力・表現

力）  

5% 

(2)-3) 現在の生きる

力を育む教育になっ

た理由を、歴史的社会

的背景を踏まえて説

明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取

り組み 
（関心・意

欲・態度）  
5% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力・

判断力・表現

力）  

5% 

(2)-4) 今日的な課題

である学力向上･特別

支援教育・生徒指導に

ついて、その概要を説

明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取

り組み 
（関心・意

欲・態度）  
5% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力・

判断力・表現

力）  

5% 

(3)-1) 学力向上プラ

ンについて、自分の考

えを述べることがで

きる。  

様々な角度か

ら述べること

ができる。 

いくつかの角

度から述べる

こ と が で き

る。 

１つ以上述べ

ることができ

る。 

述べることが

できない。 
グループワ

ーク・グルー

プ討議 
（思考力・判

断力・表現

力）  

5% 

(3)-2) 生徒指導の演

習問題に、的確に迅速

に自分の意見を述べ

ることができる。  

ほぼ完璧に述

べることがで

きる。 

大きな間違い

がなく、基本

を述べること

ができる。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を述べること

ができる。 

述べることが

できない。 
グループワ

ーク・グルー

プ討議 
（思考力・判

断力・表現

力）  

5% 

(3)-3) 実習校の教育

指導計画について調

べ、発表資料と原稿を

作成できる。  

ほぼ完璧に作

成できる。 
大きな誤りが

なく、基本を

おさえて作成

できる。 

最低限の基本

を踏まえて作

成できる。 

作 成 で き な

い。 
グループワ

ーク・グルー

プ討議 
（思考力・判

断力・表現

力）  

20% 

(3)-4) 各実習校の発

表をもとに、互いに適

切な質疑応答ができ

る。  

質問も応答も

ほぼ完璧にで

きる。 

質問はできな

いが、応答は

きちんとでき

る。 

基本的な対応

はできるが、

さらなる努力

を要する。 

質疑応答がで

きない。 
グループワ

ーク・グルー

プ討議 
（思考力・判

断力・表現

力）  

10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

国語科指導法 
Teaching Methods of 

Japanese Language 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPTS2018 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 必修 中村 浩 ○ 

実務家教員 
の詳細 中学校国語科教員としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 ○ 

概 要 

授業を実践に際しての指導事項との関連を踏まえた教材分析上の観点を学ぶ。  
典型的な教材を例に、教材の構造と内容の把握、精査と解釈について実践的に学ぶ。  
〔知識及び技能〕と〔思考力、判断力、表現力等〕の二つの柱を意識して授業を設計する。  
「言語による見方・考え方」を念頭に置いた授業実践のあり方を、ＩＣＴを適宜活用しなが

ら、具体的な方法として身に付ける。 

到達目標 

(1)-1) 教材に対する学習者の初発の捉え方を分類・考察することができる。  

(1)-2) 学習者の初発の感想を基に、教材の中核に迫る「問い」を予測することができる。  

(1)-3) 学習者相互の対話を成立させる教材のキーワードを捉えることができる。  

(1)-4) 授業の流れを「板書計画」という形で構想することができる。  

(2)-1) 対象をどういう言葉で表現しているかで教材の特質を説明できる。  

(2)-2) 話し手や作者・筆者がなぜそのような表現をしているのかその意図が説明できる。  

(2)-3) 伏線やオノマトペ等の表現技法で登場人物のどういう状況を表しているか説明できる。 

(2)-4) 文章の論展開のためにどういう工夫をしているか表現の仕方を基に説明できる。  

(3)-1) 「導入部」における「問い」を学習者に意味づけできる。  

(3)-2) 「展開部」における「対話」が成立するための条件を整えることができる。  

(3)-3) 授業全体の学習の流れが学習者に理解できる「板書」を作成することができる。  

(3)-4) 学習過程での「形成的評価」で様々な手立てを工夫することができる。  

(3)-5) 「終末部」における「授業評価（自己評価）」を具体的に講じることができる。  

(4)-1) どの言葉（表現）で話や文章が理解できたとしているかを掴むことができる。  

(4)-2) 話や文章の中で言葉の価値に気付いた発言をしているかを掴むことができる。  

(4)-3) 既習の言葉に新たな意味を見出した発言をしているかを見定めることができる。  

(4)-4) 「振り返り」の中でだれの言葉で考えが深まったとしているかを見取ることができる。 
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授業内容 

と 
進め方 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 教材研究って何？①―新見南吉

「あめだま」の構造を考える。 

テキストの前外を

読み、授業内容を

概観する。 
1 時間  

「あめだま」の結

末の予測ができ

た訳を表現に求

める。 

2 時間  

2 

教材研究って何？②―新見南吉

「あめだま」における「問いづく

り」を中心にして「アクティブ・

ラーニング」を体験する。 

前時に書いた考え

を基に予測の理由

が説明できるよう

準備する。 

1 時間  
「教材を教材と

して捉える」こと

を整理する。 
2 時間  

3 「国語」を教える意味？―国語科

の目標、三つの構造を復習する。 

学力の三層とのか

ねあいで「目標」に

ついて考えてお

く。 

1 時間  

「学力観の変遷」

と関わらせ説明

できるよう整理

する。 

2 時間  

4 低学年教材「お手紙」―登場人物

の背負っている表現を掴む。 

学習指導要領を基

に「説明」について

考えておく。 
1 時間  

教材構造図に沿

って「お手紙」の

特徴を整理する。 
2 時間  

5 低学年教材「どうぶつの赤ちゃ

ん」―「説明」とは何かを掴む。 

学習指導要領を基

に「指導事項のウ」

について考えてお

く。 

1 時間  

教材文の中から

「説明」に気付か

せる発問を考え

る。 

1 時間  

6 中学年教材「ありの行列」―キー

ワードで段落相互の関係を掴む。 

段落相互の関係を

掴むためのキーワ

ードを探してお

く。 

2 時間  

テキストのワー

クシートを軸に

「学習の流れ」を

考える。 

2 時間  

7 中学年教材「つり橋わたれ」―心

情・情景の「変化」を掴む。 

「変化」をキーワ

ードに教材文を音

読し、概観してお

く。 

2 時間  

教材構造図に沿

って「つり橋わた

れ」発問を考え

る。 

2 時間  

8 

高学年教材「イースター島にはな

ぜ森林がないのか」―「問題提起」

の答えはどこにから文章全体の

論理の展開の仕方を掴む。  

（電子黒板の活用） 

テキストの指示の

「問題提示の解答

はどこに」の答え

とその理由を考え

ておく。  

2 時間  

内容読解に際し

てのキーワード

について、教材構

造図を基に説明

できるように復

習する。 

2 時間  

9 

高学年教材「海のいのち」―「ク

ライマックス」の場面を見つけそ

の根拠を語り合うことで「精査と

解釈」の仕方を学ぶ。  

（電子黒板の活用） 

「クライマックス

はどこか」を考え

ながら音読してお

く。 

2 時間  

電子黒板の利用

法や利用場面に

ついて考えを整

理する。 

2 時間  

10 教材研究から学習指導案の作成

へ①学習指導案のしくみを知る。 

テキストに例示さ

れている「学習指

導案」を読み特徴

を掴んでおく。 

1 時間  

授業の三要素を

踏まえ「指導案の

しくみ」を整理す

る。 

2 時間  

11 
教材研究から学習指導案の作成

へ②低学年教材「ニャーゴ」で教

材構造図を作成する。 

学習指導案づくり

の対象となる「ニ

ャーゴ」の教材研

究をしておく。 

2 時間  

授業中に示され

た構造図作成の

手順を基に作成

する。 

2 時間  

12 
教材研究から学習指導案の作成

へ③低学年教材「ニャーゴ」で学

習指導案を作成する。 

先例をヒントにし

て自分の学習指導

案の素案を考えて

おく。 

2 時間  

授業中の班別の

話し合いを参考

に指導案を作成

する。 

3 時間  

13 

学習指導案の作成から授業実践

へ①各自の作成した学習指導案

を基にプロジェクターでプレゼ

ンテーションを行う。 

一人 10～15 分で

要点発表の準備を

する。 
2 時間  

仲間の発表や指

導者の評を参考

にして完成させ

る。 

2 時間  

14 

学習指導案の作成から授業実践

へ②各自の作成した学習指導案

をもとにプロジェクターでプレ

ゼンテーションを行なう。 

一人 10～15 分で

要点発表の準備を

する。 
2 時間  

仲間の発表や指

導者の評を参考

にして完成させ

る。 

2 時間  
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15 

授業の総括―望ましい反応の取

り上げ方の映像と各プレゼンテ

ーションを比較し、教師による

「反応喚起・反応解釈・反応組織」

についてレポートする。 

教師と児童との遣

り取りの例を軸

に、「教師の出番」

について考えてお

く。 

2 時間  

最後の指導者の

解説を基に「教師

の出番」について

レポートを書く。 

2 時間  

成 績 評 価 授業への取り組み（55%）、模擬授業、模擬保育、ロールプレイ（29%）、毎回の授

業の感想・振り返り、毎回の授業課題（16%）  
課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

①授業後の感想を提出させ、それへのコメントを書き、次時に返却する。 

②各自の提出した「教材構造図」「学習指導案」「授業全般の感想レポート」等

を提出させ、それへのコメント・評定を示して、後日返却する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

『小学校指導要領（平成 29 年告示）解説 国語編（平成 29 年 7 月 文部科学

省）』 
和田征文・渡邉亮太編著『教育実習の研究』山口短期大学 
『平成 29 年度小学校学習指導要領ポイント総整理・国語』吉田裕久･水戸部修治

東洋館出版社 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

今日的な教育課題の「アクティブ・ラーニング」を意識した授業展開。後期の教

育実習に繋がる授業技術を実践的な形で学ぶ授業。 
小学校教諭二種免許状：必修科目  

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 教 材 に

対する学習者

の初発の捉え

方を分類・考察

することがで

きる。 

児童の主体的

な活動を意識

した授業が構

想できる。 

反応を生かす

形で授業を計

画することが

できる。 

学級全体の児

童の学習への

構えをおおよ

そ予測できる。 

教材との絡み

で児童の反応

の分類ができ

ない。 

授業への取り組み 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現

力）  

3% 

児童の主体的

な活動を意識

した授業が構

想できる。 

反応を生かす

形で授業を計

画することが

できる。 

学級全体の児

童の学習への

構えをおおよ

そ予測できる。 

教材との絡み

で児童の反応

の分類ができ

ない。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎回

の授業課題 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現

力）  

2% 

(1)-2) 学 習 者

の初発の感想

を基に、教材の

中核に迫る「問

い」を予測する

ことができる。 

妥当性・真実

性・活動性のあ

る「問い」が予

測されている。 

初発の感想の

中から学習を

誘発する「問

い」を考えるこ

とができる。 

教師の解説を

聞いて「問い」

を考えること

ができる。 

教材文を読む

ことでいっぱ

いである。 

授業への取り組み 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現

力）  
3% 

妥当性・真実

性・活動性のあ

る「問い」が予

測されている。 

初発の感想の

中から学習を

誘発する「問

い」を考えるこ

とができる。 

教師の解説を

聞いて「問い」

を考えること

ができる。 

教材文を読む

ことでいっぱ

いである。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎回

の授業課題 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現

力）  

2% 

(1)-3) 学 習 者

相互の対話を

成立させる教

材のキーワー

ドを捉えるこ

とができる。 

作者・筆者の創

作意図を担っ

た言葉を発見

することがで

きる。 

仲間との協議

の中からキー

ワードを捉え

ることができ

る。 

教師の補説を

聞いて教材の

キーワードを

掴むことがで

きる。 

文中における

キーワードと

しての価値が

わからない。 

授業への取り組み 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現

力）  
3% 

作者・筆者の創

作意図を担っ

た言葉を発見

することがで

きる。 

仲間との協議

の中からキー

ワードを捉え

ることができ

る。 

教師の補説を

聞いて教材の

キーワードを

掴むことがで

きる。 

文中における

キーワードと

しての価値が

わからない。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎回

の授業課題 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現

力）  

2% 
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(1)-4) 授 業 の

流れを「板書計

画」という形で

構想すること

ができる。 

教材構造を掴

むことができ、

「板書計画」に

表せる。 

教材文中のキ

ーワードを中

心に「板書計

画」が考えられ

る。 

教師の指示に

よって「板書」

を予測するこ

とができる。 

羅列的な「板書

計画」から脱皮

できない。 

授業への取り組み 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現

力）  
3% 

教材構造を掴

むことができ、

「板書計画」に

表せる。 

教材文中のキ

ーワードを中

心に「板書計

画」が考えられ

る。 

教師の指示に

よって「板書」

を予測するこ

とができる。 

羅列的な「板書

計画」から脱皮

できない。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎回

の授業課題 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現

力）  

2% 

(2)-1) 対 象 を

どういう言葉

で表現してい

るかで教材の

特質を説明で

きる。 

初発の感想と

教材の特質か

ら表現の特徴

が説明できる。 

教材の特質を

主体にその表

現の価値を語

ることができ

る。 

仲間や教師の

発言から重要

な表現に気付

くことができ

る。 

教材文中の表

現の意味を掴

むことで精一

杯である。 

授業への取り組み 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現

力）  
3% 

初発の感想と

教材の特質か

ら表現の特徴

が説明できる。 

教材の特質を

主体にその表

現の価値を語

ることができ

る。 

仲間や教師の

発言から重要

な表現に気付

くことができ

る。 

教材文中の表

現の意味を掴

むことで精一

杯である。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎回

の授業課題 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現

力）  

2% 

(2)-2) 話 し 手

や作者・筆者が

なぜそのよう

な表現をして

いるのかその

意図が説明で

きる。 

作者・筆者の創

作意図に支え

られている表

現を繋いで説

明できる。 

表現の意味の

把握から作者・

筆者の創作意

図が掴める。 

教師の補説を

聞いて、作者・

筆者の意図が

表れている表

現に気づける。 

教材文中の表

現の意味を掴

むことで精一

杯である。 

授業への取り組み 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現

力）  
3% 

作者・筆者の創

作意図に支え

られている表

現を繋いで説

明できる。 

表現の意味の

把握から作者・

筆者の創作意

図が掴める。 

教師の補説を

聞いて、作者・

筆者の意図が

表れている表

現に気づける。 

教材文中の表

現の意味を掴

むことで精一

杯である。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎回

の授業課題 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現

力）  

2% 

(2)-3) 伏 線 や

オノマトペ等

の表現技法で

登場人物のど

ういう状況を

表しているか

説明できる。 

表現の工夫の

内に作者・筆者

の意図が表れ

ていることが

説明できる。 

登場人物の状

況に繋いで言

葉の意味とし

て説明できる。 

伏線やオノマ

トペは見出す

ことができる

が、働きまで説

明できない。 

説明を聞いて、

伏線やオノマ

トがわかる。 

授業への取り組み 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現

力）  
3% 

表現の工夫の

内に作者・筆者

の意図が表れ

ていることが

説明できる。 

登場人物の状

況に繋いで言

葉の意味とし

て説明できる。 

伏線やオノマ

トペは見出す

ことができる

が、働きまで説

明できない。 

説明を聞いて、

伏線やオノマ

トがわかる。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎回

の授業課題 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現

力）  

2% 

(2)-4) 文 章 の

論展開のため

にどういう工

夫をしている

か表現の仕方

を基に説明で

きる。 

接続語や指示

語を中心に文

章の構造を説

明できる。 

論の展開と接

続語の関係は

説明できる。 

語を指摘する

ことはできる

が働きの説明

はできない。 

言語内容にだ

け目が向き、言

語形式は掴め

ない。 

授業への取り組み 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現

力）  

3% 

接続語や指示

語を中心に文

章の構造を説

明できる。 

論の展開と接

続語の関係は

説明できる。 

語を指摘する

ことはできる

が働きの説明

はできない。 

言語内容にだ

け目が向き、言

語形式は掴め

ない。 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎回

の授業課題 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現

力）  

2% 

(3)-1) 「 導 入

部」における

「問い」を学習

者に意味づけ

できる。 

「問い」の意義

を授業の流れ

と絡めて説明

できる。 

価値まで行か

ないが「問い」

は指摘できる。 

児童に「問い」

を印象づける

ことができな

い。 

学習課題の設

定の意義まで

考えが及ばな

い。 

授業への取り組み 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現

力）  

3% 

「問い」の意義

を授業の流れ

価値まで行か

ないが「問い」

は指摘できる。 

児童に「問い」

を印象づける

学習課題の設

定の意義まで

模擬授業、ロール

プレイ 
（関心・意欲・思考

3% 

134



と絡めて説明

できる。 
ことができな

い。 
考えが及ばな

い。 
力・判断力・表現

力）  

(3)-2) 「 展 開

部」における

「対話」が成立

するための条

件を整えるこ

とができる。 

学習中の位置

づけが十分配

慮されている。 

「対話」をさせ

ることに関わ

る条件が洗い

出せない。 

話し合わせる

活動のみに目

が向いている。 

授業の過程の

中の役割とい

う考え方がで

きない。 

授業への取り組み 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現

力）  

3% 

学習中の位置

づけが十分配

慮されている。 

「対話」をさせ

ることに関わ

る条件が洗い

出せない。 

話し合わせる

活動のみに目

が向いている。 

授業の過程の

中の役割とい

う考え方がで

きない。 

模擬授業、ロール

プレイ 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現

力）  

3% 

(3)-3) 授 業 全

体の学習の流

れが学習者に

理解できる「板

書」を作成する

ことができる。 

学習者の主体

的・対話的な学

びを誘発する

板書ができる。 

教材の内容を

理解した構造

的な板書にな

っている。 

教材の内容が

羅列されてい

るだけで学び

に導くことが

できない。 

児童の発言を

生かすことが

全くできない。 

授業への取り組み 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現

力）  
3% 

学習者の主体

的・対話的な学

びを誘発する

板書ができる。 

教材の内容を

理解した構造

的な板書にな

っている。 

教材の内容が

羅列されてい

るだけで学び

に導くことが

できない。 

児童の発言を

生かすことが

全くできない。 

模擬授業、ロール

プレイ 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現

力）  

3% 

(3)-4) 学 習 過

程での「形成的

評価」で様々な

手立てを工夫

することがで

きる。 

児童の学習中

の活動の中に

自然に様々な

評価の仕方が

導入できてい

る。 

様々な手立て

は講じられて

いるが授業の

流れの中で今

一つ生かされ

ていない。 

決まった形の

評価の仕方で

考えられてお

り、児童の活動

に合わせての

工夫ができな

い。 

評価の仕方が

一面的である。 
授業への取り組み 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現

力）  3% 

児童の学習中

の活動の中に

自然に様々な

評価の仕方が

導入できてい

る。 

様々な手立て

は講じられて

いるが授業の

流れの中で今

一つ生かされ

ていない。 

決まった形の

評価の仕方で

考えられてお

り、児童の活動

に合わせての

工夫ができな

い。 

評価の仕方が

一面的である。 
模擬授業、ロール

プレイ 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現

力）  
3% 

(3)-5) 「 終 末

部」における

「授業評価（自

己評価）」を具

体的に講じる

ことができる。 

自己評価を中

心とした「振り

返り」が自然に

導入されてい

る。 

「振り返り」の

場面は設定で

きるがそれを

生かし切れな

い。 

児童の「振り返

り」を取り上げ

るが、教師サイ

ドでまとめて

しまう。 

「振り返り」の

導入が形式的

である。 

授業への取り組み 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現

力）  
3% 

自己評価を中

心とした「振り

返り」が自然に

導入されてい

る。 

「振り返り」の

場面は設定で

きるがそれを

生かし切れな

い。 

児童の「振り返

り」を取り上げ

るが、教師サイ

ドでまとめて

しまう。 

「振り返り」の

導入が形式的

である。 

模擬授業、ロール

プレイ 
（関心・意欲・思考

力・判断力・表現

力）  
 

3% 

(4)-1) ど の 言

葉（表現）で話

や文章が理解

できたとして

いるかを掴む

ことができる。 

児童個々の言

葉への着目を

学習の成果と

して伝えてい

る。 

教材レベルで

の理解はある

が児童の学び

と結びつけら

れない。 

児童の学習中

の活動に囚わ

れ過ぎている。 

表面的な取り

上げ方しかで

きない。 

授業への取り組み 
（思考力・判断力・

表現力）  4% 

児童個々の言

葉への着目を

学習の成果と

して伝えてい

る。 

教材レベルで

の理解はある

が児童の学び

と結びつけら

れない。 

児童の学習中

の活動に囚わ

れ過ぎている。 

表面的な取り

上げ方しかで

きない。 

模擬授業、ロール

プレイ 
（思考力・判断力・

表現力）  
4% 

(4)-2) 話 や 文

章の中で言葉

の価値に気付

いた発言をし

学習の過程の

中で教材の特

性と絡めて価

値づけること

ができる。 

一人一人の発

言のよさとし

ては学習の過

程の中で掴む

ことができる。 

教材の言葉と

結びつけての

価値付けがで

きない。 

授業を流すこ

とで精一杯で

ある。 

授業への取り組み 
（思考力・判断力・

表現力）  4% 
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ているかを掴

むことができ

る。 

学習の過程の

中で教材の特

性と絡めて価

値づけること

ができる。 

一人一人の発

言のよさとし

ては学習の過

程の中で掴む

ことができる。 

教材の言葉と

結びつけての

価値付けがで

きない。 

授業を流すこ

とで精一杯で

ある。 

模擬授業、ロール

プレイ 
（思考力・判断力・

表現力）  
4% 

(4)-3) 既 習 の

言葉に新たな

意味を見出し

た発言をして

いるかを見定

めることがで

きる。 

個人内評価に

繋がる捉え方

ができている。 

学習中の重要

な発言として

の評価はでき

る。 

発言を学習の

深まりとして

捉えることが

できない。 

発言を聞き流

している。 
授業への取り組み 
（思考力・判断力・

表現力）  4% 

個人内評価に

繋がる捉え方

ができている。 

学習中の重要

な発言として

の評価はでき

る。 

発言を学習の

深まりとして

捉えることが

できない。 

発言を聞き流

している。 
模擬授業、ロール

プレイ 
（思考力・判断力・

表現力）  

3% 

(4)-4) 「振り返

り」の中でだれ

の言葉で考え

が深まったと

しているかを

見取ることが

できる。 

授業後に回収

した児童の自

己評価を分析・

考察できる。 

「振り返り」の

全体の傾向は

大掴みできる。 

「振り返り」の

個々の内容に

囚われすぎて

考察できない。 

学習の評価と

しての価値づ

けへの意識が

薄い。 

授業への取り組み 
（思考力・判断力・

表現力）  4% 

授業後に回収

した児童の自

己評価を分析・

考察できる。 

「振り返り」の

全体の傾向は

大掴みできる。 

「振り返り」の

個々の内容に

囚われすぎて

考察できない。 

学習の評価と

しての価値づ

けへの意識が

薄い。 

模擬授業、ロール

プレイ 
（思考力・判断力・

表現力）  

3% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

社会科指導法 
Teaching Methods of Social 

Studies 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPTS2019 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 選択 隅野 努 ○ 

実務家教員 
の詳細 中学校社会科教員としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。   

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有している

こと。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有してい

ること。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとるこ

とができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけ

ていること。 ○ 

概 要 

社会科の教材研究、学習指導案の作成、模擬授業の実践と授業検討等を通して、公民的資質  
の基礎と養う社会科のＩＣＴを活用した「授業のつくり方」と「授業のしかた」についての

基礎・基本を学ぶ。  
社会科の学習指導者としての使命感と実践力を身につけて、教壇に立つ準備ができる。 

到達目標 

(1)-1) 社会科における教材研究の必要性を説明できる。  

(1)-2) 小学校社会科の目標を構造的にとらえ、その要旨を説明できる。  

(1)-3) 教科書が主たる教材である理由と教科書の選定の仕組みを説明できる。  

(1)-4) 各社の教科書の長短所を指摘し、よりよい教科書の選定ができる。  

(1)-5) 社会科学習指導案作成のための基礎知識を説明できる。  

(2)-1) 題材「聖徳太子の国づくり」を例に、指導内容を整理できる。  

(2)-2) 他の人の学習指導案を読んで、そのよさや問題点を指摘できる。  

(2)-3) 各自で模擬授業の教材を選択し、社会科学習指導案を書くことができる。  

(2)-4) 授業を展開するうえで必要になる発問・資料・板書の計画を立てることができる。  

(3)-1) 自分の学習指導案をもとに４５分間の模擬授業ができる。  

(3)-2) 自評・質疑応答・感想意見の手順に従って、授業検討をすることができる。  

(3)-3) 授業の実践・検討を通して、教えることの厳しさと楽しさを実感する。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 
社会科の目標を構造的にとら

えるとともに、教材研究の価

値と方法について理解する 

学習指導要

領解説社会

編の目標を

読む。 

2 時間  

社会科の目

標、教材研

究の価値と

方法につい

てまとめ

る。 

2 時間  

2 
学習指導要領改訂の方向性を

理解し、「どのように学ぶ

か」という学習過程の充実に

学習指導要

領において

期待される

学びについ

2 時間  
授業の振り

返りシート

に基づき、

2 時間  
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向けて、３つのポイントに分

けて理解する。 
ての資料を

読む。 
内容をまと

める。 

3 

「主体的・対話的で深い学

び」における「深い学び」の

具体像を提示し、これらの学

びを促進するために必要な教

師力について理解する。 

「主体的・

対話的で深

い学び」に

ついての資

料を読む。 

2 時間  

授業の振り

返りシート

に基づき、

内容をまと

める。 

2 時間  

4 

学習指導案作成のための基礎

知識（学習指導案の考え方、

学習指導案の書き方、社会科

授業の仕組み方）について、

理解する。 

学習指導案

の考え方、

書き方、仕

組み方の資

料を読む。 

2 時間  

授業の振り

返りシート

に基づき、

内容をまと

める。 

2 時間  

5 

各学年の教科書を参考に自分

の模擬授業の教材を選び、学

習指導案の作成、ICT 機器を活

用した資料準備を行う。 

自分の模擬

授業の教材

選び。 
2 時間  

自分の模擬

授業の学習

指導案を作

成する。 

2 時間  

6 

各学年の教科書を参考に自分

の模擬授業の教材を選び、学

習指導案の作成、ICT 機器を活

用した資料準備を行う。 

自分の模擬

授業の学習

指導案の作

成。 

2 時間  

自分の模擬

授業の学習

指導案を作

成する。 

2 時間  

7 

ICT 機器を活用した模擬授業①

を行いＶＴＲで記録に残

す。その後授業検討を行

う。自評・質疑応答・感

想・教師のコメントの順で

進行する。 

自分の模擬

授業の準備

と反省①。 
2 時間  

授業の振り

返りシート

に基づき、

内容をまと

める。 

2 時間  

8 

ICT 機器を活用した模擬授業②

を行いＶＴＲで記録に残す。

その後授業検討を行う。自

評・質疑応答・感想・教師の

コメントの順で進行する。 

自分の模擬

授業の準備

と反省②。 
2 時間  

授業の振り

返りシート

に基づき、

内容をまと

める。 

2 時間  

9 

ICT 機器を活用した模擬授業③

を行いＶＴＲで記録に残す。

その後授業検討を行う。自

評・質疑応答・感想・教師の

コメントの順で進行する。 

自分の模擬

授業の準備

と反省③。 
2 時間  

授業の振り

返りシート

に基づき、

内容をまと

める。 

2 時間  

10 

ICT 機器を活用した模擬授業④

を行いＶＴＲで記録に残す。

その後授業検討を行う。自

評・質疑応答・感想・教師の

コメントの順で進行する。 

自分の模擬

授業の準備

と反省④。 
2 時間  

授業の振り

返りシート

に基づき、

内容をまと

める。 

2 時間  

11 

ICT 機器を活用した模擬授業⑤

を行いＶＴＲで記録に残す。

その後授業検討を行う。自

評・質疑応答・感想・教師の

コメントの順で進行する。 

自分の模擬

授業の準備

と反省⑤。 
2 時間  

授業の振り

返りシート

に基づき、

内容をまと

める。 

2 時間  

12 

小学校３年生の社会科の課題

について、各自５分間の模擬

授業を実施し、振り返りをす

ることにより、授業のつくり

方の理解を深める。 

学習指導要

領解説社会

編の小学校

３年の目

標、内容を

読む。 

2 時間  

授業の振り

返りシート

に基づき、

内容をまと

める。 

2 時間  

13 

小学校６年生の社会科の課題

(1)について、各自５分間の模

擬授業を実施し、振り返りを

することにより、授業のつく

り方の理解を深める。 

学習指導要

領解説社会

編の小学校

６年の目

標、内容を

読む。 

2 時間  

授業の振り

返りシート

に基づき、

内容をまと

める。 

2 時間  

14 
小学校６年生の社会科の課題

(2)について、各自５分間の模

擬授業を実施し、振り返りを

学習指導要

領解説社会

編の小学校

2 時間  
授業の振り

返りシート

に基づき、

2 時間  
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することにより、授業のつく

り方の理解を深める。 
６年の目

標、内容を

読む。 

内容をまと

める。 

15 

１５回の授業を振り返り、自

身の授業内容の理解、教師へ

の授業評価、自己評価などを

行い、自分の学び方の改善に

つなげる。 

これまでの

授業の振り

返りシート

を読む。 

2 時間  

授業の振り

返りシート

に基づき、

内容をまと

める。 

2 時間  

成 績 評 価 定期試験（10%）、指導案（8%）、授業への取り組み（27%）、模擬授業、ロールプ

レイ（55%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

授業の振り返りシートに書かせた感想にコメントを書き、次の授業時に返す。レ

ポートは、ルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：授業時に資料を配布する。 

参考文献：『小学校学習指導要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）』、  
『小学校社会科教科書』東京書籍 『小学校社会科教科書』日文 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

後期１０月から始まる教育実習に向けて、社会科の授業づくりの基本を学ぶ。学

習指導案を書いて、模擬授業に挑戦する実践的な講座。 

小学校教諭二種免許状：選択必修科目 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 社会科におけ

る教材研究の必要性

を説明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取り

組み 
（関心・意欲・

態度）  
3% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力）  
2% 

(1)-2) 小学校社会科

の目標を構造的にと

らえ、その要旨を説明

できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取り

組み 
（関心・意欲・

態度）  
3% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力）  
2% 

(1)-3) 教科書が主た

る教材である理由と

教科書の選定の仕組

みを説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取り

組み 
（関心・意欲・

態度）  
3% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力）  
2% 
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(1)-4) 各社の教科書

の長短所を指摘し、よ

りよい教科書の選定

ができる。  

ほぼ完璧に長

短所を指摘で

きる。 

大きな間違い

がなく、長短

所を指摘でき

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の指摘

ができる。 

長短所の指摘

ができない。 
授業への取り

組み 
（関心・意欲・

態度）  

3% 

ほぼ完璧に長

短所を指摘で

きる。 

大きな間違い

がなく、長短

所を指摘でき

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の指摘

ができる。 

長短所の指摘

ができない。 
定期試験 
（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力）  

2% 

(1)-5) 社会科学習指

導案作成のための基

礎知識を説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取り

組み 
（関心・意欲・

態度）  
3% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力）  

2% 

(2)-1) 題材「聖徳太子

の国づくり」を例に、

指導内容を整理でき

る。 

ほぼ完璧に整

理できる。 
大きな間違い

がなく、基本

が 整 理 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の整理

ができる。 

整 理 で き な

い。 
授業への取り

組み 
（関心・意欲・

態度）  

3% 

ほぼ完璧に整

理できる。 
大きな間違い

がなく、基本

が 整 理 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の整理

ができる。 

整 理 で き な

い。 
指導案 
（思考力・判

断力・表現力） 
2% 

(2)-2) 他の人の学習

指導案を読んで、その

よさや問題点を指摘

できる。 

様々な角度か

ら 指 摘 で き

る。 

幾つかの角度

から指摘がで

きる。 

１つ以上指摘

ができる。 
指 摘 で き な

い。 
授業への取り

組み 
（関心・意欲・

態度）  

3% 

様々な角度か

ら 指 摘 で き

る。 

幾つかの角度

から指摘がで

きる。 

１つ以上指摘

ができる。 
指 摘 で き な

い。 
指導案 
（思考力・判

断力・表現力） 
2% 

(2)-3) 各自で模擬授

業の教材を選択し、社

会科学習指導案を書

くことができる。 

ほぼ完璧に書

くことができ

る。 

大きな間違い

がなく、基本

を踏まえて書

くことができ

る。 

形式的に最低

限の記述がで

きる。 

書くことがで

きない。 
授業への取り

組み 
（関心・意欲・

態度）  
3% 

ほぼ完璧に書

くことができ

る。 

大きな間違い

がなく、基本

を踏まえて書

くことができ

る。 

形式的に最低

限の記述がで

きる。 

書くことがで

きない。 
指導案 
（思考力・判

断力・表現力） 2% 

(2)-4) 授業を展開す

るうえで必要になる

発問・資料・板書の計

画を立てることがで

きる。 

子どもの立場

に立ったほぼ

完璧な準備が

できる。 

大きな間違い

がなく、基本

を踏まえた準

備ができる。 

最低限の準備

ができる。 
準備ができな

い。 
授業への取り

組み 
（関心・意欲・

態度）  

3% 

子どもの立場

に立ったほぼ

完璧な準備が

できる。 

大きな間違い

がなく、基本

を踏まえた準

備ができる。 

最低限の準備

ができる。 
準備ができな

い。 
指導案 
（思考力・判

断力・表現力） 
2% 

(3)-1) 自分の学習指

導案をもとに４５分

間の模擬授業ができ

る。  

よい授業の３

条件を生かし

た、ほぼ完璧

な授業ができ

る。 

大きな間違い

がなく、基本

をおさえた授

業ができる。 

最低限授業の

形にはなって

いる。 

授業ができな

い。 
模擬授業、模

擬保育、ロー

ルプレイ 
（関心・意欲・

思考力・判断

力・表現力）  

30% 
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(3)-2) 自評・質疑応

答・感想意見の手順に

従って、授業検討をす

ることができる。  

様々な角度か

ら、適切な質

問や意見を述

べることがで

きる。 

幾つかの角度

から、質問や

意見を述べる

こ と が で き

る。 

１つ以上、質

問や意見を述

べることがで

きる。 

意見を述べる

ことができな

い。 

模擬授業、模

擬保育、ロー

ルプレイ 
（関心・意欲・

思考力・判断

力・表現力）  

20% 

(3)-3) 授業の実践・検

討を通して、教えるこ

との厳しさと楽しさ

を実感する。  

教壇に立つこ

との自覚をも

って、積極的・

協働的に取り

組む。 

基本はできて

おり、創造性

や柔軟性も一

部身について

いる。 

授業をするこ

とを義務的に

と ら え て い

る。 

その場にいな

い。 
模擬授業、模

擬保育、ロー

ルプレイ 
（関心・意欲・

思考力・判断

力・表現力）  

5% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

算数科指導法 
Teaching Methods of 

Arithmetic 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPTS2020 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 選択 山根 郁夫 ○ 

実務家教員 
の詳細 小学校教諭としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。    

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有している

こと。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有してい

ること。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとるこ

とができること。  

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけ

ていること。 ○ 

概 要 

小学校算数科の目標、内容及び学習内容を支える数理等への理解を深めるとともに、問題解

決の過程を通して、児童自らが数学的な見方・考え方を働かせながら主体的に学ぶ算数科学

習指導のあり方について学ぶ。これらを踏まえて教材研究を行い、授業案を作成したり、模

擬授業を実施したりして主体的・対話的で深い学びの実現に向けた算数科の実践的な指導力

を身につける。 

到達目標 

(1)-1) 算数科の目標、各学年の指導目標及び指導内容、指導上留意すべきことを理解し説明

することができる。  
(1)-2) 算数科における各領域の構成やねらい、発展系列を理解し説明することができる。  
(1)-3) 観点別学習状況評価の評価規準及び評価計画作成の手順を理解し作成することができ

る。  
(1)-4) 各領域の主たる内容に係る数理的背景や数学的概念について的確に説明することがで

きる。  
(2)-1) 学習指導理論を背景においた授業設計に必要な諸要素について理解し、説明すること

ができる。  
(2)-2) 児童が問題意識を持って意欲的に学習し、わかる喜びを味わう算数科の学習指導を計

画することができる。  
(2)-3) 児童が主体的に学ぶ算数科の学習指導の実現に向け、意欲を持って創意ある指導案の

作成に取組み、作成することができる。  
(2)-4) 応答、反応に適切に対応しながら、算数科模擬授業を適切に進めることができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 算数教育の目標と各学年にお

ける目標・内容①1～3 年 

学習指導要

領の該当箇

所を読んで

おく。 

2 時間 

目標構造と

内容の概要

をまとめ

る。  

2 時間 

2 算数教育の目標と各学年にお

ける目標・内容② 4～6 年 

学習指導要

領の該当箇

所を読んで

おく。 

2 時間 

目標構造と

内容の概要

をまとめ

る。 

2 時間 

3 
各領域と内容の発展系列①  
「Ａ数と計算」「Ｂ図形」

［Ｃ測定］ 

学習指導要

領の該当箇

所を読んで

おく。 

2 時間 

領域別内容

の発展系列

をまとめ

る。 

2 時間 
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4 
各領域と内容の発展系列②  
「Ｃ変化と関係」「Ｄデータ

の活用」 

学習指導要

領の該当箇

所を読んで

おく。 

2 時間 

領域別内容

の発展系列

をまとめ

る。 

2 時間 

5 算数科における基本的な学習

過程 

テキスト第

４章を読ん

でおく。 
2 時間 

問題解決的

な学習の要

点をまとめ

る。 

2 時間 

6 

主体的な学びを促す 教材・教

具の工夫開発と教材との対話

や児童相互の対話を深め確か

な学びを促す ICT 機器の活用 

テキスト第

５章を読む

とともに、

算数科での

ＩＣＴ機器

の活用や意

義について

調べる。  

2 時間 

主体的な学

びと確かな

理解につな

がる課題設

定やＩＣＴ

機器活用の

在り方をま

とめる。   

2 時間 

7 
主体的な学びと確かな理解を

図る学習形態及び評価の在り

方 

テキスト第

６章を読ん

でおく。 
2 時間 

ＴＴや観点

別評価につ

いてまとめ

る。 

2 時間 

8 

教材研究と ICT 機器を活用し

た算数科学習指導案の作成の

仕方  
－3 年 重さ－の事例を通して 

テキスト第

７章を読ん

でおく。 
2 時間 

作成要領、

作成ポイン

トと指導案

例との対比

による指導

案の読み。 

2 時間 

9 

教材研究及び ICT 機器を活用

した学習指導案の作成  
－2 年 100 をこえる数－ 協
同研究 

ＩＣＴ機器

を活用した

２年生「１

０００まで

の数」の授

業構想を練

っておく。 

2 時間 

協議をもと

に「１００

０までの

数」の学習

指導案を

銘々で完成

させる。 

3 時間 

10 
学習指導案及び ICT 機器を活

用した教材教具の作成  
－3 年 三角形－   

ＩＣＴ機器

を活用した

「三角形」

の授業の原

案を作成す

る。 

2 時間 

３年「三角

形」の学習

指導案を作

成する。 

2 時間 

11 
学習指導案及び ICT 機器を活

用した教材教具の作成   
－5 年 面 積－ 

ＩＣＴ機器

を活用した

「面積」の

授業の原案

を作成す

る。 

2 時間 

５年「面

積」の学習

指導案を作

成する。 

2 時間 

12 

学習指導案及び ICT 機器を活

用した教材教具の作成   
－3 年 三角形－  
－5 年 面 積－ 

模擬授業で

使用する教

材、教具作

成に必要な

材料等の計

画や準備に

あたる。 

2 時間 

それぞれの

指導案を完

成させる。

（模擬授業

実施分、模

擬授業省略

分）     

2 時間 

13 模擬授業の実施    
模擬授業の

準備をす

る。 
2 時間 

模擬授業の

反省事項を

まとめる。 
2 時間 

14 模擬授業の実施    
模擬授業の

準備をす

る。 
2 時間 

模擬授業の

反省事項を

まとめる。   

2 時間 

15 模擬授業の実施    模擬授業の

準備をする  2 時間 
模擬授業の

反省事項を

まとめる。 
2 時間 
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成 績 評 価 定期試験（20%）、指導案（16%）、授業への取り組み（20%）、グループワーク・

グループ討議（14%）、模擬授業、模擬保育、ロールプレイ（30%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

授業内容の整理メモや課題プリントへコメントしたり、気づきを記入したりして

返却する。  
模擬授業に関しては、指導案作成中のアドバイスや指導案へのコメントの記入、

授業講評等を通じて行う。試験については、ルーブリック評価の結果を伝える。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

『算数科教材研究』山口短期大学 

『小学校指導要領（平成 29 年告示）解説 算数編（平成 29 年 7 月 文部科学

省）』 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

国語に次いで、授業時数の多い教科です。教員は教えやすいと思いがちですが、

児童にとっては意外と学びにくい教科です。児童の学びに視点をあて、主体的に

かつ深く学ぶことの喜びを喚起する教材研究の在り方について究明しましょう。 

小学校教諭二種免許状：選択必修科目 
 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 算数科の目標、

各学年の指導目標及

び指導内容、指導上留

意すべきことを理解

し説明することがで

きる。  

ほぼ完璧に説

明することが

できる。 

大きな誤りが

なく説明する

こ と が で き

る。 

誤りはいくつ

かあるが、最

低限の基本は

説明できる。 

説明すること

ができない。 
定期試験 
（知識・理解） 4% 

授業への取り

組み 
（知識・理解） 

4% 

(1)-2) 算数科におけ

る各領域の構成やね

らい、発展系列を理解

し説明することがで

きる。  

ほぼ完璧に説

明することが

できる。 

大きな誤りが

なく説明する

こ と が で き

る。 

誤りはいくつ

かあるが、最

低限の基本は

説明できる。 

説明すること

ができない。 
定期試験 
（知識・理解） 4% 

授業への取り

組み 
（知識・理解） 

4% 

(1)-3) 観点別学習状

況評価の評価規準及

び評価計画作成の手

順を理解し作成する

ことができる。  

ほぼ完璧に作

成することが

できる。 

大きな誤りが

なく作成する

こ と が で き

る。 

誤りはいくつ

かあるが、最

低限の基本を

踏まえて作成

できる。 

作成すること

ができない。 
定期試験 
（知識・理解） 4% 

授業への取り

組み 
（知識・理解） 

4% 

(1)-4) 各領域の主た

る内容に係る数理的

背景や数学的概念に

ついて的確に説明す

ることができる。  

ほぼ完璧に説

明することが

できる。 

大きな誤りが

なく説明する

こ と が で き

る。 

誤りはいくつ

かあるが、最

低限の基本は

説明できる。 

説明すること

ができない。 
定期試験 
（知識・理解） 4% 

授業への取り

組み 
（知識・理解） 

4% 

(2)-1) 学習指導理論

を背景においた授業

設計に必要な諸要素

について理解し、説明

することができる。  

ほぼ完璧に説

明することが

できる。 

大きな誤りが

なく説明する

こ と が で き

る。 

誤りはいくつ

かあるが、最

低限の基本は

説明できる。 

説明すること

ができない。 
定期試験 
（知識・理解） 4% 

授業への取り

組み 
（知識・理解） 

4% 

(2)-2) 児童が問題意

識を持って意欲的に

学習し、わかる喜びを

ほぼ完璧に計

画することが

できる。 

若干の検討課

題はあるが、

基本を踏まえ

問題点はいく

つかあるが、

最低限の基本

計画すること

ができない。 
指導案 
（意欲・思考

力・表現力・創

8% 
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味わう算数科の学習

指導を計画すること

ができる。  

て 計 画 で き

る。 
を踏まえて計

画できる。 
造性・協働性） 
グループワー

ク・グループ

討議 
（意欲・思考

力・表現力・創

造性・協働性） 

7% 

(2)-3) 児童が主体的

に学ぶ算数科の学習

指導の実現に向け、意

欲を持って創意ある

指導案の作成に取組

み、作成することがで

きる。  

ほぼ完璧に作

成することが

できる。 

若干の検討課

題はあるが、

基本を踏まえ

て 作 成 で き

る。 

問題点はいく

つかあるが、

最低限の基本

は踏まえて作

成できる。 

作成すること

ができない。 
指導案 
（意欲・思考

力・表現力・創

造性・協働性） 8% 

グループワー

ク・グループ

討議 
（意欲・思考

力・表現力・創

造性・協働性） 

7% 

(2)-4) 応答、反応に適

切に対応しながら、算

数科模擬授業を適切

に進めることができ

る。  

ほぼ完璧に進

めることがで

きる。 

若干の検討課

題はあるが、

基本を踏まえ

て進めること

ができる 

問題点はいく

つかあるが、

最低限の基本

は踏まえて進

めることがで

きる。 

適切に進める

ことができな

い。 

模擬授業、模

擬保育、ロー

ルプレイ 
（意欲・思考

力・判断力・表

現力・創造性） 

30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

理科指導法 
Teaching Methods of Science 

Studies 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPTS2021 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 選択 西田 稔 ○ 

実務家教員 
の詳細 小学校教諭としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 ○ 

概 要 
理科における教育目標、育成を目指す資質・能力を理解し、学習指導要領に示された学習内

容の背景となる学問領域と関連させて理解を深めるとともに、様々な学習指導理論を踏まえ

て、具体的な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身に付ける。 

到達目標 

(1)-1) 学習指導要領における教科の目標及び主な内容並びに全体構造を理解できる。  

(1)-2) 個別の学習内容について指導上の留意点を理解できる。  

(1)-3) 教科の学習評価の考え方を理解できる。  

(1)-4) 教科と背景となる学問領域との関係を理解し、教材研究に活用することができる。  

(2)-1) 教科と背景となる学問領域との関係を理解し、教材研究に活用することができる。  
(2)-2) 教科の特性に応じた情報機器及び教材の効果的な活用方法を理解し、授業設計に活用

することができる。  
(2)-3) 学習指導案の構成を理解し、具体的な授業を想定した授業設計と学習指導案を作成す

ることができる。  
(2)-4) 模擬授業の実施とその振り返りを通して、授業改善の視点を身に付けることができ

る。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 小学校理科教育の目標と内容 
小学校理科の指導

要領を読んでお

く。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

2 
第 3 学年の理科教育における

単元指導計画の作成と ICT 活

用授業の位置付け 

３年生理科の単元

指導計画の中で

ICT 活用を行う授

業を考える。 

2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

3 
第 4 学年の理科教育における

単元指導計画の作成と ICT 活

用授業の位置付け 

４年生理科の単元

指導計画の中で

ICT 活用を行う授

業を考える。 

2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  
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4 
第５学年の理科教育における

単元指導計画の作成と ICT 活

用授業の位置付け 

５年生理科の単元

指導計画の中で

ICT 活用を行う授

業を考える 

2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

5 
第６学年の理科教育における

単元指導計画の作成と ICT 活

用授業の位置付け 

６年生理科の単元

指導計画の中で

ICT 活用を行う授

業を考える。 

2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

6 理科評価計画の位置づけと ICT
活用授業の位置付け 

前時で作った単元

指導計画に評価計

画を位置付けてみ

る。 

2 時間  
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

7 
第３年生理科の学習指導案の

作成と ICT 活用授業の位置付

け 

３年生理科の一単

位授業計画を自分

で作ってみる。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

8 
第３学年理科授業の実際と振

り返りと ICT 活用授業の位置

付け 

前時に作成した学

習指導案に基づき

授業準備をする。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

9 
第４年生理科の学習指導案の

作成と ICT 活用授業の位置付

け 

４年生理科の一単

位授業計画を自分

で作ってみる。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

10 
第４学年理科授業の実際と振

り返りと ICT 活用授業の位置

付け 

前時に作成した学

習指導案に基づき

授業準備をする。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

11 
第５年生理科の学習指導案の

作成と ICT 活用授業の位置付

け 

５年生理科の一単

位授業計画を自分

で作ってみる。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

12 
第５学年理科授業の実際と振

り返りと ICT 活用授業の位置

付け 

前時に作成した学

習指導案に基づき

授業準備をする。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

13 
第６年生理科の学習指導案の

作成と ICT 活用授業の位置付

け 

６年生理科の一単

位授業計画を自分

で作ってみる。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

14 
第６学年理科授業の実際と振

り返りと ICT 活用授業の位置

付け 

前時に作成した学

習指導案に基づき

授業準備をする。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

15 授業における指導と評価 
これまでの学習の

まとめをしてお

く。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間  

成 績 評 価 
定期試験（5%）、課題・レポート（15%）、指導案（20%）、教材作成（20%）、授業

への取り組み（5%）、グループワーク・グループ討議（5%）、模擬授業、模擬保育、

ロールプレイ（20%）、毎回の授業の感想・振り返り、毎回の授業課題（10%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

授業後実施する振り返りを確認するとともに、毎回講義用学習シートをチェック

して次の授業時に返却する。レポートや定期試験はルーブリック評価の結果を渡

す。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

『小学校学習指導要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）』『各学年理科教科

書』  
『小学校指導要領（平成 29 年告示）解説 理科編（平成 29 年 7 月 文部科学

省）』  

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

理科離れを防ぎ、理科好きな子どもを育てる楽しい理科教育の実践に取り組みま

しょう。  
小学校教諭二種免許状：選択必修科目  
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 学習指導要領

における教科の目標

及び主な内容並びに

全体構造を理解でき

る。  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いがい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
課題・レポート 
（知識・理解）  5% 

定期試験 
（思考力・判断

力・表現力）  
5% 

(1)-2) 個別の学習内

容について指導上の

留意点を理解できる。 

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いがい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
課題・レポート 
（知識・理解）  5% 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 
（思考力・判断

力・表現力）  

5% 

(1)-3) 教科の学習評

価の考え方を理解で

きる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いがい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
課題・レポート 
（知識・理解）  5% 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 
（思考力・判断

力・表現力）  

5% 

(1)-4) 教科と背景と

なる学問領域との関

係を理解し、教材研究

に活用することがで

きる。  

ほぼ完璧に

説明でき、そ

の活用もで

きる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明し、

活用ができ

る。 

間違いがい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
指導案 
（関心・意欲・態

度）  
5% 

教材作成 
（技能・表現力）  5% 

(2)-1) 教科と背景と

なる学問領域との関

係を理解し、教材研究

に活用することがで

きる。 

ほぼ完璧に

説明でき、活

用もできる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明し、

活用ができ

る。 

間違いがい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
教材作成 
（技能・表現力・

創造性）  
5% 

グループワーク・

グループ討議 
（表現力・協働

性）  

5% 

(2)-2) 教科の特性に

応じた情報機器及び

教材の効果的な活用

方法を理解し、授業設

計に活用することが

できる。 

ほぼ完璧に、

活用するこ

とができる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明し、

活用ができ

る。 

間違いがい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
指導案 
（技能・思考力・

判断力・表現力）  
5% 

授業への取り組

み 
（意欲・態度・知

識・理解）  

5% 

(2)-3) 学習指導案の

構成を理解し、具体的

な授業を想定した授

業設計と学習指導案

を作成することがで

きる。 

ほぼ完璧に

説明でき、作

成すること

ができる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明し、

作成できる。 

間違いがい

くつかある

が、最低限の

基本を作成

できる。 

作成できな

い。 
教材作成 
（関心・意欲・態

度・技能）  
10% 

模擬授業、模擬保

育、ロールプレイ 
（技能・表現力・

創造性）  

10% 

(2)-4) 模擬授業の実

施とその振り返りを

通して、授業改善の視

点を身に付けること

ができる。  

ほぼ完璧に

実施するこ

とができる。 

大きな間違

いがなく、実

施ができる。 

間違いがい

くつかある

が、最低限の

基本を実施

できる。 

実施できな

い 
指導案 
（知識・理解）  10% 

模擬授業、模擬保

育、ロールプレイ 
（技能・表現力・

創造性）  

10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

生活科指導法 

Teaching Methods of Life 
Environments 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
22EPTS2022 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 川上 認 ○ 

実務家教員 

の詳細 
小学校教諭としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。    

ディプロマ・ 

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 
 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 
 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 
○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 
○ 

概 要 

「教材」が「学習体験や活動を左右する」ことの認識を深め、生活科における「教材研究の

視点」や「教材開発の必要性や留意点」を理解し、身近な社会や自然の中にある素材の教材

化と効果的活用方法を身に付ける。  

生活科における年間指導計画や単元計画並びに指導案作成について理解する。  

生活科における体験的な活動の実践を通しながら指導の在り方を探求する。  

生活科における評価の在り方を理解する。 

到達目標 

(1)-1) 生活科授業における教材の大切さを説明できる  

(1)-2) 素材と教材の意味の違いを比較できる  

(1)-3) 効果的な教材選択や教材の授業への位置づけができる  

(2)-1) 直接的な体験や活動の教材化ができる  

(2)-2) ICT 等の活用や多様な表現活動を展開する指導の在り方を説明できる  

(3)-1) 年間指導計画・単元計画の作成ができる  

(3)-2) 単位時間の指導案の作成ができる  

(3)-3) 評価規準を作成することができる  

(3)-4) 多様な評価方法を列記できる  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 
生活科の授業における教材の

特質性を説明できる 

テキスト 8～１１

P を読む   
1 時間 

授業の特質を箇条

書きにする  
1 時間 

2 

教材化の意味・意義を理解

し、指導計画への生かし方を

学ぶ 

テキスト第１章を

読む    
1 時間 

教材化の意味をま

とめる    
2 時間 

3 
①人と関わる活動の教材化に

ついて学ぶ 

テキスト 12～13P

を読む    
1 時間 

どんな人と関わる

かまとめる  
1 時間 

4 
②飼育栽培活動の教材化につ

いて学び、体験活動する 

テキスト 14～15P

を読む    
1 時間 

実際に世話をして

みる     
3 時間 

5 
③探険活動の教材化について

説明できる 

テキスト 16～17P

を読む    
1 時間 

探検場所と方法を

まとめる   
2 時間 
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6 
④遊びの教材化について学

び、体験活動する 

テキスト 18～19P

を読む    
1 時間 

教育実習等で児童

と遊ぶ   
3 時間 

7 
⑤ものづくりの教材化につい

て学び、教材を作成する 

テキスト 20～21P

を読む    
1 時間 

制作作品を実際に

使ってみる  
2 時間 

8 
⑥表現・イベント活動の教材

化について学ぶ 

テキスト 22～23P

を読む    
1 時間 

多様な表現方法を

まとめる  
1 時間 

9 
⑦交流活動を実践し、動画や

静止画として記録する 

テキスト 24～25P

を読む    
1 時間 

画像を整理する  

      
2 時間 

10 

町探検の振り返り学習時にタ

ブレットを活用して発表活動

をする 

プレゼン内容をま

とめる   
2 時間 

プレゼン方法を修

正する    
1 時間 

11 

映像や音声機器等、多様な表

現活動を図った指導事例を検

討する 

指導事例を調べる  2 時間 

指導事例をまとめ

る  

      

1 時間 

12 

地域実態に即した生活科の年

間・単元計画の作成事例を検

討する 

テキスト 12～13P

を読む    
1 時間 

他の事例を調べる  

      
1 時間 

13 
生活科の指導案を作成し、模

擬授業を行なう 

生活科指導案を作

成する    
3 時間 

授業の反省文を書

く  

      

1 時間 

14 
評価基準と評価規準の違いに

ついて学ぶ 

文科省「指導要

録」を調べる  
1 時間 

単位時間の評価基

準を書く   
1 時間 

15 多様な評価方法を理解する 
指導要領解説 92

～93Ｐを読む 
1 時間 

多様な評価方法を

まとめる   
1 時間 

成 績 評 価 
定期試験（10%）、課題・レポート（50%）、指導案（20%）、授業への取り組み（10%）、

発表・プレゼンテーション（10%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

活動体験の記録（レポート等）を学習成果物として累積し、フィードバックに生

かす 

テキストおよび 

参 考 文 献 

『小学校指導要領（平成 29 年告示）解説 生活編（平成 29 年 7 月 文部科学

省）』 東洋館出版   

『生活科教材研究』山口短期大学 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

小学校低学年児童が喜ぶ直接的な体験活動の実践と指導方法の体得が主な授業内

容である。具体的な教材との触れ合いを大切にする。 

小学校教諭二種状：選択必修科目 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)-1) 生活科授業に

おける教材の大切さ

を説明できる  

ほぼ完璧に

教材の大切

さを説明で

きる 

十分教材の

大切さを説

明できる 

おおむね教

材の大切さ

を説明でき

る 

まったく説

明できない 

定期試験 

（理解）  10% 

(1)-2) 素材と教材の

意味の違いを比較で

きる  

ほぼ完璧に

意味の違い

を比較でき

る 

十分意味の

違いを比較

できる 

おおむね意

味の違いを

比較できる 

まったく意

味の違いを

比較できな

い 

課題・レポート 

（知識）  20% 

(1)-3) 効果的な教材

選択や教材の授業へ

の位置づけができる  

ほぼ完璧に

教材の授業

十分に教材

の授業への

おおむね教

材の授業へ

まったく教

材の授業へ
指導案 

（判断力）  10% 
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への位置づ

けができる 

位置づけが

できる 

の位置づけ

ができる 

の位置づけ

ができない 

(2)-1) 直接的な体験

や活動の教材化がで

きる  

ほぼ完璧に

体験活動の

教材化がで

きる 

十分に体験

活動の教材

化ができる 

おおむね体

験活動の教

材化ができ

る 

まったく体

験活動の教

材化ができ

ない 

授業への取り

組み 

（関心）  
10% 

(2)-2) ICT 等の活用や

多様な表現活動を展

開する指導の在り方

を説明できる  

ほぼ完璧に

ICT 等の活用

の在り方を

説明できる 

十分に ICT等

の活用の在

り方を説明

できる 

おおむね ICT

等の活用の

在り方を説

明できる 

まったく ICT

等の活用の

在り方を説

明できない 

発表・プレゼン

テーション 

（技能）  
10% 

(3)-1) 年間指導計画・

単元計画の作成がで

きる  

ほぼ完璧に

年間・単元計

画の作成が

できる 

十分に年間・

単元計画の

作成ができ

る 

おおむね年

間・単元計画

の作成がで

きる 

まったく年

間・単元計画

の作成がで

きない 

課題・レポート 

（問題解決力）  10% 

(3)-2) 単位時間の指

導案の作成ができる  

ほぼ完璧に

単位時間の

指導案が作

成できる 

十分に単位

時間の指導

案が作成で

きる 

おおむね単

位時間の指

導案が作成

できる 

まったく単

位時間の指

導案が作成

でない 

指導案 

（理解）  10% 

(3)-3) 評価規準を作

成することができる  

ほぼ完璧に

評価規準を

作成するこ

とができる 

十分に評価

規準を作成

することが

できる 

おおむね評

価規準を作

成すること

ができる 

まったく評

価規準を作

成すること

ができない 

課題・レポート 

（理解）  10% 

(3)-4) 多様な評価方

法を列記できる  

ほぼ完璧に

評価方法を

列記できる 

十分に評価

方法を列記

できる 

おおむね評

価方法を列

記できる 

まったく評

価方法を列

記できない 

課題・レポート 

（理解）  10% 

 



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

音楽科指導法 
Teaching Methods of Music 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPTS2023 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 必修 久保田 尚 ○ 

実務家教員 
の詳細 小学校教諭としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。    

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 ○ 

概 要 

学習指導要領における小学校教科音楽の目標を概説し、音楽教育の現状と問題について考

察する。 
指導案の作成方法を学ぶことにより授業展開の方法を学ぶ。  
模擬授業を演習実習し、実践的な技能の伸長を図る。 

到達目標 

(1)-1) 題材など内容や時間のまとまりを見通して、児童の主体的・対話的で深い学びの実現が

図れるような計画を立てることができる。 
(1)-2) 学校内・校外の諸行事を見通して、長期的指導計画を立てることができる。  
(1)-3) 他者との協働を尊重し合いながら、表現する音楽を模索し合う過程を大切にする指導計

画を考えることができる。  
(2)-1) 他教科等との関連を積極的に図り、音楽科の特質に応じた言語活動を適切に位置づけ、

豊かで幅広い授業展開ができるよう工夫した計画を立てることができる。  
(2)-2) 指導のねらいに即して身体を動かし表現させたり、情報機器や教育機器の活用方法を模

索したりし、深く多様で幅広い体験をさせる授業展開を考え計画を立てることができる。  
(2)-3) 自分たちが作った曲を大切にさせることにより、著作者の創造性を尊重し、音楽文化の

継承、発展、創造を支える素地になることに気がつく展開を考え計画を立てることができる。 
(3)-1) 題材、題材研究、題材設定の理由を、多岐にわたり精査することができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 学習指導要領「音楽」の概

説・音楽科教育の目標 
テキストまえがき

を読んでおく   
1 時間 自分の考えをまと

める 2 時間 

2 年間指導計画の立案の考え方 

テキスト 21 ぺー

ジ、教科書の 26
～31 ページを読

んでおく 

2 時間 考えをまとめる  2 時間 

3 歌唱共通教材の授業展開の考

え方 

教科書の 50 ペー

ジ～55 ページを

読んでおく  
2 時間 

再度 50～55 ペー

ジを読み考えをま

とめる  
2 時間 

4 指導案の作成① 目標、概念 

教科書の 32～35
ページを読んでお

く 
1 時間 

レポート課題を参

考にして試作して

みる  
2 時間 
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5 

歌唱共通教材模擬授業① １

年「うみ」「かたつむり」

「日のまる」－ICT 機器の活用

（CD デッキ、画像の提示、授

業の録画） 

教科書の 136～
141 ページを演習

練習しておく  
2 時間 反省をもとに演習

する   2 時間 

6 指導案の作成② 題材，題材

研究、題材感 

テキスト 22,23 ペ

ージを完成させて

おく  
1 時間 暗記できるように

する   2 時間 

7 

歌唱共通教材模擬授業② １

年「ひらいたひらいた」、２

年「かくれんぼ」「春がき

た」－ICT 機器の活用（CD デ

ッキ、画像の提示、授業の録

画）－ 

教科書の 142～
147 ページを演習

練習しておく  
2 時間 反省をもとに演習

する   2 時間 

8 指導案の作成③ 題材の指導

計画 

テキスト 25 ペー

ジを試作しておく 
1 時間 

学習成果を生かし

て再度試作してみ

る  
2 時間 

9 

歌唱共通教材模擬授業③  

２年「虫のこえ」「夕やけこ

やけ」   

３年「うさぎ」－ICT 機器の活

用（CD デッキ、画像の提示、

授業の録画）－   

ビデオ録画自己批評  

教科書の 148～
153 ページを演習

練習しておく   
2 時間 

他人の評価表 A を

参考にして演習す

る  
2 時間 

10 指導案の作成④ 本時の目

標、ねらいの設定 

テキスト 26、２

７ページを読んで

おく 
1 時間 モデルを試作して

みる  2 時間 

11 

歌唱共通教材模擬授業④   

３年「茶つみ」「春の小川」

「ふじ山」  

－ICT 機器の活用（CD デッ

キ、 画像の提示、授業の録

画）－ 

教科書の 154～
159 ペ  
ージを演習練習し

ておく   

2 時間 評価表をもとに演

習する  2 時間 

12 指導案の作成⑤ 授業展開の

方法 

テキスト 28 ペー

ジを読んでおく  1 時間 テキスト 30 ペー

ジを完成させる  1 時間 

13 

歌唱共通教材模擬授業⑤ ４

年「さくらさくら」「とん

び」「まきばの朝」「もみ

じ」－ICT 機器の活用（CD デ

ッキ、画像の提示、授業の録

画）－  

ビデオ録画相互批評 

教科書の 160～
169 ページを演習

練習しておく  
2 時間 評価表 B をもとに

演習する  2 時間 

14 
指導案の作成⑥ 模擬授業の

録画映像を見て、工夫・改善

点をまとめる 

教科書の 227～
241 ページを読ん

でおく  
2 時間 

工夫改善をもとに

指導案を作成して

みる 
1 時間 

15 

歌唱共通教材模擬授業⑥ ５

年「こいのぼり」「子守歌」  

「スキーの歌」「冬げしき」

－ICT 機器の活用（CD デッ

キ、画像の提示、授業の録

画）－評価、振り返りの方法 

教科書の 170～
181 ページを演習

練習しておく  
2 時間 録画の反省をもと

に演習する  2 時間 

成 績 評 価 課題・レポート（40%）、指導案（30%）、模擬授業、模擬保育、ロールプレイ（30%） 

153



課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

模擬授業の評価表 A,B を提出させ評価する。模擬授業の録画を利用し評価する。

全体的にはルーブリックを用いて評価する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

『初等科音楽教育法・小学校教員養成課程用』音楽之友社 

『小学校指導要領（平成 29 年告示）解説 音楽編（平成 29 年 7 月 文部科学

省）』東洋館出版 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

教育現場に通じる指導法を会得するために指導案の作成をし、実際の授業を模擬

体験してみる。音楽の実力が必要であることはもちろんであるが、他者の模擬授

業を評価することなどを通し、さらなる資質のレベルアップを図りましょう。 

小学校教諭二種免許状：必修科目 
 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 題材など内容

や時間のまとまりを

見通して、児童の主体

的・対話的で深い学び

の実現が図れるよう

な計画を立てること

ができる  

全般にわた

って完璧に

近い計画が

立 て ら れ

る。 

大きな考え

違いがなく

計画が立て

られる。 

自分の考え

のみではあ

るが最低限

の授業計画

を立てるこ

と が で き

る。 

計画を立て

られない。 
課題・レポート 
（知識・理解・思

考力・判断力・表

現力）  10% 

(1)-2) 学校内・校外の

諸行事を見通して、長

期的指導計画を立て

ることができる。  

年間を通し

ての計画が

ほぼ完璧に

立 て ら れ

る。 

大きな考え

違いがなく

計画が立て

られる。 

最低限の長

期的指導計

画が立てら

れる。 

計画が立て

られない。 
課題・レポート 
（知識・理解・思

考力・判断力・表

現力）  
10% 

(1)-3) 他者との協働

を尊重し合いながら、

表現する音楽を模索

し合う過程を大切に

する指導計画を考え

ることができる。  

過程を大切

にした指導

計画が考え

られる。 

大きな考え

違いがなく

計画が立て

られる。 

計画だけは

考え、立て

ることがで

きる。 

考えること

が で き な

い。 

課題・レポート 
（知識・理解・思

考力・判断力・表

現力）  10% 

(2)-1) 他教科等との

関連を積極的に図り、

音楽科の特質に応じ

た言語活動を適切に

位置づけ、豊かで幅広

い授業展開ができる

よう工夫した計画を

立てることができる。 

工夫した計

画に基づく

指導案を作

成すること

ができる。 

大きな考え

違いがなく

計画が立て

られる。 

豊かで工夫

した計画に

は至らない

が、最低限

の計画はで

きる。 

計画ができ

ない。 
課題・レポート 
（知識・理解・思

考力・判断力・表

現力）  10% 

(2)-2) 指導のねらい

に即して身体を動か

し表現させたり、情報

機器や教育機器の活

用方法を模索したり

し、深く多様で幅広い

体験をさせる授業展

開を考え計画を立て

ることができる。  

深く多様な

体験をさせ

る授業展開

を充分考え

ることがで

きる。 

ほぼ間違い

ない授業展

開が考え計

画を立てら

れる。 

勘違いがあ

るが最低限

の授業展開

ができる。 

深く多様で

幅広い体験

をさせる授

業展開がで

きない。 

模擬授業、模擬

保育、ロールプ

レイ 
（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力）  
15% 
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(2)-3) 自分たちが作

った曲を大切にさせ

ることにより、著作者

の創造性を尊重し、音

楽文化の継承、発展、

創造を支える素地に

なることに気がつく

展開を考え計画を立

てることができる。  

幅広く豊か

な展開を考

え計画を立

てることが

できる。 

大きな間違

いのない考

えにより展

開を考え計

画を立てる

ことができ

る。 

勘違いがあ

るが最低限

の授業展開

ができる。 

授業展開が

つ く れ な

い。 

模擬授業、模擬

保育、ロールプ

レイ 
（関心・意欲・思

考力・判断力・表

現力）  
15% 

(3)-1) 題材、題材研

究、題材設定の理由

を、多岐にわたり精査

することができる。  

多岐にわた

り精査でき

る。 

充分とは言

えないが精

査しようと

している。 

基本を踏ま

えることは

できる。 

基本が理解

できていな

い。 

指導案 
（知識・理解・思

考力・判断力・問

題解決力）  

30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

図画工作科指導法 

Teaching Methods of Art and 
Handicrafts 

児童教育学科  

初等教育学専攻 
22EPTS2024 

１年次 

２年次 

（R3 年度入学生） 

後期 

前期 

 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2 必修 縄田 也千 
 
 

ディプロマ・ 

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 
○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 
○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 
○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 
 

概 要 
図画工作科における教育目標、育成を目指す資質・能力を理解し、学習指導要領に示された

図画工作科の学習内容について背景となる学問領域と関連させて理解を深めるとともに、

様々な学習指導理論を踏まえて具体的な授業場面を想定した授業設計を身に付ける 

到達目標 

(1)-1) 図画工作科教材研究の目標及び内容 ：学習指導要領のおける図画工作科の目標及び主

な内容並びに全体構造を理解している。  

(1)-2) 図画工作科教材研究の目標及び内容 ：個別の学習内容について指導上の留意点を理解

している。  

(1)-3) 図画工作科教材研究の目標及び内容 ：図画工作科の学習評価の考え方を理解している。  

(1)-4) 図画工作科教材研究の目標及び内容 ：図画工作科の背景となる学問領域との関係を理

解し、教材研究に活用することができる。  

(2)-1) 図画工作の指導方法と授業方針を理解している：子どもの認識・思考・学力等の実態を

視野に入れた授業設計の重要性を理解している。  

(2)-2) 図画工作の指導方法と授業方針を理解している：図画工作科の特性に応じた教材の効果

的な活用法を理解し授業設計に活用することができる。  

(2)-3) 図画工作の指導方法と授業方針を理解している：学習指導案の構成を理解し、具体的な

授業を想定した授業設計と学習指導案を作成することができる。  

(2)-4) 図画工作の指導方法と授業方針を理解している：模擬授業の実施との振り返りを通し

て、授業改善の視点を身に付けている。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 

図画工作科指導法とはどのよ

うな授業か、図画工作は何の

ためにあるのか、その目標や

内容を理解する。 

事前に配った

プリントを読

む 

2 時間 

図化工作科指導法の

目標、内容理解につ

いて考察し感想を書

く 

2 時間 

2 

低学年～中学年の教科書を見

ながら、低学年～中学年の学

習内容と特徴を学ぶ。 

前時に配った

小学生の教科

書に目を通す

通 

2 時間 

低学年、中学年教科

書の内容理解につい

て考察し感想を書く 

2 時間 

3 

中学年～高学年の教科書を見

ながら、中学年～高学年の学

習内容と特徴を学ぶ。 

前時に配った

小学生の教科

書に目を通す 

2 時間 

中学年、高学年教科

書の内容理解につい

て考察し感想を書く 

2 時間 

4 

造形遊びの意義とその内容に

ついて実践し、その意義を理

解する。 

前時に配った

「造形遊び」

のプリントに

目を通す 

2 時間 

「造形遊び」の内容

理解について考察し

感想を書く 

2 時間 
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5 

図画工作における絵画・デザ

イン・工芸・彫刻の各領域の

内容を理解し、図画工作教材

との関連を理解する。 

前時に配った

「各領域」に

ついてのプリ

ントに目を通

す 

2 時間 

「各領域」の内容理

解について考察し感

想を書く 

2 時間 

6 

図画工作で使用する用具の特

質と使い方を学ぶ①(クレヨ

ン・コンテ・マーカー・色鉛

筆で線遊びをする) 

前時に配った

「用具の特質

①」について

のプリントに

目を通す 

2 時間 

用具の特質を知った

上で使えたかを考察

し感想を書く 

2 時間 

7 

図画工作で使用する用具の特

質と使い方を学ぶ②(竹ペン・

墨で観察画を描く「にぼし」) 

前時に配った

「用具の特質

②」について

のプリントに

目を通す 

2 時間 

用具の特質を知った

上で使えたかを考察

し感想を書く 

2 時間 

8 

図画工作で使用する用具の特

質と使い方を学ぶ③（透明水

彩・ポスターカラーでバチッ

クなどを体験する） 

前時に配った

「用具の特質

③」について

のプリントに

目を通す 

2 時間 

用具の特質を知った

上で使えたかを考察

し感想を書く 

2 時間 

9 

「コラージュ」(モダンテクニ

ック)の歴史（美術史）につい

て映像資料を通して学授業を

想定しながら雑誌、新聞紙を

ちぎり、「見立て遊び」を経

験する。 

前時に配った

プリントに目

を通す 

2 時間 

コラージュの歴史を

知り、紙を使用して

制作できたかを振り

返り感想を書く 

2 時間 

10 

「コラージュ」のテクニック

を学び、授業を想定しながら

枯れ葉で「見立て遊び」を経

験する。 

前時に配った

プリントに目

を通す 

2 時間 

コラージュの技法で

自然物を使用して制

作できたかを振り返

り感想を書く 

2 時間 

11 

「コラージュ」のテクニック

を学び、授業を想定しながら

雑誌から「同じ色集め」を経

験する。(色彩学) 

前時に配った

プリントに目

を通す 

2 時間 

コラージュの技法で

「同じ色」を集めて

制作できたかを振り

返り感想を書く 

2 時間 

12 

コラージュ作品を並べ、先

生、児童になってお互いの作

品の良いところを見つけて評

価することができる。 

前時に配った

プリントに目

を通す 

2 時間 

教師の立場に立っ

て、お互いの作品の

講評ができたかを考

察し感想を書く 

2 時間 

13 

画像や映像をもとにしたイメ

ージトレーニングを通じて、

発想力を身につける。(ict 機器

を活用) 

前時に配った

プリントに目

を通す 

2 時間 

教師自身の想像力、

創造力が身に付いた

かを考察し感想を書

く 

2 時間 

14 

好きな物や人形を好きな場所

に配置し撮影。その後「物

語」を作ることができる。(ict

機器を活用) 

前時に配った

プリントに目

を通す 

2 時間 

教師自身の想像力、

創造力が身に付いた

か考察し感想を書く 

2 時間 

15 

紙の種類と特質を知り、使い

こなせるようになる。（飛び

出すカード、六角返し他） 

前時に配った

「紙」に関す

るプリントに

目を通す 

2 時間 

紙の特質を理解した

上で制作できたかを

振り返り感想を書く 

2 時間 

 

回 授業内容 予習内容 
予習

時間 
復習内容 

復習

時間 

16 

牛乳パック、コロッコで「私

たちの町」を作って共同作品

のたのしさを味わい、その意

義を学ぶ。 

共同制作につ

いてのプリン

トに目を通す 

2 時間 

共同制作について理

解し制作ができたか

を振り返り感想を書

く 

2 時間 

17 

モダンテクニック①マーブリ

ングやデカルコマニー、スク

ラッチステンシル、ドリッピ

モダンテクニ

ック①につい
2 時間 

モダンテクニック①

について理解し、制
2 時間 
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ング、スクラッチ等で「感想

画」を描く。 

 

てのプリント

に目を通す。 

作ができたかを振り

返り感想を書く 

18 

モダンテクニック②マーブリ

ングやデカルコマニー、スク

ラッチステンシル、ドリッピ

ング、スクラッチ等で「空想

画」を描く。 

モダンテクニ

ック②につい

てのプリント

に目を通す 

2 時間 

モダンテクニック②

について理解し、制

作ができたかを振り

返り感想を書く 

2 時間 

19 

キット教材の研究①特質や問

題点を認識し、授業計画の中

に取り込むことができる。 

前時に配った

キット教材に

ついてのプリ

ントに目を通

す 

2 時間 

キット教材について

理解しているか考察

し感想を書く 

2 時間 

20 

キット教材の研究②特質や問

題点を認識し、授業計画の中

に取り込むことができる。 

前時に配った

キット教材に

ついてのプリ

ントに目を通

す 

2 時間 

キット教材について

理解しているか考察

し感想を書く 

2 時間 

21 

版画の研究① 作品の画像を

もとに版画の種類を各技法の

特徴と用具を学ぶ。 

前時に配った

版画の研究①

のプリントに

目を通す 

2 時間 

版画の特質を理解し

作品制作ができたか

を振り返り感想を書

く 

2 時間 

22 

版画の研究② 映像資料をも

とにスチレン版画、回転版画

の制作手順を知る。（低学

年） 

前時に配った

版画の研究②

のプリントに

目を通す 

2 時間 

版画の特質を理解し

作品制作ができたか

を振り返り感想を書

く 

2 時間 

23 

版画の研究③ 映像資料をも

とに紙版画、木版画の制作手

順を知る。（中学年・高学

年） 

前時に配った

版画の研究③

のプリントに

目を通す 

2 時間 

版画の特質を理解し

作品制作ができたか

を振り返り感想を書

く 

2 時間 

24 

立体に表すとは？粘土、紙、

木、廃材を使った立体作品の

鑑賞を通じて、立体造形のた

のしさと意義を学ぶ。粘土の

種類と特質を知り、使いこな

せるようになる。（本物そっ

くり） 

前時に配った

「立体造形、

粘土」につい

てのプリント

に目を通す 

2 時間 

立体に表す事の意

義、鑑賞についての

理解ができているか

考察し感想を書く 

2 時間 

25 

絵巻物の作成（鳥獣人物戯

画）日本の美術への理解を深

め、授業に取り入れる事がで

きる。 

絵巻物の作成

（鳥獣人物戯

画）日本の美

術への理解を

深め、授業に

取り入れる事

ができる 

2 時間 

絵巻物の歴史を理解

しているかを考察し

感想を書く 

2 時間 

26 

今までの教材から好きなもの

を選んで指導案を書いてみ

る。(後期の模擬授業にむけて) 

前時に配った

指導案につい

てのプリント

に目を通す 

2 時間 

学年を想定して今ま

での教材を使った指

導案が書けたか考察

し感想を書く 

2 時間 

27 

模擬授業の実践①各自の作成

した低学年の指導案を元にし

て実践する。 

低学年用の指

導案に目を通

す 

2 時間 

指導案を元に実践で

きたかを考察し感想

を書く。 

2 時間 

28 

模擬授業の実践②各自の作成

した低学年の指導案を元にし

て実践する。 

中学年用の指

導案に目を通

す 

 

2 時間 

指導案を元に実践で

きたかを考察し感想

を書く。 

2 時間 

29 

模擬授業の実践③各自の作成

した低学年の指導案を元にし

て実践する。 

高学年用の指

導案に目を通

す 

2 時間 

指導案を元に実践で

きたかを考察し感想

を書く。 

2 時間 

30 
１年間の授業で制作したもの

と模擬授業を振り返り、お互

ファイルを整

理して実際の

授業に使用で

2 時間 
ファイル作品を整理

する 
2 時間 
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いに批評し合い実習に活用で

きるようにする。 

きそうな教材

を選ぶ 

成 績 評 価 
「作品」(作品の完成度・技能・発想力) 50% 「課題・レポート」(理解・思考力)20％ 

「授業への取り組み」(意欲・関心・態度・表現力)30％ 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

毎回の考察・感想文の提出。 

前半、後半３０コマ分の作品ファイルを作成し、毎回振り返りを行う。後に返却

する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：『小学校指導要領（平成 29 年告示）解説 図画工作編（平成 29 年 7

月 文部科学省）』日本文教出版、  

『図画工作科教材研究』山口短期大学 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

図画工作は、子どもの「心」を育てる大切な科目で、アクティブラーニングその

もといえます。子どもの素直な表現を認め、評価できる教師を育成します。 

小学校教諭二種免許状：必修科目 

 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)-1) 学習指導要領

のおける図画工作科

の目標及び主な内容

並びに全体構造を理

解している。  

ほぼ完璧に理

解、説明でき

る。 

大きな間違い

がなく、基本

を理解し、説

明できる。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を理解、説明

できる。 

全く理解でき

ていない。  

説 明 で き な

い。 

課題・レポート 

（理解・思考

力） 

4% 

(1)-2) 個別の学習内

容について指導上の

留意点を理解してい

る。  

ほぼ完璧に理

解、説明でき

る。 

大きな間違い

がなく理解、

説明できる。 

間違いはいく

つかあるが理

解 説 明 で き

る。 

全く理解でき

ていない。  

 

課題・レポート 

（理解・思考

力） 

4% 

(1)-3) 図画工作科の

学習評価の考え方を

理解している。  

ほぼ完璧に理

解し、説明で

きる。 

大きな間違い

が な く 理 解

し、説明でき

る。 

間違いはいく

つかあるが理

解し、説明で

きる。 

全く理解でき

ていない。  

説 明 で き な

い。 

課題・レポート

（理解・思考

力） 

4% 

(1)-4)図画工作科の背

景となる学問領域と

の関係を理解し、教材

研究に活用すること

ができる。  

ほぼ完璧に理

解し、教材研

究を活用した

作品制作がで

きる。 

大きな間違い

が な く 理 解

し、教材研究

を活用し作品

制作できる。 

間違いはいく

つかあるが、

理解し、教材

研究を活用し

た作品制作が

できる。 

全く理解でき

ない。教材研

究を活用した

作品制作がで

きない。 

作品作成 

（作品の完成

度・技能・発想

力）  

 

15% 

ほぼ完璧に意

欲・関心を持

って取り組ん

でいる。 

大きな間違い

もなく意欲・

関心を持って

取り組んでい

る。 

間違いはいく

つかあるが意

欲・関心を持

って取り組ん

でいる。 

全く意欲・関

心がなく、取

り組めていな

い。 

授業への取り

組み 

（意欲・関心・

態度・表現力） 

10% 

(2)-1) 子どもの認識・

思考・学力等の実態を

視野に入れた授業設

計の重要性を理解し

て模擬授業に取り組

める。 

ほぼ完璧に理

解し、学年や

発達を視野に

入れた教材選

択ができる。 

大きな間違い

がなく、基本

を理解し学年

や発達を視野

に入れた教材

選 択 が で き

る。 

間違いはいく

つかあるが基

本を理解し学

年や発達を視

野に入れた教

材選択ができ

る。 

全く理解でき

ていない。  

学年や発達を

視野に入れた

教材選択がで

きない。 

作品作成 

（作品の完成

度・技能・発想

力）  15% 

ほぼ完璧に意

欲・関心を持

って取り組ん

大きな間違い

もなく意欲・

関心を持って

間違いはいく

つかあるが意

欲・関心を持

全く意欲・関

心がなく、取

り組めていな

授業への取り

組み 

（意欲・関心・

10% 
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でいる。 取り組んでい

る。 

って取り組ん

でいる 

い。 態度・表現力） 

(2)-2) 図画工作科の

特性に応じた教材の

効果的な活用法を理

解し授業設計や模擬

授業に活用すること

ができる。  

ほぼ完璧に教

材、用具を効

果的に活用し

た作品制作が

できている。 

大きな間違い

がなく教材、

用具を活用し

た作品制作が

できている。 

間違いは少し

あるが教材、

用具を活用し

た作品制作が

できている。 

全く教材、用

具を活用した

作品制作がで

きていない。  

作品作成 

（作品の完成

度・技能・発想

力）  

10% 

ほぼ完璧に意

欲・関心を持

って取り組ん

でいる。 

大きな間違い

もなく意欲・

関心を持って

取り組んでい

る。 

間違いはいく

つ か あ る 意

欲・関心を持

って取り組ん

でいる 

全く集中力が

なく、取り組

めていない。 

授業への取り

組み 

（意欲・関心・

態度・表現力） 

10% 

(2)-3) 学習指導案の

構成を理解し、具体的

な授業を想定した授

業設計と学習指導案

を作成することがで

きる。  

ほぼ完璧に指

導案を書くこ

とができる。 

大きな間違い

がなく指導案

を書くことが

できる。 

間違いはいく

つかあるが、

指導案を書く

こ と が で き

る。 

全く指導案を

書けない。  

 

課題・レポート 

（理解・思考

力） 4% 

ほぼ完璧に指

導案に合った

教材作品制作

ができる。 

大きな間違い

がなく指導案

に合った教材

作 品 が で き

る。 

間違いはいく

つかあるが指

導案に合った

教材作品がで

きる。 

全く指導案に

合った教材作

品 が で き な

い。 

作品作成 

（作品の完成

度・技能・発想

力） 

10% 

(2)-4)模擬授業の振り

返り、授業改善の視点

を身に付けている。  

ほぼ完璧に振

り返りができ

ている。 

大きな間違い

がなく、振り

返りができて

いる。 

間違いはいく

つかあるが、

振り返りがで

きている。 

全く振り返り

ができない。 

課題・レポート 

（理解・思考

力） 
4% 

 



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

体育科指導法 
Teaching Methods of Physical 

Education 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPTS2025 ２年次 通年 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 2 必修 手島 史子  
 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有しているこ

と。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとることが

できること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけてい

ること。 ○ 

概 要 

今日の社会及び将来の社会において求められている「生涯にわたって健康を保持増進し、豊か

なスポーツライフを実現する」ために必要な資質・能力を、学習指導要領に示された体育教科

の学習内容を中心に理解する。また、それを子どもたちが身につけるための学習指導理論を実

践的に学修し、実践できる基礎的な資質・能力を理解する。 

到達目標 

(1)-1) 今日及び将来の社会とスポーツの価値について述べることができる。  

(1)-2) 学習指導要領の目標について説明できる。  

(1)-3) 学習指導要領の内容について説明できる。  

(2)-1) 各学習内容の指導上の留意点を挙げることができる。  

(2)-2) 体育教科の評価の在り方について述べることができる。  

(3)-1) スポーツそれ自体の面白さに基づいた取り組みの必要性を理解できる  

(3)-2) スポーツを行うための必要条件について理解し説明できる。  

(3)-3) 器械運動の特有の面白さを理解し、授業計画作成ができる。  

(3)-4) 体づくりの基礎技術を理解し、授業計画作成ができる。  
(4)-1) 「目的・目標―内容―教材―方法―評価の統一」の意味を理解し、授業計画案を作成で

きる。  
(4)-2) 自分で作成した授業計画を 1)に基づき検討することができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 学習指導要領「体育教科」の読み方   配布資料を読み

返す。 2 時間  

2 学習指導要領「体育教科」の目標と

現代社会について 

学習指導要領を体

育科の目標につい

て読んでおく。 
2 時間  授業の要点をま

とめる。  2 時間  

3 学習指導要領「体育教科」の学年別

にみる内容について 

学習指導要領を体

育科の内容につい

て読んでおく。 
2 時間  授業の要点をま

とめる。 2 時間  

4 学習指導要領「体育教科」の内容と

指導上の留意点 

学習指導要領を体

育科の内容の取り

扱いについて読ん

でおく。 

2 時間  授業の要点をま

とめる。 2 時間  
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5 自分達が受けてきた「体育教科」を

振り返る（意見交換及び報告） 

前回の資料を読ん

で復習しておく。 2 時間  授業の要点をま

とめる。  2 時間  

6 体育教科の授業計画をつくるときの

基礎知識 

前回の資料を読ん

で復習しておく。 2 時間  授業の要点をま

とめる。  2 時間  

7 器械運動（マット運動）の特質と基

礎技術とは何かついて 

前回の資料を読ん

で復習しておく。 2 時間  授業の要点をま

とめる。  2 時間  

8 器械運動（マット運動）の基礎技術

と運動学習法について① 

前回の資料を読ん

で復習しておく。 2 時間  授業の要点をま

とめる。 2 時間  

9 器械運動（マット運動）の基礎技術

と運動学習法について② 

前回の資料を読ん

で復習しておく。 2 時間  授業の要点をま

とめる。  2 時間  

10 表現としてのマット運動（連続技の

特質） 

前回の資料を読ん

で復習しておく。 2 時間  授業の要点をま

とめる。  2 時間  

11 マット運動の連続技の構成の違いに

よる感覚の違い（意見交換及び報告） 

前回の資料を読ん

で復習しておく。 2 時間  授業の要点をま

とめる。  2 時間  

12 
連続技づくりの技術習得のための指

導法の検討①（グループでの活動）

（ICT の活用） 

前回の資料を読ん

で復習しておく。 2 時間  授業の要点をま

とめる。 2 時間  

13 
連続技づくりの技術習得のための指

導法の検討②（グループでの活動）

（ICT の活用） 

指導案の作成をす

る。 2 時間  授業の要点をま

とめる。  2 時間  

14 連続技の発表および指導法への気づ

きの共有（報告）①（ICT の活用） 

指導案の作成をす

る。 2 時間  授業の要点をま

とめる。 2 時間  

15 器械運動のマット運動の評価方法に

ついての検討 

指導案の作成をす

る。 2 時間  授業の要点をま

とめる。 2 時間  

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

16 
「豊かなスポーツライフの実現」を

視点とした小学校での体育教科の授

業の検討（意見交換） 

学習指導要領を体

育科の目標につい

て読んでおく。 
2 時間  授業の要点をま

とめる。 2 時間  

17 
学習指導要領体育教科における体づ

くり運動の持久走の目標及び内容に

ついて 

前回の資料を読ん

で復習する。 2 時間  授業の要点をま

とめる。 2 時間  

18 持久走の基礎技術と指導法の検討 
前回の資料を読ん

で復習する。 2 時間  授業の要点をま

とめる。 2 時間  

19 持久走を科学的に考察する－データ

の収集とその意味－ 

前回の資料を読ん

で復習する。 2 時間  授業の要点をま

とめる。 2 時間  

20 持久走の技術習得のためのグループ

学習（情報機器の使用の検討） 

前回の資料を読ん

で復習する。 2 時間  授業の要点をま

とめる。 2 時間  

21 
ペースを維持するための方法の検討

①（グループによる検討）指導案の

作成 

前回の資料を読ん

で復習する。 2 時間  授業の要点をま

とめる。 2 時間  

22 
ペースを維持するための方法の検討

②（グループによる検討）指導案の

作成 

前回の資料を読ん

で復習する。 2 時間  授業の要点をま

とめる。 2 時間  

23 
ペースを維持するための方法の検討

③（グループによる検討）指導案の

作成 

前回の資料を読ん

で復習する。 2 時間  指導案の作成を

する。 2 時間  

24 距離を伸ばしたときのペースと心拍

数と心理的運動強度の関係  

指導案の作成をす

る。 2 時間  授業の要点をま

とめる。 2 時間  

25 水泳の近代泳法と初心者指導法の基

礎知識 

指導案の作成をす

る。 2 時間  授業の要点をま

とめる。 2 時間  

26 幼児期から低学年までの水あそびの

意味と接続 

指導案の作成をす

る。 2 時間  授業の要点をま

とめる。 2 時間  
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27 保健の授業（体きづき）と実践に学

ぶ① 

指導案の作成をす

る。 2 時間  授業の要点をま

とめる。 2 時間  

28 保健の授業（体きづき）と実践に学

ぶ② 

指導案の作成をす

る。 2 時間  授業の要点をま

とめる。 2 時間  

29 様々な運動・スポーツの歴史（運動

文化） 

自身の指導案を見

直す。 2 時間  授業の要点をま

とめる。 2 時間  

30 
授業計画作成における「目的・目標

－内容－教材－方法－評価の統一」

という視点と評価の観点 

前回の資料を読ん

で復習する。 2 時間  授業の要点をま

とめる。 2 時間  

成 績 評 価 授業への取り組み（30%）、グループワーク・グループ討議（30%）、指導案（30%）

課題・レポート（10%） 

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの

方法 

各授業でレポートをした場合は、翌週にコメントを付けて返却する。また授業の検討

会や意見交換会では授業内でフィードバックをする。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

『小学校指導要領（平成 29 年告示）解説 体育編（平成 29 年 7 月 文部科学省）』 
授業中に適時資料を配付する。  

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

実践と理論（身体を動かして実践しながら、考えるということ）を大切に、みんなで

学び合える環境をつくりましょう。  
小学校教諭二種状：必修科目  

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 今日及び将来

の社会とスポーツの

価値について述べる

ことができる。  

スポーツの価

値について今

日的状況を踏

まえて考えを

述べられる。 

スポーツの価

値について資

料などを参考

に考えを述べ

られる。 

自分なりの経

験的な考えを

述べることが

できる。 

スポーツの価

値について述

べることがで

きない。 

授業への取り

組み 
（関心・意欲・

態度）  
10% 

(1)-2) 学習指導要領

の目標について説明

できる。  

自分の言葉で

説明できるほ

ど理解してい

る。 

大きな間違い

がなく、基本

を理解してい

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を理解し説明

できる。 

説明できてい

ない。 
授業への取り

組み 
（関心・意欲・

態度）  
10% 

(1)-3) 学習指導要領

の内容について説明

できる。  

自分の言葉で

説明できるほ

ど理解してい

る。 

大きな間違い

がなく、基本

を理解してい

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を理解し説明

できる。 

説明できてい

ない。 
授業への取り

組み 
（関心・意欲・

態度）  
10% 

(2)-1) 各学習内容の

指導上の留意点を挙

げることができる。  

自分の言葉で

説明できるほ

ど理解してい

る。 

大きな間違い

がなく、基本

を理解してい

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を理解し説明

できる。 

説明できてい

ない。 
指導案 
（思考力・判断

力・創造性）  10% 

(2)-2) 体育教科の評

価の在り方について

述べることができる。 

自分の言葉で

説明できるほ

ど理解してい

る。 

大きな間違い

がなく、基本

を理解してい

る。 

間違いはいく

つかあるが、

述べられる。 

述べられてい

ない。 
グループワー

ク・グループ討

議 
（知識・理解・

思考力・判断

力）  

15% 
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(3)-1) 運動・スポーツ

それ自体の面白さに

基づいた取り組みの

必要性を理解できる 

自分の言葉で

説明できるほ

ど理解してい

る。 

大きな間違い

がなく、基本

を理解してい

る。 

間違いはいく

つかあるが、

説明できる。 

説明できてい

ない。 
グループワー

ク・グループ討

議 
（知識・理解・

思考力・判断

力）  

15% 

(3)-2) 運動・スポーツ

を行うための必要条

件について理解し説

明できる。  

自分の言葉で

説明できるほ

ど理解してい

る。 

大きな間違い

がなく、基本

を理解してい

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を理解し説明

できる。 

説明できてい

ない。 
課題・レポート 
（思考力・判断

力・創造性）  10% 

(3)-3) 器械運動の特

有の面白さを理解し、

授業計画作成ができ

る。  

マット運動そ

れ自体の面白

さを押さえた

授業計画がで

きる。 

マット運動の

面白さを自分

の言葉で説明

できるほど理

解している。 

マット運動の

面白さの知識

を知る程度で

理 解 し て い

る。 

理解できてい

ない。 
指導案 
（知識・理解・

思考力・判断

力・創造性）  
5% 

(3)-4) 体づくり（持久

走）の基礎技術を理解

し、授業計画作成がで

きる。  

短距離走それ

自体の面白さ

を押さえた授

業計画ができ

る。 

短距離走の面

白さを自分の

言葉で説明で

きるほど理解

している。 

短距離走の面

白さの知識を

知る程度で理

解している。 

理解できてい

ない。 
指導案 
（知識・理解・

思考力・判断

力・創造性）  
5% 

(4)-1) 「目的・目標―
内容―教材―方法―
評価の統一」の意味を

理解し、授業計画案を

作成できる。  

ほぼ完ぺきに

理 解 し て い

る。 

大きな間違い

がなく、基本

を理解してい

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を理解し作成

できる。 

理解できてい

ない。 
指導案 
（知識・理解・

思考力・判断

力・創造性）  
5% 

(4)-2) 自分で作成し

た授業計画を 1)に基

づき検討することが

できる。  

十分に検討で

きる。 
ある程度検討

できる。 
間違いはある

が、検討でき

る。 

検討できてい

ない。 
指導案 
（表現力・創造

性・協働性・問

題解決力）  

5% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

家庭科指導法 
Teaching Methods of Home 

Economics 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPTS2026 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 選択 三時 貴久子 ○ 

実務家教員 
の詳細 小学校教諭としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。    

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 ○ 

概 要 
小学校学習指導要領家庭における教育目標、育成を目指す資質・能力を理解し、学習内容に

ついて他教科との関連や歴史的背景について理解を深めるとともに、様々な学習指導理論を

踏まえて具体的な場面を想定した授業設計を行う方法を身に付ける。 

到達目標 

(1)-1) 学習指導要領における家庭の目標及び内容並びに全体構造を理解している。  

(1)-2) 個別の学習内容について指導上の留意点を説明できる。  

(1)-3) 家庭の学習内容の理解や実技に関する評価の考え方について説明できる。  

(1)-4) 他教科との関連や歴史的背景について理解し、教材研究に活用することができる。  
(2)-1) 子供の認識・思考・学力、家庭の状況等の実態を視野に入れた授業設計の重要性を理

解している。  
(2)-2) 情報機器及び教材の効果的な活用方法を理解し、授業設計に活用することができる。  
(2)-3) 様々な指導案の構成を理解し、具体的な授業を想定した授業設計と学習指導案を作成

することができる。  
(2)-4) 模擬授業の実施とその振り返りを通して授業改善の視点を身に付けている。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 家庭科教育の意義と歴史につ

いて理解する。 

テキストｐ１３か

ら１５を読んでお

く。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる。 
2 時間  

2 指導要領に示された家庭の目

標及び内容構成を理解する。 

指導要領解説ｐ１

２から１６までを

読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる。 
2 時間  

3 指導計画の作成・内容の取り

扱いについて理解する。 

指導要領解説ｐ７

１から７９までを

読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる。 
2 時間  

4 
小学校家庭科における子供の

家庭理解及び家庭との連携の

重要性について理解する。 

指導要領解説ｐ８

０から８３までを

読んでおく。 
2 時間  

授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる。 
2 時間  

5 

ICT を活用した「Ａ家族・家庭

生活」について実践上の留意

点を学ぶ。乳幼児の育児や高

齢者の介護に関する映像を用

いた授業の展開を学ぶ。 

指導要領解説ｐ２

０から３１までを

読んでおく。 
2 時間  

実践上の留意点と

映像を用いた授業

の展開についてま

とめる。 

2 時間  
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6 

ICT を活用した「Ｂ衣食住の生

活」について、実践上の留意

点（１）を学ぶ。－包丁、ア

イロン、ミシン等の用具の安

全な使い方を指導するため

に、ICT を使用し映像資料を作

成する方法を学ぶ。 

児童用教科書の該

当ページを読み、

指導上のポイント

をまとめておく。 

2 時間  資料作成上の留意

点をまとめる。 2 時間  

7 

ICT を活用した｢Ｂ衣食住の生

活｣について、実践上の留意点

（２）を学ぶ。－道具の扱い

方をタブレットで撮影しあ

い、映像を見て技能を高めよ

うとするための指導を学ぶ。 

児童用教科書の該

当ページを読み、

実践上の留意点を

まとめておく。 

2 時間  映像撮影上の留意

点をまとめる。 2 時間  

8 

ICT を活用した「Ｃ消費生活・

環境」について、実践上の留

意点を学ぶ。－情報通信機器

を用いて生活・環境の問題を

調べ、情報を収集・整理し、

発表するまでを指導する方法

を学ぶ。 

児童用教科書の該

当ページを読み、

実践上の留意点を

まとめておく。 

2 時間  指導の手順をまと

める。 2 時間  

9 指導案作成の手順及び評価の

意義や方法を理解する。 

指導案作成につい

て、配付資料を読

んでおく。 
2 時間  

指導案作成の手順

評価の意義、方法

をまとめる。 
2 時間  

10 

「Ａ家族・家庭生活」につい

て模擬授業の教材を選び、学

習指導案の作成、パソコンを

用いて資料の準備を行う。 

指導要領解説と児

童用教科書の該当

ページを読んでお

く。 

2 時間  
学習指導案の再考

を行い完成させ

る。 
2 時間  

11 模擬授業の実践と振り返り・

評価を行う。 

模擬授業の発問板

書計画を準備す

る。 
2 時間  

模擬授業後の検討

会で学んだことを

まとめる。 
2 時間  

12 

「Ｂ衣食住の生活」について

模擬授業の教材を選び、学習

指導案の作成、パソコンを用

いて資料の準備を行う。 

指導要領解説と児

童用教科書の該当

ページを読んでお

く。 

2 時間  
学習指導案の再考

を行い完成させ

る。 
2 時間  

13 模擬授業を実践し、振り返り

と評価を行う。 

模擬授業の発問板

書計画を準備して

おく。 
2 時間  

模擬授業後の検討

会で学んだことを

まとめる。 
2 時間  

14 

「Ｃ消費生活・環境」につい

て模擬授業の教材を選び、学

習指導案の作成、パソコンを

用いて資料準備を行う。 

指導要領解説と児

童用教科書の該当

ページを読んでお

く。 

2 時間  
学習指導案の再考

を行い完成させ

る。 
2 時間  

15 
模擬授業の実践を録画した映

像をもとに、振り返りと評価

を行う。 

模擬授業の発問板

書計画を準備して

おく。 
2 時間  検討会で学んだこ

とをまとめる。 2 時間  

成 績 評 価 定期試験（35%）、指導案（18%）、教材作成（17%）、授業への取り組み（15%）、

グループワーク・グループ討議（15%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

提出物について、評価できる点や改善点を示す。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：小学校学習指導要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）、『家庭科

教材研究』山口短期大学 

参考文献：『小学校指導要領（平成 29 年告示）解説 家庭編（平成 29 年 7 月 

文部科学省）』東洋館出版  

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

子供が自分の家庭生活を見つめ直し、改善し、よりよい生活者としての歩みがで

きるようにするための家庭科の授業はどうあるべきかを一緒に学びましょう。 

小学校教諭二種免許状：選択必修科目 

166



 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 学習指導要領

における家庭の目標

及び内容並びに全体

構造を理解している。 

ほぼ完璧に理

解し、説明でき

る。 

大きな間違い

がなく理解し、

説明できる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本は

理解し説明で

きる。 

理解できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解）  20% 

(1)-2) 個別の学習内

容について指導上の

留意点を説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、説明で

きる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本は

説明できる。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解）  
10% 

(1)-3) 家庭の学習内

容の理解や実技に関

する評価の考え方に

ついて説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、説明で

きる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本は

説明できる。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（理解）  5% 

(1)-4) 他教科との関

連や歴史的背景につ

いて理解し、教材研究

に活用することがで

きる。 

ほぼ完璧に理

解し、活用でき

る。 

大きな間違い

なく理解し、活

用できる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本は

理解し活用で

きる。 

理解が不足し、

活用できてい

ない。 

指導案 
（理解） 3% 

教材作成 
（理解） 2% 

(2)-1) 子供の認識・思

考・学力、家庭の状況

等の実態を視野に入

れた授業設計の重要

性を理解している。 

実態把握の重

要を十分理解

し、授業設計で

きている。 

実態把握の重

要性を理解し、

授業設計でき

る。 

実態把握の重

要性は理解で

きているが授

業設計に十分

生かせていな

い。 

実態把握の重

要性を視野に

入れた授業設

計ができない。 

指導案 
（理解・判

断力）  
5% 

教材作成 
（理解・判

断力）  
5% 

(2)-2) 情報機器及び

教材の効果的な活用

方法を理解し、授業設

計に活用することが

できる。 

ICT 等の効果

的な活用方法

を理解し授業

設計に活用で

きる。 

ICT 等の活用

方法を理解し

授業設計に活

用できる。 

ICT 等の活用

方法は理解し

ているが、授業

設計に十分活

用できていな

い。 

ICT 等を活用

した授業設計

ができない。 

指導案 
（理解・創

造性）  
5% 

教材作成 
（理解・創

造性）  
5% 

(2)-3) 様々な指導案

の構成を理解し、具体

的な授業を想定した

授業設計と学習指導

案を作成することが

できる。 

ほぼ完璧に理

解し、授業設計

と学習指導案

を作成できる。 

大きな間違い

なく理解し、授

業設計と学習

指導案を作成

できる。 

理解が不十分

な部分はある

が、授業設計と

学習指導案を

作成できる。 

作成できてい

ない。 
指導案 
（理解・思

考力・表現

力） 

5% 

教材作成 
（理解・思

考力・表現

力） 

5% 

(2)-4) 模擬授業の実

施とその振り返りを

通して授業改善の視

点を身に付けている。 

模擬授業の実

践を行い、改善

の視点を身に

付けている。 

模擬授業の実

践を行い、授業

改善の視点を

ほぼ身に付け

ている。 

模擬授業の実

践はできるが、

改善点への意

欲は不十分で

ある。 

模擬授業の実

践も振り返り

もできていな

い。 

授業への

取り組み 
（態度・思

考力・表現

力・技能） 

15% 

グループ

ワーク・グ

ループ討

議 
（態度・思

考力・表現

力・技能） 

15% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

道徳の理論と指導法 
Moral Theory and 
Teachin Method  

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPTS1027 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 1 必修 西田 稔 ○ 

実務家教員 
の詳細 小学校教諭としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。  

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 ○ 

概 要 

学校における道徳教育の重要性の認識のもと、道徳の根本理念に基づいて確かな識見と展望

をもった教育の推進ができる技量を養うため、学校の全教育活動を通じて行う道徳教育とそ

の要としての役割を持つ道徳科の目標や内容、指導計画、基本的な指導過程や指導法等につ

いて学ぶ。これらを踏まえて教材研究、道徳科学習指導案の作成、模擬授業を行い、道徳科

の実践的指導力を身に付ける。 

到達目標 

(1)-1) 道徳とはどのような学問であるかを説明することができる。  
(1)-2) 道徳と哲学及び儒教思想との関わり、学制発布以降の道徳教育の変遷、今日の社会にお

ける道徳的な課題等について概要を説明することができる。  
(1)-3) 道徳性の発達について理解を深め、児童の道徳性の発達特性について説明することがで

きる。  
(1)-4) 道徳教育の目標と道徳科の目標や内容構成について理解を深め、目標相互の関連や達成

方法について説明することができる。  
(2)-1) 道徳教育全体計画に基づく全教育活動を通じた道徳教育の意義を説明することができ

る。  
(2)-2) 指導の効果を高める道徳科における多様な指導方法とその意義を説明することができ

る。  
(2)-3) 教材の特性について理解を深め、道徳科の授業設計に生かすことができる。  
(2)-4) 基本形式に則って、自己の生き方についての考えを深める道徳科学習指導案を作成する

ことができる。  
(2)-5) 道徳科における評価の意義や目的及び方法を理解し確たる理念に基づいて評価ができ

る。  
(2)-6) 互いに協力して道徳的実践力を培う模擬授業を展開することができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 人間としての生き方を学ぶ道

徳教育 
テキスト序章を読

んでおく。 2 時間  自分の道徳教育観

をまとめる。 2 時間  

2 道徳教育の変遷 テキスト第１章を

読んでおく。 2 時間  道徳教育の歴史的

経緯をまとめる。 2 時間  

3 道徳性の発達と道徳教育 テキスト第２章を

読んでおく。   
2 時間  道徳性の発達特性

を整理する。   2 時間  

4 道徳教育の目標及び内容 テキスト第３章を

読んでおく。   
2 時間  

目標の相互関連、

内容の整理をす

る。 
2 時間  
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5 全教育活動における道徳教育 
テキスト第４章１

～４を読んでお

く。 
2 時間  全教育活動で行う

方法をまとめる。 2 時間  

6 道徳教育計画の策定 テキスト第４章の

５を読んでおく。 
2 時間  作成の意義と要点

をまとめる。   2 時間  

7 道徳科の指導過程と教材・発

問 
テキスト第５章を

読んでおく。   
2 時間  

基本過程に沿った

指導の要点や発問

についてまとめ

る。 

2 時間  

8 道徳科における評価 テキスト第６章を

読んでおく。   
2 時間  

評価の意義、対

象、方法をまとめ

る。 
2 時間  

9 道徳科学習指導案の作成の仕

方 

テキスト第７章及

び道徳科指導書の

関連部分を読んで

おく。 

2 時間  
基本形式、項目、

項目ごとの記載の

要点をまとめる。  

2 時間  

10 
道徳科学習指導案の作成（グ

ループ研究）―低学年教材―
「はしの上のおおかみ」 

テキスト第８章を

読んで、銘々が所

定様式に授業シナ

リオを作成してお

く。    

3 時間  

協議をもとに、

銘々が道徳科学習

指導案「はしの上

のおおかみ」を作

成する。   

4 時間  

11 授業説明（グループ代表）及

び研究協議 

役割分担に従い、

発表内容やその意

図について考えを

まとめておく。     

2 時間  
協議をもとに、指

導案を見直し、完

成させる。     

2 時間  

12 

道徳科学習指導案の作成－中

学年教材－「学級文庫」 －

高学年教材－「転校生がやっ

てきた」 

それぞれの教材に

ついて学習指導案

の原案を作成す

る。   

3 時間  

指導案を作成す

る。（模擬授業実

施分、模擬授業省

略分） 

4 時間  

13 模擬授業の実施 
指導案作成と模擬

授業の準備をす

る。 
2 時間  模擬授業の反省事

項をまとめる。  
2 時間  

14 模擬授業の実施 
指導案作成と模擬

授業の準備をす

る。 
2 時間  模擬授業の反省事

項をまとめる。  2 時間  

15 模擬授業の実施 
指導案作成と模擬

授業の準備をす

る。 
2 時間  模擬授業の反省事

項をまとめる。  2 時間  

成 績 評 価 定期試験（14%）、指導案（26%）、授業への取り組み（6%）、グループワーク・グ

ループ討議（24%）、模擬授業、模擬保育、ロールプレイ（30%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

授業内容の整理メモや課題プリントへコメントしたり、気づきを記入したりして

返却する。  
模擬授業に関しては、指導案作成中のアドバイスや指導案へのコメントの記入、

授業講評等を通じて行う。試験については、ルーブリック評価の結果を伝える。  

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：『道徳教育の研究』山口短期大学  
『小学校指導要領（平成 29 年告示）解説 総則編（平成 29 年 7 月 文部科学

省）』  
『小学校指導要領（平成 29 年告示）解説 小学校特別の教科 道徳編（平成 29
年 7 月 文部科学省）』『小学校新学習指導要領の展開 特別の教科道徳編』 

永田繁雄 編著 明治図書  

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

特別な教科として位置づけられ、教科書の導入も確定するなど、道徳教育に対す

る国民の関心も一層高まっています。人格形成という教育の根幹に直接関わるだ

けに指導者の資質や技量の向上がより一層強く求められています。  
小学校教諭二種免許状：必修科目  
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 道徳とはどの

ような学問であるか

を説明することがで

きる。 

ほぼ完璧に

説明するこ

とができる。 

大きな誤り

なく説明す

ることがで

きる。 

誤りはある

が、大筋につ

いては説明

することが

できる。 

説明するこ

とができな

い。 

定期試験 
（知識・理解） 2% 

授業への取り

組み 
（知識・理解） 

1% 

(1)-2) 道徳と哲学及

び儒教思想との関わ

り、学制発布以降の道

徳教育の変遷、今日の

社会における道徳的

な課題等について概

要を説明することが

できる。  

ほぼ完璧に

説明するこ

とができる。 

大きな誤り

なく説明す

ることがで

きる。 

誤りはある

が、大筋につ

いては説明

することが

できる。 

説明するこ

とができな

い。 

定期試験 
（知識・理解） 1% 

授業への取り

組み 
（知識・理解） 1% 

(1)-3) 道徳性の発達

について理解を深め、

児童の道徳性の発達

特性について説明す

ることができる。  

ほぼ完璧に

説明するこ

とができる。 

大きな誤り

なく説明す

ることがで

きる。 

誤りはある

が、大筋につ

いては説明

することが

できる。 

説明するこ

とができな

い。 

定期試験 
（知識・理解） 2% 

授業への取り

組み 
（知識・理解） 

1% 

(1)-4) 道徳教育の目

標と道徳科の目標や

内容構成について理

解を深め、目標相互の

関連や達成方法につ

いて説明することが

できる。  

ほぼ完璧に

説明するこ

とができる。 

大きな誤り

なく説明す

ることがで

きる。 

誤りはある

が、大筋につ

いては説明

することが

できる。 

説明するこ

とができな

い。 

定期試験 
（知識・理解） 1% 

授業への取り

組み 
（知識・理解） 

1% 

(2)-1) 道徳教育全体

計画に基づく全教育

活動を通じた道徳教

育の意義を説明する

ことができる。  

ほぼ完璧に

説明するこ

とができる。 

大きな誤り

なく説明す

ることがで

きる。 

誤りはある

が、大筋につ

いては説明

することが

できる。 

説明するこ

とができな

い。 

定期試験 
（知識・理解） 2% 

授業への取り

組み 
（知識・理解） 

1% 

(2)-2) 指導の効果を

高める道徳科におけ

る多様な指導方法と

その意義を説明する

ことができる。  

ほぼ完璧に

説明するこ

とができる。 

大きな誤り

なく説明す

ることがで

きる。 

誤りはある

が、大筋につ

いては説明

することが

できる。 

説明するこ

とができな

い。 

定期試験 
（知識・理解） 1% 

授業への取り

組み 
（知識・理解） 

1% 

(2)-3) 教材の特性に

ついて理解を深め、道

徳科の授業設計に生

かすことができる。  

ほぼ完璧に

教材の特性

を生かした

授業設計が

できる。 

大きな誤り

なく教材の

特性を生か

した授業設

計ができる。 

特性を生か

しきれてい

ないが授業

設計の基本

はできる。 

教材の特性

を生かした

授業設計が

できない。 

指導案 
（意欲・思考

力・表現力・創

造性・協働性） 

13% 

グループワー

ク・グループ討

議 
（意欲・思考

力・表現力・創

造性・協働性） 

12% 
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(2)-4) 基本形式に則

って、自己の生き方に

ついての考えを深め

る道徳科学習指導案

を作成することがで

きる。  

ほぼ完璧に

作成できる。 
大きな誤り

なく作成で

きる。 

いくつかの

課題はある

が、基本を踏

まえて作成

できる。 

作成できな

い。 
指導案 
（意欲・思考

力・表現力・創

造性・協働性） 

13% 

グループワー

ク・グループ討

議 
（意欲・思考

力・表現力・創

造性・協働性） 

12% 

(2)-5) 道徳科におけ

る評価の意義や目的

及び方法を理解し確

たる理念に基づいて

評価ができる。  

ほぼ完璧に

道徳科にお

ける評価の

仕方が説明

できる。 

大きな誤り

なく道徳科

における評

価の仕方が

説明できる。 

道徳科にお

ける評価の

仕方の大筋

が説明でき

る。 

道徳科にお

ける評価の

仕方が説明

できない。 

定期試験 
（知識・理解） 

5% 

(2)-6) 互いに協力し

て道徳的実践力を培

う模擬授業を展開す

ることができる。  

ほぼ完璧に

模擬授業が

展開できる。 

若干の検討

課題はある

が、基本を踏

まえた模擬

授業が展開

できる。 

問題点はあ

るが、最低限

の基本を踏

まえた模擬

授業が展開

できる。 

模擬授業を

展開するこ

とができな

い。 

模擬授業、模擬

保育、ロールプ

レイ 
（意欲・思考

力・判断力・表

現力・創造性） 

30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

総合的な学習の時間の指導法 
Teaching Methods of Period for 

Integrated Studies 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPTS2028 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 1 選択 川上 認 ○ 

実務家教員 
の詳細 小学校教諭としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有している

こと。  

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有してい

ること。  

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとるこ

とができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけ

ていること。 ○ 

概 要 

総合的な学習の時間は、探求的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うこと

を通して、よりよく問題を解決し、自己の生き方を考えていく資質・能力の育成を目指す。  
各教科等で育まれる見方・考え方を総合的に活用して、広範な事象を多様な角度から見て捉

え、実社会・実生活の課題を探求する総合的な学びを実現するための指導の在り方を身に付

ける。 

到達目標 

(1)-1) 総合的な学習の時間の教育課程における役割を説明できる。  

(1)-2) 総合的な学習の時間の目標や内容を説明できる。  

(2)-1) 総合的な学習の時間の年間計画作成上の留意点が説明できる。  

(2)-2) 総合的な学習の時間の単元計画作成上の留意点が説明できる。  

(2)-3) 総合的な学習の時間の指導事例を具体的に述べることができる。  

(3)-1) 総合的な学習の時間の評価上の留意点を述べることができる。  

(3)-2) 総合的な学習の時間の評価の多様性を述べることができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 総合的な学習の時間の意義と役

割を学ぶ 

要領解説第 1
章を読む     

1 時間 意義と役割

をまとめる 1 時間 

2 総合的な学習の時間の目標を理

解する 

要領解説第 2
章 1 節読む    

1 時間 目標を箇条

書きする 1 時間 

3 総合的な学習の時間で育成を目

指す資質・能力を理解する 

要領解説第 2
章 2 節を読

む     
1 時間 

育てたい資

質能力を表

にする    

1 時間 

4 各学校で定める総合的な学習の

時間の目標と内容を理解する 

要領解説第 3
章 1，2 節を

読む  
1 時間 

各学校に適

する配慮点

をまとめる  

1 時間 

5 児童や地域の実態、学校の特色

に応じた探求課題を理解する 

要領解説第 3
章 3 節を読

む   
1 時間 

課題達成の

ための資質

能力を列記

する 

2 時間 
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6 年間指導計画、単元計画作成上

の配意点を学ぶ 

要領解説第 4
章を読む    

1 時間 
作成上の配

慮事項をま

とめる 
1 時間 

7 模擬的な指導計画を作成する 

指導計画の

要素を調べ

る 
1 時間 

配慮事項と

照合してみ

る 
1 時間 

8 総合的な学習の時間の特質を生

かした指導事例を学ぶ 

テキスト第 1
章を読む 1 時間 

本地域に適

した教材、

課題を考え

る 

1 時間 

9 学習指導事例① 考えるための

技法を活用した学習活動 

テキスト第 2
章を読む 1 時間 技法の一覧

表を作る 1 時間 

10 学習指導事例② 情報活用能力

を生かした学習活動 

テキスト第 3
章を読む 1 時間 

タブレット

を利用して

みる 
2 時間 

11 学習指導事例③ 体験活動を重

視した学習活動 

テキスト第 4
章を読む 1 時間 

体験活動の

意義をまと

める 
1 時間 

12 学習指導事例④ 地域教材や環

境を生かした学習活動 

テキスト第

５章を読む 1 時間 人材バンク

を作成する 2 時間 

13 学習指導事例⑤ 調査活動を重

視した学習活動 

テキスト第

６章を読む 1 時間 
調査方法の

一覧表を作

る      

1 時間 

14 総合的な学習の時間の評価活動

上の留意点を理解する 

要領解説第

８章を読む    
1 時間 留意点をま

とめる 1 時間 

15 児童の学習状況評価、教師や学

校の評価の在り方を学ぶ 

要領解説第

９章を読む    
1 時間 評価方法を

列記する 1 時間 

成 績 評 価 定期試験（20%）、課題・レポート（40%）、指導案（20%）、発表・プレゼンテー

ション（10%）、グループワーク・グループ討議（10%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

個人評価や相互評価、活動の成果物等でフィードバックし、学習を深める。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

『小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 総合的な学習の時間編（平成 29
年 7 月 文部科学省）』東洋館出版 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

教科の学習の枠を超えた多様で創造的で、共に学ぶ楽しい授業展開の計画・実践

力を身に付けよう。 

小学校教諭二種免許状：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 総合的な学習

の時間の教育課程に

おける役割を説明で

きる。  

ほぼ確実に役

割を説明でき

る。 

十分に役割を

説明できる。 
おおむね役割

を説明できる。 
ほとんど役割

を説明できな

い。 

定期試験 
（知識）  10% 

(1)-2) 総合的な学習

の時間の目標を説明

できる。  

ほぼ確実に目

標を説明でき

る。 

十分に目標を

説明できる。 
おおむね目標

を説明できる。 
ほとんど目標

を説明できな

い。 

定期試験 
（知識）  10% 

課題・レポ

ート 
（理解）  

10% 

(2)-1) 総合的な学習

の時間の年間計画作

成上の留意点が説明

できる。  

ほぼ確実に作

成上の留意点

が説明できる。 

十分に作成上

の留意点が説

明できる。 

おおむね作成

上の留意点が

説明できる。 

ほとんど作成

上の留意点が

説明できない。 

課題・レポ

ート 
（理解）  10% 

(2)-2) 総合的な学習

の時間の単元計画作

成上の留意点が説明

できる。  

ほぼ確実に作

成上の留意点

が列記できる。 

十分に作成上

の留意点が列

記できる。 

おおむね作成

上の留意点が

列記できる。 

ほとんど作成

上の留意点が

列記できない。 

課題・レポ

ート 
（理解）  20% 

(2)-3) 総合的な学習

の時間の指導事例を

具体的に述べること

ができる。  

ほぼ確実に指

導法を具体的

に述べること

ができる。 

十分に指導事

例を具体的に

述べることが

できる。 

おおむね指導

事例を具体的

に述べること

ができる。 

ほとんど指導

事例を具体的

に述べること

ができない。 

指導案 
（表現力） 20% 

(3)-1) 総合的な学習

の時間の評価上の留

意点を述べることが

できる。  

ほぼ確実に評

価上の留意点

を述べること

ができる。 

十分に評価上

の留意点を述

べることがで

きる。 

おおむね評価

上の留意点を

述べることが

できる。 

ほとんど評価

上の留意点を

述べることが

できない。 

発表・プレ

ゼンテー

ション 
（表現力） 

10% 

(3)-2) 総合的な学習

の時間の評価の多様

性を述べることがで

きる。  

ほぼ確実に評

価の多様性を

述べることが

できる。 

十分に評価の

多様性を述べ

ることができ

る。 

おおむね評価

の多様性を述

べることがで

きる。 

ほとんど評価

の多様性を述

べることがで

きない。 

グループ

ワーク・グ

ループ討

議 
（表現力） 

10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

特別活動の指導法  
Teaching Methods of Extra-

Curricular Activities 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPTS2029 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 1 選択 川上 認 ○ 

実務家教員 
の詳細 小学校教諭としての実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業を行う。    

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有している

こと。  

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有してい

ること。  

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとるこ

とができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけ

ていること。 ○ 

概 要 

学校教育全体の中で行われる特別活動の意義や目標を理解し、「人間関係形成」・「社会参

画」・「自己実現」の３つの視点を持ち、学年の違いによる所属集団や活動の変化や各教科

や道徳のとの関連及び他の教職員・家庭や地域との連携等、特別活動の特質を踏まえた指導

に必要な知識や素養を身に付ける。 

到達目標 

(1)-1) 改定の基本方針や改善された内容を改定前と対比できる  

(1)-2) 新学習指導要領による特別活動の目標や内容を説明できる  

(1)-3) 特別活動の特質を列記できる  

(1)-4) 学級活動、児童会活動、クラブ活動、学校行事の目標や内容を説明できる  

(2)-1) 児童の発達段階や取り巻く環境に配慮した指導の在り方を説明できる  

(2)-2) 特別活動の全体・年間指導計画、指導案が模擬作成できる  

(2)-3) 話し合い活動や異集団との交流活動が計画・実践できる  

(2)-4) 特別活動における取組の評価・改善活動の方法を説明できる  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 特別活動の改訂の基本方針や

改善点を理解する  
要領解説第

１章を読む   
1 時間  

改善点をシ

ートにまと

める     

1 時間  

2 特別活動の目標や内容を理解

する 

要領解説第

２章１節を

読む   
1 時間  

振り返りシ

ートにまと

める     

1 時間  

3 特別活動の指導における他教

科と異なる特質を調べる 

要領解説第 2
章 2 節を読

む    
1 時間  テキスト 8～

9P を読む 1 時間  

4 学級活動の目標と内容（１）

を理解する 
要領解説第 3
章を読む    

1 時間  
内容（１）

表にまとめ

る 
1 時間  

5 学級活動の目標と内容（２）

を理解する 

内容(1)(2)の
分類表をつ

くる 
2 時間  

内容（２）

表にまとめ

る 
1 時間  
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6 児童会活動、クラブ活動目標

と内容を理解する 

要領解説第 3
章 2 節 3 節

を読む  
1 時間  

テキスト 19
～22P を読

む             

1 時間  

7 学校行事の目標と内容を理解

する 

要領解説第 3
章 4 節を読

む    
1 時間  

テキスト 23
～28P を読

む      

1 時間  

8 
児童や家庭、学校、地域の実

態に即した指導の在り方を理

解する 

要領解説第 4
章 1 節を読

む    
1 時間  要領解説付

録３を読む       
1 時間  

9 
特別活動の全体・年間指導計

画・指導案の作成の仕方を学

ぶ 

全体計画の

項目を列記

する 
1 時間  

振り返りシ

ートに記入

する     

1 時間  

10 話合い活動の指導計画を作成

する 
活動形態を

調べる 1 時間  テキスト 14
～18 を読む 1 時間  

11 話合い活動の指導実践する 指導案を作

成する 3 時間  指導案を修

正する 1 時間  

12 交流活動の実践計画を立てる 挨拶状を書

く 2 時間  持参物を作

る 2 時間  

13 交流活動を実践する 活動の事前

準備をする 1 時間  お礼状を書

く 1 時間  

14 特別活動の評価の在り方を理

解する 

要領解説第 4
章 5 節を読

む 
1 時間  評価表を作

る 1 時間  

15 
ガイダンスやカウンセリング

（教育相談）の必要性を理解

する 

要領解説第 4
章 2 節を読

む 
1 時間  

ガイダンス

について調

べる     
1 時間  

成 績 評 価 定期試験（20%）、課題・レポート（30%）、指導案（30%）、発表・プレゼンテー

ション（20%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

過去の学習による累積した活動成果物の振り返りを通してフィードバックする 

テキストおよび 
参 考 文 献 

『小学校指導要領（平成 29 年告示）解説 特別活動編（平成 29 年 7 月 文部科

学省）』東洋館出版社、『特別活動の研究』山口短期大学 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

教科の学習活動とは異なる特別活動の趣旨に鑑み、よりよい仲間づくりと楽しい

学級・学校づくりを目指す姿勢で受講してほしい。 

小学校教諭二種免許状：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 改定の基本方針

や改善された内容を改

定前と対比できる  

ほぼ確実に方

針や内容を対

比できる 

十分に方針や

内容を対比で

きる 

おおむね方針

や内容を対比

できる 

まったく方針

や内容を対比

できない 

課題・レポ

ート 
（知識）  

10% 

(1)-2) 新学習指導要領

による特別活動の目標

や内容を説明できる  

ほぼ確実に目

標や内容を説

明できる 

十分に目標や

内容を説明で

きる 

おおむね目標

や内容を説明

できる 

まったく目標

や内容を説明

できない 

発表・プレ

ゼンテーシ

ョン 
（理解）  

10% 

(1)-3) 特別活動の特質

を列記できる  
ほぼ確実に特

質を列記でき

る 

十分に特質を

列記できる 
おおむね列記

できる 
まったく列記

できない 
定期試験 
（理解）  10% 

(1)-4) 学級活動、児童

会活動、クラブ活動、学

校行事の目標や内容を

説明できる  

ほぼ確実に目

標や内容を説

明できる 

十分に目標や

内容を説明で

きる 

おおむね目標

や内容を説明

できる 

まったく目標

や内容を説明

できない 

定期試験 
（理解）  10% 

課題・レポ

ート 
（理解）  10% 

(2)-1) 児童の発達段階

や取り巻く環境に配慮

した指導の在り方を説

明できる  

ほぼ確実に実

態に配慮した

指導の在り方

を説明できる 

十分に実態に

配慮した指導

の在り方を説

明できる 

おおむね実態

に配慮した指

導の在り方を

説明できる 

まったく実態

に配慮した指

導の在り方を

説明できない 

発表・プレ

ゼンテーシ

ョン 
（意欲）  

10% 

(2)-2) 特別活動の全

体・年間指導計画、指導

案が模擬作成できる  

ほぼ確実に指

導計画が作成

できる 

十分に指導計

画が作成でき

る 

おおむね指導

計画が作成で

きる 

まったく指導

計画が作成で

きない 

指導案 
（技能）  20% 

(2)-3) 話し合い活動や

異集団との交流活動が

計画・実践できる  

ほぼ確実に交

流 活 動 が 計

画・実践でき

る 

十分に交流活

動が計画・実

践できる 

おおむね交流

活動が計画・

実践できる 

まったく交流

活動が計画・

実践できる 

指導案 
（技能）  10% 

(2)-4) 特別活動におけ

る取組の評価・改善活

動の方法を説明できる  

ほぼ確実に評

価・改善活動

の方法を説明

できる 

十分に評価・

改善活動の方

法を説明でき 

お お む ね 評

価・改善活動

の方法を説明

できる 

ま っ た く 評

価・改善活動

の方法を説明

できない 

課題・レポ

ート 
（創造性）  

10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

外国語指導法 

Teaching Methods of Foreign 

Language（English） 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
22EPTS2030 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択  
 
 

ディプロマ・ 

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 
○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 
○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 
○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 
 

概 要 
小学校における外国語活動（中学年）・外国語（高学年）の学習、指導、評価に関する基本

的な知識や指導技術を身に付ける。 

到達目標 

(1) 小学校外国語教育に係る背景知識や主教材、小・中・高等学区の外国語教育における小

学校の役割、多様な指導環境について理解している。  

(2) 児童期の第二言語習得の特徴について理解している。英語の基本的事項（音声・語彙・

文構造・文法・正書法）について理解している。  

(3) 実践に必要な基本的な指導技術を身に付けている。  

(4) 実際の授業づくりに必要な知識・技術を身に付けている。  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 

・小学校外国語教育の変遷を理

解する。  

・学習指導要領外国語活動  

・外国語解説の研究。目標・内

容を詳しく見て理解する。・英

語で自己紹介をする。 

学習指導要領外国

語解説を読んでお

く  

英語で自己紹介を

考える 

2時間  

学習指導要領解

説を再度読んで

おく  

英語の自己紹介

を覚える  

2時間  

2 

・小学校・中学校・高等学校の

外国語教育の目標や学習内容を

理解する。  

・小・中・高等学校の外国語教

育における小学校の役割を理解

する。  

・”Let’s Try 1”Unit 1 「あいさつ

をして友だちになろう」の教材

研究  

小・中・高等学校

の学習目標を比較

して調べておく  

”Let’s Try 1”Unit 1

の英語、表現など

を調べておく 

2時間  
英単語、表現な

どを復習する。 
2時間  

3 

・第二言語習得の特徴を理解

し、外国語指導上の留意点につ

いて話し合う。  

・国語教育との連携による言葉

の面白さや豊かさへの気づきに

ついて理解し、指導に生かす。  

・”Let’s Try 1”Unit2「ごきげん

いかが」の教材研究  

第二言語習得論に

ついて事前に調べ

てまとめておく。

（レポート 1枚）  

”Let’s Try 1”Unit2

の予習。 

2時間  

第二言語につい

て考えをまとめ

る。  

”Let’s Try 

1”Unit2 の復習

する。  

2時間  

4 
・英語の基本的事項（音声・語

彙・文構造・文法・正書法）に

英語の基本的事項

（音声・語彙・文
2時間  

英語（音声・語

彙・文構造・文
2時間  
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ついて再確認する。  

・コミュニケーションの目的や

場面、状況に応じて意味のある

やり取りを行う重要性を理解し

指導に生かす。児童の実態を動

画鑑賞する。 

構造・文法・正書

法）について調べ

てまとめる。(レポ

ート 1枚) 

法・正書法）に

ついて復習す

る。 

5 

・小学校における外国語指導助

手とのティーム・ティーチング

による授業場面の映像を通して

ティーム・ティーチングのやり

方を理解する。  

・”Let’s Try 1”Unit3「数えて遊

ぼう」の教材研究  

小学校英語授業の

映像を事前に検索

して見ておく。感

想(レポート 1枚) 

2時間  

”Let’s Try 

1”Unit3の単語、

表現など復習す

る。 

2時間  

6 

・模擬授業①のための指導案作

成について知る。  

・主教材の趣旨、構成、特徴を

考える。  

・今回は、ペアで授業実践す

る。  

・様々な指導環境に柔軟に対応

するため、児童や学校の多様性

への対応について理解してい

る。 

”Let’s Try 1”Unit4

の予習をする。 
2時間  

単語、表現など

を覚える。 
2時間  

7 

・模擬授業の指導案作成完了と

授業の準備、板書計画、教材教

具の準備、ペアで実践の練習

等々。  

・模擬授業の実践①をする。指

導者以外の学生は、児童役をし

て授業に参加する。  

・各授業の評価をする。 

Unit4  

模擬授業実践の準

備のための構想を

練っておく。 

2時間  

授業で使う英

語、表現を練習

して覚えてお

く。 

2時間  

8 

・模擬授業の実践①をする。各

授業の評価をする。  

・模擬授業の記録映像を見て、

協議会をする。  

 自分達の自評、他のペアの評

価を協議し合う。  

・良い授業について考える。 

模擬授業のための

準備をする。 
2時間  

他のペアの授業

も参考にしてよ

い授業について

考えておく。 

2時間  

9 

・模擬授業② 6年生用の教科書

を使って模擬授業を計画する。

今回は、各自一人で授業計画、

指導案作成、授業実践をする。  

・”One World Smiles 6”の教材研

究をする。

（Lesson1,Lesson8）の資料を

読む。 

”One World 
Smiles 
6”Lesson1,Lesson

8 の教材研究を、

資料を基にしてお

く。 

2時間  

選択した Lesson 

の資料の読み込

み、授業に必要

な英単語、表現

を覚える。 

2時間  

10 

・”One World Smiles 6”の教材研

究をする。

（Lesson1,Lesson8）の資料を

読む。  

・選択した Lesson の資料を読

み込み、単語や表現の聞き取

り、発話練習等をした上で、学

習指導案の作成の構想を練る。

音声から文字へと進むプロセス

の理解と授業への活用を図る。 

模擬授業の指導案

作成のために配布

資料を読み込んで

おく。 

2時間  

指導法、英語表

現などをふりか

える。 

2時間  

11 

・模擬授業②のための指導案作

成について考える。  

・教材の趣旨、構成、特徴を考

える。  

・模擬授業の指導案作成完了と

模擬授業の指導案

に基づき授業の準

備、発話練習、板

書計画や教材の準

備をする。 

2時間  

指導法、英語表

現などをふりか

える。 

2時間  
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授業の準備、板書計画、教材教

具の準備、 

12 

・模擬授業②の実践を、個人で

発表する。(1)  

・評価表に自他の評価を記入し

おく。  

・児童の英語発話を促し、児童

同士でやり取りができるように

指導方法を工夫する。 

模擬授業の指導案

に基づき授業の準

備、発話練習、板

書計画や教材の準

備をする。 

2時間  

自他の模擬授業

についてふりか

えり、良い授業

について考え

る。  

2時間  

13 

・模擬授業②の実践を、個人で

発表する。(2)  

・授業を見て忌憚のない意見を

出し合って協議する。評価表の

完成。学習状況の評価を理解す

る。  

・ICT等の効果的な活用法を理

解し授業に生かす。  

模擬授業の指導案

に基づき自他の授

業の評価をする。 

2時間  

授業中の自他の

良いところを見

つけ、今後の指

導に生かす。  

2時間  

14 

・児童の英語活動について、教

師との活動だけでなく、子ども

同士の活動を多く経験させるこ

とも留意する。  

・文字指導について、高学年指

導資料に基づき、読む活動・各

活動への導き方を理解し、指導

に生かすことを考える。  

文字指導について

資料を調べておく 
2時間  

授業の工夫の仕

方  

文字指導につい

て理解おく  

2時間  

15 

・学習状況の評価について理解

する。  

・本講義全体をふりかえる。成

果と課題について考え、児童の

実態を見ながら今後の学習指導

で工夫を継続することを望む。  

評価について調べ

て自分考えをまと

めておく。 

2時間  

外国語活動・外

国語の指導につ

いてひと通りの

やり方を身に付

ける。 

2時間  

成 績 評 価 
小テスト（20%）、課題・レポート（20%）、グループワーク・グループ討議（30%）、

模擬授業、模擬保育、ロールプレイ（30%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

それぞれのプレゼンテーションに対してコメントをする。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

"Let's Try 1" 指導編（文部科学省）、"One World Simles 6" 児童用教科書（教育

出版社）、『小学校学習指導要領（平成 29年告示）解説 外国語活動・外国語

編（平成 29年 7月 文部科学省』 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

外国語の授業を通して、英語を学ぶだけではなく、世界にはいろいろな文化や価

値観があるという、異文化に対しての興味や敬意を醸成する。 

小学校教諭二種免許状：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 小学校外国語教育に係

る背景知識や主教材、小・

中・高等学区の外国語教育

における小学校の役割、多

様な指導環境について理

解している。  

ほぼ完璧

に伝わっ

ている 

大きな間

違いがな

く、伝わっ

ている 

最低限は

伝わって

いる 

伝わって

いない 

小テスト 

（知識・理解・技

能）  

10% 

課題・レポート 

（思考力・判断

力・表現力）  

10% 

(2) 児童期の第二言語習得

の特徴について理解して

いる。英語の基本的事項

（音声・語彙・文構造・文

法・正書法）について理解

している。  

ほぼ完璧

に教えて

いる 

大きな間

違えがな

く教えて

いる 

最低限は

教えてい

る 

教えてい

ない。 

小テスト 

（知識・理解・技

能）  

10% 

課題・レポート 

（思考力・判断

力・表現力）  

10% 

(3) 実践に必要な基本的な

指導技術を身に付けてい

る。  

ほぼ完璧

に指導し

ている 

大きな間

違えがな

く指導し

ている 

最低限は

指導して

いる 

指導でき

な 

グループワーク・

グループ討議 

（関心・意欲・態

度）  

15% 

模擬授業、模擬保

育、ロールプレイ 

（技能・表現力・

問題解決力）  

15% 

(4) 実際の授業づくりに必

要な知識・技術を身に付け

ている。  

ほぼ完璧

に教えて

いる 

大きな間

違えがな

く教えて

いる 

最低限は

教えてい

る 

教えるこ

とができ

ない 

グループワーク・

グループ討議 

（関心・意欲・態

度）  

15% 

模擬授業、模擬保

育、ロールプレイ 

（技能・表現力・

問題解決力）  

15% 

 



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

教育方法学 
Educational Method 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPBE1007 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 1 選択 隅野 努・平田 睦美 ○ 

実務家教員 
の詳細 

教育委員会指導主事、公立幼稚園園長としての実務経験を生かした到達目標達成のための実

践的な授業を行う。    

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 ○ 

概 要 

「学習指導」を念頭に、授業を成立させるための要件を「目標→方法→評価」の観点から学

習し、教育方法にかかる理論と実践について学習する。併せて、学校教育の今日的な課題を意

識した実践者としての素養と指導力を醸成する。 
また、これからの社会を担う子どもたちに求められる資質・能力を育成するために必要な教

育の方法、教育の技術に関する基礎的な知識・技能を身につける。子どもの発達や興味・関心

に応じて授業・保育の内容を考え、教育者に必要とされる教材の工夫、授業・保育の展開、教

師の働きかけと援助について学ぶ。 

到達目標 

(1)-1) 教育方法の基礎的理論と実践を理解している。  

(1)-2) これからの社会を担う子どもたちに求められる資質・能力を育成するための教育の在り

方を理解している。  
(1)-3) 学級・幼児及び児童、教員、教室・保育室、教材など授業、保育環境を構成するための

基礎的な要件を理解している。  

(1)-4) 育みたい資質・能力と幼児・児童理解に基づいた評価の基礎的な考え方を理解している。 
(2)-1) 子どもへの働きかけや援助など、授業・保育を行なう上での基礎的な技術を身に付けて

いる。  
(2)-2) 子どもの発達に応じて授業・保育のねらいと内容を考え、教材・教具を準備し、授業・

保育の展開を考えて指導計画案を作成することができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習時
間 復習内容 復習時

間 

１ 

オリエンテーションで、これか

ら学んでいく方向性を理解す

る。「教育方法学とは何か」が明

確になる。 

「今、なぜ教育

方法学なのか」

を読む。 
2 時間  

教育方法学の

概要について

まとめる。 
2 時間  

２ 
近代教育思想と教授学の成立

（前半－ベーコン、コメニウ

ス、ロック）について、理解す

る。 

「近代思想と

教授学の成立

前半」を読む。 
2 時間  

授業の振り返

りシートに基

づき、内容をま

とめる。 

2 時間  

３ 

近代教育思想と教授学の成立

（後半－ルソー、ペスタロッ

チ、フレーベル）について、理

解する。 

「近代思想と

教授学の成立

後半」を読む。 
2 時間  

授業の振り返

りシートに基

づき、内容をま

とめる。 

2 時間  

４ 

教育学の体系化と授業の組織

化（前半－ヘルバルト、ツィラ

ー、ライン、シグネウス）につ

いて、理解する。 

「教育学の体

系化と授業の

組織化前半」を

読む。 

2 時間  

授業の振り返

りシートに基

づき、内容をま

とめる。 

2 時間  
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５ 
教育学の体系化と授業の組織

化（後半－デューイ、キルパト

リック）について、理解する。 

「教育学の体

系化と授業の

組織化後半」を

読む。 

2 時間  

授業の振り返

りシートに基

づき、内容をま

とめる。 

2 時間  

６ 

現代教育方法学の論点と課題

（１）「学力」の登場と学力論争

（基礎学力論争、学力における

基礎）について、理解する。 

「現代教育方

法学の論点と

課 題          

（１）「学力」の

登場と学力論

争」を読む。 

2 時間  

授業の振り返

りシートに基

づき、内容をま

とめる。 

2 時間  

７ 

現代教育方法学の論点と課題

（２）「問題解決学習」論争（論

争の背景、論争の争点：何が問

われたか）について、理解する。 

「現代教育方

法学の論点と

課 題          

（２）「問題解

決学習」論争を

読む。 

2 時間  

授業の振り返

りシートに基

づき、内容をま

とめる。 

2 時間  

８ 

現代教育方法学の論点と課題

（３）「たのしい授業」論争（論

争の背景、「たのしい授業」の主

張、展開、検討）について、理

解する。 

「現代教育方

法学の論点と

課 題          

（３）「たのし

い授業」論争を

読む。 

2 時間  

授業の振り返

りシートに基

づき、内容をま

とめる。 

2 時間  

９ 
子どもの資質・能力を育むため

に、幼児教育で何が必要とされ

ているかについて学ぶ。 
 

幼稚園教育要

領総則  を

読む。 
 
 

2 時間 

授業の振り返

りシートに基

づき、内容をま

とめる。 

2 時間 

10 
遊びの重要性を理解し、遊びを

充実させるための教師の援助

や環境構成について理解する。 

配布資料を読

む。 2 時間 
ペープサート・

パネルシアタ

ーを作成する 
2 時間 

11 授業・保育を展開するための教

材について検討する。 

配布資料を読

む。 2 時間 
ペープサート・

パネルシアタ

ーを作成する 
2 時間 

12 教材を作成し、その使い方や演

じ方について学ぶ。 

配布資料を読

む。 2 時間 

ペープサート・

パネルシアタ

ーの練習をす

る。 

2 時間 

13 
子どもの実態に応じたねらい

や内容を考え、指導案を立案

し、模擬保育を行う。 

配布資料を読

む。 2 時間 
模擬保育の振

り返りをまと

める。 
2 時間 

14 
実践を通し、反省・評価・改善

を反映させた指導計画の立案

について理解する。 

配布資料を読

む。 2 時間 
指導計画につ

いての考え方

をまとめる。 
2 時間 

15 

子どもに育みたい資質・能力に

基づいた評価について学ぶ。ま

た、全１５回の学習内容を振り

返り、教育方法についての理解

を深める。 

これまでの授

業資料を読み

直す。 
2 時間  

授業の振り返

りシートに基

づき、内容をま

とめる。 

2 時間  

成 績 評 価 定期試験（40%）、模擬授業、模擬保育、ロールプレイ（30%）、指導案（30%）、 

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

授業の振り返りシートに書かせた感想にコメントを書き、次の授業時に返す。レポ

ートや試験は、ルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：『新しい時代の教育方法』有斐閣アルマ、幼稚園教育要領（平成 29 年

3 月告示 文部科学省）、幼保連携認定こども園教育・保育要領（平成 29 年 3 月

告示 文部科学省・内閣府・厚生労働省）、保育所保育指針（平成 29 年 3 月告示 

厚生労働省）  

参考文献：『小学校学習指導要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）』東洋館出

版、文部科学省『幼稚園教育指導資料第５集』チャイルド本社 
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メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

教壇に立って役に立つ理論や方法を模擬授業的に学習する授業        

グループ討議やグループでの教材作成、模擬保育などの保育実践を行い、学生の

主体的な学びを重視します。 

小学校教諭二種免許状：必修科目                     

幼稚園教諭二種免許状：必修科目 
 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 教育方法の基

礎的理論と実践を理

解している。  

ほぼ完璧に

説明でき

る。 

大きな間違

いがなく、

基本を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 定期試験 
（知識・

理解）  
10% 

(1)-2) これからの社

会を担う子どもたち

に求められる資質・

能力を育成するため

の教育の在り方を理

解している。  

ほぼ完璧に

理解でき

る。 

大きな間違

いがなく、

基本を理解

している。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を理

解してい

る。 

理解できて

いない。 
定期試験 
（知識・

理解）  
10% 

(1)-3) 学級・幼児及

び児童、教員、教

室・保育室、教材な

ど授業、保育環境を

構成するための基礎

的な要件を理解して

いる。  

ほぼ完璧に

理解でき

る。 

大きな間違

いがなく、

基本を理解

している。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を理

解してい

る。 

理解できて

いない。 
定期試験 
（知識・

理解）  
10% 

(1)-4) 育みたい資質・

能力と幼児・児童理解

に基づいた評価の基

礎的な考え方を理解

している。  

ほぼ完璧に

理解できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を理解し

ている。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を理解

している。 

理解できて

いない。 定期試験 
（知識・理

解）  
10% 

(2)-1) 子どもへの働

きかけや援助など、授

業・保育を行なう上で

の基礎的な技術を身

に付けている。  

ほぼ完璧に

身につけて

いる。 

大きな間違

いがなく、基

本を身につ

けている。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

身について

いない。 
模擬授業、

模擬保育、

ロールプ

レイ 
（技能・判

断力・表現

力）  

30% 

(2)-2) 子どもの発達

に応じて授業・保育の

ねらいと内容を考え、

教材・教具を準備し、

授業・保育の展開を考

えて指導計画案を作

成することができる。 

ほぼ完璧に

作成できる。 
子どもの発

達にほぼ即

した内容の

指導案が作

成できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本をおさ

えて作成で

きる。 

作成できて

いない。 
指導案 
（思考力・

表現力）  
30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

情報通信技術を活用した教育の 

理論及び方法 
Theory and method of education 

utilizing information and 
communication technology 

児童教育学科  
初等教育学専攻 22EPBE1009 １年次 後期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 1 選択 寺本 公思  

ディプロマ・ 

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 ○ 

概 要 

日々進化する ICT 機器を活用した授業実践は児童の情報活用能力の育成には不可欠である。そのた

め、教師を目指す学生は ICT 機器について十分理解する必要がある。この授業では情報通信機器を効

果的に活用した学習指導や校務の推進と児童及び生徒に情報活用能力を育成するための指導法に関す

る基礎的な知識・技能を身に付ける。 

到達目標 

(1)様々な ICT 機器について理解する。 

(2)授業の目標実現に最適な ICT を活用した授業計画を立てることができる。  

(3)授業においてICT機器を活用できる実践力を養う。 

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 
主体的・対話的で深い学びの実現

に向けた、情報通信技術の活用に

ついて学ぶ 

ICT 機器の活用

について調べる 2 時間 
ICT 機器の活用

についてまとめ

る 
2 時間 

2 情報通信技術を効果的に活用した

指導の実践例について学ぶ 

ICT 機器を活用

した指導例につ

いて調べる 
2 時間 

ICT 機器を活用

した指導例につ

いてまとめる 
2 時間 

3 情報通信技術を効果的に活用した

教材の作成について学ぶ 

ICT 機器を活用

した教材につい

て調べる 
2 時間 

ICT 機器を活用

した教材につい

てまとめる 
2 時間 

4 ICT機器を使った授業での情報モ

ラルについて理解する 

ICT 機器を使っ

た情報モラルに

ついて調べる 
2 時間 

ICT 機器を使っ

た情報モラルに

ついてまとめる 
2 時間 

5 教育情報セキュリティの重要

性について学ぶ 

教育での情報セ

キュリティにつ

いて調べる 
2 時間 

情報セキュリテ

ィについてまと

める 
2 時間 

6 
各教科の特性に応じた情報通信技

術の活用における指導実践（国語

・社会） 

ICT 活用の指導

実践について調

べる(国語・社会) 
2 時間 

ICT 機器活用の

指導実践につい

てまとめる 
2 時間 

7 
各教科の特性に応じた情報通信技

術の活用における指導実践（算数

・理科） 

ICT 活用の指導

実践について調

べる(算数・理科) 
2 時間 

ICT 機器活用の

指導実践につい

てまとめる 
2 時間 
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8 
各教科の特性に応じた情報通信技 
術の活用における指導実践（外国 
語・総合的な学習の時間) 

ICT 活用の指導

実践について調

べる(外国語・総

合学習) 

2 時間 
ICT 機器活用の

指導実践につい

てまとめる 
2 時間 

9 
児童に情報通信機器の基本的な操 
作を身に付けさせるための指導法 
について学ぶ 

ICT 機器の基本

操作の指導法に

ついて調べる 
2 時間 

ICT 機器の基本

操作の指導法に

ついてまとめる 
2 時間 

10 
特別の支援を必要とする児童及び

生徒に対する情報通信技術の活用

について学ぶ 

特別の支援を必

要とする児童に

対する ICT 機器

の活用について

調べる 

2 時間 

特別の支援を必

要とする児童に

対する ICT 機器

の活用について

まとめる 

2 時間 

11 遠隔・オンライン教育の意義や関

連するシステムの使用法を学ぶ 

遠隔授業やオン

ライン教育につ

いて調べる 
2 時間 

遠隔・オンライン

教育の意義や関連

するシステムにつ

いてまとめる 

2 時間 

12 学習履歴（スタディ・ログ）など

教育データの活用法について学ぶ 

教育データの活

用について調べ

る 
2 時間 

教育データの活

用についてまと

める 
2 時間 

13 情報通信技術を活用した統合型校

務支援システムについて学ぶ 

ICT を活用した

校務支援システ

ムについて調べ

る 

2 時間 

ICT を活用した

校務支援システ

ムについてまと

める 

2 時間 

14 
学校における情報通信技術環

境の整備における外部人材や

外部機関との連携について学

ぶ 

ICT 環境の整備

における外部人

材等の活用につ

いて調べる 

2 時間 

ICT 環境の整備

における外部人

材等の活用につ

いてまとめる 

2 時間 

15 
情報通信技術を効果的に活用した

学習指導や校務の推進についての

まとめ 

ICT 機器を効果

的に活用した事

例について調べ

る 

2 時間 

ICT 機器を効果

的に活用した事

例についてまと

める 

2 時間 

成 績 評 価 授業への取り組み（30%）、プレゼンテーション(40％)、提出物（30%）  

課題（試験・レポート

等）に対するフィー

ドバックの方法 

調査レポートなどの返却によるフィードバック。レポートなどは、ルーブリック

評価の結果を渡す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：自作プリント、小学校学習指導要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学

省） 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

ICT 機器の活用はこれからの教育にとって必須であり、様々な機器についての理

解を深めてほしい。 

小学校教諭に種免許状、幼稚園教諭二種免許状：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)様々な ICT 機器

について理解する。 
十分に理解

ができてお

り、それを説

明すること

ができる。 

概ね理解が

できており、

それを説明

することが

できる。 

概ね理解が

できている

が、それを十

分に説明で

きない。 

理解が不十

分であり、そ

れを十分に

説明できな

い。 

課題・レポート 
（知識・理解） 

10% 

十分に理解

ができてお

り、それを説

明すること

ができる。 

概ね理解が

できており、

それを説明

することが

できる。 

概ね理解が

できている

が、それを十

分に説明で

きない。 

理解が不十

分であり、そ

れを十分に

説明できな

い。 

授業への取り

組み 
（知識・理解） 15% 

(2)授業の目標実現

に最適なICTを活用

した授業計画を立

てることができる 

ICT 機器につ

いて十分に

理解ができ

ており、授業

計画を実践

することが

できる。 

ICT 機器につ

いてについ

て概ね理解

ができてお

り、授業計画

を実践する

ことができ

る。 

ICT 機器につ

いて概ね理

解ができて

いるが、事業

計画を十分

に実践する

ことができ

ない。 

ICT 機器につ

いて理解が

不十分であ

り、授業計画

実践するこ

とが出来な

い。 

課題・レポート 
（関心・意欲・

理解・思考力） 

10% 

ICT 機器につ

いて十分に

理解ができ

ており、授業

計画を実践

することが

できる。 

ICT 機器につ

いてについ

て概ね理解

ができてお

り、授業計画

を実践する

ことができ

る。 

ICT 機器につ

いて概ね理

解ができて

いるが、事業

計画を十分

に実践する

ことができ

ない。 

ICT 機器につ

いて理解が

不十分であ

り、授業計画

実践するこ

とが出来な

い。 

授業への取り

組み 
（関心・意欲・

理解・思考力） 15% 

(3)授業においてIC

T機器を活用できる

実践力を養う。 

十分に理解

ができてお

り、それを実

践すること

ができる。 

概ね理解が

できており、

それを実践

することが

できる。 

概ね理解が

できている

が、それを十

分に実践で

きない。 

理解が不十

分であり、そ

れを十分に

実践できな

い。 

課題・レポート 
（関心・意欲・

理解・思考力） 10% 

十分に理解

ができてお

り、それを実

践すること

ができる。 

概ね理解が

できており、

それを実践

することが

できる。 

概ね理解が

できている

が、それを十

分に実践で

きない。 

理解が不十

分であり、そ

れを十分に

実践できな

い。 

発表・プレゼン

テーション等 
（関心・意欲・

理解・思考力） 
40% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

情報処理実習Ⅰ 
Information Processing 

Practice Ⅰ 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPIE1001 １年次 前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

実習 1 選択 福原 道照  
 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有している

こと。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有してい

ること。  

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとるこ

とができること。  

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけ

ていること。 ○ 

概 要 
日常生活や諸活動における情報活用の基本的な知識について理解するとともに、ワープロソ

フトウェアを利用した基本的・応用的文書の作成及び表計算ソフトウェアを利用した基本的

な表や各種機能を利用した表の作成を学ぶ。 

到達目標 
(1) 基本的・応用的文書の作成ができる。  

(2) 基本的な表や各種機能を利用した表の作成ができる。  

授業内容 
と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和３年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 ガイダンス、情報の活用 
テキスト 4 ページか

ら 52 ページを読ん

でおく。 
1 時間 文字入力の基本操

作を復習する。 1 時間 

2 文書の作成① －基本的文書

－ 

テキスト 53 ページ

から 59 ページを読

んでおく。 
1 時間 授業時の文書作成

方法を復習する。 1 時間 

3 文書の作成② －文字の修飾

－ 

テキスト 60 ページ

から 62 ページを読

んでおく。 
1 時間 授業時の文書作成

方法を復習する。 1 時間 

4 文書の作成③ －表の活用－ 

テキスト 63 ページ

から 76 ページを読

んでおく。 
1 時間 授業時の文書作成

方法を復習する。 1 時間 

5 文書の作成④ －図形の活用

－ 

テキスト 77 ページ

から 84 ページを読

んでおく。 
1 時間 授業時の文書作成

方法を復習する。 1 時間 

6 文書の作成⑤ －画像の活用

－ 

テキスト 85 ページ

から 91 ページを読

んでおく。 
1 時間 授業時の文書作成

方法を復習する。 1 時間 

7 文書の作成⑥ －総合問題①

－ 

ビジネス文書の作成

①から⑤の復習をし

ておく。 

1 時間 授業時の文書作成

方法を復習する。 1 時間 

8 文書の作成⑦ －総合問題②

－ 

ビジネス文書の作成

①から⑤の復習をし

ておく。 

1 時間 授業時の文書作成

方法を復習する。 1 時間 

9 表の作成① －データ入力－ 

テキスト 96 ページ

から 111 ページを

読んでおく。 
1 時間 授業時の表の作成

方法を復習する。 1 時間 

188



 

 

10 表の作成② －基本的なワー

クシート編集－ 

テキスト 112 ペー

ジから 117 ページ

を読んでおく。 
1 時間 授業時の表の作成

方法を復習する。 1 時間 

11 表の作成③ －関数・ｾﾙ参

照・罫線・行の挿入－ 

テキスト 120 ペー

ジから 137 ページ

を読んでおく。 
1 時間 授業時の表の作成

方法を復習する。 1 時間 

12 表の作成④ －グラフ－ 

テキスト 142 ペー

ジから 148 ページ

を読んでおく。 
1 時間 授業時の表の作成

方法を復習する。 1 時間 

13 表の作成⑤ －条件判定と順

位付け・検索関数－ 

テキスト 152 ペー

ジから 166 ページ

を読んでおく。 
1 時間 授業時の表の作成

方法を復習する。 1 時間 

14 表の作成⑥ －総合問題①－ 
表の作成①から⑤の

復習をしておく。  
1 時間 授業時の表の作成

方法を復習する。 1 時間 

15 表の作成⑦ －総合問題②－ 
表の作成①から⑤の

復習をしておく。 
1 時間 授業時の表の作成

方法を復習する。 1 時間 

成 績 評 価 定期試験（40%）、授業への取り組み（60%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

課題レポートや定期試験は、添削・採点をし原則として次の授業時に返却する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：「30 時間でマスター Office2016」 実教出版企画開発部 編 実教

出版 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 小学校教諭二種免許状：必修科目 

 

 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 基本的・応用的文

書の作成ができる。  
ほぼ完璧に

基本的・応

用的文書の

作成ができ

る。 

大きな間違

いがなく、

基本的・応

用的文書の

作成ができ

る。 

基本的文書

の作成はで

きるが、応

用的文書の

作成ができ

ていない。 

基本的・応

用的文書の

作成ができ

ていない。 

授業への取り組み 
（関心・意欲・態

度・技能・思考力）  
30% 

定期試験 
（知識・理解・技

能）  
20% 

(2) 基本的な表や各種

機能を利用した表の

作成ができる。  

ほぼ完璧に

基本的な表

や各種機能

を利用した

表の作成が

できる。 

大きな間違

いがなく、

基本的な表

や各種機能

を利用した

表の作成が

できる。 

基本的な表

の作成はで

きるが、各

種機能を利

用した表の

作成ができ

ていない。 

基本的な表

や各種機能

を利用した

表の作成が

できていな

い。 

授業への取り組み 
（関心・意欲・態

度・技能・思考力）  
30% 

定期試験 
（知識・理解・技

能）  
20% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

情報処理実習Ⅱ 
Information Processing 

Practice Ⅱ 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPIE1002 １年次 後期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

実習 1 選択 福原 道照  
 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。  

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。  

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 ○ 

概 要 

プレゼンテーションの重要性や基礎的な知識と技術について理解するとともに、プレゼンテ

ーションソフトウェアを活用した資料作成方法や効果的なプレゼンテーション技法について

理解する。  
各自がテーマ設定を行い、プレゼンテーションソフトウェアを活用して資料の作成と発表を

行う。 

到達目標 

(1) プレゼンテーションソフトウェアを活用して分かりやすい資料の作成ができる。  

(2) 発表に係るレジュメの作成ができる。  

(3) 作成した資料を用いて正確で分かりやすい発表ができる。  

授業内容 
と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和３年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 
ガイダンス  

スライドの作成① －文字

修飾と図形の活用－ 

テキスト 194 ページか

ら 209 ページを読んで

おく。 
1 時間  

授業時のスライド

の作成方法を復習

する。  
1 時間  

2 

スライドの作成② －グラ

フの活用－  

スライドの作成③ －Ｓｍ

ａｒｔＡｒｔの活用とア

ニメーション効果－ 

テキスト 210 ページか

ら 217 ページを読んで

おく。 
1 時間  

授業時のスライド

の作成方法を復習

する。  
1 時間  

3 

スライドの作成④ －表の

活用と画像の挿入－  

スライドの作成⑤ －ワー

ドアートの挿入－ 

テキスト 218 ページか

ら 225 ページを読んで

おく。 
1 時間  

授業時のスライド

の作成方法を復習

する。  
1 時間  

4 

スライドの作成⑥ －その

他の機能－  

スライドの作成⑦ －総合

演習①－ 

テキスト 226 ページか

ら 231 ページを読んで

おく。 
1 時間  

授業時のスライド

の作成方法を復習

する。  
1 時間  

5 スライドの作成⑧ －総合

演習②－ 

スライドの作成①から

⑥の復習をしておく。 
1 時間  

授業時のスライド

の作成方法を復習

する。  
1 時間  

6 スライドの作成⑨ －総合

演習③－ 

スライドの作成①から

⑥の復習をしておく。  
1 時間  

授業時のスライド

の作成方法を復習

する。  
1 時間  

7 スライドショーと資料作

成 

テキスト 232 ページか

ら 239 ページを読んで

おく。 
1 時間  

スライドショーと

資料作成について

復習する。 
1 時間  
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8 発表テーマの検討 
発表テーマに関する情

報を収集しておく。  1 時間  
発表テーマ決定の

ために収集した情

報を整理する。 
1 時間  

9 発表テーマの決定 

発表テーマに関する  
ストーリーを考えてお

く。 
1 時間  

プレゼンテーショ

ンストーリーシー

トを完成させる。 
1 時間  

10 発表用スライドの作成① 

スライドの作成条件を

確認し、構成を考えて

おく。 
1 時間  

発表の意図が伝わ

るスライドになっ

ているか確認す

る。 

1 時間  

11 発表用スライドの作成② 

スライドの作成条件を

確認し、構成を考えて

おく。 
1 時間  

発表の意図が伝わ

るスライドになっ

ているか確認す

る。 

1 時間  

12 レジュメと発表用原稿の

作成 

レジュメと発表用原稿

の作成について準備し

ておく。 
1 時間  発表のリハーサル

を行う。 1 時間  

13 発表① 
発表のリハーサルをし

ておく。 1 時間  発表の評価を整理

する。 1 時間  

14 発表② 
発表のリハーサルをし

ておく。 1 時間  発表の評価を整理

する。 1 時間  

15 まとめ 
発表の成果と課題をま

とめておく。 1 時間  発表の成果と課題

を整理する。 1 時間  

成 績 評 価 課題・レポート（10%）、授業への取り組み（60%）、発表・プレゼンテーション（30%） 

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

課題レポートは、添削をし、原則として次の授業時に返却する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：「30 時間でマスター Office2016」 実教出版企画開発部 編 実教

出版 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 小学校教諭二種免許状：必修科目 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) プレゼンテーショ

ンソフトウェアを活

用して分かりやすい

資料の作成ができる。 

とても分か

りやすい資

料の作成が

できる。 

分かりやす

い資料の作

成ができる。 

最低限の資

料作成がで

きる。 

資料の作成

ができてい

ない。 

授業への取り

組み 
（関心・意欲・

態度・技能・思

考力）  

60% 

(2) 発表に係るレジュ

メの作成ができる。  
とても分か

りやすいレ

ジュメの作

成ができる。 

分かりやす

いレジュメ

の作成がで

きる。 

最低限のレ

ジュメ作成

ができる。 

レジュメの

作成ができ

ていない。 

課題・レポー

ト 
（思考力・判

断力・表現力） 

10% 

(3) 作成した資料を用

いて正確で分かりや

すい発表ができる。  

とても正確

で分かりや

すい発表が

できる。 

正確で分か

りやすい発

表ができる。 

最低限の発

表ができる。 
発表ができ

ていない。 
発表・プレゼ

ンテーション 
（意欲・態度・

技能・表現力・

創造性）  

30% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

プログラミング教育 
Programming education 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPIE2003 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 選択 寺本 公思  
 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 ○ 

概 要 

2020 年から小学校にもプログラミング教育が導入されます。現在の子供達が将来活躍する時

代は AI が飛躍的に進化するといわれています。そのような世界を背景とした、Society5.0 社

会の到来に対応できるように｢プログラミング的思考｣が出来る子供たちを育てなければなり

ません。そのためのプログラミング教育をどのように行えばよいかについて学習します。 

到達目標 

(1) コンピュータとプログラミングについて理解し説明が出来る。 

(2) 様々なプログラミング手法について理解し実践できる。 

(3) プログラミング教育について理解し実践できる。 

授業内容 
と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 コンピュータとプログラミ

ング 
プログラムについ

て  2 時間  プログラミングにつ

いて 2 時間  

2 プログラミング教育が目指

すもの 
プログラミング教

育について 2 時間  プログラミング教育

が目指すのについて  2 時間  

3 アンプラグドによるプログ

ラミング 
アンプラグドにつ

いて  2 時間  アンプラグドの復習  2 時間  

4 オブジェクト指向プログラ

ミング 
オブジェクト指向

について 2 時間  オブジェクト指向プ

ログラミング 2 時間  

5 ビジュアル言語によるプロ

グラミング 
ビジュアル言語に

ついて 2 時間  ビジュアル言語の種

類と特徴 2 時間  

6 Hour of Code の基礎 Hour of Code につ

いて 2 時間  プログルの特徴をま

とめる 2 時間  

7 Hour of Code によるプログ

ラミング 
Hour of Code につ

いて 2 時間  プログルでプログラ

ミング 2 時間  

8 スクラッチの基礎 スクラッチについ

て調べる 2 時間  スクラッチの特徴を

まとめる 2 時間  

9 スクラッチによるプログラ

ミング 
スクラッチについ

て 2 時間  スクラッチでプログ

ラミング 2 時間  

10 スクラッチによる応用プロ

グラミング 
スクラッチでプロ

グラミング 2 時間  スクラッチでプログ

ラムを作る 2 時間  

11 WeDo2.0 によるプログラ

ミング基礎 
WeDo2.0 につい

て 2 時間  WeDo2.0 のブロック

プログラミング 2 時間  

12 マインドストーム EV3 に

よるプログラミング基礎 EV3 について 2 時間  WeDo2.0 で応用プロ

グラム作成 2 時間  
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13 マインドストーム EV3 に

よるプログラミング基礎 EV3 の特徴 2 時間  EV3 のブロックプロ

グラミング 2 時間  

14 マインドストーム EV3 に

よるプログラミング応用 EV3 のブロック 2 時間  EV3 の応用ブロック

プログラミング 2 時間  

15 プログラミング課題 全体のまとめ 2 時間  プログラミング課題

に取り組む 2 時間  

成 績 評 価 課題・レポート（50%）、指導案（15%）、授業への取り組み（35%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

試験やレポート等の結果について、ルーブリック評価にて返却する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 適宜プリントを配布する 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

2020 年から小学校でも必修化されるプログラミング教育について実践的に学ぶこ

とが出来ます。 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) コンピュータとプ

ログラミングについ

て理解し説明が出来

る。  

十分に理解が

できており、

それを説明す

ることができ

る。 

概ね理解がで

きており、そ

れを説明する

こ と が で き

る。 

概ね理解がで

きているが、

それを十分に

説 明 で き な

い。 

理解が不十分

であり、それ

を十分に説明

できない。 

課題・レポート 
（知識・理解） 15% 

授業への取り

組み 
（知識・理解） 

15% 

(2) 様々なプログラミ

ング手法について理

解し実践できる。 

プログラミン

グについて十

分に理解がで

きており、そ

れを実践する

こ と が で き

る。 

プログラミン

グについて概

ね理解ができ

ており、それ

を実践するこ

とができる。 

プログラミン

グについて概

ね理解ができ

ているが、そ

れを十分に実

践することが

できない。 

プログラミン

グについて理

解が不十分で

あり、それを

実践すること

が出来ない。 

課題・レポート 
（関心・意欲・

理解・思考力） 
20% 

授業への取り

組み 
（関心・意欲・

理解・思考力） 

20% 

(3) プログラミング教

育について理解し実

践できる。 

十分に理解が

できており、

それを実践す

ることができ

る。 

概ね理解がで

きており、そ

れを実践する

こ と が で き

る。 

概ね理解がで

きているが、

それを十分に

実 践 で き な

い。 

理解が不十分

であり、それ

を十分に実践

できない。 

課題・レポート 
（関心・意欲・

理解・思考力） 
15% 

指導案 
（関心・意欲・

理解・思考力） 
15% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

進路指導の理論と指導法 
Theory and Method of Career 

Consulting 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPTS2031 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 選択 隅野 努 ○ 

実務家教員 
の詳細 教育委員会指導主事としての実務経験を生かした到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有している

こと。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有してい

ること。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとるこ

とができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけ

ていること。 ○ 

概 要 

小学校・中学校における進路指導の理論や発達段階に応じた具体的な指導方法について、自

らの教育体験を素材として活用しながら、体系的・組織的に学ぶ。  
近年、キャリア教育への転換が図られていることから、進路指導をキャリア教育の視点から

再構築していく。 

到達目標 

(1)-1) 具体的事例をもとに、進路指導とは何かが説明できる。  

(1)-2) 進路指導の目的が大きく転換してきた理由を学習指導要領の改訂から説明できる。  
(1)-3) ニート・フリーター問題の現状と課題から、キャリア教育誕生の必然性を説明でき

る。  
(1)-4) キャリア教育の手引きを活用し、キャリア教育とは何かを説明できる。  

(1)-5) 進路指導やキャリア教育にかかわる法令について、その主な内容を説明できる。  

(2)-1) 各教科を学ぶ意味を、キャリア教育と関連づけて説明できる。  

(2)-2) 道徳でよりよい生き方を探る意味を、キャリア教育と関連づけて説明できる。  

(2)-3) 学級活動の果たす役割を、キャリア教育と関連づけて説明できる。  

(2)-4) 児童会・生徒会活動を体験する意味を、キャリア教育と関連づけて説明できる。  

(2)-5) 学校行事の存在意義を、キャリア教育と関連づけて説明できる。  

(2)-6) 総合的な学習の時間の優れた実践を、キャリア教育と関連づけて説明できる。  

(2)-7) 高等学校の進路指導（キャリア教育）の現状と課題を説明できる。  
(3)-1) 幼児期から学生時代まで、キャリア教育の観点で自己の経験を書き出すことができ

る。  
(3)-2) これからの自身の生き方をはっきりと展望することができる。  

授業内容 
と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 

オリエンテーションで、これ

から学んでいく方向性を理解

する。「進路指導とは何か」

が明確になる。 

小中高で受け

た進路指導に

ついてノート

にまとめる。 

2 時間  

進路指導の

概要につい

て、内容を

まとめる。 

2 時間  
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2 

今までの進路指導とこれから

の進路指導の違いを、学生同

士の経験や学習指導要領の変

遷と関連づけて理解する。 

進路指導につ

いて、学習指導

要領総則を読

む。 

2 時間  

進路指導に

関する学習

指導要領の

変遷につい

てまとめ

る。 

2 時間  

3 

ニート・フリーター問題を考

えることで、進路指導におけ

るキャリア教育誕生の必然性

を理解する。 

ニート、フリー

ターについて

の資料を読む。 
2 時間  

ニート、フ

リーターな

どの問題と

その解決に

向けての取

組について

まとめる。 

2 時間  

4 

キャリア教育が提唱された背

景、定義、求められる能力を

確認し、キャリア教育とは何

かを明らかにする。 

キャリア教育

とは何かにつ

いての資料を

読む。 

2 時間  

キャリア教

育の意義に

ついてまと

める。 

2 時間  

5 
キャリア教育実践上の鍵(1)
「キャリア発達」について、

理解する。 

「キャリア発

達」についての

資料を読む。 
2 時間  

「キャリア

発達」につ

いてまとめ

る。 

2 時間  

6 
キャリア教育実践上の鍵(2)
「自立的に生きる」につい

て、理解する。 

「自立的に生

きる」について

の資料を読む。 
2 時間  

「自立的に

生きる」に

ついてまと

める。 

2 時間  

7 
キャリア教育実践上の鍵(3)
「職業観・勤労観の育成」に

ついて、理解する。 

「職業観・勤労

観の育成」につ

いての資料を

読む。 

2 時間  

「職業観・

勤労観の育

成」につい

てまとめ

る。 

2 時間  

8 
キャリア教育実践上の鍵(4)
「教育活動に取り組む“教師の

姿勢“」について、理解する。 

「教育活動に

取り組む“教師

の姿勢“」につ

いての資料を

読む。 

2 時間  

「教育活動

に取り組む

“教師の姿勢

“」について

まとめる。 

2 時間  

9 

キャリア教育を考える上で参

考となる新聞記事を読んで、

キャリア教育実践に向けての

理解を深める。 

キャリア教育

を考える上で

参考となる新

聞記事を読む。 

2 時間  授業内容の

振り返り 2 時間  

10 
小学校低学年のキャリア教育

の実践事例をもとに、模擬授

業の指導案を作成する。 

小学校低学年

のキャリア教

育の実践事例

を読む。 

2 時間  

小学校低学

年のキャリ

ア教育の模

擬授業の準

備 

2 時間  

11 

小学校低学年のキャリア教育

の模擬授業を実施し、発達段

階に応じた授業づくりについ

て理解する。 

小学校低学年

のキャリア教

育の模擬授業

の準備。 

2 時間  授業内容の

振り返り 2 時間  

12 
小学校中・高学年のキャリア

教育の実践事例をもとに、模

擬授業の指導案を作成する。 

小学校中・高学

年のキャリア

教育の実践事

例を読む。 

2 時間  

小学校中・

高学年のキ

ャリア教育

の模擬授業

の準備 

2 時間  

13 

小学校中・高学年のキャリア

教育の模擬授業を実施し、発

達段階に応じた授業づくりに

ついて理解する。 

小学校中・高学

年のキャリア

教育の模擬授

業の準備。 

2 時間  授業内容の

振り返り 2 時間  

14 

自分自身の過去・現在・未来

を見つめ直し、これからの自

分の進路を展望するためにレ

ポートを作成し、発表する。 

これまでの自

分自身の進路

選択の足跡を

振り返る。 

2 時間  授業内容の

振り返り 2 時間  
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15 
15 回の授業を振り返り、自身

の授業内容の理解、教師への

授業評価、自己評価を行う。 

15 回の授業資

料を読み直す。 2 時間  

授業の振り

返りシート

に基づき、

内容をまと

める。 

2 時間  

成 績 評 価 定期試験（30%）、課題・レポート（30%）、授業への取り組み（40%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

授業の振り返りシートに書かせた感想にコメントを書き、次の授業時に返す。レ

ポートや試験は、ルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：『学校教育とキャリア教育の創造』学文社             

参考文献：文部科学省『小学校キャリア教育の手引き（改訂版）』教育出版  
文部科学省『キャリア教育のススメ』東京書籍  

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

急激な社会の変化で、進学や就職に自己を見失いがちな時代の進路選択につい

て、教える立場からの理解だけでなく、自分自身のキャリア発達も見つめながら

学ぶ授業。 

小学校教諭二種免許状：必修科目 
 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 具体的事例を

もとに、進路指導とは

何かが説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取

り組み 
（関心・意

欲・態度）  
3% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力・

判断力・表

現力）  

2% 

(1)-2) 進路指導の目

的が大きく転換して

きた理由を学習指導

要領の改訂から説明

できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取

り組み 
（関心・意

欲・態度）  
3% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力・

判断力・表

現力）  

2% 

(1)-3) ニート・フリー

ター問題の現状と課

題から、キャリア教育

誕生の必然性を説明

できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取

り組み 
（関心・意

欲・態度）  
3% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力・

判断力・表

現力）  

2% 
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(1)-4) キャリア教育

の手引きを活用し、キ

ャリア教育とは何か

を説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取

り組み 
（関心・意

欲・態度）  
5% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力・

判断力・表

現力）  

5% 

(1)-5) 進路指導やキ

ャリア教育にかかわ

る法令について、その

主な内容を説明でき

る。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取

り組み 
（関心・意

欲・態度）  
5% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力・

判断力・表

現力）  

5% 

(2)-1) 各教科を学ぶ

意味を、キャリア教育

と関連づけて説明で

きる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取

り組み 
（関心・意

欲・態度）  
3% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力・

判断力・表

現力）  

2% 

(2)-2) 道徳でよりよ

い生き方を探る意味

を、キャリア教育と関

連づけて説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取

り組み 
（関心・意

欲・態度）  
3% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力・

判断力・表

現力）  

2% 

(2)-3) 学級活動の果

たす役割を、キャリア

教育と関連づけて説

明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取

り組み 
（関心・意

欲・態度）  
3% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力・

判断力・表

現力）  

2% 

(2)-4) 児童会・生徒会

活動を体験する意味

を、キャリア教育と関

連づけて説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取

り組み 
（関心・意

欲・態度）  
3% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力・
2% 
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る。 判断力・表

現力）  
(2)-5) 学校行事の存

在意義を、キャリア教

育と関連づけて説明

できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取

り組み 
（関心・意

欲・態度）  
3% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力・

判断力・表

現力）  

2% 

(2)-6) 総合的な学習

の時間の優れた実践

を、キャリア教育と関

連づけて説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取

り組み 
（関心・意

欲・態度）  
3% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力・

判断力・表

現力）  

2% 

(2)-7) 高等学校の進

路指導（キャリア教

育）の現状と課題を説

明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取

り組み 
（関心・意

欲・態度）  
3% 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力・

判断力・表

現力）  

2% 

(3)-1) 幼児期から学

生時代まで、キャリア

教育の観点で自己の

経験を書き出すこと

ができる。  

しっかりと自

己を見つめて

書いている。 

自己の足跡を

整理できてい

る。 

甘 さ は あ る

が、自己を見

つめようとし

ている。 

書くことがで

きない。 
課題・レポ

ート 
（思考力・

判断力・表

現力）  

20% 

(3)-2) これからの自

身の生き方をはっき

りと展望することが

できる。  

前向きな人生

に向かって進

もうとしてい

る。 

進むべき方向

性は見えてい

る。 

進むべき方向

を考えようと

している。 

述べることが

できない。 
課題・レポ

ート 
（思考力・

判断力・表

現力）  

10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

生徒指導と教育相談  
Student Consulting and 
Educational Consulting 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPTS2032 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2 選択 佐藤 嘉倫・福屋 いずみ  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有している

こと。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有してい

ること。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとるこ

とができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけ

ていること。 ○ 

概 要 

生徒指導の本来的な狙いである一人一人の個性の伸長、社会的スキルや行動力を高めるため

の教育的活動であることを理解する。  
児童の発達の状況に即した、カウンセリング的な関わりの意義や基本的な方法を身につける。 

到達目標 

(1)-1) 生徒指導の意義・重要性を理解する  

(1)-2) 個と集団に応じた指導の方法を理解する  

(1)-3) 校務分掌上の生徒指導の位置づけを理解する  

(2)-1) 懲戒・体罰の法的基本を学ぶ  

(2)-2) 生徒指導上の諸問題の現状と指導法を理解する  

(2)-3) インターネットなど今日的な生徒指導の現状と対応を学ぶ  

(3)-1) 生徒指導上の諸問題に即し児童の支援方法を学ぶ  

(3)-2) 基本的なカウンセリングの理論と実践方法を学ぶ  
(3)-3) 教育相談の進め方、組織的な取組み、スクールカウンセラー・スクールソーシャル 

ワーカーなどとの協働について学ぶ  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3 年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 予習時間 復習内容 復習時間 

1 生徒指導と教育相談とは何か概要

を知る      —  
本時の内容

についてま

とめる。 
2 時間 

2 生徒指導の意味を理解する  
生徒指導提

要の該当箇

所を読む。 
2 時間 配布資料を

読む。 2 時間 

3 教育現場における生徒指導の実践

について学ぶ     

生徒指導提

要の該当箇

所を読む。 
2 時間 

本時の内容

をまとめ

る。 
2 時間 

4 生徒指導上の諸問題を学ぶ  
生徒指導提

要の該当箇

所を読む。 
2 時間 

本時の内容

をまとめ

る。 
2 時間 

199



5 生徒指導と教育相談の関連ついて

理解する  

生徒指導提

要の該当箇

所を読む。 
2 時間 

本時の内容

をまとめ

る。 
2 時間 

6 児童の問題行動の意味を考える

（予防的な介入）  
配布資料を

読む。 2 時間 
本時の内容

をまとめ

る。 
2 時間 

7 カウンセリングの基本を学ぶ（ク

ライエント中心療法的介入）  
配布資料を

読む。 2 時間 配布資料を

読む。 2 時間 

8 カウンセリングの基本を学ぶ（精

神分析的介入） 
配布資料を

読む。 2 時間 配布資料を

読む。 2 時間 

9 不登校問題について指導と支援を

理解する  
配布資料を

読む。 2 時間 
本時の内容

をまとめ

る。 
2 時間 

10 いじめ問題について指導と支援を

理解する価方法を学ぶ  
配布資料を

読む。 2 時間 
本時の内容

をまとめ

る。 
2 時間 

11 非行・問題行動題について指導と

支援を理解する     

生徒指導提

要の該当箇

所を読む。 
2 時間 配布資料を

読む。 2 時間 

12 生徒指導の今日的な課題について

考える  

生徒指導提

要の該当箇

所を読む。 
2 時間 

本時の内容

をまとめ

る。 
2 時間 

13 障害のある児童への支援について

学ぶ  
配布資料を

読む。 2 時間 
本時の内容

をまとめ

る。 
2 時間 

14 教育相談の実際・学校内での心理

臨床的援助について学ぶ  
配布資料を

読む。 2 時間 
本時の内容

をまとめ

る。 
2 時間 

15 ＳＣ・ＳＳＷなど他の専門家との

連携について学ぶ     

生徒指導提

要の該当箇

所を読む。 
2 時間 配布資料を

読む。 2 時間 

成 績 評 価 定期試験（50%）、授業への取り組み（50%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

課題はコメントを書いて返却する。  
試験はルーブリック評価に基づいて結果を示す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

配布資料あり 
『小学校学習指導要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）』、文部科学省『生

徒指導提要』  

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

生徒指導の本来的な意味を知り子どもたちが生きる力を身につけていくための教

育や子どもたちの指導、支援の実践について学んでいきましょう。 

小学校教諭二種免許状：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)-1) 生徒指導の意義・重

要性を理解する  
生徒指導の
意義・重要性
を十分に説
明すること
ができる。 

生徒指導の
意義・重要性
を概ね説明
することが
できる。 

生徒指導の
意義・重要性
について最
低限の説明
はしている。 

生徒指導の
意義・重要性
を説明する
ことができ
ない。 

定期試験 
（知識・理
解）  6% 

問題意識を
もって講義
に参加し、そ
れを十分に
表現するこ
とができる。 

問題意識を
もって講義
に参加し、そ
れを概ね表
現すること
ができる。 

問題意識を
もって講義
に参加して
いるが、それ
を表現する
ことが不十
分である。 

問題意識を
もって講義
に参加して
いない。 

授業への取
り組み 
（関心・意
欲・思考力・
判断力・表現
力） 

6% 

(1)-2) 個と集団に応じた

指導の方法を理解する  
個と集団に
応じた対応
を十分に説
明すること
ができる。 

個と集団に
応じた対応
を概ね説明
することが
できる。 

個と集団に
応じた対応
について最
低限の説明
はしている。 

個と集団に
応じた対応
を説明する
ことができ
ない。 

定期試験 
（知識・理
解）  5% 

問題意識を
もって講義
に参加し、そ
れを十分に
表現するこ
とができる。 

問題意識を
もって講義
に参加し、そ
れを概ね表
現すること
ができる。 

問題意識を
もって講義
に参加して
いるが、それ
を表現する
ことが不十
分である。 

問題意識を
もって講義
に参加して
いない。 

授業への取
り組み 
（関心・意
欲・思考力・
判断力・表現
力） 

5% 

(1)-3) 校務分掌上の生徒

指導の位置づけを理解す

る  

校務分掌上
の生徒指導
の位置づけ
を十分に説
明すること
ができる。 

校務分掌上
の生徒指導
の位置づけ
を概ね説明
することが
できる。 

校務分掌上
の生徒指導
の位置づけ
について最
低限の説明
はしている。 

校務分掌上
の生徒指導
の位置づけ
を説明する
ことができ
ない。 

定期試験 
（知識・理
解）  5% 

問題意識を
もって講義
に参加し、そ
れを十分に
表現するこ
とができる。 

問題意識を
もって講義
に参加し、そ
れを概ね表
現すること
ができる。 

問題意識を
もって講義
に参加して
いるが、それ
を表現する
ことが不十
分である。 

問題意識を
もって講義
に参加して
いない。 

授業への取
り組み 
（関心・意
欲・思考力・
判断力・表現
力） 

5% 

(2)-1) 懲戒・体罰の法的基

本を学ぶ  
懲戒・体罰の
法的基本を
十分に説明
することが
できる。 

懲戒・体罰の
法的基本を
概ね説明す
ることがで
きる。 

懲戒・体罰の
法的基本に
ついて最低
限の説明は
している。 

懲戒・体罰の
法的基本を
説明するこ
とができな
い。 

定期試験 
（知識・理
解）  6% 

問題意識を
もって講義
に参加し、そ
れを十分に
表現するこ
とができる。 

問題意識を
もって講義
に参加し、そ
れを概ね表
現すること
ができる。 

問題意識を
もって講義
に参加して
いるが、それ
を表現する
ことが不十
分である。 

問題意識を
もって講義
に参加して
いない。 

授業への取
り組み 
（関心・意
欲・思考力・
判断力・表現
力） 

6% 

(2)-2) 生徒指導上の諸問

題の現状と指導法を理解

する  

生徒指導上
の諸問題の
現状と指導
法を十分に
説明するこ
とができる。 

生徒指導上
の諸問題の
現状と指導
法を概ね説
明すること
ができる。 

生徒指導上
の諸問題の
現状と指導
法について
最低限の説
明はしてい
る。 

生徒指導上
の諸問題の
現状と指導
法を説明す
ることがで
きない。 

定期試験 
（知識・理
解）  

5% 

問題意識を
もって講義
に参加し、そ
れを十分に

問題意識を
もって講義
に参加し、そ
れを概ね表

問題意識を
もって講義
に参加して
いるが、それ
を表現する

問題意識を
もって講義
に参加して
いない。 

授業への取
り組み 
（関心・意
欲・思考力・
判断力・表現

5% 
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表現するこ
とができる。 

現すること
ができる。 

ことが不十
分である。 

力） 

(2)-3) インターネットな

ど今日的な生徒指導の現

状と対応を学ぶ  

インターネ
ット、SNS 等
の今日的な
生徒指導の
現状と対応
を十分に説
明すること
ができる。 

インターネ
ット、SNS 等
の今日的な
生徒指導の
現状と対応
を概ね説明
することが
できる。 

インターネ
ット、SNS 等
の今日的な
生徒指導の
現状と対応
について最
低限の説明
はしている。 

インターネ
ット、SNS 等
の今日的な
生徒指導の
現状と対応
を説明する
ことができ
ない。 

定期試験 
（知識・理
解）  

6% 

問題意識を
もって講義
に参加し、そ
れを十分に
表現するこ
とができる。 

問題意識を
もって講義
に参加し、そ
れを概ね表
現すること
ができる。 

問題意識を
もって講義
に参加して
いるが、それ
を表現する
ことが不十
分である。 

問題意識を
もって講義
に参加して
いない。 

授業への取
り組み 
（関心・意
欲・思考力・
判断力・表現
力） 

6% 

(3)-1) 生徒指導上の諸問

題に即し児童の支援方法

を学ぶ  

生徒指導上
の諸問題に
即し児童の
支援方法を
十分に説明
することが
できる。 

生徒指導上
の諸問題に
即し児童の
支援方法を
概ね説明す
ることがで
きる。 

生徒指導上
の諸問題に
即し児童の
支援方法に
ついて最低
限の説明は
している。 

生徒指導上
の諸問題に
即し児童の
支援方法を
説明するこ
とができな
い。 

定期試験 
（知識・理
解）  

6% 

問題意識を
もって講義
に参加し、そ
れを十分に
表現するこ
とができる。 

問題意識を
もって講義
に参加し、そ
れを概ね表
現すること
ができる。 

問題意識を
もって講義
に参加して
いるが、それ
を表現する
ことが不十
分である。 

問題意識を
もって講義
に参加して
いない。 

授業への取
り組み 
（関心・意
欲・思考力・
判断力・表現
力） 

6% 

(3)-2) 基本的なカウンセ

リングの理論と実践方法

を学ぶ  

基本的なカ
ウンセリン
グの理論と
実践方法を
十分に説明
することが
できる。 

基本的なカ
ウンセリン
グの理論と
実践方法を
概ね説明す
ることがで
きる。 

基本的なカ
ウンセリン
グの理論と
実践方法に
ついて最低
限の説明は
している。 

基本的なカ
ウンセリン
グの理論と
実践方法を
説明するこ
とができな
い。 

定期試験 
（知識・理
解）  

6% 

問題意識を
もって講義
に参加し、そ
れを十分に
表現するこ
とができる。 

問題意識を
もって講義
に参加し、そ
れを概ね表
現すること
ができる。 

問題意識を
もって講義
に参加して
いるが、それ
を表現する
ことが不十
分である。 

問題意識を
もって講義
に参加して
いない。 

授業への取
り組み 
（関心・意
欲・思考力・
判断力・表現
力） 

6% 

(3)-3) 教育相談の進め方、

組織的な取組み、スクール

カウンセラー・スクールソ

ーシャルワーカーなどと

の協働について学ぶ  

教育相談の
進め方、組織
的な取組み、
SC・SSW な
どとの協働
を十分に説
明すること
ができる。 

教育相談の
進め方、組織
的な取組み、
SC・SSW な
どとの協働
を概ね説明
することが
できる。 

教育相談の
進め方、組織
的な取組み、
SC・SSW な
どとの協働
について最
低限の説明
はしている。 

教育相談の
進め方、組織
的な取組み、
SC・SSW な
どとの協働
を説明する
ことができ
ない。 

定期試験 
（知識・理
解）  

5% 

問題意識を
もって講義
に参加し、そ
れを十分に
表現するこ
とができる。 

問題意識を
もって講義
に参加し、そ
れを概ね表
現すること
ができる。 

問題意識を
もって講義
に参加して
いるが、それ
を表現する
ことが不十
分である。 

問題意識を
もって講義
に参加して
いない。 

授業への取
り組み 
（関心・意
欲・思考力・
判断力・表現
力） 

5% 

 

202



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

特別支援教育 
Special Support Education 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPBE1008 １年次 前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

講義 2 選択 宮木 秀雄  
 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 ○ 

概 要 

発達障害を含む様々な障害や、その他の要因により特別な教育的ニーズのある幼児児童生徒

の心身の発達、障害の特性を理解するとともに、学習上、生活上の困難とその背景について

理解する。その上で、特別の支援を必要とする幼児児童生徒が、達成感をもちながら学び、

生きる力を身につけることができるよう、個別の教育支援計画、個別の指導計画の作成と活

用の方法について、事例に基づき実践的に学んでいく。さらに、インクルーシブ教育の理念

を含めた特別支援教育に関する制度や法令の内容を理解し、個別の教育的ニーズに対して学

校における組織的な支援体制の在り方、関係機関との連携の在り方についても理解を深め

る。 

到達目標 

(1)-1) インクルーシブ教育システムを含めた特別支援教育に関する制度の理念や仕組みを説

明できる。  
(1)-2) 発達障害や軽度知的障害をはじめとする特別の支援を必要とする幼児児童生徒の心身

の発達、心理的特性及び学習の過程を説明できる。  
(1)-3) 視覚障害・聴覚障害・知的障害・肢体不自由・病弱等を含む様々な障害のある幼児児

童生徒の学習上又は生活上の困難について説明できる。  
(2)-1) 発達障害や軽度知的障害をはじめとする特別の支援を必要とする幼児児童生徒に対す

る支援の方法について説明できる。  
(2)-2) 「通級による指導」及び「自立活動」の教育課程上の位置付けと内容を説明できる。  
(2)-3) 特別支援教育に関する教育課程の枠組みを踏まえ、個別の指導計画及び個別の教育支

援計画を作成する意義と方法を説明できる。  
(2)-4) 特別支援教育コーディネーター・関係諸機関・家庭と連携しながら支援体制を構築す

ることの必要性を説明できる。  
(3)-1) 母国語や貧困の問題等により特別の教育的ニーズのある幼児児童生徒の学習上は生活

上の困難や組織的な対応の必要性を説明できる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 「障害」とは  
―ICFの観点から― 

授業内容の言葉に

ついて調べる 2 時間 疑問点等につい

て調べる 2 時間  

2 
特別支援教育の制度  
―特殊教育から特別支援教育へ
― 

授業内容の言葉に

ついて調べる 2 時間 疑問点等につい

て調べる 2 時間  

3 
特別支援教育の教育課程  
―自立活動と領域・教科を合せ

た指導― 

授業内容の言葉に

ついて調べる 2 時間 疑問点等につい

て調べる 2 時間  

4 様々な障害に配慮した教育 
―五障害を中心に― 

授業内容の言葉に

ついて調べる 2 時間 疑問点等につい

て調べる 2 時間  

5 発達障害のある子どものアセス

メント 
授業内容の言葉に

ついて調べる 2 時間 疑問点等につい

て調べる 2 時間  
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―心理的アセスメントと教育的

アセスメント― 

6 
発達障害のある子どもの行動支

援①  
―行動理論の基礎― 

授業内容の言葉に

ついて調べる 2 時間 疑問点等につい

て調べる 2 時間  

7 
発達障害のある子どもの行動支

援②  
―行動理論の応用― 

授業内容の言葉に

ついて調べる 2 時間 疑問点等につい

て調べる 2 時間  

8 事例検討①  
―唾吐きの事例― 

授業内容の言葉に

ついて調べる 2 時間 疑問点等につい

て調べる 2 時間  

9 事例検討②  
―登校時の座り込みの事例― 

授業内容の言葉に

ついて調べる 2 時間 疑問点等につい

て調べる 2 時間  

10 事例検討③  
―給食の拒否の事例― 

授業内容の言葉に

ついて調べる 2 時間 疑問点等につい

て調べる 2 時間  

11 個別の指導計画の意義と内容  
―具体的な記入例を参考に― 

授業内容の言葉に

ついて調べる 2 時間 疑問点等につい

て調べる 2 時間  

12 

発達障害のある子どもの学習支

援①  
―読み書き障害のある子どもの

事例から― 

授業内容の言葉に

ついて調べる 2 時間 疑問点等につい

て調べる 2 時間  

13 
発達障害のある子どもの学習支

援②  
―行動理論に基づく学習支援― 

授業内容の言葉に

ついて調べる 2 時間 疑問点等につい

て調べる 2 時間  

14 
集団への支援  
―ユニバーサルデザインと階層

的予防モデル― 

授業内容の言葉に

ついて調べる 2 時間 疑問点等につい

て調べる 2 時間  

15 
インクルーシブ教育と合理的配

慮―多様性が認められる学校へ
― 

授業内容の言葉に

ついて調べる 2 時間 疑問点等につい

て調べる 2 時間  

成 績 評 価 定期試験（知識・理解）（70%）、毎回の授業の感想・振り返り（思考力）（30%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

授業の振り返りシートに書かれた感想や質問について、代表的なものをピックア

ップし次の授業時にコメントする。 

テキストおよび 
参 考 文 献  

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 小学校教諭二種免許状：必修 

 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) インクルーシ

ブ教育システムを含

めた特別支援教育に

関する制度の理念や

仕組みを説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
毎回の授業の

感想・振り返

り 
6% 

定期試験 11% 

(1)-2) 発達障害や軽

度知的障害をはじめ

とする特別の支援を

必要とする幼児児童

生徒の心身の発達、心

理的特性及び学習の

過程を説明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
毎回の授業の

感想・振り返

り 
3% 

定期試験 8% 
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(1)-3) 視覚障害・聴覚

障害・知的障害・肢体

不自由・病弱等を含む

様々な障害のある幼

児児童生徒の学習上

又は生活上の困難に

ついて説明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 毎回の授業の

感想・振り返

り 
3% 

定期試験 8% 

(2)-1) 発達障害や軽

度知的障害をはじめ

とする特別の支援を

必要とする幼児児童

生徒に対する支援の

方法について説明で

きる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
毎回の授業の

感想・振り返

り 
6% 

定期試験 11% 

(2)-2) 「通級による指

導」及び「自立活動」

の教育課程上の位置

付けと内容を説明で

きる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
毎回の授業の

感想・振り返

り 
3% 

定期試験 8% 

(2)-3) 特別支援教育

に関する教育課程の

枠組みを踏まえ、個別

の指導計画及び個別

の教育支援計画を作

成する意義と方法を

説明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
毎回の授業の

感想・振り返

り 
3% 

定期試験 8% 

(2)-4) 特別支援教育

コーディネーター・関

係諸機関・家庭と連携

しながら支援体制を

構築することの必要

性を説明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
毎回の授業の

感想・振り返

り 
3% 

定期試験 8% 

(3)-1) 母国語や貧困

の問題等により特別

の教育的ニーズのあ

る幼児児童生徒の学

習上は生活上の困難

や組織的な対応の必

要性を説明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
毎回の授業の

感想・振り返

り 
3% 

定期試験 8% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

ボランティア実習 

Volunteer Practice 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
22EPTP1005 

１年次 

２年次 

後期 

前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

実習 2 選択 田中 光・手島 史子 
 
 

ディプロマ・ 

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有している

こと。 
○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有してい

ること。 
 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとるこ

とができること。 
○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけ

ていること。 
○ 

概 要 

「ボランティア実習」は、介護等体験の実習の事前・事後指導として行う学内での授業と、

介護等体験実習として、特別支援学校 2 日間、社会福祉施設に 5 日間の学外での実習から成

る。「教師」という職業の「資質能力」とは何かを講義や実習を通して学ぶ。また、少なく

とも、子どもたちとかかわりながら、子ども達に責任が持てる「人間性」について考える。 

到達目標 

(1) 「介護等体験実習」の意義と目的を理解し、特別支援学校と様々な社会福祉施設につい

て、事前に調べることができる。  

(2) 「介護等体験実習」に必要な書類の作成や事前打ち合わせを通して、社会人基礎力を養

うことができる。  

(3) 「介護等体験実習」を行い、多様な人との交流を通し、一人一人の尊厳を大切にして関

わることができる。  

(4) 「介護等体験実習」を終えて、教師としての資質を高めるための自らの課題を明確にす

ることができる。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 
オリエンテーション（授業の

目的、到達目標等の説明） 
  

授業計画と内容の

把握 
2 時間  

2 
特別支援学校での学びについ

て 

授業の概要を読

み、自分の課題を

立てる。 

2 時間  
特別支援学校につ

いてまとめる。 
2 時間  

3 
社会福祉施設での学びについ

て 

社会福祉施設につ

いて調べる。 
2 時間  

授業内容をまとめ

る。 
2 時間  

4 手話のいろはと演習 
手話について調べ

る。 
2 時間  

手話の練習を行

う。 
2 時間  

5 

介護等体験実習に出るまでの

実際、実習希望調査・プロフ

ィール作成 

実習に出るまでの

心構えを明確にし

ておく。 

2 時間  
実習希望調査を充

実させる。 
2 時間  

6 

実習を経験した先輩からのア

ドバイス〜実習に向けた目標

設定と心構え～ 

先輩からのアドバ

イスを読んでお

く。 

2 時間  
実習に向けての目

標をまとめる。 
2 時間  

7 実習希望調査 

自身のスケジュー

ルをまとめてお

く。 

2 時間  
実習希望調査を完

成せる。 
2 時間  
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回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

8 

オリエンテーション  

①１年後期の振り返り  

②２年前期の「ボランティア

実習」の計画・評価、等につ

いて）  

1 年次の授業資料

を読みかえす。 
2 時間  

授業内容のまとめ

をする。 
2 時間  

9 

特別支援学校への実習申込み  

特別支援学校プロフィール記

入  

社会福祉施設の実習日程確認 

自身のスケジュー

ルを整理してお

く。 

2 時間  
プロフィールを完

成させる。 
2 時間  

10 
車椅子の使い方（実習）１

（基本・応用） 

車いすについて調

べる。 
2 時間  

車いすの操作の注

意点についてまと

める。 

2 時間  

11 

特別支援学校・社会福祉施設

での実習の在り方と日誌の書

き方（実習を充実させるため

の「い・ろ・は」） 

実習先への連絡と

そのまとめをす

る。 

2 時間  
日誌の書き方のま

とめをする。 
2 時間  

12 

介護等体験の実習の心構え  

～「社会福祉施設のてびき」

～ 

実習先の概要を調

べておく。 
2 時間  

実習に向けての心

構えをまとめる。 
2 時間  

13 

自立について考える（理化学

研究所の障害者雇用のビデオ

から） 

障害者施設につい

て復習をしてくお

く。 

2 時間  
授業内容をまとめ

る。 
2 時間  

14 

社会福祉施設の実習の準備  

（事前オリエンテーション、

検便、健康診断、プロフィー

ル(目標の設定)）  

自分のスケジュー

ルを確認してお

く。 

2 時間  

社会福祉施設のプ

ロフィールを完成

させる。 

2 時間  

15 

今後の実習に向けての最終確

認  

評価対象レポート 

実習のスケジュー

ルと持参物の確認

をする。 

2 時間  
実習後に最終レポ

ートをまとめる。 
2 時間  

※介護等体験実習において、特別支援学校 2 日間、社会福祉施設に 5 日間実習に行く。  

 なお、実習の直前には学内の事前オリエンテーションを行う。実習先によっては事前オリエ

ンテーションが別日にある。  

成 績 評 価 課題・レポート（20%）、授業への取り組み（30%）、その他（50%） 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

課題レポートについては、授業内での返却が難しいため別の日に返却する。また

実習を通して各自が課題について確認する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
授業時に指示 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

教育や教師という言葉の持つ意味を少しでも深めることができるように日頃から

抽象的な言葉の持つ意味を自分なりに考えていって欲しい。 

小学校教諭二種免許状：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 「介護等体験実習」

の意義と目的を理解

し、特別支援学校と

様々な社会福祉施設

について、事前に調べ

ることができる。  

「介護体験

実習」の意義

を理解して

おり、各施設

について十

分に調べら

れている。 

「介護体験

実習」の意義

を理解し、各

施設につい

て大きな問

題なく調べ

られている。 

改善の余地は

あるものの実

習の意義を理

解し、各施設

を調べること

ができてい

る。 

「介護体験

実習」の意義

の理解と各

施設につい

ての調べが

できていな

い。 

授業への取り組

み 

（意欲・態度・知

識・思考力・表現

力）  

15% 

(2) 「介護等体験実習」

に必要な書類の作成

や事前打ち合わせを

通して、社会人基礎力

を養うことができる。  

実習に必要

な書類作成

ができ、社会

人基礎力を

養うことが

できている。 

大きな問題

なく書類作

成ができ、社

会人基礎力

を養えてい

る。  

改善の余地は

あるものの書

類作成がで

き、社会人基

礎力を身につ

けている。 

書類作成が

完成できず、

最低限度の

社会人基礎

力を身につ

けられてい

ない。 

授業への取り組

み 

（意欲・態度・知

識・思考力・表現

力）  

15% 

(3) 「介護等体験実習」

を行い、多様な人との

交流を通し、一人一人

の尊厳を大切にして

関わることができる。  

明確な目的

意識をもっ

て実習に取

り組み、一人

一人の尊厳

を大切に関

わることが

できる。 

自分なりに

目的意識を

持って取り

組み、人の尊

厳を大切に

関わること

ができてい

る。 

目的意識は浅

いが意欲的に

実習に取り組

み、人の尊厳

を大切に関わ

ろうとしてい

る。 

実習の取り

組み方に課

題があり、人

の尊厳を大

切にした関

わりができ

ていない。 

その他 

（関心・意欲・態

度・理解）  

50% 

(4) 「介護等体験実習」

を終えて、教師として

の資質を高めるため

の自らの課題を明確

にすることができる。  

教師として

の資質を高

めるための

自らの課題

を明確にで

きている。 

教師の資質

につながる

自らの課題

をいくつか

見つけるこ

とができて

いる。 

実習を通し

て、自分なり

の課題を見つ

けることがで

きている。 

自らの課題

を見つける

ことができ

ていない。 

課題・レポート 

（理解・思考力・

判断力・表現力）  
20% 

 



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

教育実習指導 
Study of Practical Teaching at 

Elementary School 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPTP1001 １年次 

２年次 
後期 
前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 1 選択 隅野 努・中村 浩・福屋 いずみ  
 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 ○ 

概 要 

学習指導の知識を生かし、模擬授業にチャレンジすることで、教壇に立つ準備を進めるとと

もに、指導主事による「学習指導」「生徒指導」「人権教育」の講義や市内公立小学校にお

ける参観実習などを通して、教育現場の実態にも直接ふれ、教師として必要な資質や能力の

向上を図り、教師となる心構えを培っていく。 

到達目標 

(1) 教育実習の意義を理解し、使命感・緊張感をもって教壇に立てるようになる。  
(2) 参観実習への参加、レポートや書類の提出、実習校との打ち合わせ等を通して、社会人

としての基礎的な素養やマナー・礼儀を身に付けることができる。また、参観実習への参加

を通して、自分自身の課題を鑑みることができる。  
(3) 模擬授業を経験することで、教育実習に臨む自分自身の課題を発見することができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 オリエンテーション   
福屋 

教育実習に向けて

の心構えを考える 2 時間 
教育実習に向けての

準備、予定について

まとめる 
2 時間 

2 教育実習の意義と目的  
隅野 

教育実習の意義と

目的について資料

を読む 
2 時間 

教育実習の意義と目

的について、まとめ

る 
2 時間 

3 教育実習の内容   
中村 

教育実習の内容に

ついて資料を読む 2 時間 教育実習の内容につ

いて、まとめる 2 時間 

4 授業づくりの基礎を学ぶ(1)  
福屋 

指導案作りについ

ての資料を読む 2 時間 
授業の振り返りシー

トに基づき内容をま

とめる 
2 時間 

5 授業づくりの基礎を学ぶ(2)   
福屋 

前時の復習より、

発問、資料、板書

の課題をまとめる 
2 時間 

授業の振り返りシー

トに基づき内容をま

とめる 
2 時間 

6 教育実習について先輩に学ぶ 

福屋 

教育実習の過去の

体験談の資料を読

む 
2 時間 

授業の振り返りシー

トに基づき内容をま

とめる 
2 時間 

7 
小学校参観実習(1)  
－参観実習の説明－   
隅野 

小学校参観実習校

の学校要覧を読む 2 時間 
参観実習校の学校要

覧について、まとめ

る 
2 時間 

8 
小学校参観実習(2)  
－校長講話－   
隅野 

参観実習校の概要

について、資料を

読む 
2 時間 校長講話の気づき、

感想をまとめる 2 時間 
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9 
小学校参観実習(3)  
－授業参観－   
隅野 

参観実習の準備 2 時間 授業参観しての気づ

き、感想をまとめる 2 時間 

10 
小学校参観実習(4)  
－授業参観－   
隅野 

参観実習の準備 2 時間 授業参観しての気づ

き、感想をまとめる 2 時間 

11 市教委講話 －学習指導－   
隅野 

学習指導につい

て、資料を読む 2 時間 
授業の振り返りシー

トに基づき内容をま

とめる 
2 時間 

12 市教委講話 －生徒指導－   
隅野 

生徒指導につい

て、資料を読む 2 時間 
授業の振り返りシー

トに基づき内容をま

とめる 
2 時間 

13 参観実習･学習指導･生徒指導

の振り返り 隅野  

参観実習、学習指

導、生徒指導の資

料の読み直し。 
2 時間 

参観実習、学習指

導、生徒指導の資料

の読み直し 
2 時間 

14 実習日誌と実習生プロフィー

ルの作成 福屋 

実習生プロフィー

ルについて、まと

める。 
2 時間 

実習生プロフィール

について、まとめ

る。 
2 時間 

15 本授業を振り返って 中村 発表資料をまとめ

る。 2 時間 
授業の振り返りシー

トに基づき内容をま

とめる。  
2 時間 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

16 オリエンテーション   
福屋 

15 回の授業の見

通しを立てる。 2 時間 模擬授業の進め方な

どまとめる。 2 時間 

17 模擬授業の説明と準備 福屋 模擬授業に向けて

の心構えを書く。 2 時間 模擬授業の進め方に

ついてまとめる。 2 時間 

18 模擬授業(1) ―授業実践と協

議― 隅野・中村・福屋 模擬授業の準備。 2 時間 
授業の振り返りシー

トに基づき内容をま

とめる。 
2 時間 

19 模擬授業(2) ―授業実践と協

議― 隅野・中村・福屋 模擬授業の準備。 2 時間 
授業の振り返りシー

トに基づき内容をま

とめる。 
2 時間 

20 模擬授業(3) ―授業実践と協

議― 隅野・中村・福屋 模擬授業の準備。 2 時間 
授業の振り返りシー

トに基づき内容をま

とめる。 
2 時間 

21 模擬授業(4) ―授業実践と協

議― 隅野・中村・福屋 模擬授業の準備。 2 時間 
授業の振り返りシー

トに基づき内容をま

とめる。 
2 時間 

22 模擬授業(5) ―授業実践と協

議― 隅野・中村・福屋 模擬授業の準備。 2 時間 
授業の振り返りシー

トに基づき内容をま

とめる。 
2 時間 

23 
小学校参観実習(1)  
－参観実習の説明－   
隅野 

参観実習校の概要

について、資料を

読む。 
2 時間 参観実習校の概要に

ついて、まとめる。 2 時間 

24 
小学校参観実習(2)  
－校長講話－   
隅野 

参観実習の準備。 2 時間 校長講話の気づき、

感想をまとめる。 2 時間  

25 
小学校参観実習(3)  
－授業参観－   
隅野 

参観実習の準備。 2 時間 
授業参観しての気づ

き、感想をまとめ

る。 
2 時間 

26 
小学校参観実習(4)  
－授業参観－   
隅野 

参観実習の準備。 2 時間 
授業参観しての気づ

き、感想をまとめ

る。 
2 時間 

27 
市教委講話  
－人権教育－   
隅野 

人権教育につい

て、資料を読む。 2 時間 
授業の振り返りシー

トに基づき内容をま

とめる。 
2 時間 
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28 

参観実習･人権教育の振り返

り  
実習校への事前打合せについ

て 隅野  

参観実習、人権教

育の資料の読み直

し。 
2 時間 

実習校への事前打ち

合わせについて、内

容をまとめる。 
2 時間 

29 
実習日誌の書き方について   
実習生プロフィールの作成 

福屋 

実習日誌の書き方

について、確認す

る。 
2 時間 

実習日誌の書き方に

ついて、内容をまと

める。 
2 時間 

30 実習中の健康管理について  
教育実習の心構え 中村 

実習中の健康管理

と心構えについ

て、まとめる。 
2 時間 

授業の振り返りシー

トに基づき内容をま

とめる。 
2 時間 

成 績 評 価 課題・レポート（25%）、授業への取り組み（50%）、模擬授業、模擬保育、ロール

プレイ（15%）、その他（10%）  
課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

授業の振り返りシートに書かせた感想にコメントを書き、次の授業時に返す。課

題、レポートは、ルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：「教育実習の研究」山口短期大学「教育実習Ｑ&Ａ」山口短期大学  
参考文献：文部科学省「小学校学習指導要領」東洋館出版社 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

教育実習のための準備を行います。実習に関する重要書類や手続きに関すること

も含みます。ひとつひとつ丁寧に積み上げ、教育実習へ行くことの意味を理解

し、教育に携わることの使命感と緊張感をもてるようになりましょう。  
   
小学校教諭二種免許状：必修科目 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 教育実習の意義を

理解し、使命感・緊張

感をもって教壇に立

てるようになる。  

教壇に立つ準

備がほぼでき

ている。 

基本的な準備

は で き て い

る。  

最低限の準備

は で き て い

る。  

準備ができて

いない。  
授 業 への 取

り組み 
（ 関 心・ 意

欲・態度・知

識・理解）  

50% 

(2) 参観実習への参

加、レポートや書類の

提出、実習校との打ち

合わせ等を通して、社

会人としての基礎的

な素養やマナー・礼儀

を身に付けることが

できる。また、参観実

習への参加を通して、

自分自身の課題を鑑

みることができる。  

社会人として

の常識がほぼ

確立できてい

る。また、自分

の課題を自覚

し、解決しよ

うと努力して

いる。 

大きな間違い

はなく、基本

的なことはで

きている。ま

た、自分の課

題を自覚して

いる。 

さらに努力を

要するが、最

低限の基本は

できている。

また、自分の

課題がわかり

つつある。 

最低限のこと

ができていな

い。また、自分

の課題を自覚

していない。 

課題・レポー

ト 
（思考力・判

断 力 ・表 現

力）  20% 

社会人として

の常識がほぼ

確立できてい

る。また、自分

の課題を自覚

し、解決しよ

うと努力して

いる。 

大きな間違い

はなく、基本

的なことはで

きている。ま

た、自分の課

題を自覚して

いる。 

さらに努力を

要するが、最

低限の基本は

できている。

また、自分の

課題がわかり

つつある。 

最低限のこと

ができていな

い。また、自分

の課題を自覚

していない。 

その他 
（ 関 心・ 意

欲・態度）  

10% 

(3) 模擬授業を経験す

ることで、教育実習に

臨む自分自身の課題

を発見することがで

きる。  

様々な角度か

ら、自己の課

題を明確に把

握している。 

いくつかの角

度から、自己

の課題を把握

している。 

１つ以上自己

の課題を把握

している。 

課題を把握し

ていない。  
模擬授業、ロ

ールプレイ 
（思考力・判

断 力 ・表 現

力）  

15% 

様々な角度か

ら、自己の課

題を明確に把

握している。 

いくつかの角

度から、自己

の課題を把握

している。 

１つ以上自己

の課題を把握

している。 

課題を把握し

ていない。  
課題・レポー

ト 
（ 関 心・ 意

欲・態度）  

5% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

教育実習 
Practical Teaching at 
Elementary School 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPTP2003 ２年次 後期

（集中） 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

実習 4 選択 隅野 努・中村 浩・福屋 いずみ  
 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 ○ 

概 要 子どもの発達や心理、教員の業務や学校組織についての理解を深め、確かな学習指導や生徒

指導ができるようになるため、小学校の現場において４週間の実地実習を行う。 

到達目標 

(1) 教師としての責務を自覚するとともに、良識ある社会人としての言動ができる。  

(2) 子どもたちに対する愛情と教育に対する情熱をもって、子どもたちに接することができ

る。  
(3) 子どもたちの実態を踏まえ、確かな学力の向上をめざす学習指導案の作成と、授業の基

礎技術を駆使した授業を展開することができるようになる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 

子どもの発達や心理について

理解し、実際に子どもたちとふ

れあう。 

子どもの発達や心

理についての資料

を読む。 2 時間 

実習日誌で子ども

たちとのふれあい

の振り返りをす

る。 

2 時間 

2 
教材研究をし、学習指導案を作

成し、教科指導を行い、授業技

術を磨く。 

教材研究をし、学

習指導案を作成す

る。 
2 時間 

実施した授業につ

いて振り返りをす

る。 
2 時間 

3 

学級経営、生徒指導について理

解し、学級経営力を身に付け

る。 

学級経営、生徒指

導についての資料

を読む。 2 時間 

実習日誌で学級担

任としての仕事に

ついて振り返りを

する。 

2 時間 

4 
道徳、特別活動について理解

し、授業実践を行う。 
道徳、特別活動の

学習指導案を作成

する。 
2 時間 

実施した授業につ

いて振り返りをす

る。 
2 時間 

5 
校務分掌、学校事務、ＰＴＡ、

地域社会等について理解を深

める。 

実習校の状況につ

いて資料等で確認

する。 
2 時間 

学校教育活動につ

いて全般的に振り

返る。 
2 時間 

6 
国民に託された教育者として

の自覚をもつ。 
教師としての心構

えについて、資料

を読む。 
2 時間 

めざす教師像につ

いて、考えをまと

める。 
2 時間 

※実習時期 基本的に、２年次１０月に小学校での実習（４週間）を行う。 
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成 績 評 価 指導案（10%）、その他（90%） 

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

教育実習中の訪問指導の際に、実習校の校長、指導教官等からの気づき、教育実

習日誌等に基づき、本人に指導助言を実施する。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：「教育実習の研究」山口短期大学、「教育実習Ｑ&Ａ」山口短期大学 

参考文献：実習校で渡される各種の資料 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

小学校の教壇に立って実際に授業をするという得がたい経験のできる科目です。

使命感と緊張感をもって取り組む真剣勝負のキャリア教育そのものです。 

小学校教諭二種免許状：必修科目 

 

 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 評価 
比率 

(1) 教師としての責務

を自覚するとともに、

良識ある社会人とし

ての言動ができる。  

教師として

の自覚をも

った言動が

できる。  

大きな間違

いがなく、基

本を踏まえ

た言動がで

きる。 

さらに自覚

が必要だが、

最低限の言

動ができる。 

教師として

の適性が見

られない。 

その他 
（関心・意欲・態

度・知識・理解） 60% 

(2) 子どもたちに対す

る愛情と教育に対す

る情熱をもって、子ど

もたちに接すること

ができる。  

子どもたち

との信頼関

係を築けて

いる。  

大きな間違

いがなく、子

どもたちと

基本的な関

係は築けて

いる。 

さらに努力

は要するが、

最低限の関

係は築けて

いる。 

関係を築け

ない。 
その他 
（関心・意欲・態

度）  20% 

(3) 子どもたちの実態

を踏まえ、確かな学力

の向上をめざす学習

指導案の作成と、授業

の基礎技術を駆使し

た授業を展開するこ

とができるようにな

る。  

ほぼ完璧に

授業ができ

る。 

大きな間違

いがなく、基

本を踏まえ

て授業がで

きる。 

さらに努力

を要するが、

最低限の基

本を踏まえ

て授業がで

きる。  

授業ができ

ない。 
その他 
（知識・理解・思

考力・判断力・表

現力）  
10% 

ほぼ完璧に

授業ができ

る。 

大きな間違

いがなく、基

本を踏まえ

て授業がで

きる。 

さらに努力

を要するが、

最低限の基

本を踏まえ

て授業がで

きる。  

授業ができ

ない。 
指導案 
（知識・理解・思

考力・判断力・表

現力）  
10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

学校体験活動 
School Internship 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPTP1002 １年次 前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

実習 1 選択 隅野 努・中村 浩・福屋 いずみ  
 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 ○ 

概 要 
小学校教諭を目指す学生が、小学校で生活する児童の姿や学校の環境を観察するとともに、

実務に対する補助的な役割を担うことを通して、児童の実態と小学校の教育活動の特色を理

解することを目的とする。 

到達目標 

(1) 小学校の運営方法及び特色ある教育活動並びにそれらを実施するための組織体制につい

て理解している。  
(2) 学級担任の補助的な役割を担うことができる。  

(3) 学級担任の役割と職務内容を実地に即して理解している。  

(4) 教科指導以外の様々な活動の場面で適切に児童と関わることができる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 オリエンテーション 学校体

験活動とは（福屋） 

学校体験活動につ

いて先輩の報告書

を読む。 
2 時間 学校体験活動の概

要をまとめる。 2 時間 

2 
事前指導①学校体験活動にむ

けての準備（プロフィール作

成）（福屋） 

学校体験活動の心

構えについてまと

める。 
2 時間 

学校体験活動校の

学校要覧をまとめ

る。 
2 時間 

3 事前指導②学校体験活動実施

校を知る（中村） 

プロフィール作成

に向けて必要事項

を確認する。 
2 時間 プロフィールを完

成させる。 2 時間 

4 
事前指導③学校体験活動にむ

けての準備（心構え、出勤

簿、記録など）（隅野） 

学校体験活動の目

標についてまとめ

る。 
2 時間 

学校体験活動に必

要な物を準備す

る。 
2 時間 

5 事後指導 学校体験活動の報

告会（中村） 

学校体験活動の報

告書を作成する。 2 時間 学校体験活動の振

り返りをする。 2 時間 

※ 授業の日程は提示します  
※ 実習時期 基本的に 1 年次の 9 月に防府市内の小学校での体験活動(5 日間)  

成 績 評 価 授業への取り組み（25%）、グループワーク・グループ討議（30%）、その他

（45%） 

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

学校体験活動の訪問指導の際に、活動校、指導教官からの気づき、体験活動日

誌、事後の振り返りに基づき、本人に指導助言を実施する。 
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テキストおよび 
参 考 文 献 授業時に指示 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

実際に小学校で先生の仕事を体験するために準備をしっかりしましょう。 
小学校教諭二種免許状：必修科目 

 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 小学校の運営

方法及び特色ある

教育活動並びにそ

れらを実施するた

めの組織体制につ

いて理解してい

る。  

事前指導の内

容について、資

料にまとめる

など整理をし

ており、理解を

深め、また自分

の言葉で述べ

ることができ

る。 

事前指導で理

解の内容を自

分なりに整理

し、言葉で述べ

ることができ

る。 

事前指導の内

容について指

導・助言を受け

ながら、理解し

ている。 

事前指導の内

容について理

解できていな

い。 

授業への取

り組み 
（関心・意

欲・態度・知

識・理解）  25% 

(2) 学級担任の補

助的な役割を担う

ことができる。  

小学校・学級担

任の目標やそ

の場の児童の

様子を十分に

把握し、場に応

じた補助的な

役割を積極的

に担うことが

できる。 

小学校・学級担

任の目標やそ

の場の児童の

様子を概ね把

握し、場に応じ

た補助的な役

割を担う姿勢

がみられる。 

小学校・学級担

任の目標やそ

の場の児童の

様子を把握し

ようとしてい

る。また最低限

指示された役

割を担うこと

ができる。 

小学校・学級担

任の目標やそ

の場の児童の

様子を把握で

きない。また最

低限指示され

た役割を担う

ことができな

い。 

グループワ

ーク・グル

ープ討議 
（思考力・

判断力・表

現力）  

10% 

小学校・学級担

任の目標やそ

の場の児童の

様子を十分に

把握し、場に応

じた補助的な

役割を積極的

に担うことが

できる。 

小学校・学級担

任の目標やそ

の場の児童の

様子を概ね把

握し、場に応じ

た補助的な役

割を担う姿勢

がみられる。 

小学校・学級担

任の目標やそ

の場の児童の

様子を把握し

ようとしてい

る。また最低限

指示された役

割を担うこと

ができる。 

小学校・学級担

任の目標やそ

の場の児童の

様子を把握で

きない。また最

低限指示され

た役割を担う

ことができな

い。 

その他 
（思考力・

判断力・表

現力）  
15% 

(3) 学級担任の役

割と職務内容を実

地に即して理解し

ている。  

学級担任の役

割と職務内容

を実地に即し

て十分に理解

し、実地の内容

を自分の言葉

で整理し、発表

することがで

きる。 

学級担任の役

割と職務内容

について概ね

理解し、実地の

内容を自分の

言葉で整理し、

発表すること

ができる。 

学級担任の役

割と職務内容

をある程度理

解し、実地の内

容を自分の言

葉で整理し、発

表することが

できる。 

学級担任の役

割と職務内容

を理解できて

いない。また、

実地の内容を

整理し、具体的

に発表するこ

とができない。 

グループワ

ーク・グル

ープ討議 
（知識・理

解・思考力・

判断力・表

現力）  

10% 

学級担任の役

割と職務内容

を実地に即し

て十分に理解

し、実地の内容

を自分の言葉

で整理し、発表

することがで

きる。 

学級担任の役

割と職務内容

について概ね

理解し、実地の

内容を自分の

言葉で整理し、

発表すること

ができる。 

学級担任の役

割と職務内容

をある程度理

解し、実地の内

容を自分の言

葉で整理し、発

表することが

できる。 

学級担任の役

割と職務内容

を理解できて

いない。また、

実地の内容を

整理し、具体的

に発表するこ

とができない。 

その他 
（知識・理

解・思考力・

判断力・表

現力）  15% 
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(4) 教科指導以外

の様々な活動の場

面で適切に児童と

関わることができ

る。  

教科指導以外

の様々な活動

の場面での教

員の役割を十

分に把握し、積

極的に児童と

関わることが

できる。 

教科指導以外

の様々な活動

の場面での教

員の役割を概

ね把握し、積極

的に児童と関

わる姿勢がみ

られる。 

教科指導以外

の様々な活動

の場面での教

員の役割につ

いて指導・助言

を受けながら、

児童と関わる

姿勢がみられ

る。 

教科指導以外

の様々な活動

の場面での教

員の役割を把

握できていな

い。また自ら児

童と関わるこ

とができない。 

グループワ

ーク・グル

ープ討議 
（思考力・

判断力・表

現力）  

10% 

教科指導以外

の様々な活動

の場面での教

員の役割を十

分に把握し、積

極的に児童と

関わることが

できる。 

教科指導以外

の様々な活動

の場面での教

員の役割を概

ね把握し、積極

的に児童と関

わる姿勢がみ

られる。 

教科指導以外

の様々な活動

の場面での教

員の役割につ

いて指導・助言

を受けながら、

児童と関わる

姿勢がみられ

る。 

教科指導以外

の様々な活動

の場面での教

員の役割を把

握できていな

い。また自ら児

童と関わるこ

とができない。 

その他 
（思考力・

判断力・表

現力）  
15% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

教職実践演習（小学校） 
Practice of Teaching Profession 

(Elementary School) 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22EPTP2004 ２年次 後期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 単位数 卒 業 

認 定 担 当 教 員  実務家 
教員 

演習 2 選択 隅野 努・中村 浩・福屋 いずみ  
 

ディプロマ・

ポリシー 
との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 ○ 

概 要 
短大２年間で学んだ学習知と教育実習で得られた教科指導力や生徒指導力の実践知とのさら

なる統合を図り、使命感や責任感に裏打ちされた確かな実践的指導力を有する教員としての

資質の向上とその確認を行う。 

到達目標 

(1) 教師としての使命感・責任感や教育的愛情、社会性やコミュニケーション力が向上して

いる。  

(2) 児童理解や学級経営の考え方や具体的方法について、説得力ある説明ができる。  

(3) 学習指導の原理と方法について、模擬授業の実践を通して、具体的に表現することがで

きる。  

授業内容 
と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 
オリエンテーション  
－教育実習の礼状の書き方－

（福屋）  

教育実習の振り返

りをする 2 時間 教育実習の礼状を

作成する 2 時間 

2 
教育実習報告会(1)－教育実習

で学んだことの発表と意見交

換－（隅野） 

教育実習の振り返

りをする 2 時間 教育実習の報告会

資料を作成する 2 時間 

3 
教育実習報告会(2)－教育実習

で学んだことの発表と意見交

換－（隅野） 

教育実習の振り返

りをする 2 時間 
授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる 
2 時間 

4 
教育実習で学んだことを伝え

る－教育実習で学んだことを

後輩へ伝える－（福屋） 

教育実習で学んだ

ことの発表準備 2 時間 
授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる 
2 時間 

5 
模擬授業(1)  
－査定授業の再現と研究協議

－（隅野・中村・福屋） 
模擬授業の準備 2 時間 

授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる 
2 時間 

6 
模擬授業(2)－査定授業の再現

と研究協議－（隅野・中村・

福屋） 
模擬授業の準備 2 時間 

授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる 
2 時間 

7 
模擬授業(3)－査定授業の再現

と研究協議－（隅野・中村・

福屋） 
模擬授業の準備 2 時間 

授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる 
2 時間 

8 
模擬授業(4)－査定授業の再現

と研究協議－（隅野・中村・

福屋） 
模擬授業の準備 2 時間 

授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる 
2 時間 

9 
模擬授業(5)－査定授業の再現

と研究協議－（隅野・中村・

福屋） 
模擬授業の準備 2 時間 

授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる 
2 時間 
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10 
模擬授業(6)－査定授業の再現

と研究協議－（隅野・中村・

福屋） 
模擬授業の準備 2 時間 

授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる 
2 時間 

11 
模擬授業(7)－査定授業の再現

と研究協議－（隅野・中村・

福屋） 
模擬授業の準備 2 時間 

授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる 
2 時間 

12 
模擬授業(8)－査定授業の再現

と研究協議－（隅野・中村・

福屋） 
模擬授業の準備 2 時間 

授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる 
2 時間 

13 
模擬授業(9)－査定授業の再現

と研究協議－（隅野・中村・

福屋） 
模擬授業の準備 2 時間 

授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる 
2 時間 

14 
模擬授業(10)－査定授業の再現

と研究協議－（隅野・中村・

福屋） 
模擬授業の準備 2 時間 

授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる 
2 時間 

15 
本授業を振り返って  
－到達度の確認と今後の課題

の発見－ （隅野） 

15 回の授業資料

を読み直す 2 時間 
授業の振り返りシ

ートに基づき内容

をまとめる 
2 時間 

成 績 評 価 課題・レポート（20%）、授業への取り組み（20%）、グループワーク・グループ討

議（30%）、模擬授業、模擬保育、ロールプレイ（30%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 
フィードバックの方法 

授業の振り返りシートに書かせた感想にコメントを書き、次の授業時に返す。レ

ポートは、ルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 
参 考 文 献 

テキスト：「教育実習の研究」山口短期大学、「教育実習Ｑ&Ａ」山口短期大学 
参考文献：教育実習報告会資料 

メ ッ セ ー ジ 
な       ど 

本学で教員免許を修得するための最終的な評価の授業です。教育実習を含め本学

で学んだことを総合的に判断し、教員免許修得者としてふさわしいか、また、今

後、教員としてやっていけるかどうかを判断する実践的な授業です。教育実習で

学んだことをもとに授業を構成するので教育実習の経験が物を言います。 

小学校教諭二種免許状：必修科目 
 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1) 教師としての使命

感・責任感や教育的愛

情、社会性やコミュニ

ケーション力が向上

している。 

教師としての

資質・能力が

磨 か れ て い

る。 

教師としての

基 本 的 な 資

質・能力が見

られる。  

教師としての

資質・能力の

最低限の基本

が見られる。  

教師としての

適性が見られ

ない。 

授業への取り組

み 
（関心・意欲・態

度）  
20% 

(2) 児童理解や学級経

営の考え方や具体的

方法について、説得力

ある説明ができる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。  

説明できてい

ない。 
課題・レポート 
（知識・理解・思

考力・判断力・表

現力）  
20% 

(3) 学習指導の原理と

方法について、模擬授

業の実践を通して、具

体的に表現すること

ができる。  

ほぼ完璧に表

現できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を踏まえて、

表現できる。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の表現

ができる。 

その場にいな

い。 
模擬授業、ロール

プレイ 
（思考力・判断

力・表現力）  

30% 

ほぼ完璧に表

現できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を踏まえて、

表現できる。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の表現

ができる。 

その場にいな

い。 
グループワーク・

グループ討議 
（思考力・判断

力・表現力）  

30% 
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幼稚園教諭二種免許状に 

関わる科目 

 

 

 

 

 

 

 



 



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

幼児教育課程論 
Curriculum Theory for 

kindergarten 

児童教育学科  
初等教育学専攻 22ECBE1011 １年次 後期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2  中原 久子 ○ 

実務家教員 

の詳細 

幼稚園教諭としての実務経験を生かし実務経験を生し、到達目標達成のための実践的な授業

を行う。 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有している

こと。  ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有してい

ること。  

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとるこ

とができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけ

ていること。 ○ 

概 要 

乳幼児の保育は、生涯にわたる「生きる力」の基礎となる資質・能力の“３つの柱”を培う大

切な時期である。保育の目標を達成するためには、保育の基本となる、「教育課程」「保育

課程」を編成するとともに、具体化した「指導計画」を作成しなければならないことへの理

解を深める。なお、各年齢別の発達過程を踏まえ、計画、実践、省察、評価、改善を図る重

要性を学ぶ。 

到達目標 

(1)-1) 幼稚園教育に示された５領域のねらい・内容及び内容の取扱いを理解し、小学校の教

科とのつながりを説明できる。  
(1)-2) 各年齢の発達の特徴がわかり、各年齢に適した活動について討論することができる。  

(2)-1) 幼稚園における指導計画作成の基本の説明ができる。  

(2)-2) 長期・短期の指導計画の作成と留意点を説明できる。  
(2)-3) 各年齢に即した指導計画を作成することができ、指導上の留意点・配慮事項など説明

することができる。  
(2)-4) 教育課程と指導計画・実践・省察・評価・改善を説明できる。  

(3)-1) 教育課程・保育課程の意義やその成り立ちを理解し説明できる。  

(3)-2) “保育の連続性”を考え指導計画を作成する力を身に付ける。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 
幼稚園教育の基本・目標及び

今日の幼児教育の在り方につ

いて 

指定された単

元について概

要を収集して

おく  

0.75 時間 
自分なりのま

とめノートを

作る 
0.75 時間 

2 
幼稚園教育要領に示された

「生きる力」の基礎となる資

質・能力の“３つの柱”について 

指定された単

元について概

要を収集して

おく  

0.75 時間 
自分なりのま

とめノートを

作る 
0.75 時間 

3 
幼稚園教育の各領域のねら

い・内容・内容の取扱いにつ

いて 

指定された単

元について概

要を収集して

おく  

0.75 時間 
自分なりのま

とめノートを

作る 
0.75 時間 

4 「教育課程」「保育課程」に

ついて理解する 

指定された単

元について概

要を収集して

おく  

0.75 時間 
自分なりのま

とめノートを

作る 
0.75 時間 
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5 
「教育課程」「保育課程」か

ら「指導計画」作成の基本と

その方法を学ぶ 

指定された単

元について概

要を収集して

おく  

0.75 時間 
自分なりのま

とめノートを

作る 
0.75 時間 

6 乳児の特徴と指導計画につい

て学ぶ(０～1・２歳児) 

指定された単

元について概

要を収集して

おく  

0.75 時間 
自分なりのま

とめノートを

作る 
0.75 時間 

7 ３歳児の発達の主な特徴を学

ぶ 

指定された単

元について概

要を収集して

おく  

0.75 時間 
自分なりのま

とめノートを

作る 
0.75 時間 

8 ３歳時の指導計画を作成する 

指定された単

元について概

要を収集して

おく  

0.75 時間 
自分なりのま

とめノートを

作る 
0.75 時間 

9 ４歳児の発達の主な特徴を学

ぶ 

指定された単

元について概

要を収集して

おく  

0.75 時間 
自分なりのま

めノートを作

る 
0.75 時間 

10 ４歳児の指導計画を作成する 

指定された単

元について概

要を収集して

おく  

0.75 時間 
自分なりのま

とめノートを

作る 
0.75 時間 

11 ５歳児の発達の主な特徴を学

ぶ 

指定された単

元について概

要を収集して

おく  

0.75 時間 
自分なりのま

とめノートを

作る 
0.75 時間 

12 ５歳児の指導計画を作成する 

指定された単

元について概

要を収集して

おく  

0.75 時間 
自分なりのま

とめノートを

作る 
0.75 時間 

13 
幼稚園教育におけるカリキュ

ラム・マネジメントとＰＤＣ

Ａサイクルについて理解する 

指定された単

元について概

要を収集して

おく  

0.75 時間 
自分なりのま

とめノートを

作る 
0.75 時間 

14 指導計画と教育課程・保育課

程の評価について理解する 

指定された単

元について概

要を収集して

おく  

0.75 時間 
自分なりのま

とめノートを

作る 
0.75 時間 

15 
生活と発達の連続性を踏まえ

た幼稚園・保育所の要録につ

いて学ぶ 

指定された単

元について概

要を収集して

おく  

0.75 時間 
自分なりのま

とめノートを

作る 
0.75 時間 

成 績 評 価 
定期試験（21%）、課題・レポート（17%）、指導案（12%）、教材作成（7%）、授業

への取り組み（12%）、グループワーク・グループ討議（12%）、毎回の授業の感想・

振り返り、毎回の授業課題（19%）  
課題（試験・レポート

等）に対するフィー

ドバックの方法 

提出課題にコメントを添えて返却する  

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト: ・幼稚園教育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）、幼保連携認定

こども園教育・保育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省・内閣府・厚生労働

省）、保育所保育指針（平成 29 年 3 月告示 厚生労働省） 

参考文献: 『保育課程論』加藤敏子・岡田耕一 編著 (萌文書林) 
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メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

幼稚園・幼保連携型認定こども園・保育所における教育課程、全体的な計画の意

義やその成り立ちを理解し、年間の指導計画や、月や週の指導計画、年齢ごとの

子どもの発達や様子などに触れながら、“保育の連続性”について学んでいきまし

ょう。 

幼稚園教諭二種免許状：必修科目   
 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)-1) 幼稚園教育に

示された５領域のね

らい・内容及び内容の

取扱いを理解し、小学

校の教科とのつなが

りを説明できる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
課題・レポート 
（関心・意欲・

知識・理解・思

考力）  

7% 

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（判断力・表現

力・問題解決

力）  

7% 

(1)-2) 各年齢の発達

の特徴がわかり、各年

齢に適した活動につ

いて討論することが

できる。  

課題を正し

く認識し、ほ

ぼ完璧に自

分の考えを

述べている。 

課題への認

識の大きな

誤りはなく、

自分の考え

を述べてい

る。 

課題に対す

る認識の間

違いはある

が自分の考

えを述べて

いる。 

自分の考え

を述べてい

ない。 

授業への取り

組み 
（関心・意欲・

態度・思考力・

表現力）  

5% 

課題を正し

く認識し、ほ

ぼ完璧に自

分の考えを

述べている。 

課題への認

識の大きな

誤りはなく、

自分の考え

を述べてい

る。 

課題に対す

る認識の間

違いはある

が自分の考

えを述べて

いる。 

自分の考え

を述べてい

ない。 

グループワー

ク・グループ討

議 
（関心・意欲・

態度・思考力・

表現力）  

5% 

(2)-1) 幼稚園におけ

る指導計画作成の基

本の説明ができる。 

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（関心・意欲・

知識・理解・表

現力）  

7% 

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
授業への取り

組み 
（関心・意欲・

知識・理解・表

現力）  

7% 

(2)-2) 長期・短期の指

導計画の作成と留意

点を説明できる。 

ほぼ完璧な

指導計画を

作成できる。 

大きな誤り

はなく、ねら

いに基づい

た指導計画

を作成でき

る。 

誤字・脱字も

あるが、最低

限の基本を

踏まえた指

導計画を作

成できる。 

作成できて

いない。 課題・レポート 
（関心・意欲・

態度・知識・理

解）  

5% 

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
毎回の授業の

感想・振り返

り、毎回の授業

課題（関心・意

欲・態度・知識・

理解）  

5% 
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(2)-3) 各年齢に即し

た指導計画を作成す

ることができ、指導上

の留意点・配慮事項な

ど説明することがで

きる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
指導案 
（関心・意欲・

態度・知識・理

解）  

7% 

ほぼ完璧な

教材を作成

できる。 

大きな誤り

はなく、ねら

いに基づい

た教材を作

成できる。 

最低限の基

本を踏まえ

た教材を作

成できる。 

作成できて

いない。 
教材作成 
（思考力・判断

力・表現力・創

造性）  

7% 

(2)-4) 教育課程と指

導計画・実践・省察・

評価・改善を説明でき

る。 

  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
毎回の授業の

感想・振り返

り、毎回の授業

課題（関心・意

欲・態度・知識・

理解）  

7% 

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（関心・意欲・

態度・知識・理

解）  

7% 

(3)-1) 教育課程・保育

課程の意義やその成

り立ちを理解し説明

できる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
グループワー

ク・グループ討

議 
（関心・意欲・

理解・表現力・

創造性）  

7% 

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
毎回の授業の

感想・振り返

り、毎回の授業

課題 
（関心・意欲・

理解・表現力・

創造性）  

7% 

(3)-2) “保育の連続性”
を考え指導計画を作

成する力を身に付け

る。  

ほぼ完璧に

指導計を作

成できる。 

大きな誤り

はなく、ねら

いに基づい

た指導計画

を作成でき

る。 

誤字・脱字も

あるが、最低

限の基本を

踏まえた指

導計画を作

成できる。 

作成できて

いない。 課題・レポート 
（関心・意欲・

理解・思考力・

表現力）  

5% 

ほぼ完璧に

指導計を作

成できる。 

大きな誤り

はなく、ねら

いに基づい

た指導計画

を作成でき

る。 

誤字・脱字も

あるが、最低

限の基本を

踏まえた指

導計画を作

成できる。 

作成できて

いない。 指導案 
（関心・意欲・

理解・思考力・

表現力）  

5% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

幼児指導法 
Infant Teaching Method 

児童教育学科  
初等教育学専攻 22ECCC1010 １年次 前期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2  中津 愛子  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。  

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。  

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 ○ 

概 要 

保育内容の指導法（健康・人間関係・環境・言葉・表現）の基本を学び、5 領域のねらいが

総合的に達成されるために  
幼児の自発的な活動としての遊びを通して総合的に指導するという幼稚園教育の基本につい

て学ぶ。  
子どもの興味・関心や発達段階に応じて指導するための基礎知識を身に付ける。  
子どもの主体的な活動が確保されるための環境構成の基本について学ぶ。 

到達目標 

(1)-1) 幼児期の教育における見方・考え方について、事例を挙げて説明できる。  

(1)-2) 遊びを通して総合的に指導することの意義と教師の役割を説明できる。  

(1)-3) 幼児理解に基づく評価について説明できる。  

(1)-4) 幼稚園から小学校への接続を円滑に行うために何が重要かを説明できる。  

(2)-1) 幼稚園における指導計画作成の基本を説明できる。  

(2)-2) 長期の指導計画と短期の指導計画について説明できる。  
(2)-3) 子どもの姿をもとに指導計画を作成する手順と、指導上の留意点、配慮事項が説明で

きる。  
(2)-4) 指導計画を評価するための基本的事項を説明できる。  
(3)-1) 幼児の実態から、人、物、自然などの環境を構成する力や教材を工夫する力を身に付

ける。  
(3)-2) 具体的なねらいと内容を考えて指導計画を作成する力を身に付ける。  
(3)-3) 模擬保育を実践し、導入－展開－まとめの過程で、集団と個に対応する力を身に付け

る。  

授業内容 

と 

進め方 

山口短期大学博多キャンパスを令和 3年度より開設したことに伴い、本部山口短期大学と博
多キャンパスに大型ディスプレイ、ビデオカメラ、パソコン等遠隔授業用の機器を準備し、
zoom による遠隔授業を行っている。 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 
幼児期の特性を踏まえ、遊びを

通して指導するという幼児教育

の基本となる考え方を学ぶ。 
  復習プリント 2 時間 

2 

子どもが身近な環境に関わり、

発達に関わる経験をどのように

行っているのか、保育現場の映

像を観て理解する。 

事前配布資料を

読んでおく 2 時間 復習プリント 2 時間 
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3 

子どもの主体的な活動が発展す

るための環境構成の意義につい

て、保育場面の映像を通して理

解する。 

事前配布資料を

読んでおく 2 時間 復習プリント 2 時間 

4 

環境を構成する人、物、自然等

の要素と教材の工夫について、

グループ討議を行ない、理解を

深める。 

事前配布資料を

読んでおく 2 時間 復習プリント 2 時間 

5 
子どもの育ちと５つの領域の

「ねらいと内容」のつながりを

学ぶ。 

事前配布資料を

読んでおく 2 時間 復習プリント 2 時間 

6 
遊びの展開を考慮した援助の基

本について、保育場面の映像を

通して理解する。 

事前配布資料を

読んでおく 2 時間 復習プリント 2 時間 

7 

幼稚園の教諭にインタビューを

行い、子どもの生活・遊びに関

わる教師の役割、クラス運営の

実際を理解する。 

事前配布資料を

読んでおく 2 時間 復習プリント 2 時間 

8 
幼児期の終わりまでに育ってほ

しい姿と活動のつながりを理解

する。 

事前配布資料を

読んでおく 2 時間 復習プリント 2 時間 

9 

幼稚園と小学校が連携して行っ

ている活動実践を観察し、小学

校への接続が円滑に行われるた

めの重要事項について学ぶ。 

事前配布資料を

読んでおく 2 時間 復習プリント 2 時間 

10 
保育現場の映像を通して幼児教

育における教育課程・指導計画

の基本を学ぶ。 

事前配布資料を

読んでおく 2 時間 復習プリント 2 時間 

11 

長期の指導計画と短期の指導計

画を理解し、子どもの発達に応

じて指導計画を立案し教材を活

用するための基本を学ぶ。 

事前配布資料を

読んでおく 2 時間 指導計画の課題レ

ポート 2 時間 

12 
指導計画の作成における環境の

構成と教材の工夫について理解

する。 

事前配布資料を

読んでおく 2 時間 模擬保育の教材作

成 2 時間 

13 

模擬保育の実践の準備を行な

い、子どもの活動を見通した具

体的な援助方法についてグルー

プ討議をし、教材の作成や選択

を行なう。 

事前配布資料を

読んでおく 2 時間 模擬保育の練習 2 時間 

14 
グループで模擬保育を実践する

（ビデオ録画の方法を身につけ

る）。 

事前配布資料を

読んでおく 2 時間 模擬保育の実践後

の感想レポート 2 時間 

15 
録画映像を再生して模擬保育の

振り返りと評価を行ない、改善

点を話し合う。 

事前配布資料を

読んでおく 2 時間 模擬保育の指導計

画の修正 2 時間 

成 績 評 価 
定期試験（40%）、課題・レポート（30%）、授業への取り組み（16%）、グループ

ワーク・グループ討議（14%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

復習プリントは添削して返却します。成績はルーブリック評価を行い、配布しま

す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：幼稚園教育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）、  
幼保連携認定こども園教育・保育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省・内  
閣府・厚生労働省）、文部科学省『幼稚園教育要領解説』チャイルド本社 
保育所保育指針（平成 29 年 3 月告示 厚生労働省）   
参考文献：文部科学省『幼稚園教育指導資料第５集』チャイルド本社 
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メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

グループ討議や模擬保育を取りいれたアクティブラーニング型の授業です。遊び

を通して指導するとは何かを考えていきましょう。 
 
幼稚園教諭二種免許状：必修科目 

 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)-1) 幼児期の教育

における見方・考え方

について、事例を挙げ

て説明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解）  5% 

(1)-2) 遊びを通して

総合的に指導するこ

との意義と教師の役

割を説明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解）  5% 

(1)-3) 幼児理解に基

づく評価について説

明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解）  5% 

(1)-4) 幼稚園から小

学校への接続を円滑

に行うために何が重

要かを説明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解）  5% 

(2)-1) 幼稚園におけ

る指導計画作成の基

本を説明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解）  5% 

(2)-2) 長期の指導計

画と短期の指導計画

について説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解）  5% 

(2)-3) 子どもの姿を

もとに指導計画を作

成する手順と、指導上

の留意点、配慮事項が

説明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解）  5% 

(2)-4) 指導計画を評

価するための基本的

事項を説明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解）  5% 

(3)-1) 幼児の実態か

ら、人、物、自然など

の環境を構成する力

や教材を工夫する力

を身に付ける。  

環境を構成す

る力をほぼ完

璧 に 身 に つ

け、工夫もで

きる。 

環境構成の基

本 は 身 に つ

け、教材の工

夫もできる。 

工夫する力は

努 力 を 要 す

が、環境構成

の基本は身に

つけた。 

身につけてい

ない。 
授業への取

り組み 
（関心・意

欲・態度）  

8% 

グループワ

ーク・グル

ープ討議 
（関心・意

7% 
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欲・態度）  

(3)-2) 具体的なねら

いと内容を考えて指

導計画を作成する力

を身に付ける。  

ほぼ完璧な指

導計画を作成

できる。 

大きな誤りは

なく、ねらい

に基づいた指

導計画を作成

できる。 

誤字・脱字も

あるが、最低

限の基本を踏

まえた指導計

画を作成でき

る。 

作成できてい

ない。 
課題・レポ

ート 
（思考力・

判断力・表

現力）  

30% 

(3)-3) 模擬保育を実

践し、導入－展開－ま

とめの過程で、集団と

個に対応する力を身

に付ける。  

導入からまと

めまで、集団

と個に対応す

る力をほぼ完

璧に身に付け

ている。 

集団と個に対

応する力は、

部分的には身

に 付 け て い

る。 

模擬保育は実

践したが、集

団と個への対

応は努力を要

す。 

模擬保育を実

践 し て い な

い。 

授業への取

り組み 
（関心・意

欲・態度）  

8% 

グループワ

ーク・グル

ープ討議 
（関心・意

欲・態度）  

7% 
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227 
 

授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

保育内容の指導法（健康） 

Teaching Methods of 
Contents of Child Care and 

Education (Health) 

児童教育学科  

初等教育学専攻 
22ECCC2011 ２年次 通年 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2  手島 史子 
 
 

ディプロマ・ 

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 
○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有しているこ

と。 
○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとることが

できること。 
○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけてい

ること。 
○ 

概 要 

幼児期の子どもの発達のあり方を、幼稚園教育要領に示されている健康領域のねらい及び内容

を基本に深く考察する資質・能力を身に付ける。同時に、今日の幼児教育において求められて

いる対話的保育のあり方、あそびを軸にした保育のあり方を、健康領域の面から実践的に考察

する資質・能力を身に付ける。 

到達目標 

(1)-1) 「健康領域」のねらいと内容を理解し、具体的な保育に結びつけて説明できる。  

(1)-2) 「健康領域」のねらいと内容を理解し、保育者の役割について説明できる。  

(2)-1) 健康領域にかかわる幼児の発達の特徴を理解し、具体的に述べることができる。  

(2)-2) 対話的な保育のあり方の重要性を理解し、実践できる。  

(3)-1) 幼児期における運動あそびの重要性を理解し、幼児教育における評価の考え方を説明で

きる。  

(3)-2) 幼児期の運動あそびの指導上の留意点を理解し、指導案に反映できる。  

(3)-3) 「おにごっこ」あそびの段階的指導法を理解し、説明できる。  

(3)-4) 映像による保育実践の記録から、発達段階に応じたあそびのあり方について問いを見出

し、発表する。また、評価の考え方を述べることができる。  

(3)-5) 運動あそびと「幼児教育のキーワード」１０項目の内容との関連性を述べることができ

る。  

(4)-1) 幼児期から児童期にかけての発達の違いについて述べることができる。  

(4)-2) 健康に関連する領域で、小学校教育の学習や生活について、子どもの姿や課題を予測し、

述べることができる。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 
幼稚園教育要領「健康領域」の今

日的意義 
  

健康領域につい

てわからない用

語を調べる。  

2 時間 

2 幼稚園教育要領のねらいについて 

保育指針幼稚園教

育要領「健康領域」

ねらいを読む。 

2 時間 

保育指針幼稚園

教育要領のねら

いをまとめる。 

2 時間 

3 幼稚園教育要領の内容等について 

指針要領「健康領

域」3 歳児未満の内

容を読む。 

2 時間 

内容に関する課

題レオポートを

まとめる。 

2 時間 
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4 

健康領域における幼児期の発達的

特徴 ―保育場面の映像をもとに

子どもの発達や状況の分析をする

― 

前回までの資料を

読んで復習してお

く。 

2 時間 

内容に関する課

題レオポートを

まとめる。 

2 時間 

5 
乳幼児期の安全（リスクとハザー

ドについて） 

前回までの資料を

読んで復習してお

く。 

2 時間 

内容に関する課

題レオポートを

まとめる。 

2 時間 

6 
自身の生活習慣と子どもの生活習

慣をつなぐ 

前回までの資料を

読んで復習してお

く。 

2 時間 

内容に関する課

題レオポートを

まとめる。 

2 時間 

7 

幼児の生活習慣（睡眠を中心に）

とそれを支える保育者のあり方に

ついて 

健康領域の内容

（1）～（5）を読

んでおく。 

2 時間 

内容に関する課

題レオポートを

まとめる。 

2 時間 

8 

保育場面の画像をもとに、生活習

慣（食事・排泄を中心に）とそれ

を支える保育者の役割について 

健康領域の内容

（6）～（10）を読

んでおく。 

2 時間 

内容に関する課

題レオポートを

まとめる。 

2 時間 

9 
生活習慣の自立に向かう保育のあ

り方について 

健康領域の内容(7)

を読んでおく。 
2 時間 

内容に関する課

題レオポートを

まとめる。 

2 時間 

10 

幼児期における運動あそびの重要

性 ―保育場面の映像をもとに保

育方法・環境を分析する①― 

前回までの資料を

読んで復習してお

く。 

2 時間 

内容に関する課

題レオポートを

まとめる。 

2 時間 

11 

幼児期における運動あそびの重要

性 ―保育場面の映像をもとに保

育方法・環境を分析する②― 

前回までの資料を

読んで復習してお

く。 

2 時間 

内容に関する課

題レオポートを

まとめる。 

2 時間 

12 
保育実践報告から学び、保育の今

日的意義を考える① 

前回までの資料を

読んで復習してお

く。 

2 時間 

内容に関する課

題レオポートを

まとめる。 

2 時間 

13 
保育実践報告から学び、保育の今

日的意義を考える② 

前回までの資料を

読んで復習してお

く。 

2 時間 

内容に関する課

題レオポートを

まとめる。 

2 時間 

14 
対話的保育の今日的意義と運動あ

そびへの応用 

前回までの資料を

読んで復習してお

く。 

2 時間 
発表資料を作成

する。 
2 時間 

15 
運動場面での指導方法と安全管理

について 

前回の配布資料を

読んで復習。 
2 時間 

内容に関する課

題レオポートを

まとめる。 

2 時間 

 

回 授業内容 予習内容 
予習

時間 
復習内容 

復習

時間 

16 災害時の保育について考える 
前回の配布資料を

読んで復習。 
2 時間 

内容に関する課

題レオポートを

まとめる。 

2 時間 

17 
運動や運動あそびにおける「楽し

さの質」の発達段階 

前回の配布資料を

読んで復習。 
2 時間 

内容に関する課

題レオポートを

まとめる。 

2 時間 

18 
発達段階に応じた運動あそびを理

解する（乳児期前半を中心に） 

前回の配布資料を

読んで復習。 
2 時間 

内容に関する課

題レオポートを

まとめる。 

2 時間 

19 
発達段階に応じた運動あそびを理

解する（乳児期後半を中心に） 

前回の配布資料を

読んで復習。 
2 時間 

内容に関する課

題レオポートを

まとめる。 

2 時間 

20 

発達段階に応じた運動あそびを理

解する（2歳児から 3歳児への移

行の時期を中心に） 

前回の配布資料を

読んで復習。 
2 時間 

内容に関する課

題レオポートを

まとめる。 

2 時間 

21 
発達段階に応じた運動あそびを理

解する（3歳児の時期を中心に） 

前回の配布資料を

読んで復習。 
2 時間 

内容に関する課

題レオポートを

まとめる。 

2 時間 

22 

保育場面の映像をもとに、発達段

階に応じた運動あそびを理解する

（4歳児の時期を中心に） 

前回の配布資料を

読んで復習。 
2 時間 

内容に関する課

題レオポートを

まとめる。 

2 時間 
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23 

保育場面の映像をもとに、発達段

階に応じた運動あそび（5歳児の時

期を中心に）を理解する 

前回の配布資料を

読んで復習。 
2 時間 

内容に関する課

題レオポートを

まとめる。 

2 時間 

24 

「おにごっこ」あそびの初期段階

における模擬保育の教材作成と指

導案作成  

前回の配布資料を

読んで復習。 
2 時間 

指導案の修正ま

たは作成。 
2 時間 

25 
「おにごっこ」あそびの初期段階

における模擬保育の実践の準備 
指導案の作成。 2 時間 

指導案の修正ま

たは作成。 
2 時間 

26 
「おにごっこ」あそびの初期段階

における模擬保育の実践と考察  

前回の配布資料を

読んで復習。 
2 時間 

内容に関する課

題レオポートを

まとめる。 

2 時間 

27 

保育場面の映像をもとに認知機能

の発達に基づく「おにごっこ」あ

そびの指導のあり方を考える（段

階Ⅰの取り組みを中心に） 

前回の配布資料を

読んで復習。 
2 時間 

内容に関する課

題レオポートを

まとめる。 

2 時間 

28 

保育場面の映像をもとに認知機能

の発達に基づく「おにごっこ」あ

そびの指導のあり方を考える（段

階Ⅱ・Ⅲの取り組みを中心に） 

前回の配布資料を

読んで復習。 
2 時間 

内容に関する課

題レオポートを

まとめる。 

2 時間 

29 

保育場面の映像をもとに認知機能

の発達に基づく「おにごっこ」あ

そびの指導のあり方（段階Ⅳ・Ⅴ

の取り組みを中心に）を考える 

前回の配布資料を

読んで復習。 
2 時間 

内容に関する課

題レオポートを

まとめる。 

2 時間 

30 
幼稚園教育から小学校教育への

「接続」を考える 

前回の配布資料を

読んで復習。 
2 時間 

全範囲の資料を

振り返る。 
2 時間 

成 績 評 価 授業への取り組み（30%）、課題・レポート（20%）、定期試験（50%） 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方

法 

レポートは翌週にコメントを書いて返却する。試験については必要に応じて次回に

解説を行う。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

・幼稚園教育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）、幼保連携認定こども園教育・

保育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省・内閣府・厚生労働省）、保育所保育指

針（平成 29 年 3 月告示 厚生労働省） 

・吉田伊津子・砂上史子・松嵜洋子『乳幼児教育・保育シリーズ 保育内容 健康』

光生館  

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

乳幼児期の健康に関する知識や考え方などを学び、具体的な場面で子どもの主体性

や自立を支援することのできる基礎的な力をつけていきましょう。 

幼稚園教諭二種免許状：必修科目 

 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)-1) 「健康領域」の

ねらいと内容を理解

し、具体的な保育に結

びつけて説明できる。  

ほぼ完ぺきに

理解し、具体的

な保育に結び

つけて説明で

きる。 

大きな間違い

なく理解し、説

明できる。 

最低限の基本

は理解し、説明

できる。 

説明できてい

ない。 

授業への取

り組み 

（知識・理

解・思考力）  
5% 
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(1)-2) 「健康領域」の

ねらいと内容を理解

し、保育者の役割につ

いて説明できる。  

ほぼ完ぺきに

理解し、説明で

きる。 

大きな間違い

がなく、基本を

理解し、説明で

きる。 

最低限の基本

を理解し、説明

できる。 

説明できてい

ない。 

授業への取

り組み 

（知識・理

解・思考力）  

10% 

(2)-1) 健康領域にか

かわる幼児の発達の

特徴を理解し、具体的

に述べることができ

る。  

ほぼ完ぺきに

理解し、具体的

に述べること

ができる。 

大きな間違い

がなく基本を

理解し、述べら

れる。 

最低限の基本

を理解し、述べ

ることができ

る。 

述べることが

できていない。 

定期試験 

（知識・理

解・思考力）  10% 

(2)-2) 対話的な保育

のあり方の重要性を

理解し、実践できる。  

幼児と教師と

の温かい触れ

合いを構築す

る保育のあり

方を理解し実

践できる。 

基本的な触れ

合いの中での

保育のあり方

を理解し、実践

できる。 

対話的な保育

の意味を自分

なりに理解し、

実践できる。 

実践できてい

ない。 

定期試験 

（知識・理

解 ・ 思 考

力・判断力）  
10% 

(3)-1) 幼児期におけ

る運動あそびの重要

性を理解し、幼児教育

における評価の考え

方を説明できる。  

評価の考え方

を説明するこ

とができる。 

大きな間違い

がなく、基本を

理解し、説明で

きる。 

最低限の基本

を理解し、説明

できる。 

説明できてい

ない。 

課題・レポ

ート 

（知識・理

解 ・ 思 考

力・判断力）  

10% 

(3)-2) 幼児期の運動

あそびの指導上の留

意点を理解し、指導案

に反映できる。  

ほぼ完ぺきに

留意点が示さ

れ、指導案を作

成できる。 

ある程度の留

意点を理解し、

指導案が作成

できる。 

留意点をいく

つかあげて、指

導案を作成で

きる。 

指導案に留意

点が反映でき

ていない。 

授業への取

り組み 

（知識・思

考力・判断

力・創造性）  

10% 

(3)-3) 「おにごっこ」

あそびの段階的指導

法を理解し、説明でき

る。  

ほぼ完ぺきに

説明できる。 

ある程度、説明

できる。 

段階的な指導

があることは

説明できる。 

説明できてい

ない。 

定期試験 

（知識・理

解・判断力）  
10% 

(3)-4) 映像による保

育実践の記録から、発

達段階に応じたあそ

びのあり方について

問いを見出し、発表す

る。また、評価の考え

方を述べることがで

きる。  

自分の問いを

出し、他者と協

議し、発表でき

る。 

他者と問いを

出し合い、発表

できる。 

他者の意見を

聞き、自分の考

えと比較でき

る。 

他者との意見

交換・検討がで

きない。 

授業への取

り組み 

（意欲・思

考力・表現

力・協働性）  
5% 

(3)-5) 運動あそびと

「幼児教育のキーワ

ード」１０項目の内容

との関連性を述べる

ことができる。  

ほぼ完ぺきに

関連性を述べ

ることができ

る。 

ある程度関連

性を述べるこ

とができる。 

「幼児教育の

キーワード」の

項目について

列挙できる。 

「幼児教育の

キーワード」を

列挙できてい

ない。 

定期試験 

（知識・思

考力・判断

力・表現力）  

10% 

(4)-1) 幼児期から児

童期にかけての発達

の違いについて述べ

ることができる。  

ほぼ完ぺきに

述べることが

できる。 

大きな間違い

がなく、述べる

ことができる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本は

述べられる。 

述べることが

できていない。 

定期試験 

（知識・理

解 ・ 思 考

力・判断力）  

10% 

(4)-2) 健康に関連す

る領域で、小学校教育

の学習や生活につい

て、子どもの姿や課題

を予測し、述べること

ができる。  

子どもの姿や

課題について、

いくつも述べ

ることができ

る。 

大きな間違い

なく、述べるこ

とができる。 

1点か2点は述

べることがで

きる。 

述べられてい

ない。 

課題・レポ

ート 

（関心・知

識・思考力）  
10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

保育内容の指導法（人間関係） 

Teaching Methods of Contents of 
Child Care and Education

（Human Relations） 

児童教育学科  

初等教育学専攻 
22ECCC2012 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 1  木村 一惠 ○ 

実務家教員 

の詳細 
(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有していること。 

ディプロマ・ 

ポリシー 

との関係 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 
 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 
○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 
 

概 要 
人間関係が人としてこの社会を生きていく上で避けて通る事のできないことであることを理

解し、乳幼児からの発達にどのような環境や人とのかかわりが求められるのかを探るととも

に、育ちを支える保育・教育の在り方を学ぶ。 

到達目標 

(1)-1) 今の子ども、親との関係、家族についての現状について説明できる。  

(1)-2) 「幼稚園教育要領」「保育所保育指針」「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」

の中での人間関係の領域について説明できる。  

(2)-1) 幼稚園教育以前の年齢の子どもの姿と他の子どもたちへのかかわりを学び、乳幼児期

からのかかわりの重要性について説明できる。  

(2)-2) 幼稚園における集団づくりの考え方の基本や指導上の留意点、配慮事項について説明

できる。  

(2)-3) 乳幼児期に適切な集団遊びについて具体的に説明できる。  

(3)-1) 子どもの発達にとってどのような環境や人とのかかわりが重要なのか具体的に説明で

きる。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 
「生きる力」の原点としての

人間関係を理解する。 

「人間関係」に関

して自分の考えを

まとめておく。 

1時間 

授業振り返りシー

トを基に内容をま

とめる。     

1時間 

2 

乳児期からの子どもと現代の

親のおかれている状況を理解

する。 

現代の子どものお

かれている状況を

調べておく。   

1時間 

授業振り返りシー

トを基に内容をま

とめる。     

1時間 

3 

「幼稚園教育要領」「保育所

保育指針」「幼保連携型認定

こども園教育・保育要領」に

おける人間関係領域のねらい

を学ぶ。 

「幼稚園教育要

領」「保育所保育

指針」「幼保連携

型認定こども園教

育保育要領」を読

んでおく。 

2時間 

「幼稚園教育要

領」「保育所保育

指針」「幼保連携

型認定こども園教

育保育要領」の人

間関係領域のとら

え方の違いについ

てまとめる。 

2時間 

4 
０歳児の集団生活の中での姿

を実践記録を通して学ぶ。 

テキストＰ．26～

27を読んでお

く。 

1時間 

授業振り返りシー

トを基に内容をま

とめる。 

1時間 

5 
１，２歳児の集団生活の中で

の姿を実践記録を通して学

テキストＰ．32～

33，38～39を読

んでおく。  

1時間 

授業振り返りシー

トを基に内容をま

とめる。     

1時間 
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び、人間関係の基礎が乳幼児

期にあることを理解する。 

6 

保育場面の映像を活用し３歳

児の幼稚園生活の中での姿を

知り、集団づくりの考え方を

学ぶ。「人間関係」の領域で

の ICTの活用法を学び、保育

構想に活用する方法を考え

る。 

配布資料３歳児の

姿を読んでおく。 
1時間 

授業振り返りシー

トを基に内容をま

とめる。 

1時間 

7 

３歳児の集団づくりを考える

上で、どのような活動が適切

かを理解し、個と集団に応じ

た援助についてロールプレイ

を行なう。 

テキストＰ．40～

43を読んでお

く。 

1時間 

授業振り返りシー

トを基に内容をま

とめる。     

1時間 

8 

保育場面の映像を活用して４

歳児の幼稚園生活の中での姿

を知り、具体的な集団づくり

の過程について学ぶ。 

テキストＰ．44～

48を読んでお

く。 

1時間 

授業振り返りシー

トを基に内容をま

とめる。 

1時間 

9 

４歳児の集団づくりを発展さ

せていく遊びの展開を考えて

指導計画を立案し、教師の援

助について具体的に考える。 

配布資料を基に４

歳児の遊びについ

てまとめてくる。 

1時間 

授業振り返りシー

トを基に内容をま

とめる。 

1時間 

10 

保育場面の映像を活用して５

歳児の幼稚園生活の中での姿

を知り、４歳児との違いを理

解する。子ども同士のトラブ

ル場面の事例をもとに、子ど

も同士が解決していく過程を

どう援助するかを話し合う。 

配布資料を読み、

４歳児と５歳児の

大きな違いについ

てまとめておく。 

2時間 

自分の体験した実

習の中で子どもと

保育者、親、保護

者、子ども同士の

関係で気になった

こと、感激したこ

と等をこれまでの

学びと関連させて

自分の考えをまと

める。       

2時間 

11 

保育場面の映像を活用して５

歳児の集団づくり、リーダー

について子どもたちの姿を理

解する。 

テキストＰ．48～

52を読んでお

く。 

1時間 
10での準備学習

をまとめて書く。 
1時間 

12 

幼稚園生活の中で人とのかか

わりの難しい子どもへの支援

の仕方について学ぶ。 

テキストＰ．60～

65を読んでお

く。 

1時間 

授業振り返りシー

トを基に内容をま

とめる。     

1時間 

13 

保護者と保育者の望ましい関

係はどういうものか事例を通

し、理解する。 

テキストＰ．54～

55を読んでお

く。 

1時間 

保護者と保育者の

関係について出さ

れている書籍から

１例を選び、自分

の考えをまとめ

る。 

2時間 

14 

保育者間の子どもの見方、保

育観が子どもの人間関係を育

むためには重要なことを理解

する。 

テキストＰ．68～

70を読んでお

く。 

1時間 

授業振り返りシー

トを基に内容をま

とめる。    

1時間 

15 

情報機器を活用し、さまざま

な社会状況や家庭環境の中で

過ごす子どもたちの実態を知

り、子どもたちがすこやかに

人とのかかわりもって育つた

めに必要なことを理解する。 

子どものおかれて

いる状況をこれま

での授業を振り返

る中で理解し、自

分の考えを発表で

きるようまとめて

おく。 

2時間 

授業振り返りシー

トを基に内容をま

とめる。     

1時間 

成 績 評 価 定期試験（50%）、課題・レポート（20%）、授業への取り組み（30%）  



233 
 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

授業振り返りシートにコメントを書き、返却する。  

レポートや試験はルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

『保育内容の指導法（人間関係）』山口短期大学 

幼稚園教育要領（平成 29年 3月告示 文部科学省）、幼保連携認定こども園教

育・保育要領（平成 29年 3月告示 文部科学省・内閣府・厚生労働省）、保育

所保育指針（平成 29年 3月告示 厚生労働省） 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

人として生きていく上で欠かすことのできない人とのかかわりが乳幼児期からど

のように育っていくのかを具体的に学ぶ中で、保育・教育にたずさわる者として

どのように子ども、親とのコミュニケーションをとっていくか演習を交えながら

すすめていきます。 

幼稚園教諭二種免許状：必修科目 

 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)-1) 今の子ども、親との

関係、家族についての現状

について説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる 

大きな間違い

がなく、基本

は説明できる 

間違いはある

が、最低限の

基本の説明は

できる 

説明できてい

ない 
定期試験 

（知識・理

解）  

5% 

ほぼ完璧に説

明できる 

大きな間違い

がなく、基本

は説明できる 

間違いはある

が、最低限の

基本の説明は

できる 

説明できてい

ない 

課題・レポー

ト 

（思考力・判

断力・問題解

決力）  

20% 

(1)-2) 「幼稚園教育要領」

「保育所保育指針」「幼保連

携型認定こども園教育・保

育要領」の中での人間関係

の領域について説明でき

る。  

ほぼ完璧に説

明できる 

大きな間違い

がなく、基本

は説明できる 

間違いはある

が、最低限の

基本の説明は

できる 

説明できてい

ない 
定期試験 

（知識・理

解）  

15% 

(2)-1) 幼稚園教育以前の年

齢の子どもの姿と他の子ど

もたちへのかかわりを学

び、乳幼児期からのかかわ

りの重要性について説明で

きる。  

ほぼ完璧に説

明できる 

大きな間違い

がなく、基本

は説明できる 

間違いはある

が、最低限の

基本の説明は

できる 

説明できてい

ない 
定期試験 

（知識・理

解）  

10% 

(2)-2) 幼稚園における集団

づくりの考え方の基本や指

導上の留意点、配慮事項に

ついて説明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる 

大きな間違い

がなく、基本

は説明できる 

間違いはある

が、最低限の

基本の説明は

できる 

説明できてい

ない 
定期試験 

（知識・理

解）  

10% 

(2)-3) 乳幼児期に適切な集

団遊びについて具体的に説

明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる 

大きな間違い

がなく、基本

は説明できる  

間違いはある

が、最低限の

基本の説明は

できる 

説明できてい

ない 

授業への取

り組み 

（関心・意

欲・態度・表

現力）  

20% 

(3)-1) 子どもの発達にとっ

てどのような環境や人との

かかわりが重要なのか具体

的に説明できる。   

ほぼ完璧に説

明できる 

大きな間違い

がなく、基本

は説明できる 

間違いはある

が、最低限の

基本の説明は

できる 

説明できてい

ない 
定期試験 

（関心・知

識・理解）  

10% 

ほぼ完璧に説

明できる 

大きな間違い

がなく、基本

は説明できる 

間違いはある

が、最低限の

基本の説明は

できる 

説明できてい

ない 

授業への取

り組み 

（関心・意

欲・態度）  

10% 

 



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

保育内容の指導法（環境） 
Teaching Methods of Contents 
of Child Care and Education 

(Environment) 

児童教育学科  
初等教育学専攻 22ECCC2013 ２年次 後期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 1  安藤 稔朗  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 ○ 

概 要 

幼児教育と環境、幼児の発達と環境、幼児と環境とのかかわりについて学ぶ。  
自然や社会の事象などの身近な環境に積極的にかかわる力を育てるための基礎知識を身に付

ける。  
子どもの主体的な活動が確保されるための環境構成の基本について学ぶ。 

到達目標 

(1)-1) 幼児の実態を考慮したねらいと、内容を実現するのにふさわしい環境について説明で

きる。  
(1)-2) 幼児期の教育・保育は、環境を通して行うことを基本とするが、具体的にはどのよう

なことを意味するのか説明できる。  
(1)-3) 保育のなかで変容していく幼児の姿から、幼児理解に基づく評価について説明でき

る。  
(1)-4) 幼稚園における生活が家庭や地域社会と連携を円滑に行うために何が重要か説明でき

る。  
(2)-1) 保育をよりよいものとしていくために、活動の具体的なねらいと内容を検討して指導

計画を作成する力を身に付ける。  
(2)-2) 子どもの発達を見通した短期と長期の指導計画について説明できる。  
(2)-3) 子どもの自発的活動を引き出し、長期的に発達を見通した指導計画の作成について説

明できる。  
(3)-1) 幼児の感性、表現力を豊かに育むための指導上の留意点、配慮事項が説明できる。  
(3)-2) 子どもの生活経験や発達に応じ、人、物、自然などの環境を構成する力や教材を工夫

する力を身に付ける。  
(3)-3) 子どもが環境とかかわって活動を展開するなかで生じる疑問を、適切な援助を行うこ

とにより、探求へと導く力を身に付ける。  
(3)-4) 子どもの行う活動が、個人、クループ、学級全体など多様に展開される過程で、個と

集団に対応する力を身に付ける。  
(3)-5) 保育はオーダーメイドデザインという発想のもとに、環境構成と環境に込められた保

育のデザインを工夫する力を身に付ける。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 環境を通して行う保育の基本

を理解する。 

テキスト１～７ペ

ージを読んでお

く。 
2 時間 

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間 
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2 

子どもが生活や遊びのなかで

身近な環境とどのようにかか

わりながらどんな発達をして

いくか、保育映像を通して理

解する。 

授業用プリントを

読んでおく。 2 時間 
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間 

3 

子どもが身近な環境とかかわ

るなかで「環境とかかわる

力」の発達を支えているもの

について理解する。 

授業用プリントを

読んでおく。 2 時間 
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間 

4 

環境を構成する人や身近な動

植物とのかかわりについて保

育場面の映像から具体的に理

解する。  
身近な生き物をビデオカメラ

で撮影し、体のしくみや動

き、成長過程をタブレットで

見せる等、保育場面での ICT
の活用を考える。 

テキスト８～２２

ページを読んでお

く。 
2 時間 

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間 

5 

環境を構成する身近な物との

かかわりについて理解する。

－身近な素材の収集とおもち

ゃ製作－ 

テキスト２３ペー

ジと資料プリント

を読んでおく。 
2 時間 

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間 

6 

環境を構成する身近な自然と

のかかわりについて理解す

る。－生物の飼育、植物の栽

培－ 

授業用プリントを

読んでおく。 2 時間 
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間 

7 
数量や図形、標識や文字など

に関心をもつための教材とそ

の活用方法を理解する。 

テキスト２６～３

４ページを読んで

おく。 
2 時間 

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間 

8 

地域の施設やさまざまな情

報、行事などに興味や関心が

高まるよう情報機器を活用し

た映像資料を作成する。 

テキスト２４～２

６ページとプリン

トを読んでおく。 
2 時間 

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間 

9 
環境を通して行う幼児教育の

教育課程・指導計画について

学ぶ。 

授業用プリントを

読んでおく。 2 時間 
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間 

10 短期の指導計画と長期の指導

計画を理解する。 
授業用プリントを

読んでおく。 2 時間 
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間 

11 
指導計画の作成における環境

の構成と情報機器・教材の活

用について理解する。 

テキスト３５ペー

ジとプリントを読

んでおく。 
2 時間 

授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間 

12 

幼児期の終わりまで、発達の

過程に寄り添いながら、長期

的な視点をもって環境を構成

していくことを保育映像から

理解する。 

授業用プリントを

読んでおく。 2 時間 
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間 

13 

幼児の周りにある環境につい

て、その特性や価値を知り、

実際の保育のなかで適切に活

用できるよう ICT を活用して

教材を作成する。 

授業用プリントを

読んでおく。 2 時間 
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間 

14 
環境とのかかわりを促すアイ

デァを保育活動に活かした指

導案を作成する。 

授業用プリントを

読んでおく。 2 時間 
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間 

15 
身近な自然に関わる模擬保育

を行い、保育環境を改善する

ための反省と評価を行う。 

授業用プリントを

読んでおく。 2 時間 
授業の振り返りシ

ートに基づき、内

容をまとめる。 
2 時間 

成 績 評 価 
定期試験（60%）、課題・レポート（20%）、教材作成（11%）、授業への取り組み

（9%）  
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課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

授業の振り返りシートにコメントを書き、次の授業時に返却する。レポートや試

験は、ルーブリック評価の結果を渡す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：・幼稚園教育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）、幼保連携型

認定こども園教育・保育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省・内閣府・厚生

労働省） 

安藤稔朗 『保育内容の指導法（環境）』 山口短期大学 

参考文献： 酒井幸子・ 守 功 『保育内容 環境』 萌文書林 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

子どもが環境とかかわって活動を展開するなかで、その活動が充実するように、

興味や関心、発達の実情などに応じた適切な指導・援助のあり方について学んで

いきましょう。 

保育士証：必修科目、幼稚園教諭二種免許状：必修科目 
 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)-1) 幼児の実態を

考慮したねらいと、内

容を実現するのにふ

さわしい環境につい

て説明できる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解） 

10% 

(1)-2) 幼児期の教育・

保育は、環境を通して

行うことを基本とす

るが、具体的にはどの

ようなことを意味す

るのか説明できる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解） 

10% 

(1)-3) 保育のなかで

変容していく幼児の

姿から、幼児理解に基

づく評価について説

明できる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解） 

10% 

(1)-4) 幼稚園におけ

る生活が家庭や地域

社会と連携を円滑に

行うために何が重要

か説明できる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解） 

10% 

(2)-1) 保育をよりよ

いものとしていくた

めに、活動の具体的な

ねらいと内容を検討

して指導計画を作成

する力を身に付ける。 

指導計画を

作成する力

をほぼ完璧

に身に付け

ている。 

指導計画作

成の基本を

身に付けて

いる。 

誤字・脱字も

あるが、最低

限の基本を

踏まえた指

導計画を作

成できる。 

身に付けて

いない。 
教材作成 
（関心・意欲・

態度）  5% 

(2)-1) 保育をよりよ

いものとしていくた

めに、活動の具体的な

ねらいと内容を検討

して指導計画を作成

する力を身に付ける。 

指導計画を

作成する力

をほぼ完璧

に身に付け

ている。 

指導計画作

成の基本を

身に付けて

いる。 

誤字・脱字も

あるが、最低

限の基本を

踏まえた指

導計画を作

成できる。 

身に付けて

いない。 
授業への取り

組み 
（関心・意欲・

態度）  5% 
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(2)-2) 子どもの発達

を見通した短期と長

期の指導計画につい

て説明できる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解） 

10% 

(2)-3) 子どもの自発

的活動を引き出し、長

期的に発達を見通し

た指導計画の作成に

ついて説明できる。  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解） 

5% 

(3)-1) 幼児の感性、表

現力を豊かに育むた

めの指導上の留意点、

配慮事項が説明でき

る。  

ほぼ完璧に

説明できる。 
大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解） 

5% 

(3)-2) 子どもの生活

経験や発達に応じ、

人、物、自然などの環

境を構成する力や教

材を工夫する力を身

に付ける。  

環境を構成

する力をほ

ぼ完璧に身

に付け、教材

の工夫もで

る。 

環境構成の

基本を身に

付け、教材の

工夫もでき

る。 

環境構成の

基本は身に

つけたが、工

夫する力は

努力を要す。 

身に付けて

いない。 
教材作成 
（関心・意欲・

態度）  3% 

(3)-2) 子どもの生活

経験や発達に応じ、

人、物、自然などの環

境を構成する力や教

材を工夫する力を身

に付ける。  

環境を構成

する力をほ

ぼ完璧に身

に付け、教材

の工夫もで

る。 

環境構成の

基本を身に

付け、教材の

工夫もでき

る。 

環境構成の

基本は身に

つけたが、工

夫する力は

努力を要す。 

身に付けて

いない。 
授業への取り

組み 
（関心・意欲・

態度）  2% 

(3)-3) 子どもが環境

とかかわって活動を

展開するなかで生じ

る疑問を、適切な援助

を行うことにより、探

求へと導く力を身に

付ける。  

探求へと導

く力をほぼ

完璧に身に

付けている。 

大きな間違

いがなく、探

求へと導く

力を身に付

けている。 

適切に援助

できるが、探

求へと導く

力は努力を

要す。 

身に付けて

いない。 
教材作成 
（関心・意欲・

態度）  
3% 

(3)-3) 子どもが環境

とかかわって活動を

展開するなかで生じ

る疑問を、適切な援助

を行うことにより、探

求へと導く力を身に

付ける。  

探求へと導

く力をほぼ

完璧に身に

付けている。 

大きな間違

いがなく、探

求へと導く

力を身に付

けている。 

適切に援助

できるが、探

求へと導く

力は努力を

要す。 

身に付けて

いない。 
授業への取り

組み 
（関心・意欲・

態度）  2% 

(3)-4) 子どもの行う

活動が、個人、クルー

プ、学級全体など多様

に展開される過程で、

個と集団に対応する

力を身に付ける。  

個と集団に

対応する力

をほぼ完璧

に身に付け

ている。 

個と集団に

対応する力

は部分的に

身に付けて

いる。 

多様な活動

は調整でき

るが、個と集

団への対応

は努力を要

す。 

身に付けて

いない。 
課題・レポー

ト 
（思考力・判

断力・表現力） 10% 

(3)-5) 保育はオーダ

ーメイドデザインと

いう発想のもとに、環

境構成と環境に込め

られた保育のデザイ

ンを工夫する力を身

に付ける。  

保育のデザ

インを工夫

する力をほ

ぼ完璧に身

に付けてい

る。 

大きな間違

がなく、保育

のデザイン

を工夫する

力を身に付

けている。 

環境構成の

基本は身に

つけたが、保

育のデザイ

ンを工夫す

る力は努力

を要す。 

身に付けて

いない。 
課題・レポー

ト 
（思考力・判

断力・表現力） 10% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

保育内容の指導法（言葉）  
Teaching Methods of Child 

Care and Education
（Language） 

児童教育学科  
初等教育学専攻 22ECCC2014 ２年次 通年 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2  中司 志磨子  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 ○ 

概 要 

幼稚園教育要領「言葉」のねらい・内容・内容の取扱いについて、発達段階に応じて指導す

るための基礎知識を学ぶ。  
理論と実践を結び付け、遊びを通して総合的に指導する上での適切な言葉かけや対応につい

て学ぶ。  
言葉の獲得に関わる環境構成の基本について学ぶ。  
言葉の重要性を理解し、保護者や学校・地域社会との連携を深めるための基礎知識を身に着

ける。 

到達目標 

(1)-1) 領域「言葉」の位置づけを理解するとともに、基本的な指導のありかた、評価を説明

できる。  
(1)-2) 幼児の心身の発達と言葉獲得の過程を関連付け理解し発達段階に応じた言葉かけがで

きる。  
(1)-3) 領域「言葉」と他領域との関係を理解して適切な言葉かけをすることができる。  

(2)-1) 言葉を獲得することと人間としての成長との関連性を説明できる。  

(2)-2) 言葉獲得に資する発達段階に応じた環境設定のありかたを説明できる。  

(2)-3) 言葉を育てる文化財について理解し、それらを利用できる。  

(3)-1) 実社会における言葉に関する課題について理解できる。  

(3)-2) 領域「言葉」と小学校「国語科」との関連性を説明できる。  

(3)-3) 地域社会が言葉の獲得・発達に関わっていることを事例をあげて説明できる。  
(4)-1) 言葉に関わる障害の諸相を理解し、障害のある幼児や保護者への適切な指導・援助が

説明できる。  
(4)-2) 母語が日本語でない幼児や保護者の抱える課題や心情を理解し、適切な指導・援助が

説できる。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 
領域「言葉」の位置づけ、ね

らい・内容・内容の取扱いに

ついて理解する。 

テキストｐ１～７を

読み、ｐ１の①②に

ついてまとめる。 
2 時間 

授業メモをもと

に、①②の加除訂

正をする。 
1 時間 

2 
幼稚園教諭・保育教諭の役割

についてグループで話し合い

発表する。 

テキストｐ８～９を

読み、ｐ8 に考えを

まとめる。  
1 時間 

授業メモをもと

に、ｐ８をまとめ

直す。  
1 時間 

3 
幼児をとりまく家庭や社会の

言葉に関わる現状を映像資料

をもとに理解し、子どもの言

教科書ｐ１を読み、

テキストｐ10 にま

とめる。  
2 時間 

グルーの発表をふ

まえ、ｐ10 をまと

め直す。 
1 時間 
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語環境に関わる課題をグルー

プ討議し発表する。 

4 

言葉を獲得することの意義に

ついてグループで話し合い、

ICT を活用して発表する。言

葉を豊かにする絵本・紙芝居

等を保育場面でどういかすか

を考える。 

教科書ｐ２～３を読

み、テキストｐ11 に

まとめる。   
1 時間 

授業メモをもと

に、ｐ11 をまとめ

直す。  
1 時間 

5 

保育場面の映像をもとに言葉

が社会的獲得物であることを

理解し、幼稚園教諭・保育教

諭の役割について改めて考え

を深める。 

教科書ｐ３～４を読

み、テキストｐ12 に

まとめる。  
2 時間 

授業メモをもと

に、ｐ⒓をまとめ直

す。  
1 時間 

6 

言葉の機能について学び、幼

稚園教諭・保育教諭のあるべ

き対応を、映像資料をもとに

考え、適切な言葉がけについ

て発表する。 

教科書ｐ４～７を読

み、テキストｐ13～
15 にまとめる。 

2 時間 
授業メモをもと

に、ｐ13～15 をま

とめ直す。  
2 時間 

7 

保育場面の映像から「言葉に

より自我が形成される」こと

を理解し、幼児教育に携わる

者としての向上心を育む。 

教科書ｐ７～８を読

み、テキストｐ15 に

まとめる。  
2 時間 

授業メモをもと

に、ｐ15 をまとめ

直す。  
1 時間 

8 

誕生とともに言葉獲得のコミ

ュニケーションが始まってい

ることを映像資料をもとに理

解し、この時期の養育のあり

かたをグループで話し合い

ICT を活用して発表する。 

教科書ｐ９～10 を

読み、テキストｐ17
～18 にまとめる。 

2 時間 
グループ発表をふ

まえ、ｐ17～18 を

まとめ直す。 
1 時間 

9 育児語の特徴について理解

し、発声法を練習する。 

教科書ｐ10～12 を

読み、テキストｐ18
～19 にまとめる。 

2 時間 

授業メモをもと

に、ｐ18～19 をま

とめ直す。発声練

習をくり返す。  

2 時間 

10 
領域「言語」から「言葉」へ

の変遷要因を学び、基本的な

関わり方を理解する。 

教科書ｐ12～14 を

読み、テキストｐ20
にまとめる。  

2 時間 
授業メモをもと

に、ｐ20 をまとめ

直す。  
1 時間 

11 

保育場面の映像を活用し保育

の現場で子どもへの対応に悩

む諸問題を出し合い、その対

応をグループで話し合い ICT
を活用し発表する。 

教科書ｐ14～16 を

読み、テキストｐ21
～23 にまとめる。 

2 時間 
グループ発表をふ

まえ、ｐ21～23 を

まとめ直す。 
2 時間 

12 

言葉を育てるシステムの現状

について、グループで話し合

い ICT を活用して発表す

る。 

教科書ｐ17～21 を

読み、テキストｐ23
～24 にまとめる。 

2 時間 
グループ発表をふ

まえ、ｐ23～24 を

まとめ直す。 
2 時間 

13 領域「言葉」と他領域との関

わりについて理解する。 

教科書ｐ24～33 を

読み、テキストｐ25
～29 にまとめる。 

4 時間 
授業メモをもと

に、ｐ25～29 をま

とめ直す。  
3 時間 

14 
総合的な活動での領域「言

葉」の役割、必要な視点を理

解する。 

教科書ｐ34～36 を

読み、テキストｐ29
～31 にまとめる。 

2 時間 

授業メモをもと

に、テキストｐ29
～31 をまとめ直

す。 

1 時間 

15 

領域「言葉」と小学校「国語

科」との関係を理解し、幼児

教育のありかたをグループで

話し合い、ICT を活用して発

表する。 

教科書ｐ36～43 を

読み、テキストｐ32
～34 にまとめる。 

3 時間 

授業メモとグルー

プ発表をふまえ、

テキストｐ32～34
をまとめ直す。 

2 時間 

 

回 授業内容 予習内容 
予習

時間 
復習内容 

復習
時間 
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16 

乳児と養育者の共鳴関係に映

像資料を活用して理解し、愛

着の形成を基盤とする前言語

期のコミュニケーションの重

要性を学ぶ。 

教科書ｐ48～51 を

読み、テキスト 1～2
に記述する。 

2 時間 
グループ発表をふ

まえ、ｐ1～2 をま

とめ直す。 
2 時間 

17 

三項関係について理解し、乳

児期の子どもとのコミュニケ

ーションのありかたを発表す

る。 

教科書ｐ51～54 を

読み、テキストｐ3
にまとめる。 

2 時間 
グループ発表をふ

まえ、ｐ3 をまとめ

直す。 
2 時間 

18 

保育場面のビデオ映像をもと

に幼児の言葉の発達段階を理

解し、各段階における言葉に

よる伝え合いをどう援助する

かを話し合う。 

教科書ｐ54～61 を

読み、テキストｐ4
の表にまとめる。 

4 時間 
グループ発表をふ

まえ、ｐ4 をまとめ

直す。 
2 時間 

19 
幼児語・幼児音の特徴を理解

し、対応のありかたを発表す

る。 

教科書ｐ60～61 を

読み、テキストｐ4
にまとめる。 

1 時間 
授業メモをもと

に、ｐ4 をまとめ直

す。 
1 時間 

20 

保育場面のビデオ映像をもと

に文字への関心を高め、文字

で伝える楽しさをどのように

経験するかを話し合う。 

教科書ｐ62～66 を

読み、テキストｐ5～
7 にまとめる。 

2 時間 
グループ発表をふ

まえ、ｐ6、7 をま

とめ直す。 
1 時間 

21 
幼児の言葉かけの基本につい

て理解し、想定場面での言葉

かけを実演する。 

教科書ｐ70～76 を

読み、テキストｐ8
にまとめる。 

2 時間 
グループ発表をふ

まえ、ｐ8 をまとめ

直す。 
1 時間 

22 

幼稚園教諭・保育教諭の陥り

がちな言葉かけについて事例

をもとに考え、子どもの心を

支える言葉掛けの実践の模擬

保育を行なう。 

教科書ｐ76～82 を

読み、テキストｐ9～
10 にまとめる。 

2 時間 
グループ発表をふ

まえ、ｐ9～p10 を

まとめ直す。 
1 時間 

23 

子どもの言葉を豊かにするた

めに絵本や紙芝居をもとにし

たお話の映像等を視聴し、

ICT 機器を活用した保育構想

のアイデアを考える。 

教科書ｐ82～88 を

読み、テキストｐ11
にまとめる。 

1 時間 
グループ発表をふ

まえ、ｐ11 をまと

め直す。 
1 時間 

24 

言葉に対する感覚を豊かにす

るための言葉遊びの実践を行

う。  
絵本を使っての「しりとり遊

び」の指導計画を作成し、模

擬保育を行なう 

教科書ｐ83 を読み、

前時紹介した絵本を

参考に、テキストｐ

12 にしりとり遊び

の指導計画を作る。 

2 時間 
仲間の発表をふま

え、ｐ12 を作り直

す。 
1 時間 

25 

言葉を育てる様々な児童文化

財の特徴を理解する。  
パネルシアターやペープサー

トを製作し、保育場面での活

かし方を考える 

教科書ｐ94～101 を

読み、テキストｐ13、
14、16 にまとめる。

「ちいさなくも」を

参考に、ペープサー

ト作成の構想を練っ

ておく。 

3 時間 
授業メモをもとに

ｐ13、14、16 をま

とめ直す。 
2 時間 

26 

保育場面のビデオ映像をもと

に絵本について発達段階ごと

の幼児の認識の仕方を理解

し、絵本からの発展遊びを計

画し、模擬保育を行なう（ビ

デオ録画）。 

教科書ｐ95～96 を

読み、テキストｐ15
まとめる。前時紹介

した絵本の発展遊び

を考えておく。 

2 時間 
グループ発表をふ

まえ、ｐ15 をまと

め直す。 
1 時間 

27 

科学絵本「たんぽぽ」を読

み、豊かな言葉と感性を育む

絵本の役割を理解し、自分の

体験事例をもとにデジタル絵

本のアイデアを出す。 

教科書ｐ105～107
を読み、テキストｐ

18 の①に概略をま

とめる。 

2 時間 
授業メモをもとに

ｐ18～19をまとめ

直す。 
2 時間 

28 地域文化の大切さを理解し、

地域で仲間と遊ぶなかで培わ

教科書ｐ107～114
を読み、テキストｐ

20～23 にまとめる。 
3 時間 

グループ発表をふ

まえ、ｐ20～23 を

まとめ直す。 
2 時間 
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れる力について話し合い、

ICT を活用して発表する。 

29 

ICT を活用して言葉に関わる

障害の諸相を理解し、実習で

の体験もふまえ適切な指導・

対応のありかたを話し合う。 

教科書ｐ118～123
を読み、テキストｐ

26～27 にまとめる。 
2 時間 

グループ発表をふ

まえ、ｐ26～27 を

まとめ直す。 
2 時間 

30 

ICT を活用して母国語が日本

語でない幼児や保護者の心情

や実態を理解し、適切な指導

対応を話し合う。 

教科書ｐ123～129
を読み、テキストｐ

30～31 にまとめる。 
2 時間 

グループ発表をふ

まえ、ｐ30～31 を

まとめ直す。 
2 時間 

成 績 評 価 
定期試験（21%）、課題・レポート（20%）、授業への取り組み（14%）、発表・プ

レゼンテーション（32%）、グループワーク・グループ討議（13%）  

課題（試験・レポート

等）に対するフィー

ドバックの方法 

授業の振り返りシートや試験にコメントを書き、次の授業時に返却する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：『保育内容「言葉」』 小田 豊・芦田 宏 編著 北大路書房 、 
『保育内容の指導法（言葉）』山口短期大学、  
『幼稚園教育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）』、  
『幼保連携認定こども園教育・保育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省・内

閣府・厚生労働省）』 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

幼児の言葉獲得過程と養育者の適切な対応・言葉かけをテキストや実習体験から

共に考えていきましょう。  
幼稚園教諭二種免許状：必修科目 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)-1) 領域「言葉」の

位置づけを理解する

とともに、基本的な指

導のありかた、評価を

説明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理解）  

5% 

(1)-2) 幼児の心身の

発達と言葉獲得の過

程を関連付け理解し

発達段階に応じた言

葉かけができる。  

ほぼ完璧にで

きる。 
大きな間違い

が な く で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最 低 限 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理解）  8% 

ほぼ完璧にで

きる。 
大きな間違い

が な く で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最 低 限 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取り

組み 
（関心・技能・

思考力・判断

力・表現力）  

7% 

(1)-3) 領域「言葉」と

他領域との関係を理

解して適切な言葉か

けをすることができ

る。 

ほぼ完璧にで

きる。 
大きな間違い

が な く で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最 低 限 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理解）  3% 

ほぼ完璧にで

きる。 
大きな間違い

が な く で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最 低 限 で き

る。 

説明できてい

ない。 
授業への取り

組み 
（関心・技能・

思考力・判断

力・表現力）  

2% 

(2)-1) 言葉を獲得す

ることと人間として

の成長との関連性を

説明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく基本を

説明できる。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限説明で

きる。 

説明できてい

ない。 
課題・レポート 
（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力）  
5% 

241



(2)-2) 言葉獲得に資

する発達段階に応じ

た環境設定のありか

たを説明できる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく基本を

説明できる。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限説明で

きる。 

説明できてい

ない。 
授業への取り

組み 
（知識・理解・

思考力・判断

力・表現力）  

5% 

(2)-3) 言葉を育てる

文化財について理解

し、それらを利用でき

る。  

ほぼ完璧に理

解し、利用で

きる。 

理解に偏りが

あるが、利用

できる。 

理解への偏り

が大きいが、

何とか利用で

きる。 

理解できず、

利 用 で き な

い。 

課題・レポート 
（知識・理解・

思考力・判断

力）  

15% 

ほぼ完璧に理

解し、利用で

きる。 

理解に偏りが

あるが、利用

できる。 

理解への偏り

が大きいが、

何とか利用で

きる。 

理解できず、

利 用 で き な

い。 

発表・プレゼン

テーション 
（技能・表現

力）  

15% 

(3)-1) 実社会におけ

る言葉に関する課題

について理解できる。 

ほぼ完璧に広

く、深く捉え

ている。 

課題の捉え方

が、やや限定

的である。 

課題の捉え方

が限定的であ

る。 

理解できてい

ない。 
発表・プレゼン

テーション 
（思考力・判断

力・表現力）  

8% 

ほぼ完璧に広

く、深く捉え

ている。 

課題の捉え方

が、やや限定

的である。 

課題の捉え方

が限定的であ

る。 

理解できてい

ない。 
グループワー

ク・グループ討

議 
（関心・態度・

思考力・判断

力・協働性）  

7% 

(3)-2) 領域「言葉」と

小学校「国語科」との

関連性を説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理解）  

5% 

(3)-3) 地域社会が言

葉の獲得・発達に関わ

っていることを事例

をあげて説明できる。 

多くの事例を

あげ、ほぼ完

璧に説明でき

る。 

いくつかの事

例をあげ、説

明できる。 

事例が限定的

であるが、何

とか説明でき

る。 

説明できてい

ない。 
発表・プレゼン

テーション 
（思考力・判断

力・表現力）  

3% 

多くの事例を

あげ、ほぼ完

璧に説明でき

る。 

いくつかの事

例をあげ、説

明できる。 

事例が限定的

であるが、何

とか説明でき

る。 

説明できてい

ない。 
グループワー

ク・グループ討

議 
（関心・態度・

思考力・判断

力・協働性）  

2% 

(4)-1) 言葉に関わる

障害の諸相を理解し、

障害のある幼児や保

護者への適切な指導・

援助が説明できる。  

ほぼ完璧に理

解し、説明で

きる。 

大きな間違い

が な く 理 解

し、説明でき

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

理解できず、

説明できてい

ない。 

発表・プレゼン

テーション 
（思考力・判断

力・表現力）  
3% 

ほぼ完璧に理

解し、説明で

きる。 

大きな間違い

が な く 理 解

し、説明でき

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

理解できず、

説明できてい

ない。 

グループワー

ク・グループ討

議 
（関心・態度・

思考力・判断

力・協働性）  

2% 

(4)-2) 母語が日本語

でない幼児や保護者

の抱える課題や心情

を理解し、適切な指

導・援助が説できる。 

ほぼ完璧に理

解し、説明で

きる。 

大きな間違い

が な く 理 解

し、説明でき

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

理解できず、

説明できてい

ない。 

発表・プレゼン

テーション 
（思考力・判断

力・表現力）  
3% 

ほぼ完璧に理

解し、説明で

きる。 

大きな間違い

が な く 理 解

し、説明でき

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

理解できず、

説明できてい

ない。 

グループワー

ク・グループ討

議 
（関心・態度・

思考力・判断

力・協働性）  

2% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

保育内容の指導法 

（表現Ⅰ（音楽・造形）） 

Teaching Methods of Contents of 
Child Care and Education 

(Expression I) 

児童教育学科  

初等教育学専攻 
22ECCC2015 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2  田中 奏子・縄田 也千 
 
 

ディプロマ・ 

ポリシー 

との関係 

(1) 保育・幼児教育に関する専門的な知識・技能を身につけていること。 ○ 

(2) 何事にも誠実に取り組み、責任感・使命感を持って保育を実践する力を有し

ていること。 
 

(3) 子どもにかかわるための豊かな表現力とコミュニケーション能力を身につけ

ていること。 
○ 

(4) 保育・幼児教育に関する課題に対して、自ら学ぶカやチームで取り組む協働

性を身につけていること。 
○ 

概 要 

【音楽】豊かな感性はどのようにして生まれるのか。  

授業で様々な表現活動を通し、子どもたちが創造性を深められるような援助の仕方を学ぶ。  

またその状況に適した応用などを学ぶ。  

到達目標 

(1)-1) 幼児の遊びや生活における領域「表現」の位置付けについて説明できる。  

(1)-2）表現を生成する過程について理解している。  

(1)-3）幼児の素朴な表現を見出し、受け止め、共感することができる。  

(2)-1）様々な表現を感じる・みる・聴く・楽しむことを通してイメージを豊かにすることがで

きる。  

(2)-2）身の周りのものを身体の諸感覚で捉え、素材の特性を生かした表現ができる。  

(2)-3）表現することの楽しさを実感するとともに、楽しさを生み出す要因について分析するこ

とができる。  

(2)-4）協働して表現することを通し、他者の表現を受け止め共感し、より豊かな表現につなげ

ていくことができる。  

(2)-5）様々な表現の基礎的な知識技能を生かし、幼児の表現活動に展開させることができる。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 
幼児と表現、音楽表現について理

解する （オリエンテーション） 

テキスト 3 ペー

ジ、4 ページを読

んでおく 

2 時間 

授業を振り返

りテキストを

見て復習する 

2 時間 

2 
音楽を中心とした音楽劇について

DVD を視聴して具体的に理解する 

テキスト 5 ページ

から 7 ページを読

んでおく 

2 時間 

授業を振り返

りテキストを

見て復習する 

2 時間 

3 

「表現あそび」を体験し、幼児の

感性と表現について学ぶ。「表現

遊び」における ICT の活用法につ

いて保育場面の映像から学び、保

育構想に活用するアイデアを考え

る 

テキスト 8 ペー

ジ、9 ページ、14

ページを読んでお

く 

2 時間 

授業を振り返

りテキストを

見て復習する 

2 時間 

4 

「音あそび」を体験し、イメージ

活動の基礎を学ぶ。自分たちで作

った音を録音し、音の教材を作成

する 

テキスト 15 ペー

ジを読んでおく 
2 時間 

授業を振り返

りテキストを

見て復習する 

2 時間 
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5 

「音楽とイメージ」について考

え、 感情と音楽の関係について

学び、ICT を用いて音楽のイメー

ジを映像化した教材を作成する 

テキスト 16 ペー

ジ、23 ページ、

24 ページを読ん

でおく 

2 時間 

授業を振り返

りテキストを

見て復習する 

2 時間 

6 

「即興演奏」や「表現あそび」を

行い、その場面を録画しその映像

を観ることで言葉と動きの関連性

を学ぶ 

テキスト 10 ペー

ジ、11 ページを

読んでおく 

2 時間 

授業を振り返

りテキストを

見て復習する 

2 時間 

7 

「即興演奏」や「音あそび」を行

い、その場面を録画しその映像を

観ることで音とイメージの関係を

学ぶ 

テキスト 12 ペー

ジ 13 ページを読

んでおく 

2 時間 

授業を振り返

りテキストを

見て復習する 

2 時間 

8 

グループ練習。絵本からイメージ

する音づくりを通し想像力を高め

る。 

テキスト 17 ペー

ジを読んでおく 
2 時間 

授業を振り返

りテキストを

見て復習する 

2 時間 

9 
グループで創作活動について指導

計画を立案する。 

テキスト 18 ペー

ジを読んでおく 
2 時間 

授業を振り返

りテキストを

見て復習する 

2 時間 

10 

グループによる創作活動の練習①

練習場面を録画し、その映像をも

とに改善していく。 

テキスト 19 ペー

ジを読んでおく 
2 時間 

授業を振り返

りテキストを

見て復習する 

2 時間 

11 

中間発表を行い、各グループ評価

しあう。発表の様子を録画し、そ

の映像を観て自己評価と反省を行

い、指導計画案を練り直す。 

テキスト 20 ペー

ジ、21 ページを

読んでおく 

2 時間 

授業を振り返

りテキストを

見て復習する 

2 時間 

12 
グループによる創作活動の練習②

録画映像をもとに最終確認 

テキスト 22 ペー

ジを読んでおく 
2 時間 

授業を振り返

りテキストを

見て復習する 

2 時間 

13 
模擬保育①音楽（演奏）を中心と

した活動 

テキスト 25 ペー

ジを読んでおく 
2 時間 

授業を振り返

りテキストを

見て復習する 

2 時間 

14 
模擬保育②表現（演劇）を中心と

した活動 

テキスト 26 ペー

ジを読んでおく 
2 時間 

授業を振り返

りテキストを

見て復習する 

2 時間 

15 

模擬保育の反省を行なう。保育者

として必要な表現力や想像力につ

いて、また、保育現場での理想的

な表現活動について話し合う。 

テキスト 29 ペー

ジ、30 ページを

読んでおく 

2 時間 

授業を振り返

りテキストを

見て復習する 

2 時間 

成 績 評 価 
課題・レポート（41%）、授業への取り組み（50%）、グループワーク・グループ討

議（9%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

音楽：テキストのフィードバックページに毎回コメントを記入し復習する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：幼稚園教育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）、幼保連携認定

こども園教育・保育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省・内閣府・厚生労働

省）、『幼児の音楽教育』神原雅之 鈴木恵津子他 教育芸芸術社、『うたってお

どっておもちゃ箱２』鈴木 恵津子 教育芸芸術社 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

この授業は、受講者自身が豊かな表現力、コミュニケーション能力、を獲得する

ための内容です。表現力豊かな子どもを育てるには、接する保育者の想像力や表

現力を磨くことが必須です。  

保育士証：必修科目、幼稚園教諭二種免許状：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)-1) 幼児の遊びや生活

における領域「表現」の

位置付けについて説明で

きる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 

大きな間違い

がなく、基本を

説明できる。 

間違いはあ

るが、最低限

の基礎を説

明できる。 

説明できて

いない。 

授業への取

り組み 

（関心・意

欲・態度）  

3% 

(1)-1) 幼児の遊びや生活

における領域「表現」の

位置付けについて説明で

きる。  

ほぼ完璧に説

明できる。 

大きな間違い

がなく、基本を

説明できる。 

間違いはあ

るが、最低限

の基礎を説

明できる。 

説明できて

いない。 

グループワ

ーク・グル

ープ討議 

（思考力・

判断力）  

2% 

(1)-2） 表現を生成する

過程について理解してい

る。  

ほぼ完璧に理

解している。 

大きな間違い

がなく、基本を

理解している。 

間違いはあ

るが、最低限

の基礎を理

解している。 

理解してい

ない。 

授業への取

り組み 

（関心・意

欲・態度）  

3% 

(1)-2） 表現を生成する

過程について理解してい

る。  

ほぼ完璧に理

解している。 

大きな間違い

がなく、基本を

理解している。 

間違いはあ

るが、最低限

の基礎を理

解している。 

理解してい

ない。 

グループワ

ーク・グル

ープ討議 

（思考力・

判断力）  

2% 

(1)-3） 幼児の素朴な表

現を見出し、受け止め、

共感することができる。  

表現を受け止

め、共感するこ

とがほぼ完璧

にできる。 

表現の基本を

受け止め、共感

することがで

きる。 

表現を受け

止め、共感す

ることが最

低限できる。 

表現を受け

止め、共感す

ることがで

きない。 

授業への取

り組み 

（関心・意

欲・態度）  

5% 

(1)-3） 幼児の素朴な表

現を見出し、受け止め、

共感することができる。  

表現を受け止

め、共感するこ

とがほぼ完璧

にできる。 

表現の基本を

受け止め、共感

することがで

きる。 

表現を受け

止め、共感す

ることが最

低限できる。 

表現を受け

止め、共感す

ることがで

きない。 

グループワ

ーク・グル

ープ討議 

（思考力・

判断力）  

5% 

(2)-1） 様々な表現を感

じる・みる・聴く・楽し

むことを通してイメージ

を豊かにすることができ

る。  

様々な表現を

感じ、イメージ

を豊かにする

ことがほぼ完

璧にできる。 

大きな間違い

がなく、様々な

表現を感じ、イ

メージを豊か

にすることが

できる。 

様々な表現

を感じ、イメ

ージを豊か

にすること

が最低限で

きる。 

様々な表現

を感じ、イメ

ージを豊か

にすること

ができない。 

課題・レポ

ート 

（知識・思

考力）  
5% 

(2)-1） 様々な表現を感

じる・みる・聴く・楽し

むことを通してイメージ

を豊かにすることができ

る。  

様々な表現を

感じ、イメージ

を豊かにする

ことがほぼ完

璧にできる。 

大きな間違い

がなく、様々な

表現を感じ、イ

メージを豊か

にすることが

できる。 

様々な表現

を感じ、イメ

ージを豊か

にすること

が最低限で

きる。 

様々な表現

を感じ、イメ

ージを豊か

にすること

ができない。 

授業への取

り組み 

（表現力・

判断力）  
5% 

(2)-2） 身の周りのもの

を身体の諸感覚で捉え、

素材の特性を生かした表

現ができる。  

ほぼ完璧に表

現できる。 

大きな間違い

がなく、基本を

表現できる。 

基礎を表現

できるが努

力を要す。 

表現できな

い。 

課題・レポ

ート 

（知識・思

考力）  

8% 

(2)-2） 身の周りのもの

を身体の諸感覚で捉え、

素材の特性を生かした表

現ができる。  

ほぼ完璧に表

現できる。 

大きな間違い

がなく、基本を

表現できる。 

基礎を表現

できるが努

力を要す。 

表現できな

い。 

授業への取

り組み 

（表現力・

判断力）  

7% 

(2)-3） 表現することの

楽しさを実感するととも

に、楽しさを生み出す要

因について分析すること

ができる。  

ほぼ完璧に分

析することが

できる。 

大きな間違い

がなく、基本を

分析できる。 

分析するこ

とは最低限

できるが、努

力を要す。 

分析できな

い。 

課題・レポ

ート 

（知識・思

考力）  
8% 

(2)-3） 表現することの

楽しさを実感するととも

ほぼ完璧に分

析することが

できる。 

大きな間違い

がなく、基本を

分析できる。 

分析するこ

とは最低限

分析できな

い。 

授業への取

り組み 

（表現力・
7% 
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に、楽しさを生み出す要

因について分析すること

ができる。  

できるが、努

力を要す。 

判断力）  

(2)-4） 協働して表現す

ることを通し、他者の表

現を受け止め共感し、よ

り豊かな表現につなげて

いくことができる。  

他者の表現を

受け止め共感

し、より豊かな

表現につなげ

ていくことが

ほぼ完璧にで

きる。 

大きな間違い

がなく、他者の

表現を受け止

め共感し、より

豊かな表現に

つなげていく

ことができる。 

他者の表現

を受け止め

共感し、より

豊かな表現

につなげて

いくことが

最低限でき

る。 

他者の表現

を受け止め

共感し、より

豊かな表現

につなげて

いくことが

できない。 

課題・レポ

ート 

（知識・思

考力）  
10% 

(2)-4） 協働して表現す

ることを通し、他者の表

現を受け止め共感し、よ

り豊かな表現につなげて

いくことができる。  

他者の表現を

受け止め共感

し、より豊かな

表現につなげ

ていくことが

ほぼ完璧にで

きる。 

大きな間違い

がなく、他者の

表現を受け止

め共感し、より

豊かな表現に

つなげていく

ことができる。 

他者の表現

を受け止め

共感し、より

豊かな表現

につなげて

いくことが

最低限でき

る。 

他者の表現

を受け止め

共感し、より

豊かな表現

につなげて

いくことが

できない。 

授業への取

り組み 

（表現力・

判断力）  
10% 

(2)-5） 様々な表現の基

礎的な知識技能を生か

し、幼児の表現活動に展

開させることができる。  

知識技能を生

かし、表現活動

に展開するこ

とがほぼ完璧

にできる。 

大きな間違い

がなく、知識技

能を生かし、表

現活動に展開

することがで

きる。 

知識技能を

生かし、表現

活動に展開

することが

最低限でき

る。 

知識技能を

生かし、表現

活動に展開

することが

できない。 

課題・レポ

ート 

（知識・思

考力）  
10% 

(2)-5） 様々な表現の基

礎的な知識技能を生か

し、幼児の表現活動に展

開させることができる。  

知識技能を生

かし、表現活動

に展開するこ

とがほぼ完璧

にできる。 

大きな間違い

がなく、知識技

能を生かし、表

現活動に展開

することがで

きる。 

知識技能を

生かし、表現

活動に展開

することが

最低限でき

る。 

知識技能を

生かし、表現

活動に展開

することが

できない。 

授業への取

り組み 

（表現力・

判断力）  
10% 
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概 要 

【造形】保育内容の各領域を総合的に捉え表現活動を中心に乳幼児の発達段階に応じた保育

内容の展開や指導法を学ぶ。形、色、手触りなど様々な表現方法を使って表現活動の特徴や

面白さを確認し応用や発展を考え実践を重ね、総合的な表現活動を構想、計画、指導、実践

する力を身につける。 

到達目標 

(1)-1) 幼稚園教育要領における幼稚園教育の基本、各領域のねらい、内容、構造を理解して

いる。  

(1)-2）幼稚園教育要領に示された幼稚園教育の基本を踏まえ、領域「表現」ねらい及び内容

を理解する。領域「表現」の内容を踏まえ、幼児が経験し身に付けていく内容と指導上の留

意点を理解している。  

(1)-3）幼稚園教育要領に示された幼稚園教育の基本を踏まえ、領域「表現」ねらい及び内容

を理解する。幼稚園教育における評価の考え方を理解している。  

(1)-4）幼稚園教育要領に示された幼稚園教育の基本を踏まえ、領域「表現」ねらい及び内容

を理解する。領域「表現」に関わる幼児が身に付けていく内容の関連性及び小学校教科書と

のつながりを理解している。  

(2)-1）幼児の表現活動の特質を視野に入れた保育の構想の大切さを理解している。  

(2)-2）幼児の発達段階を理解し、領域「表現」に関わる具体的な指導場面を設定した保育を

構想する方法を身に付ける。領域「表現」の特性を考慮し、幼児の発達に合った教材、材料

の活用法を理解し活用できる。  

(2)-3）幼児の発達段階を理解し、領域「表現」に関わる具体的な指導場面を設定した保育を

構想する方法を身に付ける。指導案の構造を理解し、設定保育を想定した指導案を作成する

ことができる。  

(2)-4）幼児の発達段階を理解し、領域「表現」に関わる具体的な指導場面を設定した保育を

構想する方法を身に付ける。模擬授業の計画を練り、経験した後に、その反省点を踏まえ、

改善できる。  

(2)-5）幼児の発達段階を理解し、領域「表現」に関わる具体的な指導場面を設定した保育を

構想する方法を身に付ける。領域「表現」の特性に応じた知識、技能、指導法を身に付け、

向上に取り組むことができる。 

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

16 
表現とは何か、その中の領域「造形

表現」の意義を理解する 

授業前に配ったプ

リントを読んでお

く 

2 

時間 

「表現とは何

か」について理

解できたか考察

し感想を書く 

2 

時間 

17 
表出と表現の違いを、実際の幼児作

品の観察と映像を通して理解する 

前時に配った「表

現と表出」につい

てのプリントを読

んでおく 

2 

時間 

「表現」と「表

出」について理

解できたか考察

し感想を書く 

2 

時間 

18 
表現活動の３系論、拇指対向性、円

の終結を理解する 

前時に配った「３

系論」のプリント

を読んでおく 

2 

時間 

「３系論」を理

解したかどうか

を考察し感想を

書く 

2 

時間 

19 
０歳～６歳までの幼児画を観察し各

年齢の特徴を理解する 

前時に配った６歳

までの幼児画のプ

リントを読んでお

く 

2 

時間 

６歳までの幼児

画を理解したか

どうか考察し感

想を書く 

2 

時間 

20 

絵の具、パス、竹ペン、筆等の主な

用具の特徴を理解する 。タブレッ

トを用いて絵の具の使い方を撮影し

た教材を作成する 

前時に配った「描

画用具」について

のプリントを読ん

でおく 

2 

時間 

描画材料を理解

したかどうか復

習し感想を書く 

2 

時間 

21 

保育場面の映像を通して絵遊び(線

遊び、記号遊び、みたて遊び)の指

導法を学ぶ 

前時に配った「絵

遊び」のプリント

を読んでおく 

2 

時間 

「絵遊び」の内

容を理解し活用

できるかどうか

復習し感想を書

く 

2 

時間 

22 
幼児のハサミとノリの使い方につい

て保育場面の映像を通して子どもの

前時に配った「ハ

サミとノリ」につ

2 

時間 

「ハサミとノ

リ」について理

2 

時間 
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姿を学び、具体的な指導法を学ぶ

(切り止めなど) 

いてのプリントを

読んでおく 

解し活用できる

かどうか復習し

感想を書く 

23 

紙の種類について学び、季節に合わ

せた美しい折り紙、切り紙、壁面構

成が出来るようになる。 

前時に配った「紙

について」のプリ

ントを読んでおく 

2 

時間 

習得した技法を

理解し活用でき

るかどうか復習

し感想を書く 

2 

時間 

24 
季節に合った造形遊びの方法を学ぶ

(色水遊び等) 

前時に配った「造

形遊び」のプリン

トを読んでおく 

2 

時間 

「造形遊び」を

理解し実践でき

るか考察し感想

を書く 

2 

時間 

25 

モダンテクニック① ドリッピン

グ、コラージュなどの美術史的由来

を、ICT機器を活用して理解する。 

前時に配った「モ

ダンテクニック

①」のプリントを

読んでおく 

2 

時間 

「モダンテクニ

ック①」を理解

し活用できるか

どうか復習し感

想を書く 

2 

時間 

26 

モダンテクニック② 染め紙、マー

ブリング、洗い絵、フロッタージュ

のテクニックを学び、幼児造形に活

用できるよう教材を工夫し、手順を

示したタブレット教材を作成したう

えで指導案を作成する 

前時に配った「モ

ダンテクニック

②」のプリントを

読んでおく 

2 

時間 

「モダンテクニ

ック②」を理解

し活用できるか

どうか復習し感

想を書く 

2 

時間 

27 

モダンテクニック③ デカルコマニ

ー、バチック、スクラッチ、ステン

シル他のテクニックを学び、幼児造

形に活用できるよう教材を工夫し、

手順を示したタブレット教材を作成

したうえで指導案を作成する。 

前時に配った「モ

ダンテクニック

③」のプリントを

読んでおく 

2 

時間 

「モダンテクニ

ック③を」理解

し活用できるか

どうか復習し感

想を書く 

2 

時間 

28 

小学校図画工作の教科書を見て関連

性を学び、評価の方法を学ぶ(否定

しない、良さを褒める、保育者の好

みに合わせない、など) 

前時に配った小学

校教科書に関する

プリントを読んで

おく 

2 

時間 

小学校図工との

関連性を理解で

きたか考察し感

想を書く 

2 

時間 

29 

授業から好きな題材を選ぶ。技能優

先ではなく、「子どもの心」を育て

る「指導案」を立案できる 

前時に配った指導

案の例を読んでお

く 

2 

時間 

指導案の立案が

できたか考察し

感想を書く 

2 

時間 

30 

指導案をもとに模擬保育を実施し、

年齢に応じた造形指導法、評価方法

を身に付け、更なる向上に取り組む

ことができる 

模擬保育が出来る

よう３グループで

準備する 

2 

時間 

模擬保育を振り

返り感想、反省

を書く 

2 

時間 

成 績 評 価 

小テスト（8%）、課題・レポート（19%）、作品（18%）、指導案（32%）、教材作成（5%）、

模擬授業、模擬保育、ロールプレイ（10%）、毎回の授業の感想・振り返り、毎回の授

業課題（8%）  

課題（試験・レポー

ト等）に対する 

フィードバックの

方法 

造形:毎回授業後に振り返りシートに記入。作品ファイルを作成し、授業後に返却し、

実習にいかす。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：幼稚園教育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）、幼保連携認定こど

も園教育・保育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省・内閣府・厚生労働省）、

『保育内容の指導法（表現Ⅰ(造形)）』山口短期大学  

参考文献：林建造他『領域「表現」』国文書院 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

子どもの絵は、頭から手足が出ていて不思議です。でも意味があるのです。子ども

の心を育てる造形指導法を学びましょう。  

幼稚園教諭二種免許状：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)-1) 幼稚園教育要領に

おける幼稚園教育の基

本、各領域のねらい、内

容、構造を理解している。 

ほぼ完璧に

理解し説明

できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を理解し

説明できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を理解

し説明でき

る。 

理解してい

ない。説明で

きない。 

課題・レポート 

（理解・思考力・

知識）  

3% 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 

（理解・思考力・

知識）  

2% 

(1)-2）幼稚園教育要領に

示された幼稚園教育の基

本を踏まえ、領域「表現」

ねらい及び内容を理解す

る。領域「表現」の内容

を踏まえ、幼児が経験し

身に付けていく内容と指

導上の留意点を理解して

いる。 

ほぼ完璧に

理解し説明

できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を理解し

説明できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を理解

し説明でき

る。 

理解してい

ない。説明で

きない。 
課題・レポート 

（理解・思考力・

知識）  

3% 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 

（理解・思考力・

知識）  

2% 

(1)-3）幼稚園教育要領に

示された幼稚園教育の基

本を踏まえ、領域「表現」

ねらい及び内容を理解す

る。幼稚園教育における

評価の考え方を理解して

いる。 

ほぼ完璧に

理解し説明

できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を理解し

説明できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を理解

し説明でき

る。 

理解してい

ない。説明で

きない。 

課題・レポート 

（理解・思考力・

知識）  

3% 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 

（理解・思考力・

知識）  

2% 

(1)-4） 幼稚園教育要領

に示された幼稚園教育の

基本を踏まえ、領域「表

現」ねらい及び内容を理

解する：幼稚園教育要領

に示された幼稚園教育の

基本を踏まえ、領域「表

現」ねらい及び内容を理

解する。領域「表現」に

関わる幼児が身に付けて

いく内容の関連性及び小

学校教科書とのつながり

を理解している。  

ほぼ完璧に

理解し説明

できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を理解し

説明できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を理解

し説明でき

る。 

理解してい

ない。説明で

きない。 課題・レポート 

（理解・思考力・

知識）  

3% 

毎回の授業の感

想・振り返り、毎

回の授業課題 

（理解・思考力・

知識）  

2% 

(2)-1） 幼児の発達段階

を理解し、領域「表現」

に関わる具体的な指導場

面を設定した保育を構想

する方法を身に付ける：

幼児の表現活動の特質を

視野に入れた保育の構想

の大切さを理解してい

る。  

幼児の表現

活動の特質

を視野に入

れた保育の

構想の大切

さを良く理

解し、その上

で子どもの

絵の特徴を

完璧に説明

できる。 

幼児の表現

活動の特質

を視野に入

れた保育の

構想の大切

さを大きな

間違いがな

く理解し、そ

の上で子ど

もの絵の特

徴を説明で

きる。 

幼児の表現

活動の特質

を視野に入

れた保育の

構想の大切

さを間違い

が少しある

が理解し、そ

の上で子ど

もの絵の特

徴をある程

度説明でき

る 

幼児の表現

活動の特質

を視野に入

れた保育の

構想の大切

を理解でき

ない。子ども

の絵の特徴

を説明でき

ない。 

小テスト 

（知識・理解・思

考力）  

8% 

課題・レポート 

（知識・理解・思

考力）  

7% 
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(2)-2） 幼児の発達段階

を理解し、領域「表現」

に関わる具体的な指導場

面を設定した保育を構想

する方法を身に付ける：

幼児の発達段階を理解

し、領域「表現」に関わ

る具体的な指導場面を設

定した保育を構想する方

法を身に付ける。領域「表

現」の特性を考慮し、幼

児の発達に合った教材、

材料の活用法を理解し活

用できる。  

ほぼ完璧に

幼児画を理

解し、発達に

合った材料

で制作でき

る。 

大きな間違

いがなく、基

本を理解し

発達に合っ

た材料で制

作できる 

間違いは少

しあるが、基

本を理解し

発達に合っ

た材料で制

作できる。 

理解してい

ない。活用で

きない。 作品 

（技能・表現力・

創造性・作品の完

成度）  

18% 

指導案 

（技能・表現力・

創造性・作品の完

成度）  

17% 

(2)-3） 幼児の発達段階

を理解し、領域「表現」

に関わる具体的な指導場

面を設定した保育を構想

する方法を身に付ける：

幼児の発達段階を理解

し、領域「表現」に関わ

る具体的な指導場面を設

定した保育を構想する方

法を身に付ける。指導案

の構造を理解し、設定保

育を想定した指導案を作

成することができる。  

ほぼ完璧に

理解し、設定

保育を想定

した指導案

を作成でき

る。 

大きな間違

いがなく、基

本を理解し、

設定保育を

想定した指

導案を作成

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を理解

し設定保育

を想定した

指導案を作

成できる。 

理解してい

ない。指導案

を作成でき

ない。 

指導案 

（知識・理解）  
10% 

(2)-4） 幼児の発達段階

を理解し、領域「表現」

に関わる具体的な指導場

面を設定した保育を構想

する方法を身に付ける：

幼児の発達段階を理解

し、領域「表現」に関わ

る具体的な指導場面を設

定した保育を構想する方

法を身に付ける。模擬授

業の計画を練り、経験し

た後に、その反省点を踏

まえ、改善できる。  

ほぼ完璧に

計画を練り、

経験後反省

点を踏まえ、

改善できる。 

大きな間違

いがなく、計

画を練り、経

験後反省点

を踏まえ、改

善できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

計画を練り、

経験後反省

点を踏まえ、

改善できる 

計画を練る

ことができ

ない 指導案 

（技能・判断力・

問題解決力）  

5% 

模擬授業、模擬保

育、ロールプレイ 

（技能・判断力・

問題解決力）  

5% 

(2)-5） 幼児の発達段階

を理解し、領域「表現」

に関わる具体的な指導場

面を設定した保育を構想

する方法を身に付ける：

幼児の発達段階を理解

し、領域「表現」に関わ

る具体的な指導場面を設

定した保育を構想する方

法を身に付ける。領域「表

現」の特性に応じた知識、

技能、指導法を身に付け、

向上に取り組むことがで

きる。  

ほぼ完璧に

知識、技能、

指導法を身

に付けてい

る。 

大きな間違

いがなく、知

識、技能、指

導法を身に

付けている 

間違いは少

しあるが、最

低限の知識、

技能、指導法

を身に付け

ている。 

知識、技能、

指導法を身

に付けてい

ない。 

教材作成 

（技能・表現力）  
5% 

 



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

幼児理解と教育相談 
Infant Comprehension and 

Educational Counseling 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22ECUI2011 ２年次 前期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

講義 2  佐藤 嘉倫・福屋いずみ・田中 光  
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 ○ 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 ○ 

概 要 

幼児の生活や遊びの実態に即して幼児の発達を理解する。  
子どもの臨床的問題について考えつまずきの要因、親子の支援について学ぶ。  
発達上の問題の把握、介入方法の仕方などについて学ぶ。 

到達目標 

(1)-1） 幼児理解の意味と意義を理解する  

(1)-2） 幼児の発達や学びについて知る  

(1)-3） 幼稚園における教師の基本的な態度を理解する  

(2)-1） 行動観察、記録の付け方の基本を身につける  

(2)-2） 幼児の発達のつまずきの背景について学ぶ  

(2)-3） 保護者の心理、基本的な対応方法について学ぶ  

(3)-1） 幼児を対象とした教育相談の基礎を理解する  

(3)-2） 発達の状況に応じた支援方法を身につける  

(3)-3） カウンセラーなどとの協働について学ぶ  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 幼児理解とは何か概要を知る   幼児理解の概要

をまとめる。 2 時間  

2 幼児理解の必要性・意義につい

て学ぶ 
テキストの該当箇

所を読む 2 時間  テキストの該当

箇所を読む 2 時間  

3 幼児の生活状況について学ぶ   
テキストの該当箇

所を読む 2 時間  テキストの該当

箇所を読む 2 時間  

4 幼児を取り巻く環境について知

り、その影響について理解する      

テキストの該当箇

所を読む 2 時間  テキストの該当

箇所を読む 2 時間  

5 
親子関係を中心に重要な他者と

の関係性が幼児に与える影響を

学ぶ          

テキストの該当箇

所を読む 2 時間  テキストの該当

箇所を読む 2 時間  

6 
保育者との関係を中心に重要な

他者との関係性が幼児に与える

影響を学ぶ       

テキストの該当箇

所を読む 2 時間  テキストの該当

箇所を読む 2 時間  
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7 教育相談の意義と関連するカウ

ンセリングの基礎を学ぶ           

テキストの該当箇

所を読む 2 時間  テキストの該当

箇所を読む 2 時間  

8 
カウンセリング技術（受容・傾

聴・共感）に基づく子どもとの

関わりについて学ぶ   

テキストの該当箇

所を読む 2 時間  テキストの該当

箇所を読む 2 時間  

9 発達のつまずきとは何か学ぶ    
テキストの該当箇

所を読む 2 時間  テキストの該当

箇所を読む 2 時間  

10 発達障害の基本について知り、

気づき、対応について学ぶ          

テキストの該当箇

所を読む 2 時間  テキストの該当

箇所を読む 2 時間  

11 発達の問題への支援方法につい

て学ぶ 
テキストの該当箇

所を読む 2 時間  テキストの該当

箇所を読む 2 時間  

12 保護者支援の実践を知りその方

法を学ぶ 
テキストの該当箇

所を読む 2 時間  テキストの該当

箇所を読む 2 時間  

13 社会的資源について知り活用方

法を学ぶ 
テキストの該当箇

所を読む 2 時間  テキストの該当

箇所を読む 2 時間  

14 カウンセラーとの協働について

実例を元に学ぶ               

テキストの該当箇

所を読む 2 時間  テキストの該当

箇所を読む 2 時間  

15 幼児を取り巻く環境の今後につ

いて考える 
テキストの該当箇

所を読む 2 時間  テキストの該当

箇所を読む 2 時間  

成 績 評 価 定期試験（50%）、毎回の授業の感想・振り返り、毎回の授業課題（50%）  

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

授業内での課題は、コメントを記入し返却する。  
試験の採点方法と点数をルーブリック評価に基づき示す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

幼稚園教育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）、幼保連携認定こども園教

育・保育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省・内閣府・厚生労働省）、 
小田豊・秋田喜代美（2021）新時代の保育双書 子どもの理解と保育・教育相談

[第 2 版] みらい、松本峰雄（監修） 『よくわかる！保育士エクササイズ 8 子

どもの理解と援助演習ブック』ミネルヴァ書房 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

幼児理解の必要性を知り子どもたちを取り巻く環境が子どもの成長にどのように

影響しているのか教育、支援の実践について学んでいきましょう。 

幼稚園教諭二種免許状：必修科目 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)-1） 幼児理解の意

味と意義を理解する  
ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力） 6% 

ワークシート

の全ての項目

が妥当な内容

で詳しく記述

されている。 

ワークシート

の全ての項目

が、大きく間

違っていない

内容。 

ワークシート

の半数の項目

が空欄か不適

切な内容。 

2/3 以上の項

目が空欄か不

適切な内容。

あるいは未提

出。 

毎回の授業

の感想・振り

返り、毎回の

授業課題 
（関心・意

欲・思考力・

判断力・表現

力）  

6% 
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(1)-2） 幼児の発達や

学びについて知る  
ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力） 6% 

ワークシート

の全ての項目

が妥当な内容

で詳しく記述

されている。 

ワークシート

の全ての項目

が、大きく間

違っていない

内容。 

ワークシート

の半数の項目

が空欄か不適

切な内容。 

2/3 以上の項

目が空欄か不

適切な内容。

あるいは未提

出。 

毎回の授業

の感想・振り

返り、毎回の

授業課題 
（関心・意

欲・思考力・

判断力・表現

力）  

6% 

(1)-3） 幼稚園におけ

る教師の基本的な態

度を理解する  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力） 5% 

ワークシート

の全ての項目

が妥当な内容

で詳しく記述

されている。 

ワークシート

の全ての項目

が、大きく間

違っていない

内容。 

ワークシート

の半数の項目

が空欄か不適

切な内容。 

2/3 以上の項

目が空欄か不

適切な内容。

あるいは未提

出。 

毎回の授業

の感想・振り

返り、毎回の

授業課題 
（関心・意

欲・思考力・

判断力・表現

力）  

5% 

(2)-1） 行動観察、記録

の付け方の基本を身

につける  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力） 6% 

問題意識をも

って講義に参

加し、それを

十分に表現す

ることができ

る。 

問題意識をも

って講義に参

加し、それを

概ね表現する

こ と が で き

る。 

問題意識をも

って講義に参

加 し て い る

が、それを表

現することが

不十分である 

問題意識をも

って講義に参

加 し て い な

い。 

毎回の授業

の感想・振り

返り、毎回の

授業課題 
（関心・意

欲・思考力・

判断力・表現

力）  

6% 

(2)-2） 幼児の発達の

つまずきの背景につ

いて学ぶ  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力） 6% 

問題意識をも

って講義に参

加し、それを

十分に表現す

ることができ

る。 

問題意識をも

って講義に参

加し、それを

概ね表現する

こ と が で き

る。 

問題意識をも

って講義に参

加 し て い る

が、それを表

現することが

不十分である 

問題意識をも

って講義に参

加 し て い な

い。 

毎回の授業

の感想・振り

返り、毎回の

授業課題 
（関心・意

欲・思考力・

判断力・表現

力）  

6% 

(2)-3） 保護者の心理、

基本的な対応方法に

ついて学ぶ  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力） 5% 
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問題意識をも

って講義に参

加し、それを

十分に表現す

ることができ

る。 

問題意識をも

って講義に参

加し、それを

概ね表現する

こ と が で き

る。 

問題意識をも

って講義に参

加 し て い る

が、それを表

現することが

不十分である 

問題意識をも

って講義に参

加 し て い な

い。 

毎回の授業

の感想・振り

返り、毎回の

授業課題 
（関心・意

欲・思考力・

判断力・表現

力）  

5% 

(3)-1） 幼児を対象と

した教育相談の基礎

を理解する  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力） 6% 

問題意識をも

って講義に参

加し、それを

十分に表現す

ることができ

る。 

問題意識をも

って講義に参

加し、それを

概ね表現する

こ と が で き

る。 

問題意識をも

って講義に参

加 し て い る

が、それを表

現することが

不十分である 

問題意識をも

って講義に参

加 し て い な

い。 

毎回の授業

の感想・振り

返り、毎回の

授業課題 
（関心・意

欲・思考力・

判断力・表現

力）  

6% 

(3)-2） 発達の状況に

応じた支援方法を身

につける  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力） 5% 

問題意識をも

って講義に参

加し、それを

十分に表現す

ることができ

る。 

問題意識をも

って講義に参

加し、それを

概ね表現する

こ と が で き

る。 

問題意識をも

って講義に参

加 し て い る

が、それを表

現することが

不十分である 

問題意識をも

って講義に参

加 し て い な

い。 

毎回の授業

の感想・振り

返り、毎回の

授業課題 
（関心・意

欲・思考力・

判断力・表現

力）  

5% 

(3)-3） カウンセラー

などとの協働につい

て学ぶ  

ほぼ完璧に説

明できる。 
大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。 

説明できてい

ない。 
定期試験 
（知識・理

解・思考力） 5% 

問題意識をも

って講義に参

加し、それを

十分に表現す

ることができ

る。 

問題意識をも

って講義に参

加し、それを

概ね表現する

こ と が で き

る。 

問題意識をも

って講義に参

加 し て い る

が、それを表

現することが

不十分である 

問題意識をも

って講義に参

加 し て い な

い。 

毎回の授業

の感想・振り

返り、毎回の

授業課題 
（関心・意

欲・思考力・

判断力・表現

力）  

5% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

保育・教職実践演習（幼稚園） 

Practice of Teaching 
Profession(Kindergarten) 

児童教育学科  

初等教育学専攻 
22ECTP2004 ２年次 後期 

講義・演習・実

技・ 

実習・実験 

単位数 
卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2  田中 奏子・縄田 也千・子安 崇夫 
 
 

ディプロマ・ 

ポリシー 

との関係 

(1) 保育・幼児教育に関する専門的な知識・技能を身につけていること。 ○ 

(2) 何事にも誠実に取り組み、責任感・使命感を持って保育を実践する力を有して

いること。 
○ 

(3) 子どもにかかわるための豊かな表現力とコミュニケーション能力を身につけて

いること。 
○ 

(4) 保育・幼児教育に関する課題に対して、自ら学ぶカやチームで取り組む協働性

を身につけていること。 
○ 

概 要 
教育実習と教職に関する既習の科目の知識と技術の統合をはかり、幼稚園教諭として資質能

力を高めることを目的に、グループ活動やロールプレイ、地域子育て支援行事への参加など

の実践を組み入れ演習形式で授業を行う。 

到達目標 

(1) 幼稚園教諭としての使命感・責任感、社会性やコミュニケーション力が向上している。  

(2) こども理解やクラス運営の考え方や具体的方法について説明ができる。  

(3) 保育内容の指導の原理と方法について、模擬保育の実践を通して表現することができ

る。  

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 

オリエンテーション・教育実習の振

り返り（自己評価）・教職履修ファ

イルの記入 

教育実習日誌を

まとめてくる 
2 時間 

授業の振返りとフ

ァイルのまとめ 
2 時間 

2 
1年生に対する実習についての話

①・模擬保育の準備と練習 

事前配布資料を

読んでくる 
2 時間 模擬保育の準備 2 時間 

3 
１年生に対する実習についての話

①・模擬保育 
模擬保育の練習 2 時間 課題レポート 2 時間 

4 
地域の子育て支援に関する行事参加

の準備①・内容確認とグループ編成 

事前配布資料を

読んでくる 
2 時間 グループ課題 2 時間 

5 
地域の子育て支援に関する行事参加

の準備②・企画と立案 

グループ企画の

立案 
2 時間 

グループ企画の立

案と確認 
2 時間 

6 
地域の子育て支援に関する行事参加

の準備③・教材作成 

グループ企画の

教材作成 
2 時間 

グループ企画の教

材作成と確認 
2 時間 

7 
地域の子育て支援に関する行事参加

の準備④・練習及び流れの確認 

グループ企画の

練習と準備物の

確認 

2 時間 
グループ企画の練

習と確認 
2 時間 

8 
地域の子育て支援に関する行事での

実践① 

グループ企画の

練習 
2 時間 

グループ企画の確

認 
2 時間 

9 
地域の子育て支援に関する行事での

実践② 

グループ企画の

練習 
2 時間 課題レポート 2 時間 

10 

地域の子育て支援に関する行事参加

の振り返り  

実習評価票に基づく今後の課題の明

確化 ① 

行事の振返り 2 時間 課題レポート 2 時間 

11 
実習評価票に基づく今後の課題の明

確化② 

事前配布レポー

ト 
2 時間 課題レポート 2 時間 
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12 
１年生に対する実習についての話②

の準備 

実習日誌のまと

め 
2 時間 

グループでの話の

立案と確認 
2 時間 

13 １年生に対する実習についての話② 
グループでの話

のまとめ 
2 時間 課題レポート 2 時間 

14 各自の課題への取り組み 
事前配布資料を

読む 
2 時間 

各自の課題への取

り組み 
2 時間 

15 課題についてのまとめ 
各自の課題への

確認とまとめ 
2 時間 課題レポート 2 時間 

成 績 評 価 
課題・レポート（30%）、指導案（10%）、授業への取り組み（15%）、発表・プレゼン

テーション（30%）、毎回の授業の感想・振り返り（15%）  

課題（試験・レポー

ト等）に対する 

フィードバックの方法 

レポートや配布資料はファイルにとじ、次の時間の復習や授業の振返りに使用しま

す。 

テキストおよび 

参 考 文 献 
参考文献：幼稚園教育要領 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
幼稚園教諭二種免許状：必修科目 

 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 幼稚園教諭と

しての使命感・責

任感、社会性やコ

ミュニケーション

力が向上してい

る。  

幼稚園教諭として

の資質・能力が磨

かれている。 

幼稚園教諭と

しての基本的

な資質・能力

が見られる。 

幼稚園教諭と

しての資質・

能力の最低限

の基本が見ら

れる。 

幼稚園教諭と

しての適性が

見られない。 

授業への取り

組み 

（関心・意欲・

態度・協働性・

表現力）  

15% 

幼稚園教諭として

の資質・能力が磨

かれている。 

幼稚園教諭と

しての基本的

な資質・能力

が見られる。 

幼稚園教諭と

しての資質・

能力の最低限

の基本が見ら

れる。 

幼稚園教諭と

しての適性が

見られない。 

毎回の授業の

感想・振り返

り、毎回の授

業課題（関心・

意欲・態度・協

働性・表現力）  

15% 

(2) こども理解や

クラス運営の考え

方や具体的方法に

ついて説明ができ

る。  

ほぼ完璧に説明で

きる。 

大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。  

説明できてい

ない。 

課題・レポー

ト 

（知識・理解・

思考力・判断

力・問題解決

力）  

30% 

ほぼ完璧に説明で

きる。 

大きな間違い

がなく、基本

を 説 明 で き

る。 

間違いはいく

つかあるが、

最低限の基本

を 説 明 で き

る。  

説明できてい

ない。 

発表・プレゼ

ンテーション 

（知識・理解・

思考力・判断

力・問題解決

力）  

10% 

(3) 保育内容の指

導の原理と方法に

ついて、模擬保育

の実践を通して表

現することができ

る。  

ほぼ完璧に表現で

きる。 

大きな間違い

がなく、基本

を踏まえて、

表現できる。  

間違いはいく

つかあるが、

最低限の表現

ができる。  

表現すること

ができない。 

指導案 

（知識・理解・

技能・判断力・

表現力）  

10% 

ほぼ完璧に表現で

きる。 

大きな間違い

がなく、基本

を踏まえて、

表現できる。  

間違いはいく

つかあるが、

最低限の表現

ができる。  

表現すること

ができない。 

発表・プレゼ

ンテーション 

（知識・理

解・思考力・

判断力・問題

解決力）  

20% 

 



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

幼児と言葉 
Infant and Language 

児童教育学科  
初等教育学専攻 22ECCC1001 １年次 後期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 1  中津 愛子  

実務家教員 

の詳細 
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 ○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。  

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 ○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。  

概 要 

領域「言葉」の指導の基礎となる専門的知識を身に付けるため、次の３つをテーマとした授業

を行う。 

①乳幼児期の言葉の発達と言葉の意義や機能を学ぶ。 

②言葉に対する感覚を豊かにするための実践の基礎を学ぶ。 

③言葉を育て、想像する楽しさを広げる児童文化財の意義を学ぶ。 

到達目標 

(1)話し言葉や書き言葉などの言葉の意義や機能を説明できる。 

(2)乳幼児の言葉の発達過程について、言葉の機能への気づきを含めて説明できる。 

(3)言葉の楽しさや美しさについて、具体的な例を挙げて説明できる。 

(4)言葉遊びなどの言葉の感覚を豊かにする実践について、基礎的な知識を身に付ける。 

(5)言葉の楽しさや美しさに気付き、言葉を豊かにする実践を、幼児の発達の姿と合わせて説

明できる。 

(6)児童文化財（絵本・物語・紙芝居等）について、基礎的な知識を身に付ける 

(7)幼児の発達における児童文化財の意義について理解する。 

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習 
時間 

復習内容 
復習 
時間 

1 領域「言葉」のねらい・内容・内容の

取扱いについて学ぶ。 
  復習プリント 2 時間  

2 領域「言葉」のねらい・内容・内容の

取扱いについて学ぶ。 

事前配布資料を

読んでおく 
2 時間 復習プリント 2 時間  

3 
言葉による伝え合いや言葉遊び、文

字への関心について学び、映像資料

をもとに具体的な子どもの姿を理解

する。 

事前配布資料を

読んでおく 
2 時間 復習プリント 2 時間  

4 
前言語期のコミュニケーションの発

達について、映像資料を通して具体

的な子どもの姿を理解する。 

事前配布資料を

読んでおく 
2 時間 復習プリント 2 時間  

5 
幼児期の言葉の発達過程について、

映像資料をもとに具体的に子どもの

姿を通して学ぶ。 

事前配布資料を

読んでおく 
2 時間 復習プリント 2 時間  
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6 
映像資料をもとに、保育者の適切な

言葉がけについてグループ討議を行

い、グループごとにプレゼンテーシ

ョンを行って学び合う。 

事前配布資料を

読んでおく 
2 時間 復習プリント 2 時間 

7 
保育場面の映像から、言葉を生み出

す環境と豊かな体験についてグルー

プ討議を行い、グループごとにプレ

ゼンテーションを行って学び合う。 

事前配布資料を

読んでおく 
2 時間 復習プリント 2 時間 

8 
子どもの言語障害について学び、映

像を通して実際の子どもの姿を理解

する。 

事前配布資料を

読んでおく 
2 時間 復習プリント 2 時間 

9 

言葉の遅れがみられる子どもへの援

助、保育場面での配慮についてグル

ープ討議を行い、グループごとにプ

レゼンテーションを行って学び合

う。 

事前配布資料を

読んでおく 
2 時間 復習プリント 2 時間 

10 
児童文化財としての絵本・紙芝居の

実践を行い、言葉の豊かさや楽しさ

を子どもたちがどのように経験する

かをグループ討議する。 

事前配布資料を

読んでおく 
2 時間 復習プリント 2 時間 

11 

ストーリーテリングの実践と、しり

とりやなぞなぞなどの言葉遊びの実

践を行い、言葉に関する感覚を高め

ることについてグループ討議を行

う。 

事前配布資料を

読んでおく 
2 時間 

指導計画の課

題レポート 
2 時間 

12 ペープサートの作成とパネルシアタ

ーの実演を学ぶ。 

事前配布資料を

読んでおく 
2 時間 

模擬保育の教

材作成 
2 時間 

13 
言葉に対する感覚を豊かにするため

の ICT を用いた保育教材の作成を行

う。 

事前配布資料を

読んでおく 
2 時間 

模擬保育の練

習 
2 時間 

14 
幼児の児童文化財の意義を学ぶ。領

域「言葉」と他領域との関わりについ

て理解する。 

事前配布資料を

読んでおく 
2 時間 

模擬保育の実

践後の感想レ

ポート 

2 時間 

15 

領域「言葉」と小学校「国語科」との

関係を理解したうえで、言葉を育て、

言葉に対する感覚を豊かにするため

の幼児期の教育の重要性について、

発表しあう。 

事前配布資料を

読んでおく 
2 時間 

模擬保育の指

導計画の修正 
2 時間 

成 績 評 価 
授業への取り組み（15%）、グループワーク・グループ討議（15%）、プレゼンテ

ーション（30%）、定期試験（40%） 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

復習プリントは添削して返却します。成績はルーブリック評価を行い、配布します。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：事前配布資料、幼稚園教育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学

省）、 幼保連携認定こども園教育・保育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学

省・内 閣府・厚生労働省）、 保育所保育指針（平成 29 年 3 月告示 厚生労働

省）   

参考文献：文部科学省『幼稚園教育指導資料第５集』チャイルド本社 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

グループ討議や模擬保育を取りいれたアクティブラーニング型の授業です。 

幼稚園教諭二種免許状：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)話し言葉や書き言

葉などの言葉の意義

や機能を説明でき

る。 

ほぼ完璧に

説明でき

る。 

大きな間違

いがなく、

基本を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 

定期試験 
（知識・理解） 

10% 

(2)乳幼児の言葉の発

達過程について、言

葉の機能への気づき

を含めて説明でき

る。 

ほぼ完璧に

説明でき

る。 

大きな間違

いがなく、

基本を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 

定期試験 
（知識・理解） 

10% 

(3)言葉の楽しさや美

しさについて、具体

的な例を挙げて説明

できる。 

ほぼ完璧に

説明でき

る。 

大きな間違

いがなく、

基本を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 

定期試験 
（知識・理解） 

10% 

(4)言葉遊びなどの言

葉の感覚を豊かにす

る実践について、基礎

的な知識を身に付け

る。 

ほぼ完璧に

身に付けて

いる。 

基礎的な知

識をおおよ

そ身に付け

ている 

最低限の知

識を身に付

けている。 

身に付けて

いない。 
授業への取り

組み 
（関心、意欲、

態度）  
15% 

(5)言葉の楽しさや美

しさに気付き、言葉を

豊かにする実践を、幼

児の発達の姿と合わ

せて説明できる。 

ほぼ完璧に

説明でき

る。 

大きな間違

いがなく、

基本を説明

できる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限

の基本を説

明できる。 

説明できて

いない。 
定期試験 
（知識・理解） 

10% 

(6)児童文化財（絵本・

物語・紙芝居等）につ

いて、基礎的な知識を

身に付ける 

ほぼ完璧に

身に付けて

いる。 

基礎的な知

識をおおよ

そ身に付け

ている 

最低限の知

識を身に付

けている。 

身に付けて

いない。 
プレゼンテー

ション 
（思考力・判

断力、表現力） 

30% 

(7)幼児の発達におけ

る児童文化財の意義

について理解する。 

ほぼ完璧に

理解してい

る。 

大きな間違

いはなく、

おおよそ理

解してい

る。 

最低限、理

解してい

る。 

理解してい

ない。 
グループワー

ク・グループ

討議 
（関心、意欲、

態度） 

15% 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

幼児と音楽表現 
Infant and musical expression 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22ECCC1002 1 年次 後期 

講義・演習・実技・ 

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 1  田中 奏子  

実務家教員 

の詳細 
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 〇 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有しているこ

と。  

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとることが

できること。 〇 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけてい

ること。 〇 

概 要 

表現領域とは何か、幼児の音楽的な表現方法を、発達を理解しながら手あそび、わらべうた、

リトミック等の知識を習得する。また具体的な例を例をあげながら、状況に適した表現方法を

学ぶ。 

到達目標 

（1）幼児の音楽表現に関する知識・技能を習得する。 

（2）子どもの能力を引き出す表現の工夫や展開を考えることができる。 

（3）豊かな表現力、コミュニケーション能力を高め、自身の創造力や表現力を磨くことがで

きる。 

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 表現領域のねらい 
領域「表現」につい
て簡単に調べてくる 2 時間 課題レポート 2 時間 

2 イメージから表現へのプロセ
ス 

事前配布資料を読ん
でくる 2 時間 授業の振り返り

とレポート 2 時間 

3 幼児期における表現活動の芽
生え 

事前配布資料を読ん
でくる 

2 時間 授業の振り返り
とレポート 

2 時間 

4 手あそびの必要性（1） 
手あそびを 2 つ調べ
てくる 2 時間 発表できるよう

に練習しておく 2 時間 

5 手あそびの必要性（2） 
手あそびを練習して
くる 2 時間 授業の振り返り

とレポート 2 時間 

6 幼児とわらべうた わらべうたを 1 つ調
べてくる 

2 時間 授業の振り返り
とレポート 

2 時間 

7 リズムあそびと表現活動の関
わり（1） 

事前配布資料を読ん
でくる 2 時間 授業の振り返り

とレポート 2 時間 

8 リズムあそびと表現活動の関
わり（2） 

事前配布資料を読ん
でくる 2 時間 授業の振り返り

とレポート 2 時間 

9 歌うことと聴き合うこと 事前配布資料を読ん
でくる 

2 時間 授業の振り返り
とレポート 

2 時間 

10 絵本と音楽 絵本を１つ持参する 2 時間 授業の振り返り
とレポート 2 時間 

11 音楽の基礎知識 
事前配布資料を読ん
でくる 2 時間 授業の振り返り

とレポート 2 時間 

12 リズムアンサンブル 事前配布資料を読ん
でくる 

2 時間 授業の振り返り
とレポート 

2 時間 
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13 テーマから表現する 事前配布資料を読ん
でくる 

2 時間 授業の振り返り
とレポート 

2 時間 

14 表現活動のグループ発表 
事前配布資料を読ん
でくる 2 時間 授業の振り返り

とレポート 2 時間 

15 なぜ「表現」をするのか考える 
事前配布資料を読ん
でくる 2 時間 授業の振り返り

とレポート 2 時間 

成 績 評 価 

授業への取り組み（関心・意欲・態度）50％、 
グループワーク・グループ討議（思考力・表現力・判断力）35％ 
課題・レポート（知識・理解）15％ 

課題（試験・レポート等）

に対する 

フィードバックの方法 

授業計画表内のフィードバック欄に毎回記入をする。 
レポートや配布資料を適切に管理し、予習復習に使用する。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト：幼稚園教育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省）、幼保連携認定こ

ども園教育・保育要領（平成 29 年 3 月告示 文部科学省・内閣府・厚生労働省）

参考文献：表現指導法 上野奈初美 編著 萌文書林 
保育内容 領域「表現」 堂本真実子 編 わかば社 
子どものための音楽表現技術 今泉明美他編著 望月たけ美他 萌文書林 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 
幼稚園教諭二種免許：必修科目 

 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

（1）幼児の音楽表現

に関する知識・技能を

習得する。 

ほぼ完璧に

知識・技能を

習得できる 

大きな間違

いなく、知

識・技能を習

得できる 

最低限の知

識・技能を習

得できる 

知識・技能を

習得できな

い 

授業への取

り組み（関

心・意欲・態

度） 

50％ 

（2）子どもの能力を

引き出す表現の工夫

や展開を考えること

が出来る。 

ほぼ完璧に

工夫や展開

を考えるこ

とができる 

大きな間違

いなく、工夫

や展開を考

えることが

できる 

最低限の工

夫や展開を

考えること

ができる 

工夫や展開

を考えるこ

とができな

い 

グループワ

ーク・グルー

プ討議（思考

力・表現力・

判断力） 

35％ 

（3）豊かな表現力、

コミュニケーション

能力を高め、自身の創

造力や表現力を磨く

ことができる。 

ほぼ完璧に

できる 

大きな間違

いなくでき

る 

最低限でき

る 

磨くことが

できない 

課題・レポー

ト（知識・理

解） 15％ 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

幼児と造形表現 

Young Children and Plastic 
Arts Expressing 

児童教育学科  

初等教育学専攻 
22ECCC1006 １年次 通年 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業  

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 2  縄田 也千 
 
 

ディプロマ・ 

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 
○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 
 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 
○ 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 
○ 

概 要 
幼児の造形表現の基本となる知識・技能を学ぶ。自ら作る喜びを味わう中で保育者として

身に付けておきたい造形技法を習得すると同時に子どもの立場にも立ち、子どもが喜んで造

形活動ができるように創意工夫する能力を養っていく。 

到達目標 

(1)領域「表現」の位置づけを理解し、幼児の生活や遊びの中にみられる表現の姿 とその発

達を理解する。  

(2)造形表現の基礎知識・技能を学び、幼児の表現を支えるための感性を豊かにする。 

(3)身近な素材を用いた表現活動に取り組み、その面白さや可能性、重要性を説明する。 

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 
幼児の造形についての概要。

当授業のねらい。 

授業前に配ったプ

リントを読む 

2 

時間 

授業の概要理解

について考察し

感想を書く 

2 

時間 

2 

幼児の造形表現の特徴を、実

際の絵を見ながら発達を理解

する。０，１，２歳。 

前時に配った授業

内容についてのプ

リントを読む。 

2 

時間 

授業内容の振り

返りシートを書

く。 

2 

時間 

3 

幼児の造形表現の特徴を、実

際の絵を見ながら発達を理解

する。年少児。 

前時に配った授業

内容についてのプ

リントを読む。 

2 

時間 

授業内容の振り

返りシートを書

く。 

2 

時間 

4 

幼児の造形表現の特徴を、実

際の絵を見ながら発達を理解

する。年中児。 

前時に配った授業

内容についてのプ

リントを読む。 

2 

時間 

授業内容の振り

返りシートを書

く。 

2 

時間 

5 

幼児の造形表現の特徴を、実

際の絵を見ながら発達を理解

する。年長児。 

前時に配った授業

内容についてのプ

リントを読む。 

2 

時間 

授業内容の振り

返りシートを書

く。 

2 

時間 

6 

幼児のための様々な描画材料

の特質を知り、試作する。

(クレヨン、クレパス、マー

カー) 

前時に配った授業

内容についてのプ

リントを読む。 

2 

時間 

授業内容の振り

返りシートを書

く。 

2 

時間 

7 

幼児のための様々な描画材料

を知り、試作する。(筆、竹

ペン、色鉛筆、墨、コンテ) 

前時に配った授業

内容についてのプ

リントを読む。 

2 

時間 

授業内容の振り

返りシートを書

く。 

2 

時間 

8 

幼児のための様々な描画材料

を知り、試作する。(彩液、水彩

絵の具、ポスターカラー等) 

前時に配った授業

内容についてのプ

リントを読む。 

2 

時間 

授業内容の振り

返りシートを書

く。 

2 

時間 
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9 

描画材料を用いたモダンテク

ニックを習得する①(クレヨ

ン、クレパスの特質を利用し

たスクラッチをする。) 

前時に配った授業

内容についてのプ

リントを読む。 

2 

時間 

授業内容の振り

返りシートを書

く。 

2 

時間 

10 

描画材料を用いたモダンテク

ニックを習得する②(鉛筆、

色鉛筆の特質を利用してフロ

ッタージュをする。) 

前時に配った授業

内容についてのプ

リントを読む。 

2 

時間 

授業内容の振り

返りシートを書

く。 

2 

時間 

11 

描画材料を用いたモダンテク

ニックを習得する③(コンテ

パステルの特質を利用してス

テンシルをする。) 

前時に配った授業

内容についてのプ

リントを読む。 

2 

時間 

授業内容の振り

返りシートを書

く。 

2 

時間 

12 

描画材料を用いたモダンテク

ニックを習得する④(クレヨ

ン、パス、水彩絵の具の特質

を利用してバチックをする。 

前時に配った授業

内容についてのプ

リントを読む。 

2 

時間 

授業内容の振り

返りシートを書

く。 

2 

時間 

13 

描画材料を用いたモダンテク

ニックを習得する⑤(絵の具

を用いてデカルコマニーをす

る。) 

前時に配った授業

内容についてのプ

リントを読む。 

2 

時間 

授業内容の振り

返りシートを書

く。 

2 

時間 

14 

描画材料を用いたモダンテク

ニックを習得する⑥(彩液を

用いてマーブリング、染め紙

をする) 

前時に配った授業

内容についてのプ

リントを読む。 

2 

時間 

授業内容の振り

返りシートを書

く。 

2 

時間 

15 

描画材料を用いたモダンテク

ニックを習得する⑦(絵の具

を用いてスタンピング、ドリ

ッピングをする) 

前時に配った授業

内容についてのプ

リントを読む。 

2 

時間 

授業内容の振り

返りシートを書

く。 

2 

時間 

16 

身近な素材を使用して遊べる

オモチャを作る。(封筒を使

って) 

前時に配った授業

内容についてのプ

リントを読む。 

2 

時間 

授業内容の振り

返りシートを書

く。 

2 

時間 

17 

身近な素材を使用して遊べる

オモチャを作る。段ボールを

使った簡単ジグソーパズル。

１回目：アイデアスケッチ。 

前時に配った授業

内容についてのプ

リントを読む。 

2 

時間 

授業内容の振り

返りシートを書

く。 

2 

時間 

18 

身近な素材を使用して遊べる

オモチャをつくる。２回目：

アイデアスケッチした絵を画

用紙に転写する。 

前時に配った授業

内容についてのプ

リントを読む。 

2 

時間 

授業内容の振り

返りシートを書

く。 

2 

時間 

19 

身近な素材を使用して遊べる

オモチャを作る。３回目：絵

を転写した画用紙に色鉛筆、

マーカーなどで彩色する。 

前時に配った授業

内容についてのプ

リントを読む。 

2 

時間 

授業内容の振り

返りシートを書

く。 

2 

時間 

20 

身近な素材を使用して遊べる

オモチャを作る。４回目：彩

色した絵をカッターナイフで

いくつかのパーツに切る。 

前時に配った授業

内容についてのプ

リントを読む。 

2 

時間 

授業内容の振り

返りシートを書

く。 

2 

時間 

21 

身近な素材を使用して遊べる

オモチャを作る。５目：段ボ

ールで同サイズの底面を作り

表面と貼り合わせる。パーツ

を埋め込み完成。お互いに交

換し、感想を述べあう。 

前時に配った授業

内容についてのプ

リントを読む。 

2 

時間 

授業内容の振り

返りシートを書

く。 

2 

時間 
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22 

自然物を用いた季節の壁面構

成を共同制作する。１回目：

アイデアを出し合い内容を決

める。 

自然物を集める。 
2 

時間 

授業内容の振り

返りシートを書

く。 

2 

時間 

23 

自然物を用いた季節の壁面構

成を共同制作する。２回目：

紙の大きさなど話し合い、役

割分担したものを制作する。 

前時に配った授業

内容についてのプ

リントを読む。 

2 

時間 

授業内容の振り

返りシートを書

く。 

2 

時間 

24 

自然物を用いた季節の壁面構

成を共同制作する。３目：下

地の色画用紙を選び、各自制

作したものを貼りつけ展示。 

前時に配った授業

内容についてのプ

リントを読む。 

2 

時間 

授業内容の振り

返りシートを書

く。 

2 

時間 

25 
季節に応じた折り紙の制作。

１回目 

前時に配った授業

内容についてのプ

リントを読む。 

2 

時間 

授業内容の振り

返りシートを書

く。 

2 

時間 

26 
季節に応じた折り紙の制作。

２回目 

前時に配った授業

内容についてのプ

リントを読む。 

2 

時間 

授業内容の振り

返りシートを書

く。 

2 

時間 

27 

今までの授業の振り返り。

(描画材の知識、使いこな

し、構成力、子どもの発達に

応じた教材作りなど) 

前時に配った授業

内容についてのプ

リントを読む。 

2 

時間 

授業内容の振り

返りシートを書

く。 

2 

時間 

28 

指導案を書いてみる。(実習

を想定して、制作した作品か

ら選択し、指導案を書く) 

前時に配った授業

内容についてのプ

リントを読む。 

2 

時間 

授業内容の振り

返りシートを書

く。 

2 

時間 

29 

指導案を書いてみる。(実習

を想定して、制作した作品か

ら選択し、指導案を書く) 

前時に配った授業

内容についてのプ

リントを読む。 

2 

時間 

授業内容の振り

返りシートを書

く。 

2 

時間 

30 構成力小テスト 
構成力についての

プリントを読む。 

2 

時間 

授業内容の振り

返りシートを書

く。 

2 

時間 

成 績 評 価 

課題・レポート（知識・理解・思考力）30%、作品（意欲・態度・作品の完成度）

30%、教材作成（表現力・判断力・創造性）20%、毎回の授業の感想・振り返り

（関心・意欲・理解）20% 

課題（試験・レポー

ト等）に対する 

フィードバックの

方法 

・試験は実施しない（ただし、授業内で構成力小テストを行う） 

・授業の振り返りシート提出と、作品ファイルの提出（後期 15コマ終了後返却） 

テキストおよび 

参 考 文 献 

幼稚園教育要領(平成 29年 3月告示 文部科学省) 、幼保連携認定こども園教育・

保育要領(平成 29年 3月告示 文部科学省・内閣府・厚生労働省) 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

子どもの立場、または保育者としての立場を想定しで演習します。実習にも役立つ

スキルを身につけます。 

幼稚園教諭二種免許状：必修科目   
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)領域「表現」の位置

づけを理解し、幼児の

生活や遊びの中に見ら

れる造形表現の姿か

ら、その発達過程を理

解し説明できる。 

幼児の造形

表現の特徴

をほぼ完璧

に理解し、

説 明 で き

る。 

大きな間違

いがなく、

幼児の造形

表現の特徴

を理解し説

明できる。 

いくつかの間

違いはある

が、幼児の造

形表現の特徴

を理解し説明

できる。 

幼児の造形

表現の特質

を全く理解

できず説明

も で き な

い。 

課題・レポ

ート 

(知識・理解・

思考力) 

 

30％ 

1)領域「表現」の位置

づけを理解し、幼児の

生活や遊びの中に見ら

れる造形表現の姿か

ら、その発達過程を理

解し説明できる。 

ほぼ完璧で

意欲的な感

想、振り返

りができて

いる。 

大きな間違

いがなく、

意欲的な感

想、振り返

りができて

いる。 

いくつかの間

違いはある

が、意欲的な

感想、振り返

りができてい

る。 

全く理解で

きず、意欲

的な感想、

振り返りが

できていな

い。 

毎回の授業

の感想・振

り返り ( 関

心・意欲・理

解) 

 

10％ 

 

(2)造形表現の基礎知

識・技能を学び、表現

を支えるための描画材

料を使えるようにな

る。 

ほぼ完璧に

描画材料を

使いこなせ

る。 

大きな間違

いがなく描

画材料を使

い こ な せ

る。 

いくつかの間

違いはある

が、描画材料

を使いこなせ

る。 

全く描画材

料を使いこ

なせない。 

作品(意欲・

態度・作品

の完成度) 30％ 

(2)造形表現の基礎知

識・技能を学び、表現

を支えるための描画材

料を使えるようにな

る。 

描画材に関

してほぼ完

璧で意欲的

な感想、振

り返りがで

きている。 

描画材に関

して大きな

間違いがな

く、意欲的

な感想、振

り返りがで

きている。 

いくつかの描

画材に対して

の間違いはあ

るが、感想、振

り返りが出来

ている。 

描画材に対

して間違い

が多く、感

想、振り返

りができて

いない。 

毎回の授業

の感想・振

り返り ( 関

心・意欲・理

解) 

5％ 

(3)身近な素材を用いた

表現活動に取り組み、

自らの制作を通して感

性を磨き、その面白さ

や可能性、重要性を自

己評価しながら説明で

きる。またお互いに評

価し合う。 

身近な素材

をほぼ完璧

かつ的確に

用いて想像

性の高い教

材作成がで

きている。 

大きな間違

いもなく、

身近な素材

をほぼ的確

に用いて想

像性の高い

教材作成が

で き て い

る。 

いくつかの間

違いはある

が、身近な素

材を用いて教

材作成ができ

ている。 

全く身近な

素材を用い

た教材がで

き て い な

い。 

教材作成 

(表現力・判

断力・想像

性) 

20％ 

(3)身近な素材を用いた

表現活動に取り組み、

自らの制作を通して感

性を磨き、その面白さ

や可能性、重要性を自

己評価しながら説明で

きる。またお互いに評

価し合う。 

ほ ぼ 完 璧

に、身近な

素材の面白

さ、可能性、

重要性を理

解し自他と

もに評価で

きる。 

 

大きな間違

いもなく、

身近な素材

の面白さ、

可能性、重

要性を理解

し自他とも

に評価でき

る。 

いくつかの間

違いはある

が、身近な素

材の面白さ、

可能性、重要

性を理解し自

他ともに評価

できる。 

全く身近な

素材の面白

さ、可能性、

重要性を理

解できず、

自他ともに

評価できな

い。 

毎回の授業

の感想・振

り返り ( 関

心・意欲・理

解) 5％ 

 



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

幼児と健康 
Young Children and Health 

児童教育学科 

初等教育学専攻 22ECCC1008 １年次 通年 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 1  子安 崇夫 
 

 
実務家教員 

の詳細 
 

ディプロマ・

ポリシー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 
○ 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 
 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 
 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 
○ 

概 要 

幼稚園教育要領に示されている健康領域のねらい及び内容について理解を深め、今日の幼児

教育において求められている対話的保育のあり方、あそびを軸にした保育のあり方を、発達段

階を踏まえて検討していく。 

到達目標 

(1) 領域「健康」の意義やねらい、内容について説明できる。 

(2) 幼児期の心と体の成長と運動発達の特徴を説明できる。 

(3) 安全教育の理解を深め、健康で安全な保育展開を行う知識を身に付ける。 

(4 ) 年齢に応じたあそびを理解し、環境設定や子どもとの対話的保育としての関わりをイメー 
ジし保育を構想することができる。 
(5) 幼児教育の今日的課題を模索し、子どもたちの全面的な発達を促すために必要な健康領域

（特に運動あそび）の援助・指導の知識を身に付ける。 

授業内容 

と 

進め方 

（前期） 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 「健康領域」について    
授業内容の振り返

り 
2 時間 

2 保育所保育指針・幼稚園教育要

領のねらいについて 

事前資料を読んで

くる 
2 時間 授業内容・実技内

容の振り返り 
2 時間 

3 保育所保育指針・幼稚園教育要

領の内容等について 

事前資料を読んで

くる 
2 時間 授業内容・実技内

容の振り返り 
2 時間 

4 幼児の健康について①幼児期

の健康課題 

事前資料を読んで

くる 
2 時間 授業内容・実技内

容の振り返り 
2 時間 

5 幼児の健康について②健康の

発達的意味 

事前資料を読んで

くる 
2 時間 授業内容の振り返

りとレポート 
2 時間 

6 
幼児期の体の諸機能の発達と

生活習慣の形成①幼児期の発

達的特徴 

事前資料を読んで

くる 
2 時間 授業内容の振り返

りとレポート 
2 時間 

7 
幼児期の体の諸機能の発達と

生活習慣の形成②乳幼児の基

本的な生活習慣の形成 

事前資料を読んで

くる 
2 時間 授業内容の振り返

りとレポート 
2 時間 

8 健康領域と運動あそびについ

て①運動あそびの重要性 

事前資料を読んで

くる 
2 時間 授業内容の振り返

りとレポート 
2 時間 

9 
健康領域と運動あそびについ

て②運動あそびでの子どもの

具体的な姿 

事前資料を読んで

くる 
2 時間 授業内容の振り返

りとレポート 
2 時間 
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10 
健康領域と運動あそびについ

て③保育場面での子どもの姿

の分析 

事前資料を読んで

くる 
2 時間 授業内容の振り返

りとレポート 
2 時間 

11 運動あそびでの対話的保育に

ついて①子ども中心の保育 

事前資料を読んで

くる 
2 時間 授業内容の振り返

りとレポート 
2 時間 

12 
運動あそびでの対話的保育に

ついて②具体的な保育指導の

検討 

事前資料を読んで

くる 
2 時間 授業内容の振り返

りとレポート 
2 時間 

13 安全な生活と病気の予防①幼

児の安全教育・健康管理 

事前資料を読んで

くる 
2 時間 授業内容の振り返

りとレポート 
2 時間 

14 
安全な生活と病気の予防②幼

児期の怪我の特徴や病気の予

防と安全管理 

事前資料を読んで

くる 
2 時間 授業内容の振り返

りとレポート 
2 時間 

15 前期のまとめ 授業資料のまとめ 2 時間 授業資料のまとめ

と課題プリント 
2 時間 

 

授業内容 

と 

進め方 

（後期） 

回 授業内容 予習内容 
予習

時間 復習内容 
復習

時間 

16 幼児期の運動発達と身体活動

①乳幼児の運動発達の特徴 
  授業内容の振り返

り 
2 時間 

17 
幼児期の運動発達と身体活動

②幼児期において多様な動き

を獲得することの意義 

事前資料を読んで

くる 
2 時間 授業内容・実技内

容の振り返り 
2 時間 

18 運動あそびの実践事例から考

える①実践事例１ 

事前資料を読んで

くる 
2 時間 授業内容・実技内

容の振り返り 
2 時間 

19 運動あそびの実践事例から考

える②実践事例２ 

事前資料を読んで

くる 
2 時間 授業内容・実技内

容の振り返り 
2 時間 

20 食育について①事例紹介 
事前資料を読んで

くる 
2 時間 授業内容・実技内

容の振り返り 
2 時間 

21 食育について②具体的な指導

の検討 

事前資料を読んで

くる 
2 時間 授業内容・実技内

容の振り返り 
2 時間 

22 子どもと一緒に育つ①事例紹

介 

事前資料を読んで

くる 
2 時間 授業内容・実技内

容の振り返り 
2 時間 

23 子どもと一緒に育つ②グルー

プワーク 

事前資料を読んで

くる 
2 時間 授業内容・実技内

容の振り返り 
2 時間 

24 おにごっこの指導①発達段階

を踏まえた指導 
発表課題の準備 2 時間 授業内容・実技内

容の振り返り 
2 時間 

25 おにごっこの指導②模擬保育

の検討 
発表課題の準備 2 時間 授業内容・実技内

容の振り返り 
2 時間 

26 ICT 機器の活用について 
事前資料を読んで

くる 
2 時間 授業内容・実技内

容の振り返り 
2 時間 

27 健康領域での保育指導案の作

成①保育指導案の計画・立案 
発表課題の準備 2 時間 授業内容の振り返

りとレポート 
2 時間 

28 健康領域での保育指導案の作

成②保育指導案の作成 
発表課題の準備 2 時間 授業内容の振り返

りとレポート 
2 時間 

29 幼小連携について 
事前資料を読んで

くる 
2 時間 授業内容の振り返

りとレポート 
2 時間 

30 健康領域のまとめ 授業資料のまとめ 2 時間 授業資料のまとめ 2 時間 
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成 績 評 価 
授業レポート（関心・意欲・態度・理解）20%、課題（思考力・判断力）30%、定

期試験（知識・ 理解・表現）50% 
課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

課題やレポートはファイルにとじて提出してもらい、後日返却します。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

幼稚園教育要領（平成 29 年 3月告示 文部科学省）、幼保連携型認定こども園教育・

保育要領（平成 29 年 3月告示 文部科学省・内閣府・厚生労働 省） 、保育所保育

指針（平成 29 年 3 月告示 厚生労働省） 、伊狩芳子『演習 保育内容 健康―大人

から子どもへつなぐ健康の視点』萌文書林 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

幼稚園教諭二種免許状：必修科目 

子どもの姿をイメージしながら、運動あそびや領域「健康」の基礎知識に触れるこ

とで幼児の健康について考えてもらいたい。 

 

 

ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 領域「健康」の意義

やねらい、内容につい

て説明できる。 

ほぼ完璧に

理解し、説

明できる 

大きな間違

いがなく理

解し、説明

できる 

最低限理解

し、説明で

きる 

理解してお

らず、説明

できない 

毎回の授業課

題 

（思考力・判

断力） 

5％ 

ほぼ完璧に

理解し、説

明できる 

大きな間違

いがなく理

解し、説明

できる 

最低限理解

し、説明で

きる 

理解してお

らず、説明

できない 

定期試験 

（知識・ 理

解・表現） 

10％ 

(2) 幼児期の心と体の

成長と運動発達の特

徴を説明できる。 

ほぼ完璧に

理解し、説

明できる 

大きな間違

いがなく理

解し、説明

できる 

最低限理解

し、説明で

きる 

理解してお

らず、説明

できない 

毎回の授業課

題（ 

思考力・判断

力） 

5％ 

ほぼ完璧に

理解し、説

明できる 

大きな間違

いがなく理

解し、説明

できる 

最低限理解

し、説明で

きる 

理解してお

らず、説明

できない 

レポート 

（思考力・判

断力） 

5％ 

ほぼ完璧に

理解し、説

明できる 

大きな間違

いがなく理

解し、説明

できる 

最低限理解

し、説明で

きる 

理解してお

らず、説明

できない 

定期試験 

（知識・ 理

解・表現） 

5％ 

(3) 安全教育の理解を

深め、健康で安全な保

育展開を行う知識を

身に付ける。 

ほぼ完璧に

理解してい

る 

大きな間違

いがなく理

解している 

最低限理解

している 

理解してい

ない 

毎回の授業課

題 

（思考力・判

断力） 

5％ 

ほぼ完璧に

理解してい

る 

大きな間違

いがなく理

解している 

最低限理解

している 

理解してい

ない 

レポート 

（関心・意

欲・知識・理

解・表現力） 

5％ 

ほぼ完璧に

理解してい

る 

大きな間違

いがなく理

解している 

最低限理解

している 

理解してい

ない 
定期試験 

（知識・ 理

解・表現） 

5％ 
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(4 ) 年齢に応じたあ 
そびを理解し、環境 
設定や子どもとの対 
話的保育としての関 
わりをイメージし保 
育を構想することが 
できる。 
 

ほぼ完璧に

理解してい

る 

大きな間違

いがなく理

解している 

最低限理解

している 

理解してい

ない 
毎回の授業課

題 

（思考力・判

断力） 

5％ 

ほぼ完璧に

理解し、発

表すること

ができる 

大きな間違

いがなく理

解し、発表

することが

できる 

最低限理解

し、発表す

ることがで

きる 

理解してい

ない レポート 

（思考力・判

断力） 

5％ 

ほぼ完璧に

理解してい

る 

大きな間違

いがなく理

解している 

最低限理解

している 

理解してい

ない 定期試験 

（知識・ 理

解・表現） 

15％ 

(5) 幼児教育の今日的

課題を模索し、子ども

たちの全面的な発達

を促すために必要な

健康領域（特に運動あ

そび）の援助・指導の

知識を身に付ける。 

 

ほぼ完璧に

理解してい

る 

大きな間違

いがなく理

解している 

最低限理解

している 

理解してい

ない 
毎回の授業課

題 

（思考力・判

断力） 

10％ 

ほぼ完璧に

理解し、発

表すること

ができる 

大きな間違

いがなく理

解し、発表

することが

できる 

最低限理解

し、発表す

ることがで

きる 

理解してい

ない レポート 

（思考力・判

断力） 

5％ 

ほぼ完璧に

理解してい

る 

大きな間違

いがなく理

解している 

最低限理解

している 

理解してい

ない 定期試験 

（知識・ 理

解・表現） 

15％ 
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授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

幼児と人間関係 

Relationships with infants 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
22ECCC1010 1 年次 前期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習 １  平田 睦美 〇 

実務家教員

の詳細 
公立幼稚園園長としての実務経験を生かした到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・ 

ポ リ シ ー 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 
〇 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有しているこ

と。 
〇 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとることが

できること。 
〇 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけてい

ること。 
〇 

概 要 

幼児を取り巻く様々な社会的問題や実際の姿を考察することを通じて、人間関係の発達の

ために必要な事柄について理解を深める。領域「人間関係」の基本的事項を学習し、人とかか

わる筋道を理解し、子どもの姿を捉える視点について学ぶ。 

到達 

目標 

 

(1) 幼児を取り巻く人間関係をめぐる現代的課題を理解する。 

(2) 乳幼児期に育つ人と関わる力の発達について、身近な大人との関係から説明できる。 

(3) 乳幼児期の遊びや生活の中で育つ人と関わる力の発達について、教師との関係、幼児との関係、

集団の中での育ちを観点として説明できる。 

(4) 自立心の育ち、協同性の育ち、道徳性・規範意識の芽生えについて発達の姿と合わせて説明でき

る。 

(5) 家族や地域との関わりと育ちについて、発達の姿と合わせて説明できる。 

授業内容

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 
予習
時間 

復習内容 
復習
時間 

1 

幼稚園教育要領,保育所保育指

針,幼保連携型認定こども園教

育・保育要領における領域「人間

関係」のねらいや内容・内容の取

扱いについて学ぶ。 

幼稚園教育 

要領解説第 2章「人

間関係」を読む。 2 時間 

領域「人間関係」

のねらいや内容

についてまとめ

る。 

2 時間 

2 
幼児を取り巻く人間関係と現代

的特徴とその社会的背景につい

て理解する。 

幼児の人間関係に

ついて考えをまと

める。 

2 時間 

授業で学んだこ

とをまとめる。 2 時間 

3 

自分や周りの人などとの関係性

の中から、印象的な場面を取り上

げ、グループで紹介し合い、様々

な場面の人間関係について考え

を深める。 

自分の生活の中で

印象的な人とのか

かわりについて考

える。 

2 時間 

グループで話し

合ったことをま

とめる。 2 時間 

4 
０～２歳児における人とのかか

わりの姿の映像を通して、人間関

係の発達の姿を考察する。 

保育所保育指針解

説 P101～109、P135

～144を読む。 

2 時間 

映像記録をまと

める。 2 時間 

5 

幼児期の遊びや生活の映像を通

し、その中にみられる人とかかわ

る力の育ちについてグループで

話し合い、理解する。 

幼稚園教育要領解

説第２章「人間関

係」を読む。 
2 時間 

映像記録をまと

める。 
2 時間 

6 

自我の芽生えから自立へ向かう

過程について映像や事例を通し

て理解し、保育者の援助について

学ぶ。 

幼稚園教育要領解

説第２章「人間関

係」を読む。 
2 時間 

映像や事例につ

いてまとめる。 
2 時間 
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7 

子ども同士のトラブルやいざこ

ざの実際の場面を映像や事例か

ら考え、幼児の発達とどのように

関係しているかをグループで話

し合い探る。 

幼稚園教育要領解

説第２章「人間関

係」を読む。 2 時間 

グループで話し

合ったことをま

とめる。 2 時間 

8 

幼児の仲間意識の形成と協同す

る存在へと変容する過程をグル

ープで話し合い理解し、保育者の

役割について考える。 

幼稚園教育要領解

説第２章「人間関

係」を読む。 
2 時間 

グループで話し

合ったことをま

とめる。 
2 時間 

9 

個の育ちと集団の育ちについて

の関係性を映像や事例を通して

考察し、保育者の役割について考

える。 

幼稚園教育要領解

説第２章「人間関

係」を読む。 
2 時間 

映像や事例につ

いてまとめる。 
2 時間 

10 

人とのかかわりが難しい子ども

に対して、様々な事例を通しそ

の要因について理解し対応につ

いて考察する。 

幼稚園教育要領解

説第２章「人間関

係」を読む。 
2 時間 

事例から考えた

ことをまとめる。 
2 時間 

11 

幼児が葛藤体験を通し、きまり

の重要性を理解したり、気持ち

を調整し折り合いをつけたりす

る過程について理解し道徳性・

規範意識の芽生えの関係性につ

いて考える。 

幼稚園教育要領解

説第２章「人間関

係」を読む。 
2 時間 

授業を振り返り、

自分の考えをま

とめる。 
2 時間 

12 

小学校との連携や地域の様々な

人々との交流の意義について考

え、実際の事例を通してそのあ

り方や保育者の役割を学ぶ。 

地域との交流はど

のようなものがあ

るか調べる。 
2 時間 

授業を振り返り、

要点をまとめる。 
2 時間 

13 

保護者との連携について事例を

通してグループで話し合い子ど

もの育ちを支える上で大切であ

ることを理解し、保護者との関

係づくりについて学ぶ。 

保護者との連携に

ついて自分の考え

をまとめる。 2 時間 

グループで話し

合ったことをま

とめる。 2 時間 

14 

保育者同士が連携しながら保育

にあたることや情報を共有する

ことが子どもの生活に極めて重

要であることを理解する。 

保育者同士の連携

について自分の考

えをまとめる。 
2 時間 

授業を振り返り、

要点をまとめる。 
2 時間 

15 
 

授業内容を振り返り学びを整理 

しながら、人とかかわる力を育 

てる保育者の役割や現代的課題 

について自分の考えをまとめる 

15 回の資料を読み

直す。 
2 時間 

振り返りシート

によりまとめる。 
2 時間 

成 績 評 価 定期試験(50%)、レポート（30%)、授業への取組 (20%) 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

振り返りシートやレポートはコメントをつけて返却します。ルーブリックによる成

績評価を配布します。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト ： 『幼稚園教育要領』（平成 29年 3 月 告示 文部科学省）、『幼保連

携型認定こども園教育・保育要領』（平成 29年 3月告示 文部科学省・内閣府・厚

生労働省）、『保育所保育指針』（平成 29年 3月 告示 厚生労働省）、『幼稚園教育

要領解説』（平成 30 年 3月 文部科学省）フレーベル館、『保育所保育指針解説』

（平成 30年 3月 厚生労働省）フレーベル館 

参考文献 ： 『事例で学ぶ保育内容 領域 「人間関係」』無糖隆 監修  

岩立京子 編集代表 萌文書林 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

人が成長し生きていくためには、人間関係が極めて重要な要因です。人間関係の発

達のために必要な事柄を映像や事例の幼児の姿から考え、学んでいきましょう。 

 

幼稚園教諭二種免許状：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1)幼児を取り巻く人間関

係をめぐる現代的課題を

理解する。 

ほぼ完璧に

理解してい

る。 

大きな間違

いがなく、基

本を理解し

ている。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を理解

している。 

理解できて

いない。 
定期試験 

（知識・理解） 
20％ 

(2)乳幼児期に育つ人と関

わる力の発達について、

身近な大人との関係から

説明できる。 

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できな

い。 定期試験 

（知識・理

解） 

15％ 

(3) 乳幼児期の遊びや生

活の中で育つ人と関わる

力の発達について、教師

との関係、幼児との関係、

集団の中での育ちを観点

として説明できる。 

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できな

い。 
定期試験 

（知識・理

解） 

15％ 

(4)自立心の育ち、協 

同性の育ち、道徳性・規範

意識の芽生えについて発

達の姿と合わせて説明で

きる。 

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できな

い。 レポート 

（思考力・判

断力・表現力） 

15％ 

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できな

い。 授業への取組 

（関心・意欲・

態度） 

10％ 

(5)家族や地域との関わり

と育ちについて、発達の

姿と合わせて説明でき

る。 

 

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できな

い。 レポート 

（思考力・判

断力・表現力） 

15％ 

ほぼ完璧に

説明できる。 

大きな間違

いがなく、基

本を説明で

きる。 

間違いはい

くつかある

が、最低限の

基本を説明

できる。 

説明できな

い 授業への取り

組み 

（関心・意欲・

態度） 

10％ 

 



授業科目 対象学科・専攻 ナンバリング 年  次 期  別 

幼児と環境 
Toddlers and the environment 

児童教育学科 
初等教育学専攻 22ECCC1011 １年次 後期 

講義・演習・実技・

実習・実験 
単位数 

卒 業 

認 定 
担 当 教 員  

実務家 

教員 

演習  １  平田 睦美 〇 

実務家教員 

の詳細 
公立幼稚園園長としての実務経験を生かした到達目標達成のための実践的な授業を行う。 

ディプロマ・

ポ リ シ 

との関係 

(1) 何事にも誠実に取り組み、教育者にふさわしい専門性と人間性を有しているこ

と。 〇 

(2) 各教科・道徳等について知識や技能を磨き、実践的な学習指導力を有している

こと。 〇 

(3) 子ども理解に深い関心をもち、誰とでも誠実にコミュニケーションをとること

ができること。 〇 

(4) 様々な教育課題に対して、自ら学ぶ力やチームで取り組む協働性を身につけて

いること。 〇 

概 要 
幼児を取り巻く様々な環境の教育的意義を理解し、幼児期の環境と関わる力の発達について、

事例や映像を通して、幼児の実際の姿から学ぶ。 

 

 

 

到達目標 

 

 

 

 

(1) 幼児を取り巻く環境と、幼児の発達にとっての意義を理解する。 

(2) 乳幼児の物理的、数量・図形との関わりの事象に対する興味・関心、理解の発達を説明で

きる。 

(3) 乳幼児の生物・自然との関わりの事象に対する興味・関心、理解の発達を説明できる。 

(4) 乳幼児を取り巻く標識・文字等の環境と、それらへの興味・関心、それらとの関わり方を

説明できる。 
(5) 乳幼児の生活に関係の深い情報・施設と、それらへの興味・関心、それらとのかかわり方

について説明できる。 

 

授業内容 

と 

進め方 

 

回 授業内容 予習内容 予習
時間 復習内容 復習

時間 

1 
日々の生活を基に環境の関係性につい

てグループで考え、環境の意味を理解

する。 

幼児を取り巻く

環境について自

分のイメージし

たことをまとめ

る。 

2 時間 

生 活 と環 境

の 関 係性 に

つ い てま と

める。 

2 時間 

2 
幼稚園教育要領,保育所保育指針,幼保

連携型認定こども園教育・保育要領の

領域「環境」のねらいや内容について

具体的に学ぶ。 

幼稚園教育要領

解説第２章「環

境」を読む。 
2 時間 

領域「環境」

の ね らい や

内 容 を復 習

する。 

2 時間 

3 
現代社会の幼児を取り巻く環境と現代

課題についてグループで話し合い理解

する。 

幼児を取り巻く

環境の課題につ

いて考えをまと

める。 

2 時間 

グ ル ープ で

話 し 合っ た

こ と をま と

める。 

2 時間 

4 乳幼児期の発達における環境との関わ

りについて映像を通して理解する。 

幼稚園教育要領

解説第２章「環

境」を読む。 
2 時間 映 像 記録 を

まとめる。 2 時間 

5 
実際の保育現場での保育室の環境構成の

映像を見て、グループで話し合い、環境を

構成する身近な物とのかかわりについ

て理解する。 

幼稚園教育要領

解説第２章「環

境」を読む。 
 

2 時間 映 像 記録 を

まとめる。 2 時間 

6 
大学の近辺を散策し、見たり、感じた

り、触れたりすることを通し、幼児の

生活と関係する環境について考えたこ

とをグループでまとめる。 

今時期の自然の

様子（草花・虫な

ど）について調べ

ておく。 

2 時間 

グ ル ープ で

話 し 合っ た

こ と をま と

める。 

2 時間 
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7 季節の自然物を使った遊びを体験す

る。 

身近な自然物を

使った遊びにつ

いて考えておく。 
2 時間 

体 験 した 遊

び に つい て

まとめる。 
2 時間 

8 身近に育つ植物の種類を調べ、これら

と幼児の生活や遊びについて考える。 

身近に育ってい

る植物について

調べておく。 
2 時間 

授 業 を振 り

返り、考えた

こ と をま と

める。 

2 時間 

9 
実際に花や野菜の栽培をし、どのよう

に成長していくのか、そのためにはど

のようなことが必要かについて学ぶ。 
 

自分が育てたい

花や野菜の育て

方について調べ、

まとめておく。 

2 時間 

授 業 を振 り

返り、考えた

こ と をま と

める。 

2 時間 

10 
身近な生き物の種類、特性について映

像を通して学ぶ。また、幼児の生き物

への興味・関心について学び、生き物

の不思議さや命の大切さを認識する。 

自分が育ててみ

たい生き物の育

て方について調

べておく。 

2 時間 

幼 児 と生 き

物 の 関係 に

つ い てま と

める。 

2 時間 

11 
幼児の自然（自然現象・土・水など）

との関わりについて映像や事例を通し

て学び、自然体験活動の大切さを理解

する。 

自然と関わる遊

びについて考え

ておく。 
2 時間 

幼 児 と自 然

と の 関わ り

に つ いて ま

とめる。 

2 時間 

12 
「数・量・図形」について、幼児が遊

びや生活を通して学んでいく方法を理

解する。 

「数・量・図形」

に関わる遊びに

ついて考えてお

く。 

2 時間 

幼児の「数・

量・図形」に

つ い て学 ん

で い く方 法

をまとめる。 

2 時間 

13 
乳幼児を取り巻く標識・文字と幼児の

生活について考え、どのようなものが

あるかグループで話し合い、具体的な

場面や活動を学ぶ。 

乳幼児を取り巻

く標識にはどの

ようなものがあ

るか調べておく。 

2 時間 

グ ル ープ で

話 し 合っ た

こ と をま と

める。 

2 時間 

14 
乳幼児期の生活に関係の深い情報や施

設などについて調べ、それらにかかわ

る具体的な活動について考える。 

乳幼児期の生活

に関係する施設

について調べて

おく。 

2 時間 

グ ル ープ で

話 し 合っ た

こ と をま と

める。 

2 時間 

15 
幼児と環境の関わりについて振り返

り、環境の重要性と課題についてまと

める。 

１５回の資料を

読み直す。 2 時間 
振 り 返り シ

ー ト によ り

まとめる。 
2 時間 

成 績 評 価 定期試験(50%)、レポート(30%)、授業への取組・グループワーク (20%) 

課題（試験・レポート

等）に対する 

フィードバックの方法 

振り返りシートやレポートはコメントをつけて返却します。ルーブリックによる成

績評価を配布します。 

テキストおよび 

参 考 文 献 

テキスト ： 『幼稚園教育要領』（平成29年 3月告示 文部科学省）、『幼保連携型認定 
こども園教育・保育要領』（平成 29 年 3 月告示 文部科学省・内閣府・厚生労働 
省）、『保育所保育指針』(平成 29 年 3 月告示 厚生労働省)、 『幼稚園教育要領解 
説』（平成 30 年 3 月 文部科学省）フレーベル館 
 
参考文献 ： 『無藤隆 監修 福元真由美 編集代表 事例で学ぶ保育内容 領

域「環境」』 萌文書林 

メ ッ セ ー ジ 

な       ど 

子どもたちは周囲の様々な環境に主体的にかかわる中で、発達に必要な経験をしま

す。周囲の様々な環境とはどのようなものなのでしょうか。環境に関わる幼児の姿

や、実際の環境を見たり、触れたり、考えたりすることを通して幼児にとっての環

境の重要性について学んでいきましょう。 
 
幼稚園教諭二種免許：必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 

比率 

(1) 幼児を取り巻く環 
境と、幼児の発達にと

っての意義を理解す

る。 

ほぼ完璧に理

解できる。 

大きな間違い

がなく基本を

理解している。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

理解している。 

理解でき 

ていない。 

 

定 期 試 験

（知識・理

解） 

50% 

(2)乳幼児の物理的、数

量・図形との関わりの

事象に対する興味・関

心、理解の発達を説明

できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 

大きな間違い

がなく基本を

説明できる。 

間違いはい 

くつかある 

が、最低限 

の基本を説 

明できる。 

説明できない。 

レ ポ ー ト

（思考力・

判断力・表

現力） 

15% 

(3)乳幼児の生物・自然

との関わりの事象に

対する興味・関心、理

解の発達を説明でき

る。 

ほぼ完璧に説

明できる。 

大きな間違い

がなく基本を

説明できる。 

間違いはい 

くつかある 

が、最低限 

の基本を説明

できる。 

説明できない。 
レ ポ ー ト

（思考力・

判断力・表

現力） 

15% 

(4)乳幼児を取り巻く

標識・文字等の環境

と、それらへの興味・

関心、それらとの関わ

り方を説明できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 

 

大きな間違い

がなく基本を

説明できる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説明できない。 授業への取

組・グルー

プワーク

（関心・意

欲・態度、

思考力・表

現力） 

10% 

(5)乳幼児の生活に関

係の深い情報・施設

と、それらへの興味・

関心、それらとのかか

わり方について説明

できる。 

ほぼ完璧に説

明できる。 

大きな間違い

がなく基本を

説明できる。 

間違いはいく

つかあるが、最

低限の基本を

説明できる。 

説明できない。 授業への取

組グループ

ワーク（関

心・意欲・態

度、思考力・

表現力） 

10% 
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